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1 はじめに 

1.1 背景と目的 

令和４年の児童福祉法の改正により、自治体において設置に努めることとされたこども家庭センターにおい
ては、子育て世代包括支援センター（母子保健）と子ども家庭総合支援拠点（児童福祉）の設立の意
義や機能は維持した上で組織を見直した全ての妊産婦、子育て世帯、こどもへの一体的な相談支援を行う
こととされている。 

しかしながら、これまで「子育て世代包括支援センター」と「市区町村子ども家庭総合拠点」それぞれの設置
を進めてきた中で、両機関の組織が別であるために、一体的な相談支援における連携・協働により、職員への
負荷が生じることや、情報共有等がなされにくいなどの課題が生じている。 

そのため、こども家庭センターの設置に伴う組織の見直しに当たっては、どのような体制整備を行うかの検討
に苦慮している自治体もあると聞く。 

こうしたことを踏まえ、本調査研究事業では改正児童福祉法の施行を待たず、こども家庭センターの設置に
取り組んでいる先進的な自治体において、どのような手法で一体的相談体制を構築しているのか、その過程
や効果、課題などの事例を収集し、複数のモデルや参考となる体制を整理することにより、こども家庭センター
の全国展開を進めていくことを目的とする。 
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1.2 調査概要 
 

本調査研究事業では、文献調査、自治体アンケート調査を通じて、母子保健と児童福祉の一体的相談
体制の構築状況の実態把握を行い、先行的に取組を行っている自治体に対して自治体ヒアリングを実施し
た。そのヒアリング結果を踏まえ、事例集を作成した。また、有識者等による検討委員会を設置し、本調査研
究事業の各調査・検討等に対し助言等を得た。（図表 44） 

なお、課題 24（統括支援員の育成に関する調査研究）との関連性を踏まえ、自治体アンケート調査、
自治体ヒアリング調査、検討委員会については以下の通り、一体で取り組むこととした。 
 
・自治体アンケート調査 

課題 24 に関する設問と課題 26 に関する設問を 1 つの調査票に盛り込みアンケート調査を実施。 
・自治体ヒアリング調査 

課題 24 に関する設問と課題 26 に関する設問を 1 回のヒアリング（オンライン会議）調査内で実施。 
・検討委員会 

課題 24 に関する検討委員会と課題 26 に関する検討委員会を同日、オンライン会議で実施。 
課題 24 と課題 26 の構成員は一部異なるため、前半パートと後半パートに時間帯を分割し、設定する。 
 

 
図表 1 調査の流れ 
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2 事例調査 

2.1 文献調査 

2.1.1 調査概要 
 
自治体の母子保健と児童福祉の一体的相談体制の構築状況、先進的に実施している自治体を把握す

るために文献調査を実施した。実施概要（図表 2）と調査対象（図表 3）は以下の通り。 
 

図表 2 実施概要（文献調査） 

 

調査期間 2023 年 8 月～2023 年 11 月 

調査対象 マネジメント、児童福祉、母子保健等に関わる各種政府文書、学術論文等 
 

図表 3 調査対象（文献調査） 

・ 松本純子「子育て世代包括支援センターと支援拠点の連携を強化 : 北海道千歳市の取り組み」『地域
保健』no49(4),東京法規出版,pp32-35,2018 

・ 柴原君江「子ども虐待予防におけるポピュレーション・アプローチとハイリスク・アプローチの融合」田園調布
学園大学紀要,no5,pp1-18,2010 

・ 秋田敦子、奈良部素子「子ども家庭相談課内に母子保健担当室を設置 : 千葉県松戸市の取り組み」
『地域保健』no49(4),東京法規出版,pp27-31,2018 

・ 鈴木智「支援拠点を教育委員会の中に設置 ─千葉県南房総市の取り組み」『地域保健』no49(4),東
京法規出版,pp22-26,2018 

・ 佐藤まゆみ「市町村を中心とする子ども家庭福祉行政実施体制の必要性に関する研究― 子どものレジ
リエンスと社会的親に着目して ―」和洋女子大学紀要,no60,pp97-108,2019 

・ 山田不二子「特集 母子の包括的支援-子育て世代包括支援センターの全国展開を前に 児童福祉と
母子保健をつなぐ市町村保健師に期待する役割」『保健師ジャーナル』no73(4),株式会社医学書
院,pp303-307,2017 

・ 山岸由紀子「特集 ｢特定妊婦｣にどうかかわる?-助産師ができる支援とは 【助産師による支援の事例か
ら】 医療機関と母子保健･児童福祉の効果的な連携」『助産雑誌』no69(10),株式会社医学書
院,pp826-832,2015 

・ 上田紀子「「名張版ネウボラ」で母子の包括的な支援を実施 : 三重県名張市の取り組み」『地域保健』
no49(4),東京法規出版,pp36-41,2018 
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・ 太田由加里、柴原君江「乳幼児健診における親の育児上の問題と福祉と保健の統合化」人間福祉研
究,no5,pp87-89,2003 

・ 吉田涼子「母子部門と児童相談所の連携強化、支援拠点の充実をめざして ─ 神戸市の取り組み」
『地域保健』no49(4),東京法規出版,pp18-21,2018 

・ 大島亜友美「母子保健・児童福祉の現場で何が起こったか ─ 市保健師からのリポート」『世界の児童と
母性』no89,資生堂社会福祉事業財団,pp54-58,2021 

・ 藤本緑「3 つの機能を連携した子ども家庭総合支援拠点 : 山口県山口市の取り組み」『地域保健』
no49(4),東京法規出版,pp42-45,2018 

・ 和田聡子・光田信明「医療・保健・福祉が連携した特定妊婦の支援と児童虐待対策」『Perinatal 
care』no35(12),メディカ出版,pp1170-1175,2016 

・ 井上登生「虐待を防止する地域づくりと医療の役割 ─ 子ども家庭総合支援拠点・要対協・母子保健
含む ─」『小児科臨床』no72(12),日本小児医事出版社,pp1777-1781,2019 

・ 髙橋睦子「子育て家族のための切れ目ないケアシステムの構築に向けて : 「子育て世代包括支援センタ
ー」を中心とした、子育て支援体制の展望」『マッセ Osaka 研究紀要』no25,大阪府市町村振興協会お
おさか市町村職員研修研究センター,pp43-52,2022 

・ 佐藤拓代「子育て世代包括支援センター(母子健康包括支援センター)が目指すもの」『小児科』
no64(1),金原出版,pp58-63,2023 

・ 槻木直子、岩國亜紀子、川下菜穂子、小巻京子、箕浦洋子、宮川幸代、山本あい子、工藤美子「子
育て世代包括支援センターで活動する看護職が提供している妊娠期からの切れ目ない子育て支援」兵
庫県立大学看護学部・地域ケア開発研究所紀要,no26,pp41-59,2019 

・ 佐藤拓代「子育て世代包括支援センターとネウボラの理念」大阪市立大学看護学雑誌,no14,pp36-
39,2018 

・ 山川勝也「子育て世代包括支援センターにおける虐待予防支援に向けた課題 : ネウボラに関する文献
調査及びモデル自治体への質問票調査から」社会科学研究,no36,pp22-62,2022 

・ 西野友子、井上尚子、古川亮子「子育て世代包括支援センターのガイドラインに基づいた業務の現状と
課題」順天堂保健看護研究 no10,pp13-20,2022 

・ 中根恵美子「子育て世代包括支援センターの現状」『地域保健』no49(4),東京法規出版,pp8-
13,2018 

・ 山口幸太郎「子ども家庭総合支援拠点の設置と児童虐待防止の取り組み」『市政』no68(11),全国市
長会館,pp37-39,2019 

・ 太田由加里「子どもの虐待死予防における乳幼児健診の意義と役割--未受診者の調査から」田園調布
学園大学紀要,no3,pp51-66,2008 

・ 佐藤まゆみ「市区町村子ども家庭総合支援拠点のあり方に関する一考察 ─ 包括的・継続的支援に向
けたソーシャルワークのために ─」淑徳大学短期大学部研究紀要,no64,pp1-15,2022 



 

 

 
 
 

6 

・ 鈴木秀洋「市区町村子ども家庭総合支援拠点の現状」『地域保健』no49(4),東京法規出版,pp14-
17,2018 

・ 鈴木秀洋「市区町村における子ども・家庭支援の新たな展開と課題」『教育と医学』no71(1),慶応義塾
大学出版会,pp38-45,2023 

・ 菅田理一、鈴木崇之「市区町村要保護児童対策地域協議会に関する研究の動向 : ―2017 年から
2021 年における文献の検討をもとに―」鳥取看護大学・鳥取短期大学研究紀要,no86,pp57-
64,2023 

・ 大澤絵里、越智真奈美「市町村における地域の児童虐待予防と対応のしくみの課題と展望」『保健医
療科学』no70(4),国立保健医療科学院,pp385-393,2021 

・ 山城五月、前田和子、上田礼子、沼口知恵子、盛島幸子、池原和子、仲宗根美佐子「児童虐待防
止活動おける専門職者の教育的ニーズ－沖縄県離島の場合－」沖縄県立看護大学紀要,no9,pp1-
9,2008 

・ 柏女霊峰「児童相談サービス 子ども家庭相談体制の再構築に向けて」『母子保健情報』no50,母子愛
育会,pp27-30,2005 

・ 坂本保子、藤邉祐子「地域の子育て支援の役割と課題 －子育て世代包括支援センターに焦点を当て
て－」八戸学院大学紀要,no64,pp135-144,2022 

・ 石井陽子、二宮一枝「統括保健師が児童相談所保健師に求める専門的能力と重視する事柄 : デルフ
ァイ法と自由記述からの検討」岡山県立大学保健福祉学部紀要,no25,pp9-17,2019 

・ 中山まき子「日本への「ネウボラ」導入過程と「母子健康包括支援センター」の設置―「切れ目ない支援」
政策とは―」同志社女子大學學術研究年報,no71,pp63-82,2021 

・ 角野雅彦「フィンランドのネウボラと子育て世代包括支援センターの比較考察 : 日本版ネウボラは成功す
るのか」福祉社会学部論集,no39,pp1-14,2021 

・ 衣笠秀一「福祉事務所の中核機関としての役割及び体制・業務の見直し－新たな包括的相談支援体
制における中核機関の集約－」日本社会事業大学研究紀要,no64,pp5-22,2018 

・ 佐藤拓代「母子保健からみた虐待予防」『教育と医学』no65(5),慶応義塾大学出版会,pp416-
421,2017 
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2.2 自治体アンケート 

2.2.1 調査概要 
 
全国の市区町村の母子保健と児童福祉の一体的相談体制の構築状況等の実態把握及び先進的に取

組を実施している市区町村を把握するため、母子保健部門と児童福祉部門に対するアンケート調査を実施
した。実施概要（図表 4）と調査対象（図表 5）は以下に示す。 
 

図表 4 実施概要（アンケート調査） 

調査期間 2023 年 10 月 12 日～2023 年 10 月 27 日 

調査対象 1,741 市区町村（有効回答数 1,180 市区町村）回収率 67.8％ 

調査方法 ウェブフォームを用いたオンラインアンケート（一部市区町村は CSV 形式での回答） 

アンケート
項目概要 

1. 自治体の概況 
2. 子育て世代包括支援センターと子ども家庭総合支援拠点の設置状況 
3. こども家庭センターの設置状況・準備状況（時期、拠点数） 
4. こども家庭センター長・統括支援員 1の役職・職種 
5. 母子保健部門と児童福祉部門の合同ケース会議の開催状況・予定 
6. こども家庭センターで作成するサポートプラン 2の運用・準備状況 
7. こども家庭センター内での母子保健部門と児童福祉部門の連携に関する工夫 
8. こども家庭センターと要保護児童対策地域協議会との関係 
9. こども家庭センターの設置に際する課題 
10. 母子保健と児童福祉の一体的な運用状況 
11. 安心こども基金の活用状況 

 
  

 
1 本アンケート及びヒアリング調査の中では、国が示す基礎研修等を受けていないが、「統括支援員」として表記する。 
2 令和 4 年度の自治体説明会や「こども家庭センター及びサポートプラン」についての調査研究報告書を受け、市区町村
が準備したもの。 
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図表 5 調査対象（アンケート調査） 

区分 回答数 

児童人口規模別 

小規模 A（概ね～0.9 万人未満） 834 

小規模 B（概ね 0.9 万人～1.8 万人未満） 165 

小規模 C（概ね 1.8 万人～2.7 万人未満） 63 

中規模  （概ね 2.7 万人～7.2 万人未満） 88 

大規模  （概ね 7.2 万人～） 30 

合計 1,180 

人口規模別 

1 万人未満 286 

1 万人～10 万人未満 666 

10 万～30 万人未満（中核市除く） 139 

30 万人以上（中核市・政令市除く） 17 

中核市 54 

政令市 18 

合計 1,180 
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2.2.2 調査結果 

サマリー 

 アンケート調査を実施し、以下の結果を得られた。 

こども家庭センターの設置状況 3 

・ （時期）令和５年度までにこども家庭センターを設置済の市区町村は約１割だが、令和６年度の
設置を予定している自治体が半数を超えている。 

・ （箇所数）こども家庭センターの設置個所数は１箇所がほとんどである。 
 

センター長・統括支援員 
• センター長は課長級の事務職で他業務との兼務者が多い。 
• 統括支援員は係長～課長級で保健師が多い。 

 
合同ケース会議 

• アンケート集計時点でこども家庭センターを設置している市区町村は１割であるため、合同ケース会
議を現在開催していない市区町村が過半数を占めるのは現状に即した回答となっている。開催して
いる市区町村では月１回が約２割で最も多い。 
 

母子保健機能のサポートプラン 
• 既に様式を準備している市区町村は 13.0％で、令和 5 年度中に３割弱、令和 6 年度中に３割

弱が様式を準備する見通しである。 
• 様式を準備できている市区町村でも、「手交していない」とする自治体が過半数である。一方で、

「81％以上」手交していると回答している市区町村もあり、サポートプランではなく、セルフプランについ
て回答していると推察される。 
 

児童福祉機能のサポートプラン 
• 既に様式を準備している市区町村は 1.5％で、令和 5 年度中に約３割、令和 6 年度中に約３割

が様式を準備する見通しである。 
• 様式を準備できている市区町村でも、「手交できていない」とする自治体が過半数である。 
• 運用上の課題としては、「支援対象者へのサポートプランの手交方法」が半数近くに達したが、「作成

体制」44.3％、「作成担当者の確保・育成（研修等）」43.2％など回答が分散しており、幅広く課
題を感じている状況と考えられる。 
 

こども家庭センターと要保護児童対策地域協議会（要対協）との関係 

 
3 令和５年９月の自治体説明会において、こども家庭センター設置の５つの要件を示す前に、各自治体において創意工
夫の中でこども家庭センターを設置したところを含む。 



 

 

 
 
 

10 

• 要対協の調整機関の役割を担っている市区町村が半数を占める。 
母子保健と児童福祉の連携 

• 母子保健と児童福祉の連携の取組としては、組織間・部署間の情報共有・連携に関する工夫・取
組を実施している市区町村が半数以上で、具体的には、会議の設定・参加、システムの導入活
用、日常的な情報共有と回答する市区町村が多い。 
 

一体的運用の状況 
• 「母子保健と児童福祉の双方の対応が必要なケースで合同に対応できる体制になっている」と回答

した市区町村が４分の３を占め、共同での支援体制構築を進めていることがわかる。 
• 母子保健機能と児童福祉機能の場所の観点では、同一フロアにあるとした市区町村が過半数であ

り、さらにフロアは異なるが同一建物という市区町村も１割ほどあり、物理的に連携が進めやすい環
境にあると推察される。 

• 母子保健機能と児童福祉機能の両方を経験できるように、人員配置上の工夫をしている市区町村は１割強
にとどまる。 
 

効果と課題 
• 一体的運用の取組によって、「効果が得られた」とする回答は、母子保健側から、児童福祉側からの

いずれも過半数に達した。「効果がやや得られた」まで含めると、いずれの側からも９割近くが効果を
感じている。 

• 取組にかかる困難と課題としては、母子保健側、児童福祉側双方の視点をマネジメントできる人材
の配置、またその視点の共有、そして役割分担の明確化が挙げられた。 

 
 
  以降に、設問ごとの調査結果を示す。 
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子育て世代包括支援センターと子ども家庭総合支援拠点の設置状況 
 

子育て世代包括支援センターと子ども家庭総合支援拠点の設置状況について、「子育て世代包括支援
センターのみ設置している」自治体が 17.1％、「子ども家庭総合支援拠点のみ設置している」自治体は
0.8％、「両方を設置している」は 79.4％、「いずれも設置していない」が 2.7％。（図表 6） 

子育て世代包括支援センターのみ設置している自治体のうち、1 箇所設置している自治体は 95.5％、2
箇所以上設置している自治体は 4.5％であった。（図表 7） 

子ども家庭総合支援拠点のみを設置している自治体のうち、1 箇所設置している自治体は 100％であっ
た。（図表 8） 

両方設置している自治体のうち、子育て世代包括支援センターを 1 箇所設置している自治体は 84.5％、
2 箇所設置している自治体は 6.6％、その他の自治体は 8.1％であり（図表 9）、子ども家庭総合支援拠
点を 1 箇所設置している自治体は 96.1％、2 箇所設置している自治体は 0.3％、その他の自治体は 2.9％
であった（図表 10）。 
 

図表 6 子育て世代包括支援センター／子ども家庭総合支援拠点の設置状況 
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図表 7 子育て世代包括支援センターのみ設置している自治体の設置数 

 
 

 
 
 

図表 8 子ども家庭総合支援拠点のみ設置している自治体の設置数 

 
 

 
 
 
 
 



 

 

 
 
 

13 

図表 9 両方設置している自治体の子育て世代包括支援センター設置数 

 
 

 
図表 10 両方設置している自治体の子ども家庭総合支援拠点設置数 
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こども家庭センターの設置状況・準備状況 
 

こども家庭センターの機能を「令和 5 年度より前から設置している自治体（令和５年９月の自治体説明
会において、こども家庭センター設置の５つの要件を示す前に、各自治体において創意工夫の中でこども家庭
センターを設置したところを含む。）」は 7.4%、「令和５年度から設置している」自治体が 4.8％、「令和 6 年
度からの設置に向けて準備している」が 53.5％、「令和 7 年度以降の設置を検討している」が 22.5％であ
り、検討をはじめていない自治体は 11.4％であった。（図表 11） 

こども家庭センターを設置しているまたは設置予定、検討中と回答した自治体のうち、こども家庭センターの
設置時期は「令和 6 年」が 524 市区町村、「決まっていない」が 138 市区町村であり（図表 12）、こども
家庭センターの設置（予定）箇所数は「1 箇所」が 682 市区町村、「決まっていない」が 63 市区町村であっ
た。（図表 13） 
 

図表 11 こども家庭センターの設置状況 

 
 

図表 12 こども家庭センターの設置（予定）時期 
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図表 13 こども家庭センターの設置（予定）個所数 
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こども家庭センターを設置しているまたは設置予定、検討中と回答した自治体への質問への回答 

こども家庭センター長・統括支援員の役職・職種 
 

配置(予定)のセンター長の役職は「課長」が 166 件、「部長」が 36 件、「未定」が 818 件であり、職種は
「事務職」が 130 件、「保健師」が 48 件、「未定」が 847 件であった。また、兼務している役職は「課長」が
53 件、「部長」が 13 件、「統括支援員」が 8 件で、兼務している職種は「事務職」が 24 件であった。（図表
14） 

配置(予定)の統括支援員の役職は「係長」が 44 件、「課長補佐」が 31 件、「課長」が 25 件、「未定」が
880 件であった。職種は「保健師」が 134 件、「事務職」が 25 件、「未定」が 866 件であった。（図表 15） 

 
図表 14 センター長の役職・職種 

 
図表 15 統括支援員の役職・職種 
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母子保健部門と児童福祉部門の合同ケース会議の開催状況・予定 
 

合同ケース会議の月開催（予定）回数は、「合同では開催していない」自治体が 54.6％、「1 回」が
21.0％、「2 回」が 2.9％であった。（図表 16） 

 
図表 16 合同ケース会議の月開催（予定）回数 
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こども家庭センターで作成するサポートプランの運用・準備状況 
 

母子保健機能のサポートプラン様式（母子保健機能のサポートプランは子育て世代包括支援センターの
支援プランとされている）について、「既に準備をしている」自治体は 13.0％で、「令和 5 年度中に準備」が
26.7％、「令和 6 年度以降準備予定」が 29.7％、「現状、様式の準備を予定していない」が 19.7％であっ
た。（図表 17） 

児童福祉機能のサポートプラン様式について、「既に準備をしている」自治体は 1.5％、「令和 5 年度中に
準備」が 27.4％、「令和 6 年度以降準備予定」が 34.3％、「現状、様式の準備を予定していない」が
25.9％であった。（図表 18） 

 
母子保健のサポートプランの様式を準備できている自治体の直近半年間のサポートプラン作成割合 4は

「100％」が 63 市区町村、「75％以上 100％未満」が 6 市区町村、「0％超 25％未満」が 6 市区町村で
あった。（図表 19） 

児童福祉のサポートプランの様式を準備できている自治体の直近半年間のサポートプラン作成割合は
「100％」が 4 件、「25％以上 50％未満」が 2 件、「0％」が 3 件であった。（図表 20） 

 
サポートプランをこども家庭センター（母子保健機能）で作成したケースのうち、手交した割合については、

「手交していない」が 53.6%、「81％以上手交した」が 36.6％であった。（図表 21） 
サポートプランをこども家庭センター（児童福祉機能）で作成したケースのうち、手交した割合については、

「手交していない」が 55.6%%、「81％以上手交した」が 22.2％であった。（図表 22） 
 
児童福祉機能のサポートプランの運用の工夫点に関しては、「組織間・部署間の共有や定期的な見直し」

と回答した自治体が 16.5％、「作成体制」と回答した自治体が 14.3％、「進行管理体制」と回答した自治
体が 12.9％、「作成担当者の確保・育成」が 10.2％、「支援対象者へのサポートプランの手交方法」が
7.7％であった。（図表 23） 

児童福祉機能のサポートプランの運用で困っている点に関しては、「支援対象者へのサポートプランの手交」
と回答した自治体が 47.8％、「作成体制」と回答した自治体が 44.3％、「作成担当者の確保・育成」と回
答した自治体が 43.2％、「進行管理体制」が 35.5％、「組織間・部署間の共有や定期的な見直し」が
30.6％、「特になし」が 16.5％であった。（図表 24） 
 

 
 
 

  

 
4 作成対象者人数に対し、実際に作成した割合。 
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図表 17 母子保健機能のサポートプラン様式の準備状況 

 
 

 
図表 18 児童福祉機能のサポートプラン様式の準備状況 
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図表 19 サポートプラン対象件数のうち直近半年間に作成された割合（母子保健機能） 

 
サポートプラン作成対象に対して実際に作成された件数の割合を算出しているが、そもそも作成対象が 0 件
の市区町村では割合を算出することが出来ないため、「対象なし」と表記している。 

 
 

図表 20 サポートプラン対象件数のうち直近半年間に作成された割合（児童福祉機能） 
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図表 21 母子保健機能で作成したサポートプランの手交割合 

 
 

図表 22 児童福祉機能で作成したサポートプランの手交割合 
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図表 23 児童福祉機能のサポートプランの運用における工夫 

 
 

 
図表 24 児童福祉機能のサポートプランの運用における課題 
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こども家庭センター内での母子保健部門と児童福祉部門の連携に関する工夫 

こども家庭センター内または自治体内での母子保健機能と児童福祉機能の連携について工夫している取
組として、「組織間・部署間の情報共有・連携」と回答した自治体が 54.6％、「組織体制」が 22.8％、「環
境」が 22.6％、「人材配置・確保」が 18.3％、「育成」が 10.3％、「特になし」が 25.7％であった。（図表
25）。 

母子保健部門においては、 

 具体的な取組として、「会議の設定・参加」、「システムの導入活用」、「日常的な情報共有」といった回
答があった。（図表 26） 

 取組の結果、「効果が得られた」と回答した自治体が 54.3％、「やや得られた」が 35.1％、「あまり得ら
れなかった」が 0.3％、「ほとんど得られなかった」が 0.7％、「どちらでもない」が 9.6％であった。（図表
27） 

 効果がほとんど得られなかったと回答した自治体においては、「人員」、「相互の支援観の理解」、「役割
分担」が課題として挙がった。（図表 28） 
 

児童福祉部門においては、 
 
 具体的な取組について、「会議の設定・参加」、「システムの導入活用」、「日常的な情報共有」といった

回答や、「児童福祉側の地区担当制」や「事務職員配置」等が挙げられた。（図表 29） 
 取組の結果、「効果が得られた」と回答した自治体が 56.2％、「やや得られた」が 33.2％、「あまり得ら

れなかった」が 0.4％、「ほとんど得られなかった」が 0.4％、「どちらでもない」が 9.7％であった。（図表
30） 

 効果がほとんど得られなかったと回答した自治体からは、「現在示されている「リスクアセスメントシート運
用マニュアル第１.０版」では、把握できない特定妊婦が一定程度あり、市独自の基準で対象者を把
握することとした」、「新システムを導入したばかりであるため、現在効果を検証中である」といった課題が
挙げられていた。（図表 31） 
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図表 25 母子保健部門と児童福祉部門の連携に関する工夫 

 
 

図表 26 連携に関する工夫の具体的な取組（母子保健側） 
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図表 27 連携に関する工夫の取組結果の効果（母子保健側） 

 
 

図表 28 効果がほとんど得られなかった場合の課題（母子保健側） 
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図表 29 連携に関する工夫の具体的な取組（児童福祉側） 

 
 

 
 
 

図表 30 連携に関する工夫の取組結果の効果（児童福祉側） 
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図表 31 効果がほとんど得られなかった場合の課題（児童福祉側） 
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こども家庭センターと要保護児童対策地域協議会（要対協）との関係 
 
こども家庭センターの設置状況に対する設問に対して、こども家庭センターを設置済または設置準備中と回

答した 775 市区町村を対象として、こども家庭センターと要対協との関係について、「調整機関としての役割を
担っている」と回答した自治体が 49.9％、「こども家庭センターのサポートプランの内容と要対協における支援
計画の整合性を図っている」と回答した自治体が 6.4％、「まだ決まっていない」が 48.6％であった。（図表
32）。 

要対協との関係で困難だった点や課題・問題点について、「ケース対応に加えて要対協の業務を担うこ
と」、「人員配置・確保」、「要対協に入れる基準が明確でない」等が挙げられた。（図表 33） 
 

図表 32  こども家庭センターと要保護児童対策地域協議会との関係 

 
 

図表 33  こども家庭センターと要保護児童対策地域協議会との関係における課題 
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こども家庭センター設置に際する課題 

すでにこども家庭センターを設置している・設置予定・検討中の自治体のこども家庭センターの設置に際して
の課題点として、「母子保健部門と児童福祉部門が別の課で場所が離れている」、「人員の確保・配置」、
「組織間・部署間の情報連携・共有の取組み」、「一体化することによる所管事務の整理」等が挙げられた。
（図表 34） 

図表 34 こども家庭センターを設置する際の課題（既に設置済・設置予定・検討中の自治体）
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こども家庭センターの設置を検討していないと回答した市区町村向け質問への回答 

こども家庭センターの設置に際する課題 

こども家庭センターの設置を検討していない自治体の課題点として、「設置場所」、「人員不足」、「予算確
保」、「国の基準を満たすことが難しい」、「設置のニーズが弱い」等が挙げられた。（図表 35） 

図表 35 こども家庭センターを設置する際の課題（検討していない自治体） 
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全ての自治体向け質問への回答 

母子保健と児童福祉の一体的な運用状況 
 

母子保健と児童福祉の一体的な運用状況について、「母子保健と児童福祉の双方の対応が必要なケー
スで合同に対応できる体制」と回答した自治体が 76.4％、「同一建物・同一フロアに設置している」が
53.7％、「合同ケース会議を開催している」が 52.4％、「個別ケース支援時の効果的な役割分担」が
50.4％であった。（図表 36） 

規模（児童人口別）の集計でも、「同一建物・同一フロアに設置している」とした自治体が、小規模で
55.4％、中規模で 32.2％、大規模で 56.7％であり、「母子保健と児童福祉の双方の対応が必要なケース
で合同に対応できる体制」と回答した自治体が小規模 75.9％、中規模で 79.3％、大規模で 83.3％であっ
た。（図表 37） 

一体的な運用が実施されていない理由として、「人員不足」、「違う建物に設置している」、「それぞれの役
割や業務の理解が得られていない」等が挙げられた。（図表 38） 

どのような取組が一体的運用と思われるかという質問に対しては、「支援を同行する」、「同一ケースの役割
分担」、「記録の共有」、「同一組織に配置」等が挙げられた。（図表 39） 
 
 

図表 36  母子保健と児童福祉の一体的な運用状況（全体） 
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図表 37  母子保健と児童福祉の一体的な運用状況（人口規模別） 

 
 

図表 38 一体的な運用が実施されていない理由 
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図表 39 一体的な運用に必要と考えられる取組 

 
 

安心こども基金の活用状況 
安心こども基金の活用状況について、「活用した」自治体が 3.5％、「令和 5 年度において活用している」

自治体は 8.5％、「活用を検討している」自治体は 28.7％で、「現状、活用を考えていない」自治体が
58.7％であった。（図表 40） 

安心こども基金を活用した又は令和 5 年度に活用中である自治体が利用した事業としては、「母子保健・
児童福祉一体的相談支援機関整備事業」が 61.0％、「母子保健・児童福祉一体的相談支援機関運営
事業」が 53.2％であった。（図表 41） 
 

図表 40 安心こども基金の活用状況 
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 図表 41 安心こども基金の活用事業名 
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2.3 自治体ヒアリング 

2.3.1 調査概要 
 
文献調査結果と、アンケート調査結果を踏まえ、先行的に取組を実施している自治体から 18 自治体を抽

出し、ヒアリング調査を実施した。実施概要（図表 42）と調査対象（図表 43）を以下に示す。 
 

図表 42 実施概要（ヒアリング調査） 

調査期間 2023 年 10 月中旬～2024 年 1 月中旬 

調査対象 
2.2 アンケートに回答いただいた自治体のうち、①こども家庭センターの設置状況、②統括支
援員の配置状況、③サポートプランの準備状況、④母子保健、児童福祉機能の一体的な
運用状況などから抽出した 18 自治体 

調査方法 ヒアリング調査（オンライン会議） 

ヒアリング 
項目 

1. こども家庭センター設置の経緯・背景と組織体制 
2. 母子保健と児童福祉の一体的運用の具体的な状況 
3. 母子保健と児童福祉の一体的運用による効果および課題 
4. こども家庭センターと要対協との関係 
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図表 43 調査対象（ヒアリング調査） 

規模（児童人口別） NO 地理 都道府県 自治体名 ヒアリング実施日 

小規模 A 

（概ね～0.9 万人未満） 

1 東日本 福井県 おおい町 2024 年 1 月 18 日 

2 東日本 新潟県 糸魚川市 2023 年 11 月 27 日 

3 東日本 福島県 喜多方市 2023 年 11 月 20 日 

4 西日本 沖縄県 中城村 2024 年 1 月 22 日 

5 西日本 宮崎県 日南市 2023 年 11 月 21 日 

小規模 B 

（概ね 0.9 万人～1.8 万人未満） 

6 東日本 三重県 伊勢市 2023 年 11 月 27 日 

7 西日本 宮崎県 延岡市 2023 年 12 月 6 日 

小規模 C 

（概ね 1.8 万人～2.7 万人未満） 

8 東日本 三重県 桑名市 2023 年 11 月 2 日 

9 東日本 静岡県 藤枝市 2023 年 12 月 7 日 

中規模 

（概ね 2.7 万人～7.2 万人未満） 

10 東日本 東京都 日野市 2023 年 12 月 1 日 

11 東日本 東京都 府中市 2023 年 11 月 22 日 

12 東日本 千葉県 松戸市 2023 年 10 月 13 日 

13 西日本 山口県 山口市 2024 年 1 月 12 日 

14 西日本 大阪府  豊中市 2023 年 10 月 13 日 

大規模 

（概ね 7.2 万人～） 

15 東日本 宮城県 仙台市 2023 年 12 月 25 日 

16 東日本 神奈川県 横浜市 2023 年 11 月 21 日 

17 西日本 岡山県 倉敷市 2023 年 12 月 19 日 

18 西日本 京都府 京都市 2023 年 12 月 13 日 
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2.3.2 調査結果 

サマリー 
 

児童福祉法等の一部を改正する法律（令和４年６月 15 日法律第 66 号）により、令和６年 4 月 1
日から、市町村はこれまで整備が進められてきた「子育て世代包括支援センター」（母子保健）と「市区町
村子ども家庭総合支援拠点」（児童福祉）の設立の意義や機能を維持した上で組織を見直し、全ての妊
産婦、子育て世帯、こどもに対し、母子保健・児童福祉の両機能が一体的に相談支援を行う機関として、
「こども家庭センター」の設置に努めることとされた。 

本調査研究は、法施行に向けた市町村におけるこども家庭センターの整備状況について調査するとともに、
「こども家庭センター」の考え方が示される以前から、運用等の工夫により、母子保健と児童福祉の連携・協
働による一体的支援を実施してきた市町村の取組の一端を事例集として取りまとめ、今後、こども家庭センタ
ーの整備に取り組む自治体の関係者に参照、活用いただくことを目的としている。 

事例集は、令和 5 年度以前からの自治体の試行錯誤の経過や取組、現時点での課題などをまとめたもの
であり、法施行に向けて早期に取り組んだ自治体の到達点が示されている。そのため、画一的なモデルを示し
ているものではなく、自治体の規模、その自治体が旧来から大事にしてきた取組、新しい仕組みに作り変える
際の理念、人的資源や地域資源の状況などを背景とした自治体の固有性や特徴が浮き彫りとなった多様な
取組がまとめられている。だからこそ、正解は 1 つではないことを念頭に置いたうえで活用いただきたい。その情
報から、自身が所属する自治体の考え方や抱える課題が似ている自治体の取組を参考にすることも一つの方
法であるが、まったく異なった考え方や手法により取り組んでいる自治体のやり方を参考にすることも一つの方
法であるといえる。今回示した事例にとらわれず、自由な発想で、それぞれの自治体の強みを生かし、支援に
あたって大事にしたい理念について議論するとともに、様々な社会資源を活用、発掘、育成し、こどもとその家
庭に対し一体的な支援ができる仕組みを考えていただきたい。 
 また、この「一体的」をどう捉えるかということが重要である。連携と協働だけではなく、支援対象者の目線で
考えることが必須であり、支援対象者にとって一体的な支援になっているかが特に重要である。 
 

2023 年 10 月 12 日から 2023 年 10 月 27 日に実施した自治体アンケート調査（1,741 市区町村中、
有効回答 1,180 市区町村）の回答を得た自治体のうち、①こども家庭センターの設置状況 ②センター長の
配置状況 ③統括支援員の配置状況 ④サポートプランの準備状況 ⑤母子保健・児童福祉機能の一体的
な運用状況などに鑑み、子ども家庭総合支援拠点の基準小規模 A 型～大規模型の５種類の規模別、東
日本および西日本の地理的条件を踏まえた上で計 18 自治体をヒアリング対象先とした。ここでは、18 自治
体の事例を横断的にみることで、母子保健と児童福祉の一体的相談体制について検討した。 
 
１． センター長および統括支援員の配置 

今回ヒアリングにご対応いただいた 18 自治体を総じてみると、センター長を配置している自治体は 14 箇
所、統括支援員を配置している自治体は 13 箇所、センター長と統括支援員の兼務をしている自治体は 4
箇所であった。  
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こども家庭センターの５つの要件 5を示したのは令和５年 9 月であり、児童福祉法の改正内容を示した令
和４年から準備を進めている自治体が多く、５つの要件の全てを備えた自治体は少ない（18 自治体中８
自治体）が、自治体内部で人員の配置や組織改正を検討しながら早期に準備を進めていた。このうち、セン
ター長よりも高い割合で統括支援員の配置が進んでいたほか、センター長と統括支援員の兼務は小規模 A
型だけではなく、小規模 C 型や中規模型にも見られた。また、センター長は課長職と係長職が多く、職種は事
務職の次に保健師であったが、統括支援員は係長職が多く、職種は保健師が多かった。  

統括支援員を配置したことにより、効果的な施策（家庭支援事業について協議する際、母子保健の職
員に協議に参加してもらうことができる等）を展開できる可能性が広がった、との報告があった。また、センター
長と統括支援員を兼務した形で配置している自治体からは、指示系統が一本化して現場で最終判断できる
ため、母子保健機能と児童福祉機能の役割のマネジメントについて、ある程度最終的に決めることができるの
でやりやすいとの意見もあった。 
  
２．統括支援員が発揮するリーダーシップ 

統括支援員に求められる役割や職務について自治体内で協議している市町村の中には、統括支援員が
広範囲にわたる期待役割を十分に発揮できるか課題を感じているとの指摘もあった。その一方で、既に統括
支援員を配置し運用を開始している市区町村では、こども家庭センター全体を統括する部署に統括支援員
を配置し、母子保健と児童福祉の各機能に関する企画・運営会議に出席して全体を把握するとともに、必
要な場合は意見できるよう工夫していた。また、大規模な自治体では複数のこども家庭センターを設置するた
め、運営方法を同等に保てるよう、合同ケース会議の運営方法、母子保健機能と児童福祉機能への働きか
け方などをマニュアルとして作成しているところもあった。 
 また、実際に統括支援員として働いている職員からは、一体的支援の全てを統括支援員一人で抱え込む
のではなく、母子保健機能および児童福祉機能、発達相談などを担当する各部門が得意とする力を活用す
ることを意識しているとの意見があった。統括支援員には一体的支援を推進する上でのリーダーシップが求めら
れるが、その在り方はひとつではなく、今後、各市町村の統括支援員による取組が共有されることが望ましい。 
 
３． サポートプランの準備・実施状況 

サポートプランの様式を準備し利用を始めている自治体は、母子保健機能のサポートプランが 7 箇所、児
童福祉機能のサポートプランが 5 箇所であり、センター長および統括支援員の配置に比べ少ない自治体数に
とどまっていた。このうち、サポートプランを手交しているのは母子保健機能で３箇所、児童福祉機能で３箇所
であり、比較的準備が進んでいる地域であっても手交を行っている自治体は少数であった。サポートプランの手
交に関しては、行政側が導入したいと考えているサービスと支援対象側との間に乖離があるため、話をする中
で行政側として利用してほしい支援を少しずつ紹介しながら進める工夫が必要であることが報告された。 

 
5 ①母子保健機能及び児童福祉機能双方の機能の一体的な運営を行うこと、②母子保健機能及び児童福祉機能における双方の業務について、組織全体のマネジメントを行う
責任者である、センター長をこども家庭センター1 か所あたり 1 名配置すること、③母子保健機能及び児童福祉機能における双方の業務について十分な知識を有し、俯瞰して判断
することのできる統括支援員をこども家庭センター1 か所あたり 1 名配置すること、④改正後の児童福祉法第 10 条の２第２項及び母子保健法第 22 条に規定する業務を行うこ
と、⑤当該施設の名称は「こども家庭センター」（又はこれに類する自治体独自の統一的名称）を称すること 
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自治体ごとに試行錯誤しながら取組が始まっており、支援対象者の意見をしっかりと聴き、支援対象者を
中心に据えた取組について、自治体ごとに試行錯誤しながら実践を重ねていることも分かった。自治体ごとに
経験を積み重ねる中で、独自の使いやすいサポートプランが作られているものと考えられる。 
４． 合同ケース会議の実施状況 

合同ケース会議を実施している自治体は 15 箇所であり、頻度として月に 1 回が最も多かった。ヒアリング対
象自治体の半数以上が合同ケース会議を実施しており、合同ケース会議の開催はこども家庭センターの仕組
みづくりの中で比較的取り組みやすいものと考えられる。  

一方で、会議の開催方法としては、開催の頻度を決め定例的に実施する方法と、事務室の配置を活用し
た日々の顔を合わせた中で随時実施する方法が挙げられた。  

合同ケース会議を実施するにあたり、統括支援員に共通した役目としては調整役であり、母子保健機能と
児童福祉機能の一体的な支援を目的とした形態で取組が行われていた。 
 
５．情報共有の仕組みとコミュニケーションについて 

組織が一体化することにより、母子保健機能と児童福祉機能それぞれの持っている情報を閲覧できる仕組
みができていた。①閲覧でき仕組みには様々あり、紙ベースでの支援記録を、お互いに声をかけた上で閲覧す
ることができる仕組みという自治体もあれば、②各々のデジタル化されたデータの中で見ることのできる情報の
範囲は制限があるもののアクセスできるようになっている自治体もあり、③また一つのシステムとしてデジタル化し
ているなど、大きく 3 種類の方法があった。 

電話が入ったそばから情報を口頭で共有し支援について考えることができるようになっている自治体もあった。 
母子保健機能と児童福祉機能の建物位置関係や担当係ごとの席の配置によってさまざまな形があるが、

同じ組織になることにより、コミュニケーションを取る機会が増え、随時の会話が活発となり、相談しやすい環境
が生まれていた。 
 
６．要保護児童対策地域協議会との関係について  

こども家庭センターが要保護児童対策地域協議会の調整機関である、との認識はヒアリング対象自治体に
共通していた。こども家庭センターという仕組みに変化するにあたり、要保護児童対策地域協議会について課
題を感じている自治体はほとんどなく、今までの取組を継続していく、と答える自治体が多かった。  

また、自治体独自の取組について聞いたところ、要保護児童対策地域協議会の登録団体と連携が図れる
よう、挨拶回りと合わせ事業説明を行うなど、顔の見える関係を大切にしていた自治体があった。 
 
７．こども家庭センターの設立にあたっての課題、成果（得られた効果）、現在検討が必要な点  

小規模 A 型の自治体において、部署がひとつになった結果として、座席の配置から、何かあればすぐに相
談・協議できる環境となったのが最も効果的である、との回答があった。また、情報管理の仕組みが統一されて
いなくとも、情報共有を積極的に実施し、適切に役割分担を実施しながら非常に連携しやすい環境にある、と
の報告もあった。  

こども家庭センターの仕組みを整える中で、合同ケース会議の開催・サポートプランの作成・地域資源の開
拓など新しい業務が加わるため、業務を効率化し、家庭訪問など支援の時間を捻出することを検討している
自治体があり、具体的には効率化の一つの方法として記録などのデジタル化や事務委託などを考えていた。ま
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た統括支援員の業務において、機動力を持って合同ケース会議の開催や家庭訪問に同行するなどの役割を
行う時間を確保するためには、統括支援員は専任での配置が望ましい、といった声も聞かれた。  

さらに、市民からの反応として相談窓口を 1 箇所に案内することができることによって、サービスの向上につな
がったとの報告が示すように、利便性が向上している自治体もあった。また、ヤングケアラー支援、発達支援、
子ども・若者支援地域協議会との連携の中で、妊娠から 39 歳までの切れ目ない支援などの仕組みをこども
家庭センター内に配置している自治体が数箇所あった。自治体の中でこども支援をどのように位置づけるかに
ついて、理念を話し合った上で組織改正を行い、仕組みを構築している様子が明らかになった。  

課題として、統括支援員の経験の背景や、母子保健機能と児童福祉機能が離れて設置された場合に、
置かれた部署によってどちらかの部署に寄った意見を言ってしまいがちであるが、バランスよく、全体を見る視点
が必要であることが話された。職員の構成としては、新人の割合が多く人材育成に時間がかかるといった課題
も指摘された。 
 
８．地域資源の把握と開拓の課題 

こども家庭センターの役割の一つに、民間団体と連携しながら、多様な家庭環境等に関する支援体制の充
実・強化を図るための地域資源の開拓が位置付けられた。ヒアリングの中で、サポートプランを作成し支援対
象者に説明するにあたり、自分の自治体のサービスを書き込む作業が必要であり、現在ある自治体の資源を
見直すきっかけとなったという語りがあった。支援対象者のニーズに合ったものをメニューとして示すことで生まれる
信頼関係を構築するという切り口でもあり、提供できるメニューが豊富になることの必要性が語られた。一方
で、足りない資源について把握できたものの、担い手を確保することや、発掘することの難しさも語られ、こども
家庭センターの仕組みづくりの取組の中では、一番取組の優先順位が最後になっていることと、これから考えた
いといった自治体が多いことが明らかになった。 
 
９．今後こども家庭センターの設置を行う自治体に向けたポイント  

母子保健機能と児童福祉機能の連携が上手くいかず悩んでいる自治体に対し、自治体によっては施設の
キャパシティーなどの問題もあり難しいかもしれないが、コミュニケーションを円滑化していくための工夫や配慮をし
ていくことが重要であるとの話があった。  

指揮命令系統を確実にしていくために、組織体制をどのように考え、配置するかについて、自治体内で良く
検討している自治体が多かった。  

また、自治体独自の支援の方法にあったマニュアルを現場の職員から丁寧に聞き取りを行う形で作成し、研
修が実施できるよう、工夫している自治体があった。 
 
10．実務研修等による統括支援員の継続的な資質向上 

令和６年度以降、市町村のこども家庭センターには統括支援員が配置されることになり、統括支援員は
各自で基礎研修を受講したのち、それぞれの現場で一体的支援を推進することになる。その際、各現場で効
果的だった取組や試行錯誤を他の自治体の統括支援員と共有するなど、統括支援員としての経験から得た
知見を相互に学び合うとともに継続的な資質向上を図ることも重要となる。こうした貴重な知見を共有できる
場の１つとして、国が都道府県へ開催を求めている実務研修があることから、都道府県はこうした市町村の枠
を超えた統括支援員同士の情報交換や研修機会を確保し、ネットワーク形成を促すことを期待したい。 
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こども家庭センター設置の経緯・背景と組織体制 
 

自治体名 こども家庭センター設置の経緯・背景 組織体制 

福井県 おおい町 令和元年 

おおい町役場住民福祉課（本庁舎）内に、
子育て世代包括支援センターを設置 

令和 2 年 

機構改革に伴い、子育て世代包括支援センタ
ーが担当職員とともに住民窓口課（旧 住民
福祉課）から、おおい町保健福祉センターなご
み内のすこやか健康課（母子保健）に移管 

令和 4 年 

すこやか健康課に子ども家庭総合支援拠点を
設置（名称は子育て世代包括支援センター
のまま） 

令和 6 年度以降 

子育て世代包括支援センターの名称をこども
家庭センターに変更することを検討 

すこやか健康課 

母子保健係や児童福祉係等
の組織的な分類はなく、個人
毎に母子保健担当、児童福
祉担当と担当分けされている  

  

新潟県 糸魚川市 平成 22 年 

0 歳から 18 歳までの一貫した教育を推進す
るため、児童分野を教育委員会へ移管し、こど
も課を新設 

母子保健業務についても、健康増進課から、
こども課へ移管され、一体的な組織体制を構
築 

平成 28 年 

こども課に、子ども家庭総合支援拠点を設置 

平成 31 年 

こども支援室を設置（子育て支援係と親子健
康係の２つの係）、子育て世代包括支援セ
ンターを設置 

令和 4 年 4 月 

子育て支援係から、拠点機能を親子健康係
に移管（親子健康係が母子保健と児童福祉

こども支援室  親子健康係は、
母子保健担当，児童福祉担
当で構成 

-母子保健担当‥母子保
健事業先般（予防接種、
発達支援等） 

-児童福祉担当‥こどもや
家庭に関する相談窓口、児
童虐待の防止と通告時の対
応、要保護児童等の進行
管理と支援 

-両端担当を兼務する保健
師 2 名を配置 

-発達支援センターめだか園
を所管しており、発達支援に
ついても所管している。 
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自治体名 こども家庭センター設置の経緯・背景 組織体制 

を担当。）し、こども家庭センターの前身となる
取組を開始 

 

福島県 喜多方市 令和 2 年 4 月 

保健課内に、子育て世代包括支援センターを
設置 

令和 3 年 4 月 

子ども家庭総合支援拠点を設置 

社会福祉課内に、子ども家庭総合支援班を
新設し、子育て世代包括支援センターおよび
子ども家庭総合支援拠点を所管 

令和 6 年度 

子ども家庭総合支援班の有する機能を、こども
家庭センターへ移行予定 

保健福祉部に社会福祉課、こ
ども課、保健課、高齢福祉課
の 4 つの課を設置。（保健セ
ンターは別棟、それ以外の 3 課
は同一の棟に設置） 

 社会福祉課内に子ども家
庭総合支援班を設置し、地域
住民をワンストップで支援するた
めの総合相談窓口を開設 

┕ 妊娠時期から出産、子育
てについての不安や児童の
障がいなど様々な相談を
受け付ける。 

┕ 女性相談員も配置し専門
的な相談支援を行ってい
る。 

沖縄県 中城村 令和 2 年 4 月 

こども課子育て支援係内に、中城村子育て世
代包括支援センターを設置 

令和 6 年 4 月 

こども家庭センターを設置予定 

子育て世代包括支援センターの体制及び名
称の変更を進める 

こども課内に、子育て支援係、
こども給付係、保育園・こども園
係を設置。 

 子育て支援係に母子保
健、児童福祉の機能を配置し
ている。 

 業務の内数に子供医療費
や児童手当、児童扶養手当
等の医療費関連業務が含まれ
るため、事務職は基本的にこれ
ら医療費関連の対応に従事し
ている。母子保健等に係る事
務対応は保健師が担っている。 

宮崎県 日南市 平成 21 年 

市町村合併に伴い、別組織だった健康長寿
課（母子保健）と、福祉課（児童福祉）を

こども課はこども政策係、こども
保育係、こども健康係の 3 つの
係で構成 
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自治体名 こども家庭センター設置の経緯・背景 組織体制 

統合し、こども課を新設し、一体的に運用する
体制を整備 

平成 29 年 4 月 

こども課 こども健康係内に、子育て世代包括
支援センターを設置 

令和 5 年 5 月 

日南市役所の建て替えに伴い、こども課 こども
政策係内に、子ども家庭総合支援拠点を設
置 

子ども家庭総合支援拠点の設置と同タイミン
グで、こども課内の上記２係を、日南市こども
家庭センターとして周知を開始 

 こども政策係（主な業
務）児童手当、こども医
療、児童扶養手当 など 

 こども保育係（主な業
務）保育所、保育園、認
定こども園に関すること な
ど 

 こども健康係（主な業
務）母子健康手帳交
付、各種健診、予防接種 
など 

三重県 伊勢市 平成 27 年 7 月 

福祉健康センター（健康課）内に、子育て世
代包括支援センター（母子保健型 ママ☆ほ
っとテラス）を設置 

平成 28 年 4 月 

子育て支援センター きらら館（保育課）内
に、子育て世代包括支援センター（基本型）
を設置 

令和 3 年度 

本庁舎(健康福祉部子育て応援課)内に、子
ども家庭総合支援拠点を設置 

令和 5 年 5 月 

伊勢市駅前再開発ビル「MiraISE」内に、健
康福祉ステーションを開設 

同ステーション内に、子ども家庭総合支援拠点
機能、子育て世代包括支援センターを移転 

母子保健、児童福祉の一体的な機能を担っ
た、こども家庭センターとして運用を開始 

ママ☆ほっとテラスは、母子健
康手帳の交付や育児相談、情
報提供を行っている 

福祉総合支援センターよりそい
は、福祉の総合相談窓口とし
て、高齢・障害・こども、いじめ、
女性相談、生活困窮など福祉
に関する様々な相談・支援を
行っている他、要対協の調整
機関としての役割も担っている 

ステーション内には、上記の他、
中央保健センター、こども発達
支援室、一時保育室も併設さ
れている 

 

宮崎県 延岡市 平成 31 年 4 月 

市役所 2 階(保健センター)内に、子育て世代
包括支援センターを設置 

こども家庭サポートセンターは、
センター長が、おやこ保健福祉
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自治体名 こども家庭センター設置の経緯・背景 組織体制 

令和 4 年 4 月 

健康福祉部を、おやこ保健福祉課、こども保
育課、他 3 課に再編 

おやこ保健福祉課内に、家庭福祉係（児童
福祉）、おやこ保健係（母子保健）を設置 

同課内に、子ども家庭総合支援拠点（家庭
福祉係）を設置 

令和 5 年 4 月 

前年度の組織改正により、立地面、業務面等
で、こども家庭センターとしての運用が可能とな
ったため、こども家庭サポートセンターを新設し、
おやこ保健福祉課から、拠点機能と包括機能
を移管した 

課長を兼務し、専任８名、兼
務 6 名の職員で構成している 

同センターには、虐待対応や、
包括機能の他、ヤングケアラー
コーディネーターを配置 

おやこ保健福祉課の保健師
が、子育て世代包括支援担当
を兼務しており、こども家庭 
センターと母子保健の連携体
制を確保 

 

三重県 桑名市 平成 30 年 

保健センター（保健福祉部 保健医療課）の
うち、母子保健業務を、子ども未来局子育て
支援課へ統合 

子育て支援課内に母子保健係を新設し、児
童福祉部門との一体的な業務体制を構築 

令和 2 年 10 月 

母子保健係内に、母子健康包括支援センタ
ー（子育て世代包括支援センター）を設置 

令和 3 年 4 月 

包括機能を包含する形で、桑名市子ども総合
センター（子ども家庭総合支援拠点）を設置 

− 母子保健分野と児童福祉分野を同セン
ター内に配置し、妊娠期から子育て期ま
での途切れない支援を行う 

− 同センター内に、子ども発達・小児在宅支
援室（係相当）を新設し、発達に関わ
る業務を集約  

令和 6 年 4 月 

子ども総合センターは 3 係で構
成される。 

-母子保健係‥母子健康
手帳の交付、特定妊婦等
妊産婦の支援、健診 など 

-家庭支援係‥要保護・要
支援家庭の支援、児童虐
待対応 など 

-子ども発達・小児在宅支援
室‥発達支援、医療的ケア
児支援、CLM※を活用した
保育所支援 など 

 
※CLM：チェック・リスト・イン三
重（子どもの育ちを見極め、適
切な支援を行うためのツール） 
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自治体名 こども家庭センター設置の経緯・背景 組織体制 

子ども家庭総合センターをこども家庭センターと
して運用予定 

静岡県 藤枝市 平成 28 年 4 月 

保健センター（健やか推進局 健康推進課）
内に、子育て世代包括支援センター設置 

平成 29 年 4 月 

健康福祉部子ども家庭課（ 現こども未来応
援局こども・若者支援課）内に、子ども家庭
総合支援拠点設置 

令和 4 年 5 月～ 

こども未来応援局（児童福祉）が主体とな
り、こども家庭センター設置検討会を設置 

健やか推進局（母子保健）も参加し、センタ
ーの組織体制や役割、設置時期、指揮命令
系統等を協議 

令和 5 年 4 月 

こども未来応援局に組織を一体化し、こども家
庭センターを設置 

物理的な制約から、包括機能は保健センター
に配置し、拠点と包括が分離した形でセンター
を開設 

センターは、こども課、こども・若
者支援課、こども発達支援セン
ターの 3 課で構成される 

健康推進課長が、こども課の
参事を兼務し、健康推進課母
子保健係が、こども課を兼務す
ることで指揮命令系統を一本
化し、一体的な組織体制を構
築 

母子保健を担当していた保健
師を、ローテーションでこども・若
者支援課に配置するなど、双
方の情報や支援が途切れない
ようにしている 

こども・若者支援課が、ヤングケ
アラーの相談窓口の機能も有
している。 

 

東京都 日野市 
令和 2 年度 

「すべての子どもの健やかな成長を切れ目なく
支援する子ども・家庭・地域の子育て機能の
総合支援拠点」として、(仮称)子ども包括支
援センターの設置に向けた基本計画を策定 

令和 3 年度 

日野市生活・保健センター（健康福祉部 健
康課）内に子育て世代包括センターを設置 

生活・保健センターの包括機能(母子保健係)
を、子ども部 子ども家庭支援センターに移管 

子ども家庭支援センター（子
家セン）は、3 係で構成される 

• 地域支援係‥子育てひろ
ば、センターの管理運営 

• 相談援護係（拠点機
能）‥児童虐待対応、
子育てサービス事業 

• 母子保健係（包括機
能）‥母子保健事業に
関する全般 

• SSW※・・・小中学生およ
び保護者への支援 



 

 

 
 
 

47 

自治体名 こども家庭センター設置の経緯・背景 組織体制 

発達・教育支援課のスクールソーシャルワーカ
ーに、子ども家庭支援センターとの併任辞令を
発令し、連携を強化 

令和 6 年度 

新施設（日野市子ども包括支援センターみら
いく）の竣工に伴い、こども家庭支援センター、
子育て課、保育課を移管 

包括機能、拠点機能を統合した、子ども家庭
支援センターを、こども家庭センターとして開設
予定 

 
※スクールソーシャルワーカー 

東京都 府中市 平成 17 年 3 月 

子ども家庭支援センター たっち（子育て支援
課）を開設 

平成 30 年 4 月 

保健センター（健康推進課）と子ども家庭支
援センターの連携により、子育て世代包括支
援センター事業を開始 

令和元年度 

子ども家庭支援課を新設し、児童福祉（相
談担当）、母子保健業務（母子保健係）
を統合 

妊娠期から子育て期におけるワンストップで切
れ目のない支援を実施 

令和 4 年 7 月 

府中市子育て世代包括支援センター「みらい」
を開設し、これまで保健センターで実施していた
母子保健事業と、子ども家庭支援センター「た
っち」で実施していた児童虐待防止に関する事
業を移転 

令和 5 年 4 月 

子ども家庭支援課をこども家庭センターとして
運用（統括支援員を配置） 

子ども家庭支援課は、母子保
健係および相談担当で構成さ
れる 

┕ 母子保健係‥母子健康
手帳の交付、乳幼児の健
診、予防接種､子育て相
談､健康教室等､さまざまな
保健事業を実施 

┕ 相談担当‥子育て家庭の
相談や児童虐待の対応な
どを担う 
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自治体名 こども家庭センター設置の経緯・背景 組織体制 

千葉県 松戸市 平成 25 年 4 月 

児童福祉と母子保健を担う課として、子ども家
庭相談課を設置 

平成 28 年 4 月 

市内 3 箇所の保健福祉センター内に、親子す
こやかセンター（子育て世代包括支援センタ
ー）設置 

平成 29 年 4 月 

子ども家庭相談課内に、子ども家庭総合支援
拠点を設置 

令和 5 年 4 月 

子ども家庭相談課をこども家庭センターに改称 
統括支援員を配置 

児童福祉は中央に集約、母子
保健は市内 3 ヶ所（中央・小
金・常盤平） 

 （中央は 3 階に児童福祉の
方がいて、1 階に母子保健の
方がいる） 

組織体制は母子保健担当
室、家庭児童相談担当 他 2
係で構成 

各担当や事業をつなぐ役割とし
て、調整員、統括支援員を配
置 

 

山口県 山口市 平成 28 年 

山口市保健センター（健康増進課）内に、
やまぐち母子健康サポートセンター（包括機
能）を開設 

平成 29 年 

上記サポートセンターの他、やまぐち子育て福
祉総合センター,家庭児童相談室の 3 拠点の
連携により、子ども家庭総合支援拠点を機能
連携型拠点として設置 

平成 30 年 

母子保健と児童福祉を一体的に管理する組
織（子育て保健課）を新設（山口市保健
センター庁舎内） 

令和 5 年 11 月 

山口市保健センター内に、こども家庭センター
を設置 

こども未来部内にこども未来
課、保育幼稚園課、子育て保
健課の 3 課と政策管理室を配
置 

こども家庭センターに関する業
務は、子育て保健課が中心と
なって推進 

子育て保健課は、虐待対応を
担う家庭児童相談室（拠
点）と、母子保健業務を担う
母子保健担当、母子保健サポ
ートセンター（包括）で構成さ
れており、同一フロア内で業務
を行っている 

 

大阪府 豊中市 平成 27 年 

健康医療部が、子育て世代包括支援センタ
ーとよなかモデルを構築（市内３箇所） 

平成 30 年 7 月 

はぐくみセンターは、おやこ保健
課、こども安心課（要保護児
童対策調整 
機関）、こども支援課、児童
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自治体名 こども家庭センター設置の経緯・背景 組織体制 

こども未来部に、子ども家庭総合支援拠点
（こども相談課）を設置 

令和 4 年度 

こども未来部に、はぐくみセンター（こども家庭
センター）を新設し、児童福祉・母子保健・教
育（児童生徒支援機能）・障害児支援の包
括的相談支援体制を構築 

上記にむけて、組織機構を再編 

 こども相談課をこども安心課(虐待対応)こ
ども支援課(予防的支援)に再編 

 母子保健課をおやこ保健課に改称し、指
揮命令系統を一本化するために、健康医
療部からこども未来部に移管 

 児童発達支援センターをこども相談課から
おやこ保健課に移管 

発達支援センター、児童生徒
課を内包する組織 

おやこ保健課、こども安心課、
こども支援課は同施設に配置 

おやこ保健課は市内 3 箇所の
各保健センターと児童発達支
援センターを配置 

児童生徒課については、教育
委員会管轄のため、同施設で
はないが、こども安心課の兼務
職員を配置し、はぐくみセンター
で一体的に対応している 

宮城県 仙台市 
平成 8 年 4 月 

組織再編に伴い、仙台市各区に保健福祉セ
ンター保健福祉課（児童福祉係、予防係、
他 2 係）を設置し、母子保健と児童福祉の
一体的な組織体制を構築 

平成 13 年 4 月 

組織再編に伴い、保健福祉センター家庭健
康課（こども家庭係、母子保健係、健康増
進係）に再編 

平成 28 年 7 月 

各区 家庭健康課（母子保健係）において、
子育て世代包括支援センター事業開始（7
箇所） 

令和 2 年 4 月 

各区 保健福祉センターに保育給付課（子育
て給付係、保育係）を新設 

各区の保健福祉センター家庭
健康課（各区役所に設置）
は 3 係で構成 

-こども家庭係‥子ども家庭
支援業務、要支援・要保護
児童・特定妊婦等への支援
業務、関係機関との連絡調
整 

-母子保健係‥母子保健
施策を通した妊娠期から子
育て期にわたる切れ目のない
支援 

-健康増進係‥地区保健
活動等 

こども若者局 こども家庭保健
課（本庁機能）は、各区の調
整機能を担う 
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自治体名 こども家庭センター設置の経緯・背景 組織体制 

各区 家庭健康課（こども家庭係）において、
子ども家庭総合支援拠点事業開始（6 箇
所） 

各区 保健福祉センター家庭健康課において、
拠点機能と包括機能を一体的に運用する体
制を構築し、子ども家庭応援センターを設置
（6 箇所） 

神奈川県 横浜市 令和 29 年度～令和元年度 

各区福祉保健センターこども家庭支援課に、
看護職の「母子保健コーディネーター」を順次
配置 

同課内に、子育て世代包括支援センターを順
次設置（18 箇所） 

令和 3 年度～4 年度 

各区福祉保健センターこども家庭支援課内
に、こども家庭総合支援拠点を設置（18 箇
所） 

同課内に、児童虐待等を専任で担う、こどもの
権利擁護担当を新設 

こどもとその家庭等に対する相談支援体制の
強化 

令和 5 年度 

「こども家庭センター」設置及びこどもとその家庭
への包括的支援に関する検討を開始 

「横浜市こども家庭センターガイドライン」の策
定に向けての検討 

令和 6 年 4 月以降 

各区福祉保健センターこども家庭支援課にこど
も家庭センター機能（18 区／18 ヵ所）を段
階的に設置予定 

各区こども家庭支援課内に、
子育て世代包括支援センター
とこども家庭総合支援拠点の
両部門が存在している。 

こども青少年局（本庁）のこど
も福祉保健部が、各区の取り
まとめ・調整機能を担っている。 

 こども家庭課・・・こども家庭
センター機能の設置準備 

 地域子育て支援課・・・母
子保健に関すること 

 こども権利擁護課・・・児童
虐待防止に関すること 

 

岡山県 倉敷市 平成 22 年 4 月 

本庁舎内（保健福祉局 子ども未来部）に、
子ども相談センターを設置 

母子保健と児童福祉は物理
的に離れた位置で業務を推進
している 
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自治体名 こども家庭センター設置の経緯・背景 組織体制 

令和 29 年 7 月 

妊婦・子育て相談ステーション すくすく（子育
て世代包括支援センター）を市内 5 か所に
開設（健康づくり課） 

平成 30 年 4 月 

子ども相談センターにおいて、子ども家庭総合
支援拠点事業を開始 

健康づくり課が包括 5 箇所を
集約しており、司令塔の機能を
持っている（企画調整など） 

指揮命令系統について、子ども
相談センターに配置している統
括支援員が健康づくり課と兼
務をすることで、センター長の指
揮命令を反映させている 

子ども相談センターが、ヤングケ
アラーの相談窓口となっている 

京都府 京都市 平成 29 年 

子育て支援策を一元化し、支援・対策を総合
的かつ積極的に進めるため、子ども若者はぐく
み局（本庁機能）を創設 

各区役所・支所に、児童虐待や重複障害など
の問題に、より迅速かつ適切に対応していくた
め、保健と福祉の垣根を取り払った新たな組
織として「保健福祉センター」を設置 

同センターに、子ども若者はぐくみ局が主たる業
務統括を行う「子どもはぐくみ室」（課室相
当）を設置 

前年度まで所管が分かれていた、母子保健部
門（包括機能）、児童福祉部門を、子どもは
ぐくみ室に統合 

平成 31 年 

区役所・支所子どもはぐくみ室による「課題や
困りを抱えた家庭への寄り添い支援」の充実の
ための体制強化 

 （全ての子どもはぐくみ室に子育て支援係長
を１名ずつ配置するなど、職員を増員） 

子どもはぐくみ室に、拠点機能を付加（14 か
所）し、こども家庭センターの前身となる取組
を開始 

子どもはぐくみ室内に、子育て
推進担当、子育て相談担当の
2 係を設置 

子育て相談担当‥母子保
健、子育てに関する相談支
援、虐待対応 等 

-子育て相談係長‥母子保
健分野を所管（保健師） 

-子育て支援係長‥児童福
祉分野を所管（保健師、
保育士、事務職） 

子育て推進担当‥手当・医療
費助成、ひとり親家庭支援、
保育所入所等 
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母子保健と児童福祉の一体的運用の具体的な状況 
 

自治体名 サポートプラン 合同ケース会議 

福井県 おおい町 こども家庭センター（母子保健機能）
において作成するサポートプラン（旧支
援プラン） 

令和 6 年度以降に様式の準備を予
定している。 

こども家庭センター（児童福祉機能）
において作成するサポートプラン（令和
6 年 4 月から新設されるプラン。児童記
録票とは異なる） 

令和 6 年度以降に様式の準備を予
定している。 

その他 

サポートプランの作成と並行して、実
際に活用されるよう土台作りから取り
組んでいくべきではないかと考えてい
る。具体的には、サポートプラン導入
マニュアルの作成などをイメージしてい
る。 

合同ケース会議（隔月 1 回） 

（参加者）母子保健、児童福祉、臨
床心理士の先生 

 不定期だが 2 か月に 1 回程度母
子保健と児童福祉と臨床心理士の先
生に入ってもらったミーティングをもうけて
いる。 

 気になるケース・動きがあったケースに
ついては、関係者で随時情報共有して
いる。 

 

新潟県 糸魚川市 
こども家庭センター（母子保健機能）
において作成するサポートプラン（旧支
援プラン） 

令和 6 年度以降に様式の準備を予
定している。 

母子健康手帳交付の際にセルフプラ
ンをお渡している。 

こども家庭センター（児童福祉機能）
において作成するサポートプラン（令和
6 年 4 月から新設されるプラン。児童記
録票とは異なる） 

子育てヘルパーを使っている方を中心
に作成を始めており、直近半年以内

専門職(看護職)会議（月 1 回） 

（参加者）保健師、助産師 

 乳幼児健診、妊娠届出、地区担
当ケースの情報共有と支援の方向性検
討 

 特定妊婦の適否検討 

 

ケース確認会議（月 1 回） 

（参加者）保健師（代表者）、家庭
児童相談員 

 新規相談の情報共有、支援の方向
性の確認 

 継続相談ケース、進行管理ケースの
進捗状況、支援の確認 
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に対象者 7 件に対して 3 件の作成
を終えている。 

児童福祉分野は家庭に中に入っても
らいたくないという方がいらっしゃるた
め、丁寧に説明し納得いただくことが
必要。 

サポートプランを作成する中での工夫 

現在実施しているシステムの改修が
完了した後、サポートプランは当該シ
ステムに入力し、印刷したうえで訪問
時に持参する運用となる見込み。 

 

福島県 喜多方市 こども家庭センター（母子保健機能）
において作成するサポートプラン（旧支
援プラン） 

既に様式の準備をしている。 

サポートプランはほぼ全員に手交して
いる。（セルフプランと同一の書式の
ため） 

こども家庭センター（児童福祉機能）
において作成するサポートプラン（令和
6 年 4 月から新設されるプラン。児童記
録票とは異なる） 

既に様式の準備をしており、手交とし
ては 4 件の実績（特定妊婦に係る
実績）がある。 

基本的には妊娠届と同時にお渡しす
る運用としているが、1 回で終わりで
はないため、都度追加していく形で運
用している。 

特定妊婦以外の要支援・要保護児
童の分野に対する様式は、作成要否
も含めて検討中。 

サポートプランを作成する中での工夫 

児童記録表を作成する際に、両親と
面接するケースがほとんどなので、その

合同ケース会議 

母子ケース検討会 月 1 回の開催
（保健課主催の検討会に参加。会津
保健福祉事務所職員も一緒に協議） 

適宜班内で打合せを実施。ケース支援
について情報共有を実施している。 

その他の会議体として、子ども子育て庁
内連携会議 月 1 回の開催 （こども
課、保健課、学校教育課、社会福祉
課の担当者が集まり協議） 
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際に、保護者やこどもの意向を聞き取
りながら進める予定。 

こどもがどうしたいかが一番になるが、こ
どもが意向を聞ける年齢でなければ、
保護者がどういった支援を必要として
いるかについて聞き取りを行う。 

組織間・部署間の情報共有、およ
び、定期的な見直しを実施している。 

サポートプランの更新は、要対協の実
務者会議で実施している。 

(参加者) 児童相談所の虐待対応
の担当者、教育委員会、保健課、こ
ども課、保育所の代表者、会津保健
福祉事務所職員 

沖縄県 中城村 
こども家庭センター（母子保健機能）
において作成するサポートプラン（旧支
援プラン） 

サポートプランを作成済。 

母子健康手帳に収まるサイズ感で作
成し、出産に至る過程で、中城村とし
て支援すること、母親が実施すること
が確認できる内容とする予定。 

基本的には、こども家庭センター業務
ガイドライン（暫定版）（旧子育て
世代包括支援センターガイドライン）
の参考資料（様式例）を参考にし
ながら作成を進める。 

サポートプランにおいて、目標の設定
に課題感を持っているが、目標の設
定にとらわれすぎず、保健師と母親の
信頼関係構築に資する施策（例え
ば、母子健康手帳を交付する際に顔
写真付きの名刺をお渡しするなど）に
より積極的に取り組んでいる。 

合同ケース会議 

検討中。 

現状よりも会議を増やす必要性は感じ
ていない。むしろ、会議の質を高めて、会
議の回数、時間を削減する取り組みが
必要であり、削減した時間を活用して、
現場の訪問件数を積極的に増やしてい
くことが肝要であると考える。 

会議の質を高めるために、情報を一元
的に管理し、関係者全員が同じ情報を
参照しながら会議を運営していくことが
必要であると考える。また、情報を登録
する際の様式や記録の記載ルール等を
標準化・統一することも肝要と考える。 

現状では、母子保健に関する情報をシ
ステムに登録することが出来ないため、
当該システムを改修し、母子保健と児
童福祉に関わる情報を一元的に管理す
ることが出来るよう整備を進めていくこと
を想定している。 
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訪問回数や連絡回数を増やしていき
ながら、顔と名前を憶えていただくこと
も重要な取り組みであると考える。気
軽にコミュニケーションを取っていただけ
るよう、 
担当保健師とのやりとりに LINE を活
用する等、試験的にコミュニケーション
パスを増やす取り組みを進めている。 

こども家庭センター（児童福祉機能）
において作成するサポートプラン（令和
6 年 4 月から新設されるプラン。児童記
録票とは異なる） 

現状、様式の準備を予定していな
い。 

宮崎県 日南市 こども家庭センター（母子保健機能）
において作成するサポートプラン（旧支
援プラン） 

子育て世代包括支援センターで使用
していたプランを利用している。 

直近半年以内に計 5 件の作成を終
えている。 

サポートプランの手交に課題を感じて
いる。短期的な目標であればお互い
共通認識のもと、手交することは可能
かと思うが、特性が強かったり、行政
支援に拒否的な対象者については手
交が難しい状況である。 

現状は、手交できていない。 

こども家庭センター（児童福祉機能）
において作成するサポートプラン（令和
6 年 4 月から新設されるプラン。児童記
録票とは異なる） 

令和 5 年度の作成完了を目指し、
『こども家庭センター及びサポートプラ
ンについての調査研究 報告書』の
『サポートプラン（児童福祉版）様

こども課ケア会議（月 1 回／約 3 時
間） 

（参加者）こども政策係（係長、拠点
担当、赤ちゃん訪問担当）、母子保健
の代表 

従来からあったケース対応会議を拡張さ
せる形で、令和元年からこども課ケア会
議に名称変更し開催している。 

母子保健部門（こども健康係）から、
気になるこどもや特定妊婦の情報、その
他、乳児家庭全戸訪問事業（こんにち
は赤ちゃん事業）の状況や要対協関
係の近況とリスクの変化による支援体制
の共有等を行っている。 
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式イメージ（乳幼児・学齢児等
版）』を用いて、初稿作成。 

サポートプランを作成する中での工夫 

国から示されている特定妊婦のチェッ
ク表を加味して、母子保健の中でプラ
ンの作成対象者を選定している。 

児童福祉部門とのケア会議におい
て、情報共有を行い、プランの必要な
方や、対象者を一緒に協議しており、
最終的なプラン作成者を決定する。 

新しいことを盛り込むことよりも、現在
実施している支援の内容をより分かり
やすく伝えることを目指している。 

三重県 伊勢市 こども家庭センター（母子保健機能）
において作成するサポートプラン（旧支
援プラン） 

子育て世代包括支援センターを立ち
上げたころから使用している様式をベ
ースに、マタニティーサポートプランのチ
ェック項目を追加、その他の項目に本
人の必要プランを書き込める形に変
更（令和 5 年度）した。 

サポートプランは全員に手交している。 

こども家庭センター（児童福祉機能）
において作成するサポートプラン（令和
6 年 4 月から新設されるプラン。児童記
録票とは異なる） 

調査研究の報告書を基に、伊勢市
のサービスを加える形で作成した。 

新規のケースについては、こども家庭
相談係内で支援の方向性を検討し、
支援方針を決めている。 

手交については、特に関わりが必要な
保護者を想定しているが、実際に手
交した例は少なく、一旦は新規に支

合同ケース会議（週 1 回） 

（参加者）健康課、こども家庭相談係 

こども家庭相談係が主催 

約 2 時間半、前回の会議後に新規で
受け付けたケース、新しい情報があった
ケース、ハイリスク妊婦について検討して
いる。 
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援が必要となったケース支援方針を
立てるところ 
まで取り組んでいる。 

プランの見直しについては、半年ごと
と、必要に応じて行うこととしている。 

サポートプランを作成する中での工夫 

サポートプランを作成する際のチーム
構成／組織体制を工夫している。 

宮崎県 延岡市 こども家庭センター（母子保健機能）
において作成するサポートプラン（旧支
援プラン） 

令和 6 年度以降に様式の準備を予
定している。 

こども家庭センター（児童福祉機能）
において作成するサポートプラン（令和
6 年 4 月から新設されるプラン。児童記
録票とは異なる） 

令和 6 年度以降に様式の準備を予
定している。 

 

ケースの進捗状況の確認①（月 1
回）※合同ケース会議として位置付け
運用 

（参加者）こども家庭サポートセンター
の専任メンバーのみ 

今年度から設置した会議体 

ケースの進捗状況を共有。合同ケース
会議において外部機関にも聞いてもらう
必要のあるものは、要保護児童対策地
域協議会において検討している。 

おやこ保健係の保健師を含めた会議
は、不定期ではあるが、ケースの進捗状
況を共有するような会を別に設けてい
る。 

三重県 桑名市 こども家庭センター（母子保健機能）
において作成するサポートプラン（旧支
援プラン） 

セルフプランは手交しているが、支援プ
ランは手交できていない。 

こども家庭センター（児童福祉機能）
において作成するサポートプラン（令和
6 年 4 月から新設されるプラン。児童記
録票とは異なる） 

ケース進行管理会議に使用するケー
ス管理台帳の中に支援計画の欄を
設けている。 

養育支援訪問会議（月 1 回） 

（参加者）母子保健係の職員および
家庭支援係のワーカー 

 母子保健が中心で実施し、家庭支
援係のワーカーが入り、妊婦や課題を抱
えている可能性のあるこどもにについて協
議する。 

 工夫点 

-上記の養育支援訪問会議とは別
に、要保護児童対策地域協議会の
会議の一つとして、要支援のこどもた
ちの会議を実施している。 
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毎朝ミーティングを行い、動きのあるケ
ースについての支援の方向性の確認
を行い、また、ケース進行管理会議の
中で支援計画の見直しを行っている。 

一番大事なことはワーカーのアセスメン
ト力をつけることと、ケースについてどう
分析していくのかの力をつけることであ
る。 

手交にあったっては、こどもがクライアン
トである一方、手交相手は保護者に
なるため、こどもの利益と保護者の利
益が相反する場合に、どのように手交
するかを課題に感じている。 

まずはサービスを使う方を中心に手交
を検討したいと思っている。ポイントを
押さえつつ、出来る限り簡素化し、ケ
ースワークに支障が生じることのないよ
うに配慮したいと考えている。 

-母子保健係と家庭支援係が合同で
実施している。（それを通し、どのよう
なこどもがいるのか理解することにつな
がっている。） 

 養育支援訪問会議は、従来の会
議体であり、新設のものではない。執務
室のレイアウト上、母子保健と児童福
祉が横並びになっている、会議を新たに
設けなくとも、日々の中でミニ合同ケース
会議が開催され、情報共有や相談、合
同での訪問ができている。 

 

静岡県 藤枝市 
こども家庭センター（母子保健機能）
において作成するサポートプラン（旧支
援プラン） 

国が示す雛形に合わせて様式を作成
している。 

自分だけが特別だと思われないよう
に、妊婦に対しては、妊娠届出時に
セルフプランを兼ねて全員に手交する
形での運用を想定。 

こども家庭センター（児童福祉機能）
において作成するサポートプラン（令和
6 年 4 月から新設されるプラン。児童記
録票とは異なる） 

国が示す雛形に合わせて様式を作成
している。 

合同ケース会議 

 ①（参加者）子ども家庭支援員等
（児童福祉）、保健師等（母子保
健） 

こども家庭センターの開設と併せて新設 

開催頻度：週 1 回 2 時間程度 

開催場所：本庁舎 

開催方法：顔が見える関係性を強化
することが大切だと考えているため、基本
対面形式で行い、オンラインの開催は実
施していない。 

 

 ②（参加者）子ども家庭支援員等
（児童福祉）と保健師等（母子保
健）、養育支援訪問支援員、育児サ
ポーター、地域子育て支援センター職員 
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各家庭の課題は、複雑に絡まり合う
可能性があるため、世帯全体に丁寧
に寄り添うプラン様式とする。 

サポートプランを作成する中での工夫 

特定妊婦とみなす方は、活用できる
サポート事業や支援の時期も記入す
る。また、抵抗感を下げるため柔らか
いイメージになるようイラストを入れて
いる。 

交付する側の支援者の負担を軽減
するため、やるべきことを月齢別に項
目をあげ、実施したらチェックしてもらう
形にしたり、サービスについてもある程
度項目として入れておき、共有しなが
らチェックできるようにする。 

既存の会議に地域子育て支援センター
職員をメンバーに加える形で拡充。 

開催頻度：月 1 回 2.5 時間程度 

開催場所：保健センター 

 

東京都 日野市 こども家庭センター（母子保健機能）
において作成するサポートプラン（旧支
援プラン） 

令和 5 年度中に様式の準備を予定
している。 

こども家庭センター（児童福祉機能）
において作成するサポートプラン（令和
6 年 4 月から新設されるプラン。児童記
録票とは異なる） 

令和 5 年度中に様式を作成し、運
用方法を決定する予定。 

虐待で受理している方に対してサポー
トプランを手交することは困難と考える
が、国のガイドラインが示されてから運
用を検討する。 
※母子保健に関しては手交に対して
大きな抵抗はない想定。（現在手
交は実施していない。） 

受理・支援方針会議（週 1 回） 

（参加者）相談援護係（児童福祉
担当）、母子保健担当 1 名 

新規ケースのアセスメントや支援方針を
決定する他、既存ケースの情報共有等
を行う。 

 

チーム別事例検討会（各チーム週 1
回） 

（参加者） 

①母子保健係東チーム担当全員 相
談援護係東チーム担当 1 名 

②母子保健係西チーム担当全員 相
談援護係西チーム担当 1 名 

各母子保健事業や他機関からの連絡
で個別に継続した支援が必要なケース
のアセスメント・支援の方向性を検討す
る。 
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東京都 府中市 こども家庭センター（母子保健機能）
において作成するサポートプラン（旧支
援プラン） 

リスクの着目だけでなく、相談の中でニ
ーズに着目することが重要。ニーズの
把握においては、対象者との信頼関
係が必要であり、関係性構築の過程
としてサポートプランが作成、手交され
る。サポートプランは当事者と一緒に
支援を考えるツール。 

特定妊婦に作成していた支援プラン
をサポートプランに変更。市民と手交
するものになるので、本人が見てもよ
い情報のみを記載（それ以外の情報
は妊娠届原本に記載）。 

地区担当が支援するケース（母子
保健係台帳 A,B）についてもサポー
トプランを作成する。（これまでは特
定妊婦のみ作成だった） 

母子保健係台帳 A ケースについて
は、母子保健係か相談担当のいずれ
かでサポートプランを作成する。 

こども家庭センター（児童福祉機能）
において作成するサポートプラン（令和
6 年 4 月から新設されるプラン。児童記
録票とは異なる） 

手交については、保護者面接時やサ
ービス導入時に手交することとする。 

受理会議で作成していた支援プラン
をサポートプランに変更。 

市民と手交するものは別途対面で協
働作成。 

母子保健係台帳 A ケースについて
は、母子保健係か相談担当のいずれ
かでサポートプランを作成する。 

サポートプラン会議（月 1 回） 

（参加者）母子保健係と児童福祉部
門（相談担当）、児童相談所保健師  
地域子育て支援センターはぐ（地域子
育て支援拠点・利用者支援基本
型）、子ども家庭支援センターたっち
（こどもと家庭の総合相談の一部委
託・地域子育て支援拠点・利用者支
援事業基本型） 

（実施内容）妊婦台帳、こどもの台帳
を基に支援レベルの確認とプランの確認
相互の支援方針を検討・決定。 
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千葉県 松戸市 こども家庭センター（母子保健機能）
において作成するサポートプラン（旧支
援プラン） 

支援プラン運用中。サポートプランにつ
いては、令和 6 年度からの運用に向
けて、児童福祉版と同じシステムにて
妊婦版（特定妊婦用）について検
討中。 

こども家庭センター（児童福祉機能）
において作成するサポートプラン（令和
6 年 4 月から新設されるプラン。児童記
録票とは異なる） 

令和 6 年度からの運用に向けて、様
式及びシステム改修、運用方法につ
いて検討中。   

サポートプランを作成する中での工夫 

児童福祉と母子保健のお互いのシス
テムで情報共有しながら、児童福祉
のシステムを活用してサポートプランを
作成予定。 

合同ケース会議 

定期的な合同ケース会議は設けていな
い。 

現在は、特定妊婦及び母子保健から
児童福祉への通告時に開催している
が、令和 6 年度より上記に加えて月 2
回程度開催予定 

中央地区は、物理的に近いことから、会
議を開催せずに、気軽に相談できてい
る。 

小金地区や常盤平地区において複数
人での議論が必要な場合は、中央保
健福祉センターに集まり会議を実施。頻
度は年に数回程度。今後は、オンライン
会議を活用し頻度を増やせたら良い。 

 

山口県 山口市 こども家庭センター（母子保健機能）
において作成するサポートプラン（旧支
援プラン） 

基本的には、子育て世代包括支援
センター業務ガイドラインや国の参考
資料（様式例）を参照しながら準
備を進めている。 

こども家庭センター（児童福祉機能）
において作成するサポートプラン（令和
6 年 4 月から新設されるプラン。児童記
録票とは異なる） 

令和 5 年度中に様式の準備を予定
している。 

合同ケース会議 

現在検討中の段階であるが、様式等の
作成も進捗しており、近日中に確定させ
たいと考えている。 

既に円滑なコミュニケーションを図ることが
出来ており、情報共有等が必要なケー
スでは日々の業務の中で、随時、母子
保健と児童福祉担当が協議を行ってい
るため、無理にかしこまった定例会を増
やすようなことだけは避けたい。 

会議を新設する場合は、月次での開催
を基本とし、緊急時などには個別開催と
する運用を想定している。 

大阪府 豊中市 各課が相談を受けた際には、最初にチェックシートからリスクを抽出し、課内会議でこ
ども安心課への情報提供の必要性等の方針を決め、懸念があるケースであれば、こ
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ども安心課にその結果を提出する。サポートプランを作成するに当たっては、こども家
庭センターの各課合同で会議を設け、ケースごとに経過・課題・支援方針等につい
て検討する。 

虐待通告によって、要対協台帳登録された事案についてもサポートプランを作成す
る。 

合同ケース会議は 2 週間に 1 回行っている。その間、要対協の会議もあるので、要
対協が先になるケースや合同ケース会議が先になるケースもある。 

 
宮城県 仙台市 こども家庭センター（母子保健機能）

において作成するサポートプラン（旧支
援プラン） 

令和 5 年度中に様式の準備を予定
している。 

サポートプランの前段のものとして、子
育てマイプラン（セルフプラン）を手交
している。 

子育てマイプランは、渡して終わること
が多く、どのくらい活用いただけている
か評価ができないまま運用され続けて
きた。 

子育てマイプランは、本人の意向や同
意を得る仕様になっていないため、こ
れらを組み込んだ形で、来年度サポー
トプランとして手交を始めることを想定 

こども家庭センター（児童福祉機能）
において作成するサポートプラン（令和

合同ケース会議 

子ども家庭応援センター設置前から行っ
ている会議体を、合同ケース会議として
運用 

開催頻度は、区によって異なる（区の
実情に応じて行っている状況のため、定
期的な開催もあれば、月 1 回のところも
ある。） 

母子保健と児童福祉では、会議体に限
らず、日常的な情報交換等を行ってい
る。 

母子保健には総合相談ということで取り
まとめ役がおり、児童福祉には拠点担当
の職員がいる。両者とも正職員が中心
にいるため、その職員が係員からの相談
を取りまとめ、判断を日常的に行ってい
る。 
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6 年 4 月から新設されるプラン。児童記
録票とは異なる） 

令和５年度中に様式の準備を予定
している。 

児童福祉部門の係長会で毎月検討
を重ねている。今後は母子保健係長
とも共有しながら検討を進めていく予
定。 

手交することで支援対象者であること
のメッセージになり得るものであるた
め、スティグマ的な部分にも配慮しな
がら進めていく必要がある。 

今までも支援対象者と課題を共有す
る等の取組・支援は行ってきたが、具
体的なものとしてやり取りすることが性
質上難しいと感じている。 

福祉部門は支援を求めていない方に
手交する場面も想定される。サポート
プランの土台を作ることはそこまで難し
くないと思うが、実用レベルに落とし込
むところについては、別問題かと思って
おり、課題が大きいかと思う。 

神奈川県 横浜市 課長級、係長級検討プロジェクトにおい
て、サポートプラン作成の目的・意義の
確認や、具体的な運用方法として対象
者、様式、作成方法、手交等に関する
検討を行った。 

サポートプランの具体的な運用につい
て、各区福祉保健センターこども家庭支
援課の職員への説明や意見交換の機
会を設けて検討を行った。 

母子保健分野、児童福祉分野で同一
の様式とし、「妊娠中～生後 4 か月」
用、「乳幼児」用、「学齢児」用の 3 つ
を用意することを想定している。 

合同ケース会議 

母子保健分野、児童福祉分野の双方
の職員と統括支援員が出席し、支援方
針の検討・見直しを行う既存の各種会
議を合同ケース会議として整理する。 

統括支援員は会議において、各ケース
の状況を把握し、サポートプランの作成
や母子保健・児童福祉双方の視点から
個別支援に関する助言等を行う。 
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サポートプラン作成の目的・意義として、
2 つを主軸に置いている。①こどもとその
家庭を「主語」にした支援を実施する。
②サービス利用者（こどもとその家庭）
とサービス提供者（行政、地域の機関
及び関係者）が支援内容を共通理解
するための「ツール」として活用する。 

サポートプランの見直しの想定 

-要保護児童、要支援児童：3 か
月～6 か月に 1 回 

-特定妊婦：妊娠中 2 か月に 1
回、出産後は 4 か月までは 1 か月に
1 回 

-要保護児童以外：3 か月～6 か
月に 1 回程度を想定 

当面は紙で運用する想定であるが、サ
ポートプラン作成・進捗管理機能をいず
れはシステムで行えるよう検討を進めて
いる。 

岡山県 倉敷市 
こども家庭センター（母子保健機能）
において作成するサポートプラン（旧支
援プラン） 

妊婦面接の際に、それぞれ個別の状
況を伺い、すくすくプランを全員に共有
しているところ。児童福祉機能のプラ
ンとの連動性を今後検討する。（セ
ルフプランとサポートプランが一体的に
なっている。） 

こども家庭センター（児童福祉機能）
において作成するサポートプラン（令和
6 年 4 月から新設されるプラン。児童記
録票とは異なる） 

令和 6 年度以降に様式の準備を予
定している。 

合同ケース会議 

開催頻度：月 5 回 

※5 地区それぞれ月 1 回 

開催場所：それぞれの保健推進室のあ
る所（保健所、支所）へ児童福祉が
出向く 

（参加者）子ども相談センターの地区
担当、母子保健の虐待担当保健師、
地区担当保健師、統括支援員 

従来のケースの共有会議を、準用してい
る。進行管理会議の後に開催し、所要
時間は 1 時間程度 

議事は、新しいケースの受理報告や、児
童福祉と母子保健の支援方針の検
討、検討結果の確認など 
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ガイドラインの参考資料（様式例）
を参照しながら作成していく想定。 

手交する部分が課題になると思ってい
る。サポートプランの目標をどう設定す
るかによって、達成可能性が変わってく
ると思う。目標を広げることは難しい
が、焦点を 1 つに絞って目標を設定
すれば、達成しやすくなるかもしれな
い。 

サポートプランの手交は、地区担当職
員が対応する。これまでも、記録等の
事務作業が後回しになってしまう場面
も多く、そういった業務に加えて作るた
め、業務負担の増加が懸念される。 

京都府 京都市 こども家庭センター（母子保健機能）
において作成するサポートプラン（旧支
援プラン） 

令和 5 年度中に様式の準備を予定
している。（本庁で作成される案をベ
ースに検討予定。） 

これまでとは「手交」する点が大きく変
化する認識。慎重に検討を進める。 

こども家庭センター（児童福祉機能）
において作成するサポートプラン（令和
6 年 4 月から新設されるプラン。児童記
録票とは異なる） 

令和 5 年度中に様式の準備を予定
している。（本庁で作成される案をベ
ースに検討予定。） 

これまでとは「手交」する点が大きく変
化する認識。慎重に検討を進める。 

その他 

市の特性を踏まえ、サポートプランの
様式を１本化し、ライフステージごとに

合同ケース会議（月 1 回） 

支援方針会議の会議を活用して、合同
ケース会議として運用している。 

会議の主催は、子育て支援係長が担
う。 

新たに心理支援員（心理職）が参画
し、心理的な側面からの知見を反映さ
せている。 

各区役所の他課に所属する統括保健
師が状況により参画している。 

（参加者）地区担当、子育て相談係
長、子育て支援係長、子どもはぐくみ課
長、子どもはぐくみ室長、心理支援員、
小児科医  

課題状況等を踏まえての支援方針の策
定。 

進捗状況の確認及び支援方針の見直
し（継続支援の必要性の有無を含
む。）。 
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記載内容を変更させるような案も検
討中。 
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母子保健と児童福祉の一体的運用による効果 
 

自治体名 成果・得られた効果 

福井県 おおい町 何かあればすぐに相談・協議することが出来る環境（座席配置）を整備しているこ
とが、最も効果の高い取り組みであると考えられる。 

新潟県 糸魚川市 母子保健が保有する健康管理システム（特定健診、がん検診、乳幼児健診等。
家庭訪問や個別面談の記録管理も実施している。）と児童福祉が保有するシステ
ムを活用し、情報共有を積極的に実施している。 

母子保健と児童福祉を担当する職員は同一フロア、近接する座席で業務を実施し
ており、常に連携して活動することが出来ている。 

例えば、母親に精神疾患がある場合は、保健師と児童福祉の相談員が協働して
業務に当たっており、保健師は医療機関に連絡、児童福祉担当は保育園や学校
関係に連絡を取るなど、適切に役割分担を実施しながら、それぞれに情報共有を行
っていくという側面において、非常に連携しやすい環境にある。 

福島県 喜多方市 子ども家庭総合支援班の設置により、母子保健と児童福祉の連携体制が構築さ
れ、妊娠届の際のアンケートでハイリスク認定された方を、特定妊婦としてすぐに拠点
に申し送り（要対協のケース登録）することが可能となる等、連携が強化された。 

妊娠期から家庭相談員と保健師がチームとして動くことが可能な点は有意義である
と考えられる。 

実務者会議内で進行管理を実施しつつ、支援の方策を双方で協議しながら立案
できる点も有意義である。 

以前は、母子保健側の情報については、書面での依頼が必要だったが、保健課と
同じシステムを導入したことで、妊娠届出の際の状況や家庭訪問の記録を共有で
き、タイムリーに対応することができるようになった。 

社会福祉課の窓口に一本化されたため、市民サービスの向上につながっている。 

沖縄県 中城村 小さい村であるためステークホルダーの範囲も限られており、その分機動性が高いよう
に思われる。定期的に中学校や小学校との連携も実施しており、学校関係者も非
常に協力的である。 

母子保健と児童福祉ではそれぞれ職種が異なるため、一定の線引きは存在するも
のの、養育支援,家事支援,育児支援等、支援の範囲が重なるケースについては、
協働して対応を進める運用となっている。 

各事業で開催されている定例会の中で互いの情報を共有するようにしている。また、
物理的な距離も近い（背中合わせに保健師、心理士、精神福祉士、相談支援
員等の職員が着席するレイアウト）ため、例えば、電話口で受けた内容をすぐに共
有するような動きも取りやすい。 
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宮崎県 日南市 こども課は同一建物・同一フロアに係ごとに座席を集約している。 

フリーアドレスを採用しているため、自由な移動が可能でありコミュニケーションが円滑
に行われている。 

こども家庭センターの設置に伴い、市町村業務の増加も見据え、児童福祉で虐待
に特化したシステムを予定している。検索性の向上など、情報共有の効率化を進め
る。 

これまでは、事業の内容ごとに地域住民の方へ伝える連絡先等の情報に統一感が
なかったところ、事業がこども家庭センターに集約されたことで、今後は混乱なく 
運用していくことが可能になったのではないかと考えられる。 

新庁舎が竣工したことで、キッズスペース、相談室、授乳室、オムツ交換台を設置す
ることが出来た。地域住民の皆さんからは使いやすい、寄りやすいといったような声が
寄せられている。 

三重県 伊勢市 母子保健と児童福祉が、同じ建物に移管されたことによるメリットが特に大きい。 

気になるケースがあれば声を掛け合ったり、一緒に面接するなど、会議や打合せが
効果的・効率的に実施できる体制になった。 

母子保健、児童福祉の協働事業を新たに設けた。具体的には、0 歳児の訪問
事業を令和 4 年度から開始した。こども家庭相談係だけで家庭訪問を行ってい
たが、こども家庭センターの設置に伴い、0 歳児を抱える家庭が地域とつながりを
もって、外出する機会を作ろうということで、今年度からママ☆ほっとテラスに来ても
らうよう呼び掛けている。来所時に、健康課と連携し、体重測定や子育てに関す
る相談対応等を行っている。来所がない方については、こども家庭相談係が全戸
訪問する事業を新しくタイアップしたものとなる。 

健康福祉ステーションは、新しく完成した施設に設置され、設備も整っているため、
市民の方も使いやすく、たくさんの方が利用している。 

宮崎県 延岡市 母子保健と児童福祉の指揮命令系統が統一され、同一のフロアで業務を実施す
ることになったことや職員の増員等により、関係者間の連携が改善された。 

母子保健と児童福祉の同行訪問も、以前と比べ増えている。支援が必要な世帯が
あれば、日頃から情報共有し、要対協のケースも地区の保健師と一緒に連携して
訪問や面談を行ったりしている。また、フロアが一緒になったことで日々の記録も共有
しながら対応することが出来ている。 

おやこ保健福祉課とこども家庭サポートセンターの連携により、以下のように一体的
に対応。 

おやこ保健係が対応した養育面に支援が必要な世帯（妊婦を含む）に対し、こ
ども家庭サポートセンター職員が一緒に訪問・面談で対応 
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乳幼児健診で、保護者の困り感が強い世帯や虐待要因の高い世帯の対応をお
やこ保健係と一緒に対応 

こども家庭サポートセンターに関係機関より相談のあった世帯について、児童福祉
と母子保健の過去の情報より、より良い支援を検討し対応 

小中学校からの支援が必要な世帯の情報提供について、弟や妹に関わる母子
保健業務（乳幼児健診等）を絡めて対応 

障がいを持っている保護者などに対し手続きやサービスへのつなぎについて伴走支
援 

おやこ保健福祉課が実施する見守り強化事業について、実施事業所と連携し、
支援が必要な家庭の情報交換を実施。こども家庭サポートセンターより対応を依
頼することも多い 

三重県 桑名市 統括支援員を配置したことで、効果的な施策を展開できる可能性が広がった。 

統括支援員は、児童福祉、母子保健の専門性を持つことも必要であるが、調整
をする力が現場のマネジメントの視点では一番重要なポイントではないかと考え
る。 

母子保健の担当者と一緒に事業を推進することで見識に広がりが出る。新しい
事業を考えていく際には、児童福祉の枠の中で考えているよりも、母子保健を含
めて検討する方が、幅が広がり、より効果的な施策を展開できるとともに、それぞ
れの施策を組み合わせて支援するマネジメントができるようになった。 

教育部門との関係が、より強化された。 

地区担当制とし、ワーカーが頻繁に学校を訪問することや精神科との連携などに
よる具体的な支援策を構築したことで、教育部門から信頼を得ることができ関係
がより強化された。 

静岡県 藤枝市 多様化する課題に対応するためには、児童福祉のみならず、妊娠期やその前の健
康状態や成育歴などの課題理解も求められる。その点において、母子保健を担当し
ていた保健師が拠点に配置されることで、幼少期の月齢に応じた関わりや支援を理
解し、乳幼児健診や相談記録を確認する必要性を判断できるなど、今後どのような
継続支援を行っていく情報量や支援においてプラスになる部分も多い。また児童福
祉と母子保健の保健師同士で共通のリスク判定基準もあるため、危険度の意識も
共有しやすい。 

母子保健と児童福祉で同一システムを利用しており、支援内容を随時共有するこ
とが可能。個別の相談内容や支援の内容を掲載しており、効果的かつ効率的に情
報共有が図られている。 

東京都 日野市 一体的な取り組みの成果について 
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相談援護係から、乳幼児健診アンケート確認時の同席の提案があり、検討を行
ってきた。該当項目にチェックがついた方は保健部門の職員が 2 次質問をする状
況で、対象者を相談援護係に報告する仕組みで行っている。 

アンケートで、虐待が疑われる場合には、健診に同席するケースワーカーが、本人
が抱える課題や、背景を丁寧に聞き取り、支援に繋げている。 

健診はポピュレーションアプローチであり、虐待を疑われたと思われ、健診に来なく
なるのでは、という懸念もあったが、ケースワーカーが同席する際には、母子保健職
員と同じようにキャラクターのついたエプロンを着てもらったり、ＣＷが質問する際は
母子保健も同席したり、来所者には母子保健と児童福祉の両方の電話番号を
書いた紙を渡す等、市民から相談しやすいような工夫等を行い、現状は良い取
組になっていると思う。 

以前は、妊娠期の支援において児童福祉の支援が入りづらい印象であったが、
現状はその段階でも児童福祉と連携できるようになっている。 

児童福祉としても、今まで注意喚起だけだと保護者に拒否されるようなこともあっ
たが、乳幼児がいれば母子保健を紹介することで信頼関係を得て支援できるよう
になってきていると感じる。 

人材育成に関する取り組みについて 

母子保健側の事例検討会に、児童福祉のケースワーカーに入ってもらっている。
前半は母子保健が中心に話し、後半は児童福祉から意見を聞くようにしている。
その後の支援を一緒にした方が良いのか、どちらかから支援した方がいいか等を調
整している。 

児童福祉の毎週の会議でも、支援終了したケースではこのように連携したという
共有をしており、新人はそのようなところから、一体的な取組みを学ぶことができ
る。 

その他 

同じ部署になり、お互いの事例検討会や受理・支援方針会議に参加することで
常日頃から情報共有や相談ができる体制になっているので、円滑に連携できるよ
うになった。 

システムを相互に見られるようになっているので、場所が離れていてもシステムで確
認ができるところかと思う。 

東京都 府中市 母子保健業務と児童福祉業務を同じ棟内で業務にあたることが可能となり、コミュ
ニケーションが電話主体から対面へと移行したことは大きい。 

健診会場も同じ棟内に設置されており、その場で問題があれば児童福祉部門も
一緒に早期介入ができるようになった。 
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乳幼児への虐待通告があった場合、母子保健から直接情報を受け取り、連携が
出来るようになった。従来であれば経緯を詳細に見ることができなかったため、母子
保健側に都度説明する必要があったが、それも不要になりスピーディーな対応が
可能となっている。 

母子保健係は通告対応から支援までの一連の流れ、相談担当は母子保健事
業について理解を深める場としても機能し連携強化に繋がった。 

地域住民からの評判 

センターが商業施設の中に入っていることから、駅からの利便性も向上した。 

統括支援員を設置したことによる効果も発揮されている。 

リスクの高い特定妊婦の場合、母子保健を中心に妊娠期から支援に関わり、出
産後に懸念のある場合は、児童福祉部門から児童相談所へ特定妊婦の連絡を
入れている。ケース会議も実施しながら児童相談所にも入っていただき見極めてい
る。 

相談担当、母子保健係に対して客観的な立場から、的確に助言（個別ケース
検討会議の開催や児相への連絡タイミング等）することが出来る。 

困難事例は母子保健係の、特定妊婦については相談担当の関与が希薄になっ
ていないかを常時確認し、両機能が発揮できるよう調整することが出来る。 

千葉県 松戸市 機構改革により、組織体制が統合され 1 つの課になったことで、 

児童福祉、母子保健の敷居が低くなり、職員間の連携が取り易くなった。 

所属間での依頼や手続きが不要となり、部門間の敷居が低く、それぞれの専門
性を生かしてやってきたことの成果として出てきている。 

所属長が 1 名になったことで、指示命令系統が一本化されたことから、一体的な
業務遂行が可能になった。 

山口県 山口市 母子保健と児童福祉の職員が、ある程度お互いに顔と名前が一致しており、業務
上関係する職員は同じフロアに座席が配置されることが多かったことから、一体化に
あたっての心理的なハードルが低く、母子保健と児童福祉の連携をスムーズに行え
た。両部門のコミュニケーションを円滑化していくための工夫や配慮をしていくことが重
要と考える。 

家庭児童相談室に導入されていたシステムが更改されるタイミングで、機能拡張を
実施し、母子保健と児童福祉で共通的に利用できる環境を整備した。 

今後ますます情報共有が求められる環境になっていくことが想定されるところ、さら
に連携・活用の場を広げていく必要性を感じている。 

多様なケースに対応していく必要性のある状況において、互いに専門的な知見を持
ち寄ることで包括的、かつ、効果的な支援を実施することが出来ていると感じる機会
が増えてきているように思う。 
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大阪府 豊中市 虐待予防の視点に立って、リスクが低いケースについても早めに情報共有すること
で、虐待予防支援メニューのニーズを把握し、サービス利用に繋ぎやすくなった。 

組織改革や子ども家庭支援システム導入により、センター各課の対応状況の見える
化と連携した対応が進めやすくなった。 

妊産婦・こどもに関わる相談窓口が相互に情報共有・連携し、より一層一元的な
支援が可能となった。 

一つの組織になったことで、支援方法や関わり方について、母子保健担当と児童福
祉担当のどちらかを選ぶのではなく、横断的に判断ができるようになった。 

指揮命令系統が一本化されたことでタイムリーに支援が行える。 

統括支援員がいることで、迷った時に相談ができることと、円滑なやり取りができる体
制になった。 

宮城県 仙台市 一体的に取り組むうえで、物理的に同じ場所で業務を実施することの効果は大き
い。仙台市は同じ課の職員で運用しているため、フロアを比較的自由に行き来でき
る状態であり、通告や緊急の対応が必要になった場合であっても、係の担当者に声
を掛け、具体的なレベルで直接会話することが可能。 

こども家庭センターが設置されるまでの期間、母子保健と児童福祉の領域の違いを
あまり意識していなかった。こども家庭センターの運用が開始されたことで、ケースがど
ちらのフェーズに該当するのか、支援のフェーズはどこなのかといったことを意識できるよ
うになった。 

特定妊婦については、妊娠期から母子保健で把握して母子健康手帳交付から
積極的な支援を行い、婦人保護部門と連携のうえ出産後も共同作業が続くケー
スがいくつか出始めている。外部との連携も進めやすさを感じている。 

他市町村から転入するケースの場合、初期段階から母子保健と児童福祉が協
働できることは強みであるように感じる。 

その他、家庭健康課と保育給付課が同じフロアになったことで、保育の手続きにきた
方で、気になる保護者がいた場合の連携ができるようになった。 

神奈川県 横浜市 既存組織をこども家庭センター機能として発展的に運用していくために、市全体で議
論することが出来た。  

既に一体的な支援体制が整備されているなかで、現状の課題やこれまで以上に切
れ目のない支援や相談支援体制を強化するために必要な取組を検討することが出
来た。 

岡山県 倉敷市 合同研修等を通じて、ケース対応等について、以前に比べて、母子保健と児童福
祉の共通認識が持てるようになってきており、会議にも、虐待担当保健師だけではな
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く、地区を持っている保健師が順番に参加するなど、ソフト面の一体化が構築されつ
つある。 

京都府 京都市 子どもはぐくみ室が設置されたことで業務上の垣根等、いくつかの課題は解消され
た。 

  
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2.4 事例集 

2.4.1 実施概要 
 
自治体ヒアリング調査の結果を基に、全国の自治体にとって参考となる、事例集を作成した 

2.4.2 作成結果 
 

自治体ごとに自治体の基礎情報、こども家庭センター設置の経緯・背景、組織体制、取組内容、参考資
料という構成で整理している。 
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事
例

収
集

に
つ

い
て

の
調

査
研

究

事
例

集

K
PM

G
コ

ン
サ

ル
テ

ィン
グ

株
式

会
社

20
24

.3
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01
福

井
県

お
お

い
町

P
. 1

7

02
新

潟
県

糸
魚

川
市

P
. 2

2

03
福

島
県

喜
多

方
市

P
. 2

9

04
沖

縄
県

中
城

村
P

. 3
5

05
宮

崎
県

日
南

市
P

. 4
0

06
三

重
県

伊
勢

市
P

. 4
6

07
宮

崎
県

延
岡

市
P

. 5
2

08
三

重
県

桑
名

市
P

. 5
8

09
静

岡
県

藤
枝

市
P

. 6
6

10
東

京
都

日
野

市
P

. 7
3

11
東

京
都

府
中

市
P

. 7
8

12
千

葉
県

松
戸

市
P

. 8
8

13
山

口
県

山
口

市
P

. 9
5

14
大

阪
府

豊
中

市
P

. 1
01

15
宮

城
県

仙
台

市
P

. 1
06

16
神

奈
川

県
横

浜
市

P
. 1

12

17
岡

山
県

倉
敷

市
P

. 1
17

18
京

都
府

京
都

市
P

. 1
22

目
次

構
成

00
自

治
体

ヒア
リン

グ
調

査
結

果
（

サ
マ

リ）
自

治
体

ヒア
リン

グ
調

査
結

果
報

告
フォ

ー
マ

ット
P

.3
P

.1
1
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ア
ン

ケ
ー

ト
の

回
答

を
得

た
自

治
体

に
つ

い
て、

4つ
の

観
点

に
着

目
し、

小
規

模
A

型
～

大
規

模
型

の
5種

別
、計

18
自

治
体

を
ヒア

リン
グ

対
象

先
とし

て
抽

出
し

た

種
別

※
1

西
日

本
東

日
本

合
計

小
規
模
Ａ
型

宮
崎
県

日
南
市

福
島
県

喜
多
方
市

新
潟
県

糸
魚
川
市

福
井
県

お
お
い
町

沖
縄
県

中
城
村

5

小
規
模
Ｂ
型

三
重
県

伊
勢
市

宮
崎
県

延
岡
市

2

小
規
模
Ｃ
型

三
重
県

桑
名
市

静
岡
県

藤
枝
市

2

中
規
模
型

大
阪
府

豊
中
市

山
口
県

山
口
市

東
京
都

府
中
市

東
京
都

日
野
市

千
葉
県

松
戸
市

5

大
規
模
型

岡
山
県

倉
敷
市

京
都
府

京
都
市

神
奈
川
県

横
浜
市

宮
城
県

仙
台
市

4 1
8

ア
ンケ

ー
トの

回
答

を
得

た
自

治
体

の
うち

、①
こど

も
家

庭
セ

ンタ
ー

の
設

置
状

況
②

統
括

支
援

員
の

配
置

状
況

③
サ

ポ
ー

トプ
ラン

の
準

備
状

況
④

母
子

保
健

、
児

童
福

祉
機

能
の

一
体

的
な

運
用

状
況

な
どに

鑑
み

、小
規

模
A型

～
大

規
模

型
の

5種
別

、計
18

自
治

体
を

ヒア
リン

グ
対

象
先

とし
て

抽
出

した
。

※
1

小
規

模
A型

～
大

規
模

型
の

定
義

は16
頁

を
ご

参
照

くだ
さ

い
。
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自
治

体
ヒア

リン
グ

調
査

結
果

（
サ

マ
リ）

セ
ン

タ
ー

長
を

配
置

済
み

の
自

治
体

は1
4自

体
、統

括
支

援
員

※
1 を

配
置

済
み

の
自

治
体

は、
13

自
治

体
あ

った
。（

セ
ン

タ
ー

長
が

統
括

支
援

員
を

兼
務

し
て

い
る

自
治

体
は、

４
自

治
体

）
#

自
治

体
名

種
別

セ
ン

タ
ー

長
統

括
支

援
員

配
置

状
況

こ
ど

も
家

庭
セ

ン
タ

ー
に

位
置

付
け

て
い

る
相

談
業

務

セ
ン

タ
ー

長
が

兼
務

発
達

・障
害

教
育

ヤ
ン

グ
ケ

ア
ラ

ー
家

庭
児

童
相

談
室

そ
の

他

1
福

井
県

お
お

い
町

小
A

○
○

〇
〇

〇
子

育
て

、母
子

保
健

等

2
新

潟
県

糸
魚

川
市

小
A

〇
準

備
中

○

3
福

島
県

喜
多

方
市

小
A

準
備

中
○

女
性

相
談

4
沖

縄
県

中
城

村
小

A
○

○

5
宮

崎
県

日
南

市
小

A
○

○
○

○
〇

6
三

重
県

伊
勢

市
小

B
○

○
※

い
じ

め
相

談
〇

〇
女

性
相

談
等

の
福

祉
の

総
合

相
談

窓
口

7
宮

崎
県

延
岡

市
小

B
○

○
○

〇

8
三

重
県

桑
名

市
小

C
○

○
○

○
女

性
相

談

9
静

岡
県

藤
枝

市
小

C
○

○
○

○
〇

若
者

支
援

10
東

京
都

日
野

市
中

○
準

備
中

〇

11
東

京
都

府
中

市
中

○
○

○
〇

12
千

葉
県

松
戸

市
中

○
○

○
〇

女
性

相
談

等

13
山

口
県

山
口

市
中

○
○

〇
○

○

14
大

阪
府

豊
中

市
中

○
○

○
○

○
〇

15
宮

城
県

仙
台

市
大

準
備

中
準

備
中

○
女

性
相

談

16
神

奈
川

県
横

浜
市

大
準

備
中

準
備

中
○

○
女

性
相

談

17
岡

山
県

倉
敷

市
大

○
○

○
〇

18
京

都
府

京
都

市
大

準
備

中
準

備
中

※
1

令
和

４
年

度
の

自
治

体
説

明
会

を
受

け
て

統
括

支
援

員
の

役
割

を
果

た
す

職
員

とし
て

自
治

体
が

配
置

し
た

者
。
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リー
ド

文

自
治

体
名

組
織

体
制

【組
織

体
制

】
•

組
織

図
：

ヒア
リン

グ
先

提
供

分
を

掲
載

•
各

部
署

の
業

務
内

容
•

各
部

署
の

ロ
ケ

ー
シ

ョン
•

特
筆

す
べ

き
事

項
（

母
子

保
健

・児
童

福
祉

所
管

部
署

以
外

の
部

署
の

存
在

や
他

部
署

との
兼

務
）

【セ
ン

ター
長

・統
括

支
援

員
】

•
セ

ン
ター

長
の

経
歴

、兼
務

の
場

合
の

兼
務

状
況

•
統

括
支

援
員

の
経

歴
・専

門
職

資
格

、所
属

組
織

、配
属

場
所

•
そ

の
他

特
筆

す
べ

き
事

項

ヒア
リン

グ
対

応
者

規
模

（
旧

子
ども

家
庭

総
合

支
援

拠
点

の
基

準
）

機
能

（
所

管
事

務
）

基
礎

情
報

こど
も

家
庭

セ
ン

タ
ー

設
置

の
経

緯
・背

景
•

人
口

※
1 ：

•
出

生
数

※
2 ：

•
0～

18
歳

未
満

人
口

：
•

要
保

護
児

童
数

：
•

要
支

援
児

童
数

：
•

特
定

妊
婦

数
：

•
児

童
虐

待
相

談
対

応
件

数
※

2 ：
•

合
計

特
殊

出
生

率
※

3
：

•
低

出
生

体
重

児
数

：
•

妊
娠

届
出

数
※

2 ：
•

こ
ども

家
庭

セ
ン

タ
ー

の
設

置
個

所
数

：
•

こ
ども

家
庭

セ
ン

タ
ー

の
名

称
：

•
年

表
形

式
で

、設
立

ま
で

の
経

緯
を

紹
介

•
仮

に
直

近
で

設
立

し
て

い
る

自
治

体
の

場
合

は
、設

立
の

背
景

・検
討

状
況

を
記

載

•
子

育
て

世
代

包
括

及
び

拠
点

の
設

置
年

、設
置

個
所

数
等

施
設

形
態

イ
メ

ー
ジ

凡
例

あ
り

凡
例

あ
り

※
1：

令
和

4年
10

月
1日

現
在

※
2：

令
和

4年
度

※
3：

平
成

25
~2

9年
度

組
織

図

＊
各

ペ
ー

ジ
に

あ
る

組
織

図
や

組
織

体
制

を
説

明
し

た
図

表
は

、
ヒア

リン
グ

時
に

各
自

治
体

か
ら提

供
を

受
け

た
も

の
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リー
ド

文

自
治

体
名

機
能

（
所

管
事

務
）

取
組

内
容

統
括

支
援

員
•

選
定

方
法

•
業

務
内

容


ア
ン

ケ
ー

トで
確

認
し

て
い

る
各

業
務

で
実

施
し

て
い

る
も

の
は

詳
細

を
確

認

特
徴

的
な

取
り組

み
•

特
徴

的
な

取
組

み

規
模

（
旧

子
ども

家
庭

総
合

支
援

拠
点

の
基

準
）

凡
例

あ
り
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リー
ド

文

自
治

体
名

機
能

（
所

管
事

務
）

取
組

内
容

•
サ

ポ
ー

トプ
ラン

の
作

成
状

況
・運

用
状

況
（

①
母

子
保

健
機

能
、②

児
童

福
祉

機
能

、③
両

機
能

で
一

体
的

に
作

成
す

る
サ

ポ
ー

トプ
ラン

に
つ

い
てア

ン
ケ

ー
ト等

か
ら抽

出
し

て
記

載
）

•
セ

ン
ター

内
の

合
同

ケ
ー

ス
会

議
の

実
施

状
況

・運
用

状
況

※
要

対
協

の
会

議
を

有
効

活
用

し
て

い
る

場
合

は
そ

の
旨

明
記

規
模

（
旧

子
ども

家
庭

総
合

支
援

拠
点

の
基

準
）

凡
例

あ
り
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.

リー
ド

文

自
治

体
名

機
能

（
所

管
事

務
）

•
設

立
に

あ
た

って
の

課
題

、課
題

を
どう

乗
り越

え
た

か

•
成

果
／

得
られ

た
効

果

•
現

在
検

討
が

必
要

と考
え

て
い

る
点

規
模

（
旧

子
ども

家
庭

総
合

支
援

拠
点

の
基

準
）

凡
例

あ
り
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【凡
例

】
規

模
お

よ
び

施
設

形
態

イ
メ

ー
ジ

一
覧

（
例

１
～

例
４

）

施
設

形
態

イ
メ

ー
ジ

規
模

①
小

規
模

型
【小

規
模

市
・町

村
部

】
ア

小
規

模
Ａ

型
：

児
童

人
口

概
ね

0.
9

万
人

未
満

（
人

口
約

5.
6

万
人

未
満

）
イ

小
規

模
Ｂ

型
：

児
童

人
口

概
ね

0.
9

万
人

以
上

1.
8

万
人

未
満

（
人

口
約

5.
6

万
人

以
上

約
11

.3
万

人
未

満
）

ウ
小

規
模

Ｃ
型

：
児

童
人

口
概

ね
1.

8
万

人
以

上
2.

7
万

人
未

満
（

人
口

約
11

.3
万

人
以

上
約

17
万

人
未

満
）

②
中

規
模

型
【中

規
模

市
部

】：
児

童
人

口
概

ね
2.

7
万

人
以

上
7.

2
万

人
未

満
（

人
口

約
17

万
人

以
上

約
45

万
人

未
満

）

③
大

規
模

型
【大

規
模

市
部

】：
児

童
人

口
概

ね
7.

2
万

人
以

上
（

人
口

約
45

万
人

以
上

）
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令
和

2年
に

子
育

て
世

代
包

括
支

援
セ

ン
タ

ー
を

担
当

職
員

とと
も

に
児

童
福

祉
の

担
当

課
か

ら
母

子
保

健
の

担
当

課
へ

移
管

し、
一

体
的

運
用

を
開

始

お
お

い
町

発
達

教
育

ﾔﾝ
ｸﾞ

ｹｱ
ﾗｰ

ヒア
リン

グ
対

象
者

：
児

童
福

祉
部

門
・母

子
保

健
部

門
セ

ン
タ

ー
長

・統
括

支
援

員
・事

務
担

当
小

規
模

A型
家

庭
児

童
相

談
室

他

組
織

体
制

【組
織

体
制

】
•

す
こ

や
か

健
康

課
母

子
保

健
係

や
児

童
福

祉
係

等
の

組
織

的
な

分
類

は
な

く
、個

人
毎

に
母

子
保

健
担

当
、

児
童

福
祉

担
当

と担
当

分
け

さ
れ

て
い

る
。

【セ
ン

タ
ー

長
・統

括
支

援
員

】
•

セ
ン

タ
ー

長
す

こ
や

か
健

康
課

長
が

兼
務

多
様

な
業

務
経

験
を

有
し

て
い

る
が

、保
健

師
等

で
は

な
い

。
•

統
括

支
援

員
子

育
て

支
援

業
務

を
幅

広
く担

当
し

た
方

（
課

長
補

佐
、児

童
福

祉
5年

、教
育

委
員

会
4年

、要
保

護
児

童
対

策
地

域
協

議
会

な
ども

担
当

）
を

配
置

こど
も

家
庭

セ
ン

タ
ー

設
置

の
経

緯
・背

景
•

人
口

※
1 ：

7,
96

0
人

•
出

生
数

※
2 ：

57
人

•
0～

18
歳

未
満

人
口

※
1 ：

1,
30

0
人

•
要

保
護

児
童

数
※

2 ：
47

人
•

要
支

援
児

童
数

※
2 ：

0人
•

特
定

妊
婦

数
※

2 ：
0人

•
児

童
虐

待
相

談
対

応
件

数
※

2 ：
16

件
•

合
計

特
殊

出
生

率
※

2 ：
1.

95
（

R2
人

口
動

態
統

計
特

殊
報

告
）

•
低

出
生

体
重

児
数

※
2 ：

3人
•

妊
娠

届
出

数
※

2 ：
49

人
•

こ
ども

家
庭

セ
ン

タ
ー

の
設

置
(予

定
)個

所
数

：
1ヵ

所
•

こ
ども

家
庭

セ
ン

タ
ー

の
名

称
：

子
育

て世
代

包
括

支
援

セ
ンタ

ー

令
和

元
年

•
お

お
い

町
役

場
住

民
福

祉
課

（
本

庁
舎

）
内

に
、子

育
て

世
代

包
括

支
援

セ
ン

タ
ー

を
設

置
令

和
2年

•
機

構
改

革
に

伴
い

、子
育

て
世

代
包

括
支

援
セ

ン
タ

ー
が

担
当

職
員

とと
も

に
住

民
窓

口
課

（
旧

住
民

福
祉

課
）

か
ら

、
お

お
い

町
保

健
福

祉
セ

ン
タ

ー
な

ご
み

内
の

す
こ

や
か

健
康

課
（

母
子

保
健

）
に

移
管

令
和

4年
•

す
こ

や
か

健
康

課
に

子
ども

家
庭

総
合

支
援

拠
点

を
設

置
（

名
称

は
子

育
て

世
代

包
括

支
援

セ
ン

タ
ー

の
ま

ま
）

令
和

6年
度

以
降

•
子

育
て

世
代

包
括

支
援

セ
ン

タ
ー

の
名

称
を

こ
ども

家
庭

セ
ン

タ
ー

に
変

更
す

る
こ

とを
検

討

※
1：

令
和

4年
10

月
1日

現
在

※
2：

令
和

4年
度 施
設

形
態

イ
メ

ー
ジ

︓
例

1に
該

当

基
礎

情
報

（
事

務
分

掌
）

•
成

人
保

健
に

関
す

る
こ

と
•

健
康

づ
くり

に
関

す
る

こ
と

•
精

神
保

健
に

関
す

る
こ

と
•

要
保

護
児

童
対

策
に

関
す

る
こ

と等

（
事

務
分

掌
）

•
妊

産
婦

・乳
幼

児
等

の
実

情
の

把
握

に
関

す
る

こ
と

•
妊

娠
・出

産
・子

育
て

に
関

す
る

各
種

の
相

談
及

び
必

要
な

情
報

提
供

・助
言

・
保

健
指

導
に

関
す

る
こ

と
•

支
援

プ
ラ

ン
の

策
定

に
関

す
る

こ
と

•
保

健
医

療
又

は
福

祉
の

関
係

機
関

との
連

絡
調

整
に

関
す

る
こ

と
•

子
ども

・子
育

て
支

援
に

関
す

る
こ

と
•

母
子

保
健

に
関

す
る

こ
と 等

す
こ

や
か

健
康

課

（
子

育
て

世
代

包
括

支
援

セ
ン

タ
ー

）

（
子

ども
家

庭
総

合
支

援
拠

点
）

こ
ども

家
庭

セ
ン

タ
ー
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統
括

支
援

員
の

選
定

方
法

や
業

務
内

容
に

つ
い

て
は

引
き

続
き

検
討

が
必

要

お
お

い
町

ヒア
リン

グ
対

象
者

：
児

童
福

祉
部

門
・母

子
保

健
部

門
セ

ン
タ

ー
長

・統
括

支
援

員
・事

務
担

当
小

規
模

A型

取
組

内
容

統
括

支
援

員

選
定

方
法


選

定
基

準
は

な
く、

業
務

経
験

等
か

ら決
定

業
務

内
容


未

定
・ケ

ー
ス

会
議

へ
の

参
加

・児
童

福
祉

・母
子

保
健

両
ケ

ー
ス

の
進

行
状

況
管

理

特
徴

的
な

取
り組

み


18

歳
ま

で
で

あ
れ

ば
、若

者
支

援
とし

て
引

き
こ

も
りに

関
し

て
要

保
護

児
童

対
策

の
枠

内
で

対
応

し
て

い
る

ケ
ー

ス
が

あ
る

。精
神

保
健

に
関

す
る

支
援

は
す

こ
や

か
健

康
課

の
所

掌
範

囲
で

あ
る

た
め

、1
8歳

を
迎

え
て

も
す

こ
や

か
課

で
対

応
し

て
い

る
。


女

性
支

援
は

町
で

相
談

に
乗

る
こ

とも
あ

る
が

、基
本

的
に

は
県

が
担

当
し

て
い

る
。


障

害
児

支
援

は
い

き
い

き
福

祉
課

が
担

当
し

て
い

る
が

、同
じ

フロ
ア

で
あ

る
こ

とも
あ

り
、常

に
連

携
す

る
こ

とが
出

来
て

い
る

。


教
育

委
員

会
は

庁
舎

が
異

な
る

も
の

の
、要

保
護

児
童

に
関

す
る

情
報

は
緊

密
に

連
携

し
て

お
り

、関
係

性
は

十
分

に
構

築
す

る
こ

とが
出

来
て

い
る

。

発
達

教
育

ﾔﾝ
ｸﾞ

ｹｱ
ﾗｰ

家
庭

児
童

相
談

室
他
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母
子

保
健

機
能

の
サ

ポ
ー

ト
プ

ラ
ン、

児
童

福
祉

機
能

の
サ

ポ
ー

ト
プ

ラ
ン

とも
に

令
和

6年
度

以
降

に
準

備
予

定
、国

か
ら

提
示

さ
れ

た
方

針
を

基
に

市
の

方
針

や
様

式
を

検
討

予
定

お
お

い
町

ヒア
リン

グ
対

象
者

：
児

童
福

祉
部

門
・母

子
保

健
部

門
セ

ン
タ

ー
長

・統
括

支
援

員
・事

務
担

当
小

規
模

A型

取
組

内
容

サ
ポ

ー
ト

プ
ラ

ン


こ
ども

家
庭

セ
ン

タ
ー（

母
子

保
健

機
能）

に
お

い
て

作
成

す
る

サ
ポ

ー
ト

プ
ラ

ン（
旧

支
援

プ
ラ

ン）


令
和

6年
度

以
降

に
様

式
の

準
備

を
予

定
し

て
い

る。


こ

ども
家

庭
セ

ン
タ

ー（
児

童
福

祉
機

能）
に

お
い

て
作

成
す

る
サ

ポ
ー

ト
プ

ラ
ン（

令
和

6年
4月

か
ら

新
設

さ
れ

る
プ

ラ
ン。

児
童

記
録

票
とは

異
な

る）


令
和

6年
度

以
降

に
様

式
の

準
備

を
予

定
し

て
い

る。


そ

の
他


サ

ポ
ー

トプ
ラン

の
作

成
と並

行
し

て、
実

際
に

活
用

され
る

よ
う土

台
作

りか
ら取

り組
ん

で
い

くべ
き

で
は

な
い

か
と考

え
て

い
る。具

体
的

に
は、

サ
ポ

ー
トプ

ラン
導

入
マ

ニ
ュア

ル
の

作
成

な
どを

イ
メー

ジ
し

て
い

る。

合
同

ケ
ー

ス
会

議
（

隔
月

1回
）

（
参

加
者

）
母

子
保

健
、児

童
福

祉
、臨

床
心

理
士

の
先

生


不
定

期
だ

が2
か

月
に1

回
程

度
母

子
保

健
と児

童
福

祉
と臨

床
心

理
士

の
先

生
に

入
って

も
らっ

た
ミー

テ
ィン

グ
を

も
うけ

て
い

る
。


気

に
な

る
ケ

ー
ス・

動
き

が
あ

った
ケ

ー
ス

に
つ

い
て

は、
関

係
者

で
随

時
情

報
共

有
し

て
い

る。

発
達

教
育

ﾔﾝ
ｸﾞ

ｹｱ
ﾗｰ

家
庭

児
童

相
談

室
他
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人
材

ロ
ー

テ
ー

シ
ョン

が
頻

繁
に

発
生

す
る

事
業

環
境

下
に

お
い

て、
人

材
の

採
用

や
育

成
の

観
点

で
大

き
な

懸
念

を
抱

え
て

い
る

とこ
ろ、

解
消

に
向

け
て

順
次

検
討

・ 対
応

を
進

め
て

い
く

お
お

い
町

ヒア
リン

グ
対

象
者

：
児

童
福

祉
部

門
・母

子
保

健
部

門
セ

ン
タ

ー
長

・統
括

支
援

員
・事

務
担

当
小

規
模

A型

設
立

に
当

た
って

の
課

題
、課

題
を

どの
よ

うに
乗

り越
え

た
か


専

門
職

（
社

会
福

祉
士

等）
の

確
保

が
難

し
く、

人
事

と協
議

を
重

ね、
資

格
を

有
し

て
い

た
職

員
を

配
置

し
た。

成
果

・得
ら

れ
た

効
果


何

か
あ

れ
ば

す
ぐに

相
談・

協
議

す
る

こと
が

出
来

る
環

境（
座

席
配

置
）

を
整

備
し

て
い

る
こと

が、
最

も
効

果
の

高
い

取
り組

み
で

あ
る

と考
え

られ
る。

現
在

、検
討

が
必

要
と考

え
て

い
る

点


職
員

確
保


専

門
職

（
社

会
福

祉
士

な
ど）

の
配

置
に

つ
い

て
不

安
を

感
じ

て
い

る。
こう

し
た

専
門

職
の

採
用

は
難

易
度

の
高

い
も

の
で

あ
り、現

状
は

、資
格

を
有

し
て

い
た

職
員

を
配

置
し

て
い

る
状

況
。


地

域
資

源
の

開
発

に
つ

い
て


小

さな
町

で
あ

る
た

め
資

源
開

発
は

な
か

な
か

難
し

い
と考

え
て

い
る。産

後
ケ

ア
は

隣
の

市
の

助
産

施
設

に
委

託
す

る
形

で
支

援
を

し
て

い
る

が、地
理

的
に

遠
い

場
所

に
あ

る
た

め、
町

内
で

活
用

で
き

る
場

所
を

検
討

し
て

い
き

た
い 。


統

括
支

援
員

に
つ

い
て


統

括
支

援
員

に
は

あ
る

程
度

の
経

験
が

求
め

られ
る

が、
人

材
ロ

ー
テ

ー
シ

ョン
が

頻
繁

に
発

生
す

る
現

状
の

事
業

環
境

下
に

お
い

て、今
後

着
任

す
る

者
が、

み
な

十
分

な
経

験
を

有
す

る
方

で
あ

る
の

か
どう

か
は

懸
念

され
る

とこ
ろ。


こう

し
た

事
業

環
境

下
に

お
い

て、
統

括
支

援
員

に
不

足
す

る
知

見
を

習
得

す
る

た
め

の
機

会・
場

の
提

供
が

ま
だ

ま
だ

不
足

し
て

い
る

よ
うに

感
じ

る。今
後

の
拡

充
を

期
待

し
つ

つ、
町

とし
て

も
検

討
を

進
め

て
い

くこ
とが

必
要。


そ

の
他


中

学
校

ま
で

は
教

育
委

員
会

か
ら情

報
が

連
携

され
る

た
め、

母
子

保
健

と連
携

し
て

自
宅

訪
問

な
どを

実
施

し
て

い
る。

し
か

し
な

が
ら、

19
歳

以
上

に
な

る
と窓

口
に

ご
相

談
を

い
た

だ
け

な
い

限
り、

身
動

き
を

取
る

こと
が

出
来

ず、
この

点
に

つ
い

て
は

何
等

か
改

善
が

必
要

と考
え

て
い

る。

発
達

教
育

ﾔﾝ
ｸﾞ

ｹｱ
ﾗｰ

家
庭

児
童

相
談

室
他
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令
和

4年
に

母
子

保
健

業
務

と児
童

福
祉

業
務

を
親

子
健

康
係

に
集

約
し、

こど
も

家
庭

セ
ン

タ
ー

の
前

身
とな

る
取

組
を

開
始

組
織

体
制

【組
織

体
制

】
•

こ
ども

支
援

室
親

子
健

康
係

は
、母

子
保

健
担

当
，

児
童

福
祉

担
当

で
構

成
−

母
子

保
健

担
当

‥
母

子
保

健
事

業
先

般
（

予
防

接
種

、発
達

支
援

等
）

−
児

童
福

祉
担

当
‥

こ
ども

や
家

庭
に

関
す

る
相

談
窓

口
、児

童
虐

待
の

防
止

と通
告

時
の

対
応

、要
保

護
児

童
等

の
進

行
管

理
と支

援
−

両
端

担
当

を
兼

務
す

る
保

健
師

2名
を

配
置

−
発

達
支

援
セ

ン
タ

ー
め

だ
か

園
を

所
管

し
て

お
り

、発
達

支
援

に
つ

い
て

も
所

管
し

て
い

る
。

【セ
ン

タ
ー

長
】

•
こ

ども
支

援
室

長
（

課
長

補
佐

）
が

兼
務

す
る

【統
括

支
援

員
】

•
未

定
知

識
・経

験
とも

に
豊

富
に

有
し

て
い

る
会

計
年

度
任

用
職

員
（

保
健

師
）

を
想

定
た

だ
し

、決
裁

権
限

等
に

つ
い

て
、要

調
整

基
礎

情
報

こど
も

家
庭

セ
ン

タ
ー

設
置

の
経

緯
・背

景

•
人

口
※

1 ：
39

,9
63

人
•

出
生

数
※

2 ：
14

8
人

•
0 ～

18
歳

未
満

人
口

※
1 ：

4,
67

8
人

•
要

保
護

児
童

数
※

2 ：
40

人
•

要
支

援
児

童
数

※
2 ：

39
人

•
特

定
妊

婦
数

※
2 ：

5人
•

児
童

虐
待

相
談

対
応

件
数

※
2 ：

72
件

•
合

計
特

殊
出

生
率

※
3 ：

1.
37

%
•

低
出

生
体

重
児

数
※

2 ：
17

人
•

妊
娠

届
出

数
※

2 ：
13

0
件

•
こ

ども
家

庭
セ

ン
タ

ー
の

設
置

(予
定

)個
所

数
：

1ヵ
所

•
こ

ども
家

庭
セ

ン
タ

ー
の

名
称

：
未

定

※
1：

令
和

4年
10

月
1日

現
在

※
2：

令
和

4年
度

※
3：

令
和

3年
度

糸
魚

川
市

ヒア
リン

グ
対

象
者

：
児

童
福

祉
部

門
・母

子
保

健
部

門
セ

ン
タ

ー
長

・統
括

支
援

員
・事

務
担

当

施
設

形
態

イ
メ

ー
ジ

︓
例

1に
該

当

平
成

22
年

•
0歳

か
ら1

8歳
ま

で
の

一
貫

し
た

教
育

を
推

進
す

る
た

め
、児

童
分

野
を

教
育

委
員

会
へ

移
管

し
、こ

ども
課

を
新

設
•

母
子

保
健

業
務

に
つ

い
て

も
、健

康
増

進
課

か
ら

、こ
ども

課
へ

移
管

さ
れ

、一
体

的
な

組
織

体
制

を
構

築

平
成

28
年

•
こ

ども
課

に
、子

ども
家

庭
総

合
支

援
拠

点
を

設
置

平
成

31
年

•
こ

ども
支

援
室

を
設

置
（

子
育

て
支

援
係

と親
子

健
康

係
の

２
つ

の
係

）
、子

育
て

世
代

包
括

支
援

セ
ン

タ
ー

を
設

置

令
和

4年
4月

•
子

育
て

支
援

係
か

ら
、拠

点
機

能
を

親
子

健
康

係
に

移
管

（
親

子
健

康
係

が
母

子
保

健
と児

童
福

祉
を

担
当

。）
し

、こ
ども

家
庭

セ
ン

タ
ー

の
前

身
とな

る
取

組
を

開
始

※
H3

1年
度

か
らR

3年
度

ま
で

児
童

福
祉

担
当

は
子

育
て

支
援

係
に

配
置。

R4
年

度
か

ら児
童

福
祉

担
当

は
親

子
健

康
係

に
配

置
され

、同
じ係

で
母

子
保

健
と児

童
福

祉業
務

を
担

当

教
育

委
員

会 こ
ども

課

こ
ども

支
援

室

管
理

係

子
育

て
支

援
係

親
子

健
康

係
（

母
子

保
健

担
当

、児
童

福
祉

担
当

）

こ
ども

家
庭

セ
ン

タ
ー(予

定
)

（
子

育
て

世
代

包
括

支
援

セ
ン

タ
ー

）
（

子
ども

家
庭

総
合

支
援

拠
点

）

発
達

支
援

セ
ン

タ
ー

発
達

教
育

ﾔﾝ
ｸﾞ

ｹｱ
ﾗｰ

家
庭

児
童

相
談

室
他

小
規

模
A型
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統
括

支
援

員
は

両
分

野
の

連
携

調
整

・一
体

的
支

援
の

方
針

決
定

・会
議

の
開

催
進

行
を

担
う

知
識

・経
験

を
有

す
る

職
員

（
会

計
年

度
任

用
職

員
）

を
配

置
予

定
取

組
内

容

統
括

支
援

員

選
定

方
法


知

識
・経

験
とも

に
豊

富
に

有
し

て
い

る
会

計
年

度
任

用
職

員（
前

児
童

福
祉

担
当

）
を

想
定

し
て

い
る。

課
長

職
の

経
験

も
あ

る。


た
だ

し、
決

裁
権

限
等

に
つ

い
て、

要
調

整

業
務

内
容


母

子
と児

童
福

祉
は、

どち
らも

子
育

て
世

帯
に

接
す

る
た

め、
早

期
か

らし
つ

け
と虐

待
の

違
い

を
母

子
保

健
事

業
で

も
伝

え
て

い
き

た
い

と考
え

て
い

る。


児
童

福
祉

は
ハ

イ
リス

クア
プ

ロ
ー

チ
に

偏
りが

ち
に

な
って

し
ま

う。
視

野
を

広
く 持

ち
、保

護
者

に
色

々
な

部
分

を
伝

え
て

い
け

る
よ

うな
業

務
が

求
め

られ
る

。


想
定

され
る

業
務

は
、次

の
とお

り。


合
同

ケ
ー

ス
会

議
の

開
催


サ

ポ
ー

ト
プ

ラ
ン

作
成

の
ア

ド
バ

イ
ス

及
び

進
捗

管
理


地

域
資

源
の

開
拓


支

援
対

象
者

の
進

行
管

理


母
子

保
健

と児
童

福
祉

の
連

絡
調

整


人
材

育
成


要

保
護

児
童

対
策

地
域

協
議

会
へ

の
参

加
お

よ
び

調
整


こ

ども
家

庭
セ

ン
タ

ー
の

サ
ポ

ー
ト

プ
ラ

ン
の

内
容

と要
保

護
児

童
対

策
地

域
協

議
会

に
お

け
る

支
援

計
画

の
整

合
性

を
図

る
業

務

糸
魚

川
市

ヒア
リン

グ
対

象
者

：
児

童
福

祉
部

門
・母

子
保

健
部

門
セ

ン
タ

ー
長

・統
括

支
援

員
・事

務
担

当

特
徴

的
な

取
り組

み


虐
待

関
係

や
発

達
支

援
の

対
応

で
は

、学
校

との
連

携
が

必
要

に
な

る
が

、拠
点

及
び

包
括

機
能

が
教

育
委

員
会

に
配

置
さ

れ
て

い
る

こ
とで

、教
育

との
連

携
が

充
実

し
て

い
る

。


上
越

地
域

に
関

係
の

あ
る

医
療

機
関

と養
育

支
援

検
討

会
とい

った
形

で
お

子
さ

ん
か

ら
妊

産
婦

、心
配

な
保

護
者

さ
ん

の
情

報
を

２
ヶ月

に
１

回
集

ま
って

情
報

共
有

や
対

応
に

つ
い

て
検

討
し

て
い

る
。

発
達

教
育

ﾔﾝ
ｸﾞ

ｹｱ
ﾗｰ

家
庭

児
童

相
談

室
他

小
規

模
A型
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児
童

福
祉

機
能

の
サ

ポ
ー

ト
プ

ラ
ン

は
運

用
開

始
さ

れ
て

お
り

、組
織

間
・部

署
間

の
情

報
共

有
、

お
よ

び
、定

期
的

な
見

直
し

を
進

め
て

い
る

取
組

内
容

サ
ポ

ー
ト

プ
ラ

ン


こ
ども

家
庭

セ
ン

タ
ー（

母
子

保
健

機
能）

に
お

い
て

作
成

す
る

サ
ポ

ー
ト

プ
ラ

ン（
旧

支
援

プ
ラ

ン）


令
和

6年
度

以
降

に
様

式
の

準
備

を
予

定
し

て
い

る。


母
子

手
帳

交
付

の
際

に
セ

ル
フプ

ラン
を

お
渡

し
て

い
る。


こ

ども
家

庭
セ

ン
タ

ー（
児

童
福

祉
機

能）
に

お
い

て
作

成
す

る
サ

ポ
ー

ト
プ

ラ
ン（

令
和

6年
4月

か
ら

新
設

さ
れ

る
プ

ラ
ン。

児
童

記
録

票
とは

異
な

る）


子
育

て
ヘ

ル
パ

ー
を

使
って

い
る

方
を

中
心

に
作

成
を

始
め

て
お

り、直
近

半
年

以
内

に
対

象
者7

件
に

対
し

て3
件

の
作

成
を

終
え

て
い

る。


児
童

福
祉

分
野

は
家

庭
に

中
に

入
って

も
らい

た
くな

い
とい

う方
が

い
らっ

し
ゃる

た
め、丁

寧
に

説
明

し
納

得
い

た
だ

くこ
とが

必
要。


サ

ポ
ー

ト
プ

ラ
ン

を
作

成
す

る
中

で
の

工
夫


現

在
実

施
し

て
い

る
シ

ス
テ

ム
の

改
修

が
完

了
し

た
後、

サ
ポ

ー
トプ

ラン
は

当
該

シ
ス

テ
ム

に
入

力
し、

印
刷

し
た

うえ
で

訪
問

時
に

持
参

す
る

運
用

とな
る

見
込

み。

合
同

ケ
ー

ス
会

議


専
門

職
(看

護
職

)会
議

（
月

1回
）

（
参

加
者

）
保

健
師

、助
産

師


乳
幼

児
健

診
、妊

娠
届

出
、地

区
担

当
ケ

ー
ス

の
情

報
共

有
と支

援
の

方
向

性
検

討


特
定

妊
婦

の
適

否
検

討


ケ

ー
ス

確
認

会
議

（
月

1回
）

（
参

加
者

）
保

健
師

（
代

表
者

）
、家

庭
児

童
相

談
員


新

規
相

談
の

情
報

共
有、

支
援

の
方

向
性

の
確

認


継
続

相
談

ケ
ー

ス、
進

行
管

理
ケ

ー
ス

の
進

捗
状

況、
支

援
の

確
認

糸
魚

川
市

ヒア
リン

グ
対

象
者

：
児

童
福

祉
部

門
・母

子
保

健
部

門
セ

ン
タ

ー
長

・統
括

支
援

員
・事

務
担

当
発

達
教

育
ﾔﾝ

ｸﾞ
ｹｱ

ﾗｰ
家

庭
児

童
相

談
室

他
小

規
模

A型
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統
括

支
援

員
は

母
子

保
健

と児
童

福
祉

の
そ

れ
ぞ

れ
の

業
務

に
関

与
す

る
が

、ど
こま

で
の

権
限

を
有

す
る

必
要

が
あ

る
の

か、
組

織
運

営
上

必
要

とな
る

権
限

の
内

容・
範

囲
に

課
題

を
感

じ
て

い
る

設
立

に
当

た
って

の
課

題
、課

題
を

どの
よ

うに
乗

り越
え

た
か


特

に
な

し。

成
果

・得
ら

れ
た

効
果


母

子
保

健
が

保
有

す
る

健
康

管
理

シ
ス

テ
ム（

特
定

健
診

、が
ん

検
診

、乳
幼

児
健

診
等

。家
庭

訪
問

や
個

別
面

談
の

記
録

管
理

も
実

施
し

て
い

る。 ）
と児

童
福

祉
が

保
有

す
る

シ
ス

テ
ム

を
活

用
し、

情
報

共
有

を
積

極
的

に
実

施
し

て
い

る。


母
子

保
健

と児
童

福
祉

を
担

当
す

る
職

員
は

同
一

フロ
ア、近

接
す

る
座

席
で

業
務

を
実

施
し

て
お

り、常
に

連
携

し
て

活
動

す
る

こと
が

出
来

て
い

る。


例
え

ば
、母

親
に

精
神

疾
患

が
あ

る
場

合
は、

保
健

師
と児

童
福

祉
の

相
談

員
が

協
働

し
て

業
務

に
当

た
って

お
り、

保
健

師
は

医
療

機
関

に
連

絡、
児

童
福

祉
担

当
は

保
育

園
や

学
校

関
係

に
連

絡
を

取
る

な
ど、適

切
に

役
割

分
担

を
実

施
し

な
が

ら、そ
れ

ぞ
れ

に
情

報
共

有
を

行
って

い
くと

い
う 側

面
に

お
い

て、非
常

に
連

携
し

や
す

い
環

境
に

あ
る。

現
在

、検
討

が
必

要
と考

え
て

い
る

点


サ
ポ

ー
ト

プ
ラ

ン
の

作
成


サ

ポ
ー

トプ
ラン

を
どの

よ
うに

作
成

し
て

い
くか 、

全
員

で
基

準
の

把
握

が
必

要
で

あ
る。

特
に、

母
子

保
健

の
サ

ポ
ー

トプ
ラン

の
基

準
が

必
要

で
あ

る。


親

子
健

康
係

の
運

営


母
子

保
健

と児
童

福
祉

が
一

つ
の

係
に

な
った

こと
で

係
員

が18
名

とな
り、

所
管

す
る

分
野

が
幅

広
くな

って
し

ま
った

た
め 、管

理
面

で
１

つ
の

係
とし

て
存

在
す

る
に

は
大

き
す

ぎ
る

と
日

々
感

じ
て

い
る。


組

織
体

制
は

一
旦

変
更

な
く進

め
る

とし
て 、決

裁
ル

ー
トや

係
の

規
模

に
つ

い
て、

そ
の

適
切

性
を

評
価

し
て

い
き

た
い。


統

括
支

援
員

に
必

要
とな

る
権

限


現
在

想
定

し
て

い
る

統
括

支
援

員
候

補
の

方
は、

立
場

的
に

会
計

年
度

職
員

で
あ

る
た

め
決

裁
権

を
有

し
て

い
な

い。
統

括
支

援
員

は
母

子
保

健
と児

童
福

祉
の

そ
れ

ぞ
れ

の
業

務
に

関
与

す
る

が、
決

裁
権

の
有

無
な

ど含
め

て
必

要
な

権
限

を
検

討
す

る
必

要
が

あ
る。検

討
結

果
次

第
で

は、
組

織
体

制
に

も
影

響
す

る
の

で
は

な
い

か。

糸
魚

川
市

ヒア
リン

グ
対

象
者

：
児

童
福

祉
部

門
・母

子
保

健
部

門
セ

ン
タ

ー
長

・統
括

支
援

員
・事

務
担

当
発

達
教

育
ﾔﾝ

ｸﾞ
ｹｱ

ﾗｰ
家

庭
児

童
相

談
室

他
小

規
模

A型
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通
常

利
用

し
て

い
る

様
式

プ
ラン

見
直

し
時

に
利

用
し

て
い

る
様

式
参

考
資

料
)
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参
考

資
料

)
（

令
和

5年
度

の
体

制
）
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令
和

3年
に

子
ども

家
庭

総
合

支
援

班
を

設
置

し
、地

域
住

民
を

ワ
ン

ス
ト

ップ
で

支
援

す
る

総
合

相
談

窓
口

機
能

設
置

、こ
れ

ら
の

機
能

を
令

和
6年

度
に

こど
も

家
庭

セ
ン

タ
ー

へ
移

行
予

定

組
織

体
制

【組
織

体
制

】
•

保
健

福
祉

部
に

社
会

福
祉

課
、こ

ども
課

、保
健

課
、高

齢
福

祉
課

の4つ
の

課
を

設
置

。
（

保
健

セ
ン

ター
は

別
棟

、そ
れ

以
外

の3
課

は
同

一
の

棟
に

設
置

）


社
会

福
祉

課
内

に子
ども

家
庭

総
合

支
援

班
を

設
置

し
、地

域
住

民
を

ワ
ン

ス
トッ

プ
で

支
援

す
る

た
め

の
総

合
相

談
窓

口
を

開
設

┕
妊

娠
時

期
か

ら出
産

、子
育

て
に

つ
い

て
の

不
安

や
児

童
の

障
が

い
な

ど様
々

な
相

談
を

受
け

付
け

る
。

┕
女

性
相

談
員

も
配

置
し

専
門

的
な相

談
支

援
を

行
って

い
る

。
【セ

ン
タ

ー
長

・統
括

支
援

員
】

•
セ

ン
ター

長
は

未
定


当

初
は

、統
括

支
援

員
との

兼
務

を
考

え
て

い
た

が
、動

け
な

くな
って

し
ま

うた
め

、
専

任
とす

る
こと

を
検

討
し

て
い

る
。

•
統

括
支

援
員

の
役

割
を

現
在

は
、子

ども
家

庭
総

合
支

援
班

の
係

長
が

担
って

い
る

。


統
括

支
援

員
を

子
ども

家
庭

総
合

支
援

班
員

が
相

互
に

支
え

合
って

い
る

。

基
礎

情
報

こど
も

家
庭

セ
ン

タ
ー

設
置

の
経

緯
・背

景
•

人
口

※
1 ：

43
,3

49
人

•
出

生
数

※
2 ：

20
5

人
•

0～
18

歳
未

満
人

口
※

1 ：
5,

93
4

人
•

要
保

護
児

童
数

※
2 ：

11
1

人
•

要
支

援
児

童
数

※
2 ：

0人
•

特
定

妊
婦

数
※

2 ：
1人

•
児

童
虐

待
相

談
対

応
件

数
※

2 ：
65

件
•

合
計

特
殊

出
生

率
：

ー
（

福
島

県
か

ら確
定

数
値

が
発

表
され

て
い

な
い

）

•
低

出
生

体
重

児
数

：
ー

（
福

島
県

か
ら確

定
数

値
が

発
表

され
て

い
な

い
）

•
妊

娠
届

出
数

※
2 ：

22
5

件
•

こ
ども

家
庭

セ
ン

タ
ー

の
設

置
(予

定
)個

所
数

：
1ヵ

所
•

こ
ども

家
庭

セ
ン

タ
ー

の
名

称
：

未
定

令
和

2年
4月

•
保

健
課

内
に

、子
育

て
世

代
包

括
支

援
セ

ン
タ

ー
を

設
置

令
和

3年
4月

•
子

ども
家

庭
総

合
支

援
拠

点
を

設
置

•
社

会
福

祉
課

内
に

、子
ども

家
庭

総
合

支
援

班
を

新
設

し
、子

育
て

世
代

包
括

支
援

セ
ン

タ
ー

お
よ

び
子

ども
家

庭
総

合
支

援
拠

点
を

所
管

令
和

6年
度

•
子

ども
家

庭
総

合
支

援
班

の
有

す
る

機
能

を
、こ

ども
家

庭
セ

ン
タ

ー
へ

移
行

予
定

※
1：

令
和

4年
10

月
1日

現
在

※
2：

令
和

4年
度

喜
多

方
市

ヒア
リン

グ
対

象
者

：
児

童
福

祉
部

門
・母

子
保

健
部

門
セ

ン
タ

ー
長

・統
括

支
援

員
・事

務
担

当

施
設

形
態

イ
メ

ー
ジ

︓
例

2に
該

当
保

健
福

祉
部 社

会
福

祉
課 地

域
包

括
ケ

ア
推

進
室

、保
護

班
、障

が
い

福
祉

係

子
ども

家
庭

総
合

支
援

班

こ
ども

課

高
齢

福
祉

課

保
健

課
(保

健
セ

ン
タ

ー
)

（
子

育
て

世
代

包
括

支
援

セ
ン

タ
ー

）
（

子
ども

家
庭

総
合

支
援

拠
点

）

乳
幼

児
健

康
診

査
、予

防
接

種
等こ

ども
家

庭
セ

ン
タ

ー

発
達

教
育

ﾔﾝ
ｸﾞ

ｹｱ
ﾗｰ

家
庭

児
童

相
談

室
他

小
規

模
A型



 

 

 
 
 

106 

 

31
©

 2
02

4 
KP

M
G

 C
on

su
ltin

g 
C

o.
, L

td
., a

 c
om

pa
ny

 e
st

ab
lis

he
d 

un
de

r t
he

 J
ap

an
 C

om
pa

ni
es

 A
ct

 a
nd

 a
 m

em
be

r f
irm

 o
f th

e 
KP

M
G

 g
lo

ba
l o

r g
an

iz
at

io
n 

of
 in

de
pe

nd
en

t m
em

be
r

fir
m

s 
af

fili
at

ed
 w

ith
 K

PM
G

 In
te

rn
at

io
na

l L
im

ite
d,

 a
 p

riv
at

e 
En

gl
is

h 
co

m
pa

ny
 lim

ite
d 

by
 g

ua
ra

nt
ee

. A
ll r

ig
ht

s 
re

se
rv

ed
.

統
括

支
援

員
は

両
分

野
の

連
携

調
整

・一
体

的
支

援
の

方
針

決
定

・会
議

の
開

催
進

行
を

担
う

現
在

は
子

育
て

世
代

包
括

支
援

セ
ン

タ
ー

経
験

の
あ

る
子

ども
家

庭
総

合
支

援
班

の
係

長
を

登
用

取
組

内
容

統
括

支
援

員

選
定

方
法


資

格
や、

求
め

られ
る

人
材

な
ど検

討
を

進
め

て
い

く。
業

務
内

容


合
同

ケ
ー

ス
会

議
の

開
催

子
ども

子
育

て
庁

内
連

携
会

議
月

1回
の

開
催

主
担

当
とし

て
会

議
の

進
行

管
理

を
実

施
（

こど
も

課
、保

健
課

、学
校

教
育

課
、社

会
福

祉
課

の
担

当
者

が
集

ま
り協

議）
母

子
ケ

ー
ス

検
討

会
月

1回
の

開
催

要
保

護
児

童
対

策
地

域
協

議
会

個
別

検
討

ケ
ー

ス
に

つ
い

て
事

例
提

供
を

実
施

し
支

援
に

つ
い

て
共

有
を

図
る

（
保

健
課

主
催

の
検

討
会

に
参

加。
会

津
保

健
福

祉
事

務
所

職
員

も
一

緒
に

協
議）


サ

ポ
ー

ト
プ

ラ
ン

作
成

の
ア

ド
バ

イ
ス

及
び

進
捗

管
理

妊
娠

届
出

時
に

使
用

す
る

サ
ポ

ー
トプ

ラン
様

式
に

つ
い

て
は、

子
育

て
世

代
包

括
支

援
セ

ン
ター

担
当

職
員

と一
緒

に
検

討。
妊

娠
届

出
時

に
今

後
の

妊
娠

出
産

の
イ

メー
ジ

が
つ

き
や

す
い

よ
うに

配
慮

し、
今

後
の

支
援

方
法

や
利

用
で

き
る

サ
ー

ビス
に

つ
い

て
も

一
覧

で
見

る
こと

が
で

き
る

よ
うに

工
夫

を
し

て
い

る。
伴

走
型

相
談

支
援

事
業

の
一

環
とし

て
妊

娠
中

期
に

妊
婦

全
員

に
ア

ン
ケ

ー
トを

実
施

し
現

在
の

体
調

や
不

安
の

有
無

を
確

認
し

な
が

ら
、必

要
時

面
接

や
電

話
相

談
等

を
実

施
し

て
い

る。


支
援

対
象

者
の

進
行

管
理

要
保

護
児

童
対

策
地

域
協

議
会

個
別

ケ
ー

ス
に

つ
い

て
は

年4回
の

実
務

者
会

議
で

進
行

管
理

の
確

認
を

実
施

し
て

い
る。


母

子
保

健
と児

童
福

祉
の

連
絡

調
整

合
同

ケ
ー

ス
会

議
の

記
載

の
とお

り。


人
材

育
成

こん
に

ち
は

赤
ち

ゃん
訪

問
委

託
者（

在
宅

看
護

師
や

助
産

師）
に

向
け

て
年

1回
、研

修
会

を
実

施
し

て
い

る。


要
保

護
児

童
対

策
地

域
協

議
会

へ
の

参
加

お
よ

び
調

整
要

保
護

児
童

地
域

協
議

会
事

務
局

とし
て

参
加

し
て

い
る。ま

た
福

島
県

主
催

の
研

修
会

へ
も

参
加

し
自

己
研

鑽
に

励
ん

で
い

る。

特
徴

的
な

取
り組

み


特
に

な
し

。

喜
多

方
市

ヒア
リン

グ
対

象
者

：
児

童
福

祉
部

門
・母

子
保

健
部

門
セ

ン
タ

ー
長

・統
括

支
援

員
・事

務
担

当
発

達
教

育
ﾔﾝ

ｸﾞ
ｹｱ

ﾗｰ
家

庭
児

童
相

談
室

他
小

規
模

A型
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母
子

保
健

機
能

の
サ

ポ
ー

トプ
ラ

ン
、児

童
福

祉
機

能
の

サ
ポ

ー
トプ

ラ
ン

の
一

部
は

運
用

開
始

さ
れ

て
お

り
、

組
織

間
・部

署
間

の
情

報
共

有
、お

よ
び

、定
期

的
な

見
直

しを
進

め
な

が
ら推

進
さ

れ
て

い
る

取
組

内
容

サ
ポ

ー
ト

プ
ラ

ン


こ
ども

家
庭

セ
ン

タ
ー（

母
子

保
健

機
能）

に
お

い
て

作
成

す
る

サ
ポ

ー
ト

プ
ラ

ン（
旧

支
援

プ
ラ

ン）


既
に

様
式

の
準

備
を

し
て

い
る。


サ

ポ
ー

トプ
ラン

は
ほ

ぼ
全

員
に

手
交

し
て

い
る。（

セ
ル

フプ
ラン

と同
一

の
書

式
の

た
め）


こ

ども
家

庭
セ

ン
タ

ー（
児

童
福

祉
機

能）
に

お
い

て
作

成
す

る
サ

ポ
ー

ト
プ

ラ
ン（

令
和

6年
4月

か
ら

新
設

さ
れ

る
プ

ラ
ン。

児
童

記
録

票
とは

異
な

る）


既
に

様
式

の
準

備
を

し
て

お
り、

手
交

とし
て

は 4
件

の
実

績
（

特
定

妊
婦

に
係

る
実

績）
が

あ
る。


基

本
的

に
は

妊
娠

届
と同

時
に

お
渡

し
す

る
運

用
とし

て
い

る
が、1

回
で

終
わ

りで
は

な
い

た
め、

都
度

追
加

し
て

い
く形

で
運

用
し

て
い

る。


特
定

妊
婦

以
外

の
要

支
援・

要
保

護
児

童
の

分
野

に
対

す
る

様
式

は、
作

成
要

否
も

含
め

て
検

討
中。


サ

ポ
ー

ト
プ

ラ
ン

を
作

成
す

る
中

で
の

工
夫


児

童
記

録
表

を
作

成
す

る
際

に、
両

親
と面

接
す

る
ケ

ー
ス

が
ほ

とん
どな

の
で、そ

の
際

に、
保

護
者

や
こど

も
の

意
向

を
聞

き
取

りな
が

ら進
め

る
予

定。


子
ども

が
どう

し
た

い
か

が
一

番
に

な
る

が、
子

ども
が

意
向

を
聞

け
る

年
齢

で
な

け
れ

ば、
保

護
者

が
どう

い
った

支
援

を
必

要
とし

て
い

る
か

に
つ

い
て

聞
き

取
りを

行
う。


組

織
間

・部
署

間
の

情
報

共
有、

お
よ

び、
定

期
的

な
見

直
し

を
実

施
し

て
い

る。


サ
ポ

ー
トプ

ラン
の

更
新

は、
要

対
協

の
実

務
者

会
議

で
実

施
し

て
い

る。
(参

加
者

)
児

童
相

談
所

の
虐

待
対

応
の

担
当

者、
教

育
委

員
会

、保
健

課
、こ

ども
課

、保
育

所
の

代
表

者、
会

津
保

健
福

祉
事

務
所

職
員

合
同

ケ
ー

ス
会

議
母

子
ケ

ー
ス

検
討

会
月

1回
の

開
催

（
保

健
課

主
催

の
検

討
会

に
参

加。
会

津
保

健
福

祉
事

務
所

職
員

も
一

緒
に

協
議）

適
宜

班
内

で
打

合
せ

を
実

施。
ケ

ー
ス

支
援

に
つ

い
て

情
報

共
有

を
実

施
し

て
い

る。
そ

の
他

の
会

議
体

とし
て、

子
ども

子
育

て
庁

内
連

携
会

議
月

1回
の

開
催

（
こど

も
課

、保
健

課
、学

校
教

育
課

、社
会

福
祉

課
の

担
当

者
が

集
ま

り協
議）

喜
多

方
市

ヒア
リン

グ
対

象
者

：
児

童
福

祉
部

門
・母

子
保

健
部

門
セ

ン
タ

ー
長

・統
括

支
援

員
・事

務
担

当
発

達
教

育
ﾔﾝ

ｸﾞ
ｹｱ

ﾗｰ
家

庭
児

童
相

談
室

他
小

規
模

A型
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母
子

保
健

と児
童

福
祉

が
連

携
す

る
体

制
とな

った
こと

で
妊

娠
期

か
ら

各
関

係
者

が
チ

ー
ム

とし
て

活
動

出
来

て
い

る
が

、ま
だ

ま
だ

他
課

との
情

報
連

携
に

課
題

を
感

じ
て

い
る

設
立

に
当

た
って

の
課

題
、課

題
を

どの
よ

うに
乗

り越
え

た
か


子

育
て

世
代

包
括

支
援

セ
ン

ター
に

助
産

師
と保

健
師

が
配

属
され

て
い

る
が、保

健
師

の
方

が
本

年
度

ま
で

の
任

期
で

あ
り、

新
規

採
用

を
進

め
る

こと
が

必
要

で
あ

る。

成
果

・得
ら

れ
た

効
果


子

ども
家

庭
総

合
支

援
班

の
設

置
に

よ
り

、母
子

保
健

と児
童

福
祉

の
連

携
体

制
が

構
築

され
、妊

娠
届

の
際

の
ア

ン
ケ

ー
トで

ハ
イ

リス
ク認

定
され

た
方

を
、特

定
妊

婦
と

し
て

す
ぐに

拠
点

に
申

し
送

り（
要

対
協

の
ケ

ー
ス

登
録）

す
る

こと
が

可
能

とな
る

等、
連

携
が

強
化

され
た。


妊

娠
期

か
ら家

庭
相

談
員

と保
健

師
が

チ
ー

ム
とし

て
動

くこ
とが

可
能

な
点

は
有

意
義

で
あ

る
と考

え
られ

る
。


実

務
者

会
議

内
で

進
行

管
理

を
実

施
し

つ
つ、支

援
の

方
策

を
双

方
で

協
議

し
な

が
ら立

案
で

き
る

点
も

有
意

義
で

あ
る。


以

前
は

、母
子

保
健

側
の

情
報

に
つ

い
て

は、
書

面
で

の
依

頼
が

必
要

だ
った

が、
保

健
課

と同
じ

シ
ス

テ
ム

を
導

入
し

た
こと

で、妊
娠

届
出

の
際

の
状

況
や

家
庭

訪
問

の
記

録
を

共
有

で
き、

タイ
ム

リー
に

対
応

す
る

こと
が

で
き

るよ
うに

な
った

。


社
会

福
祉

課
の

窓
口

に
一

本
化

され
た

た
め、

市
民

サ
ー

ビス
の

向
上

に
つ

な
が

って
い

る。

現
在

、検
討

が
必

要
と考

え
て

い
る

点


母
子

保
健

事
業

を
推

進
す

る
上

で
の

課
題


母

子
保

健
の

主
管

課
で

あ
る

保
健

課
で

は
保

健
師

が
地

区
担

当
制

で
保

健
活

動
を

実
施

し
て

い
る。切

れ
目

の
な

い
支

援
を

実
施

す
る

た
め

に、
今

後
ま

す
ま

す
情

報
連

携
が

必
要

とな
って

くる
と思

わ
れ

る。
月

齢
や

年
齢

で
主

とな
る

支
援

者
は

変
化

す
る

が、
い

つ
どこ

で
誰

が
中

心
とな

って
支

援
を

す
る

の
か

系
統

立
て

た
ス

キ
ー

ム
の

整
備

を
進

め
て

い
くこ

とが
必

要
。

例
：

妊
娠

届
出

か
ら赤

ち
ゃん

訪
問

ま
で

：
社

会
福

祉
課、

乳
幼

児
健

診
か

ら就
学

前
ま

で
：

保
健

課
入

学
後

：
学

校
教

育
課

と担
当

が
異

な
る

た
め

十
分

に
庁

内
連

携
を

実
施

し
て

い
き

た
い。


訪

問
型

支
援

の
強

化


訪
問

型
支

援
に

つ
い

て、
高

齢
者

ヘ
ル

パ
ー

の
企

業
や

社
会

福
祉

協
議

会
へ

の
委

託
を

検
討

し
た

が、件
数

や
需

要
な

どの
想

定
が

難
し

く、自
前

で
実

施
す

る
こと

とし
た。


養

育
支

援
訪

問
で

ハ
イ

リス
クの

方
の

自
宅

に、
看

護
師

や
保

健
師

の
訪

問
事

業
を

行
って

い
る。

今
後

は
そ

の
内

容
を

踏
襲

し
つ

つ、
ファ

ミリ
ー

サ
ポ

ー
トセ

ン
ター

登
録

の
個

人
と

委
託

契
約

を
実

施
し、

家
事

援
助

を
含

め
た

家
族

支
援

が
で

き
る

よ
うな

仕
組

み
を

検
討

し
て

い
る。


子

育
て

短
期

支
援

事
業

で
里

親
の

拡
充


地

域
資

源
が

限
られ

て
お

り利
用

し
づ

らい
。本

年
度

か
ら里

親
とな

る
方

に、
本

事
業

を
引

き
受

け
て

い
た

だ
き 、

よ
り家

庭
的

な
環

境
で

過
ご

し
て

い
た

だ
く施

策
を

推
進

し
て

い
く。


里

親
の

登
録

数
は

現
状1

組
の

み
。

喜
多

方
市

ヒア
リン

グ
対

象
者

：
児

童
福

祉
部

門
・母

子
保

健
部

門
セ

ン
タ

ー
長

・統
括

支
援

員
・事

務
担

当
発

達
教

育
ﾔﾝ

ｸﾞ
ｹｱ

ﾗｰ
家

庭
児

童
相

談
室

他
小

規
模

A 型
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参
考

資
料
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こど
も

課
／

子
育

て
支

援
係

に
設

置
さ

れ
て

い
る

子
育

て
世

代
包

括
支

援
セ

ン
タ

ー
の

体
制

及
び

名
称

の
変

更
を

進
め、

こど
も

家
庭

セ
ン

タ
ー

を
設

置
す

る
予

定

組
織

体
制

【組
織

体
制

】
•

こ
ども

課
内

に
、子

育
て

支
援

係
、こ

ども
給

付
係

、保
育

園
・こ

ども
園

係
を

設
置

。


子
育

て
支

援
係

に
母

子
保

健
、児

童
福

祉
の

機
能

を
配

置
し

て
い

る
。


業

務
の

内
数

に
子

供
医

療
費

や
児

童
手

当
、児

童
扶

養
手

当
等

の
医

療
費

関
連

業
務

が
含

ま
れ

る
た

め
、事

務
職

は
基

本
的

に
こ

れ
ら

医
療

費
関

連
の

対
応

に
従

事
し

て
い

る
。

母
子

保
健

等
に

係
る

事
務

対
応

は
保

健
師

が
担

って
い

る
。

【セ
ン

タ
ー

長
・統

括
支

援
員

】
•

セ
ン

タ
ー

長
こ

ども
課

長
が

兼
務

す
る

。子
育

て
世

代
包

括
支

援
セ

ン
タ

ー
で

の
経

験
を

豊
富

に
有

す
る

。
•

統
括

支
援

員
子

育
て

支
援

係
長

（
保

健
師

）
が

兼
務

す
る

。豊
富

な
業

務
経

験
に

加
え

て
、保

健
師

、
臨

床
心

理
士

、社
会

福
祉

士
の

資
格

を
有

す
る

。

基
礎

情
報

こど
も

家
庭

セ
ン

タ
ー

設
置

の
経

緯
・背

景
•

人
口

※
1 ：

22
,3

50
人

•
出

生
数

※
2 ：

22
8

人
•

0～
18

歳
未

満
人

口
※

1 ：
4,

87
4

人
•

要
保

護
児

童
数

※
2 ：

22
人

•
要

支
援

児
童

数
※

2 ：
11

6
人

•
特

定
妊

婦
数

※
2 ：

2人
•

児
童

虐
待

相
談

対
応

件
数

※
2 ：

13
6

件
•

合
計

特
殊

出
生

率
※

2 ：
1.

69
%

•
低

出
生

体
重

児
数

※
2 ：

15
人

•
妊

娠
届

出
数

※
2 ：

22
8

人
•

こ
ども

家
庭

セ
ン

タ
ー

の
設

置
(予

定
)個

所
数

※
3 ：

1ヵ
所

•
こ

ども
家

庭
セ

ン
タ

ー
の

名
称

：

令
和

2年
4月

•
こ

ども
課

子
育

て
支

援
係

内
に

、中
城

村
子

育
て

世
代

包
括

支
援

セ
ン

タ
ー

を
設

置

令
和

6年
4月

•
こ

ども
家

庭
セ

ン
タ

ー
を

設
置

予
定

•
子

育
て

世
代

包
括

支
援

セ
ン

タ
ー

の
体

制
及

び
名

称
の

変
更

を
進

め
る

※
1：

令
和

4年
10

月
1日

現
在

※
2：

令
和

4年
度

※
3：

令
和

6年
度

設
置

予
定

中
城

村
ヒア

リン
グ

対
象

者
：

児
童

福
祉

部
門

・母
子

保
健

部
門

セ
ン

タ
ー

長
・統

括
支

援
員

・事
務

担
当

施
設

形
態

イ
メ

ー
ジ

︓
例

1に
該

当

発
達

教
育

ﾔﾝ
ｸﾞ

ｹｱ
ﾗｰ

家
庭

児
童

相
談

室
他

小
規

模
A型
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統
括

支
援

員
に

は
両

分
野

の
連

携
調

整
・コ

ー
デ

ィネ
ー

ト
、客

観
的

な
評

価
を

大
き

く期
待

す
る

統
括

支
援

員
は

役
職

で
は

な
く、

職
種

を
軸

に
検

討
・整

理
を

進
め

て
い

くべ
き

と想
定

し
て

い
る

取
組

内
容

統
括

支
援

員

選
定

方
法


期

待
す

る
役

割
に

照
らす

と、役
職

で
は

な
く、

職
種

を
軸

に
検

討・
整

理
を

進
め

て
い

くべ
き

で
は

な
い

か
と考

え
て

い
る

とこ
ろ。

業
務

内
容

期
待

す
る

役
割

とし
て

は 、
調

整
・コ

ー
デ

ィネ
ー

トに
資

す
る

部
分

が
大

き
い。

母
子

保
健

に
関

す
る

支
援

内
容

を
客

観
的

な
視

点
で

評
価

し
て

も
らえ

る
の

で
あ

れ
ば、安

心
し

て
仕

事
に

向
き

合
うこ

とが
出

来
る

よ
うに

な
る

の
で

は
な

い
か。


母

子
保

健
に

関
す

る
支

援
内

容
の

評
価（

ま
た

、必
要

に
応

じ
て、

支
援

内
容

の
見

直
し）


関

係
機

関
との

調
整、

関
係

性
の

構
築

・維
持


複

雑
な

事
案

に
対

す
る

役
割

分
担

の
整

理・
差

配
な

ど

特
徴

的
な

取
り組

み


特
に

な
し

。

中
城

村
ヒア

リン
グ

対
象

者
：

児
童

福
祉

部
門

・母
子

保
健

部
門

セ
ン

タ
ー

長
・統

括
支

援
員

・事
務

担
当

発
達

教
育

ﾔﾝ
ｸﾞ

ｹｱ
ﾗｰ

家
庭

児
童

相
談

室
他

小
規

模
A型
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母
子

保
健

機
能

の
サ

ポ
ー

ト
プ

ラ
ン

を
令

和5
年

度
中

に
準

備
予

定
、会

議
の

質
・効

率
を

向
上

さ
せ、

地
域

住
民

との
コミ

ュニ
ケ

ー
シ

ョン
機

会
を

増
や

し
て

い
くこ

とが
肝

要
取

組
内

容

サ
ポ

ー
ト

プ
ラ

ン


こ
ども

家
庭

セ
ン

タ
ー（

母
子

保
健

機
能）

に
お

い
て

作
成

す
る

サ
ポ

ー
ト

プ
ラ

ン（
旧

支
援

プ
ラ

ン）


サ
ポ

ー
トプ

ラン
を

作
成

済。


母
子

手
帳

に
収

ま
る

サ
イ

ズ
感

で
作

成
し、出

産
に

至
る

過
程

で、
中

城
村

とし
て

支
援

す
る

こと、
母

親
が

実
施

す
る

こと
が

確
認

で
き

る
内

容
とす

る
予

定。


基
本

的
に

は、
こど

も
家

庭
セ

ン
ター

業
務

ガ
イ

ドラ
イ

ン（
暫

定
版

）
（

旧
子

育
て

世
代

包
括

支
援

セ
ン

ター
ガ

イ
ドラ

イ
ン）

の
参

考
資

料
（

様
式

例
）

を
参

考
に

し
な

が
ら 作

成
を

進
め

る。


サ
ポ

ー
トプ

ラン
に

お
い

て、
目

標
の

設
定

に
課

題
感

を
持

って
い

る
が、

目
標

の
設

定
に

とら
わ

れ
す

ぎ
ず、

保
健

師
と母

親
の

信
頼

関
係

構
築

に
資

す
る

施
策（

例
え

ば
、母

子
手

帳
を

交
付

す
る

際
に

顔
写

真
付

き
の

名
刺

を
お

渡
し

す
る

な
ど）
に

よ
り積

極
的

に
取

り組
ん

で
い

る。


訪
問

回
数

や
連

絡
回

数
を

増
や

し
て

い
き

な
が

ら、
顔

と名
前

を
憶

え
て

い
た

だ
くこ

とも
重

要
な

取
り 組

み
で

あ
る

と考
え

る。気
軽

に
コミ

ュニ
ケ

ー
シ

ョン
を

取
って

い
た

だ
け

る
よ

う 、
担

当
保

健
師

との
や

りと
りに

LI
N

Eを
活

用
す

る
等、

試
験

的
に

コミ
ュニ

ケ
ー

シ
ョン

パ
ス

を
増

や
す

取
り組

み
を

進
め

て
い

る。


こ

ども
家

庭
セ

ン
タ

ー（
児

童
福

祉
機

能）
に

お
い

て
作

成
す

る
サ

ポ
ー

ト
プ

ラ
ン（

令
和

6年
4月

か
ら

新
設

さ
れ

る
プ

ラ
ン。

児
童

記
録

票
とは

異
な

る）


現
状

、様
式

の
準

備
を

予
定

し
て

い
な

い。

合
同

ケ
ー

ス
会

議


検
討

中
。


現

状
よ

りも
会

議
を

増
や

す
必

要
性

は
感

じ
て

い
な

い。
む

し
ろ、

会
議

の
質

を
高

め
て、

会
議

の
回

数
、時

間
を

削
減

す
る

取
り組

み
が

必
要

で
あ

り、
削

減
し

た
時

間
を

活
用

し
て、

現
場

の
訪

問
件

数
を

積
極

的
に

増
や

し
て

い
くこ

とが
肝

要
で

あ
る

と考
え

る。


会
議

の
質

を
高

め
る

た
め

に、
情

報
を

一
元

的
に

管
理

し、
関

係
者

全
員

が
同

じ
情

報
を

参
照

し
な

が
ら会

議
を

運
営

し
て

い
くこ

とが
必

要
で

あ
る

と考
え

る。ま
た、

情
報

を
登

録
す

る
際

の
様

式
や

記
録

の
記

載
ル

ー
ル

等
を

標
準

化・
統

一
す

る
こと

も
肝

要
と考

え
る。


現

状
で

は
、母

子
保

健
に

関
す

る
情

報
を

シ
ス

テ
ム

に
登

録
す

る
こと

が
出

来
な

い
た

め、
当

該
シ

ス
テ

ム
を

改
修

し、
母

子
保

健
と児

童
福

祉
に

関
わ

る
情

報
を

一
元

的
に

管
理

す
る

こと
が

出
来

る
よ

う整
備

を
進

め
て

い
くこ

とを
想

定
し

て
い

る。

中
城

村
ヒア

リン
グ

対
象

者
：

児
童

福
祉

部
門

・母
子

保
健

部
門

セ
ン

タ
ー

長
・統

括
支

援
員

・事
務

担
当

発
達

教
育

ﾔﾝ
ｸﾞ

ｹｱ
ﾗｰ

家
庭

児
童

相
談

室
他

小
規

模
A型
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機
動

力
の

高
さ

を
活

か
し

て
各

ス
テ

ー
ク

ホ
ル

ダ
ー

との
協

力
関

係
を

よ
り強

固
な

も
の

に
し

て
い

くと
とも

に
、そ

の
た

め
の

活
動

時
間

を
捻

出
す

る
た

め
の

取
り組

み
を

強
化

し
て

い
くこ

とが
必

要

設
立

に
当

た
って

の
課

題
、課

題
を

どの
よ

うに
乗

り越
え

た
か


特

に
な

し。

成
果

・得
ら

れ
た

効
果


小

さい
村

で
あ

る
た

め
ス

テ
ー

クホ
ル

ダ
ー

の
範

囲
も

限
られ

て
お

り、
そ

の
分

機
動

性
が

高
い

よ
うに

思
わ

れ
る。

定
期

的
に

中
学

校
や

小
学

校
との

連
携

も
実

施
し

て
お

り、学
校

関
係

者
も

非
常

に
協

力
的

で
あ

る。


母
子

保
健

と児
童

福
祉

で
は

そ
れ

ぞ
れ

職
種

が
異

な
る

た
め、一

定
の

線
引

き
は

存
在

す
る

も
の

の、
養

育
支

援
,家

事
支

援
,育

児
支

援
等

、支
援

の
範

囲
が

重
な

る
ケ

ー
ス

に
つ

い
て

は
、協

働
し

て
対

応
を

進
め

る
運

用
とな

って
い

る。


各
事

業
で

開
催

され
て

い
る

定
例

会
の

中
で

互
い

の
情

報
を

共
有

す
る

よ
うに

し
て

い
る。ま

た、
物

理
的

な
距

離
も

近
い（

背
中

合
わ

せ
に

保
健

師、
心

理
士

、精
神

福
祉

士
、相

談
支

援
員

等
の

職
員

が
着

席
す

る
レ

イ
ア

ウ
ト）

た
め

、例
え

ば
、電

話
口

で
受

け
た

内
容

を
す

ぐに
共

有
す

る
よ

うな
動

き
も

取
りや

す
い。

現
在

、検
討

が
必

要
と考

え
て

い
る

点


会
議

の
質

向
上

に
向

け
た

検
討


情

報
を

一
元

的
に

管
理

し、
関

係
者

全
員

が
同

じ
情

報
を

参
照

し
な

が
ら会

議
を

運
営

し
て

い
くこ

とが
必

要
で

あ
る。ま

た、
情

報
を

登
録

す
る

際
の

様
式

や
記

録
の

記
載

ル
ー

ル
等

を
標

準
化

・統
一

す
る

こと
も

肝
要

で
あ

る。


サ
ポ

ー
ト

プ
ラ

ン
の

作
成


目

標
を

定
め

る
こと

が
難

し
い

と感
じ

て
い

る 。
体

調
の

悪
い

方
で

あ
れ

ば
これ

を
改

善
す

る
こと

が
目

標
とな

る
が、特

段
問

題
の

な
い

方
の

目
標

を
どの

よ
うに

定
め

る
の

か 、
加

え
て、

ご
自

身
の

言
葉

で
目

標
を

定
め

て
い

た
だ

くと
い

う点
に

難
し

さを
感

じ
て

い
る。


統

括
支

援
員

の
育

成


統
括

支
援

員
に

は
あ

る
程

度
の

経
験

が
求

め
られ

る
が、

人
材

ロ
ー

テ
ー

シ
ョン

が
頻

繁
に

発
生

す
る

現
状

の
事

業
環

境
下

で
は、

人
材

の
育

成
が

追
い

付
か

ず、
結

果
とし

て
統

括
支

援
員

の
担

い
手

が
不

足
す

る
可

能
性

が
あ

る
の

で
は

な
い

か
と懸

念
し

て
い

る。

中
城

村
ヒア

リン
グ

対
象

者
：

児
童

福
祉

部
門

・母
子

保
健

部
門

セ
ン

タ
ー

長
・統

括
支

援
員

・事
務

担
当

発
達

教
育

ﾔﾝ
ｸﾞ

ｹｱ
ﾗｰ

家
庭

児
童

相
談

室
他

小
規

模
A型
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市
町

村
合

併
時

に
母

子
保

健
と児

童
福

祉
の

一
体

的
な

運
用

体
制

を
整

備
、新

庁
舎

の
竣

工
に

合
わ

せ
、子

育
て

世
代

包
括

支
援

セ
ン

タ
ー

を
拡

張
す

る
形

で
こど

も
家

庭
セ

ン
タ

ー
の

運
用

を
開

始

組
織

体
制

【組
織

体
制

】
•

こど
も

課
は

こど
も

政
策

係、
こど

も
保

育
係

、こ
ども

健
康

係
の3

つ
の

係
で

構
成


こど

も
政

策
係

（
主

な
業

務
）

児
童

手
当

、こ
ども

医
療

、児
童

扶
養

手
当

な
ど


こど

も
保

育
係

（
主

な
業

務
）

保
育

所
、保

育
園

、認
定

こど
も

園
に

関
す

る
こと

な
ど


こど

も
健

康
係

（
主

な
業

務
）

母
子

健
康

手
帳

交
付

、各
種

健
診

、予
防

接
種

な
ど

【セ
ン

タ
ー

長
・統

括
支

援
員

】
•

セ
ン

ター
長

は
、こ

ども
課

長
（

福
祉

分
野

未
経

験
。事

務
職

）
が

兼
務

で
担

って
い

る
•

統
括

支
援

員
は

、セ
ン

ター
長

が
兼

務
し

て
い

る
が

、統
括

支
援

員
の

要
件

が
明

確
化

され
た

結
果

、セ
ン

ター
長

との
兼

務
は

困
難

と判
断

し、
正

職
員

の
配

置
（

専
任

）
を

検
討

し
て

い
る

•
統

括
支

援
員

の
実

務
レ

ベ
ル

で
の

対
応

は、
主

に
要

対
協

調
整

職
員

が
担

って
い

る

基
礎

情
報

こど
も

家
庭

セ
ン

タ
ー

設
置

の
経

緯
・背

景
•

人
口

※
1 ：

50
,2

12
人

•
出

生
数

※
2 ：

24
6

人
•

0 ～
18

歳
未

満
人

口
※

1 ：
7,

01
5

人
•

要
保

護
児

童
数

※
2 ：

13
7

人
•

要
支

援
児

童
数

※
2 ：

15
5

人
•

特
定

妊
婦

数
※

2 ：
8人

•
児

童
虐

待
相

談
対

応
件

数
※

2 ：
15

4
件

•
合

計
特

殊
出

生
率

※
3
：

1.
70

%
•

低
出

生
体

重
児

数
※

2 ：
19

人
•

妊
娠

届
出

数
※

2 ：
22

9
件

•
こ

ども
家

庭
セ

ン
タ

ー
の

設
置

個
所

数
：

1ヵ
所

•
こ

ども
家

庭
セ

ン
タ

ー
の

名
称

：

平
成

21
年

•
市

町
村

合
併

に
伴

い
、別

組
織

だ
った

健
康

長
寿

課
（

母
子

保
健

）
と、

福
祉

課
（

児
童

福
祉

）
を

統
合

し
、こ

ども
課

を
新

設
し

、一
体

的
に

運
用

す
る

体
制

を
整

備

平
成

29
年

4月
•

こ
ども

課
こ

ども
健

康
係

内
に

、子
育

て
世

代
包

括
支

援
セ

ン
タ

ー
を

設
置

令
和

5年
5月

•
日

南
市

役
所

の
建

て
替

え
に

伴
い

、こ
ども

課
こ

ども
政

策
係

内
に

、子
ども

家
庭

総
合

支
援

拠
点

を
設

置
•

子
ども

家
庭

総
合

支
援

拠
点

の
設

置
と同

タ
イ

ミン
グ

で
、こ

ども
課

内
の

上
記

２
係

を
、日

南
市

こ
ども

家
庭

セ
ン

タ
ー

とし
て

周
知

を
開

始

※
1：

令
和

4年
10

月
1日

現
在

※
2：

令
和

4年
度

※
3：

平
成

25
～

29
年

度

施
設

形
態

イ
メ

ー
ジ

︓
例

1に
該

当

日
南

市
ヒア

リン
グ

対
象

者
：

児
童

福
祉

部
門

・母
子

保
健

部
門

セ
ン

タ
ー

長
・統

括
支

援
員

・事
務

担
当

発
達

教
育

ﾔﾝ
ｸﾞ

ｹｱ
ﾗｰ

家
庭

児
童

相
談

室
他

小
規

模
A型
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統
括

支
援

員
は

両
分

野
の

連
携

調
整

・一
体

的
支

援
の

方
針

決
定

・会
議

の
開

催
進

行
を

担
う

こど
も

課
長

が
兼

務
取

組
内

容

統
括

支
援

員

選
定

方
法


概

ね
統

括
支

援
員

の
要

件
に

準
拠

す
る

こと
を

想
定

し
て

い
る。


保

健
師

を1
名

、正
職

員
とし

て
新

た
に

配
置

す
る

こと
を

想
定

し
て

い
る。

業
務

内
容


母

子
保

健
と児

童
福

祉
の

連
携

調
整


合

同
ケ

ー
ス

会
議

の
開

催


要
保

護
児

童
対

策
地

域
協

議
会

へ
の

参
加

日
南

市
ヒア

リン
グ

対
象

者
：

児
童

福
祉

部
門

・母
子

保
健

部
門

セ
ン

タ
ー

長
・統

括
支

援
員

・事
務

担
当

特
徴

的
な

取
り組

み


特
に

な
し

。

小
規

模
A型

発
達

教
育

ﾔﾝ
ｸﾞ

ｹｱ
ﾗｰ

家
庭

児
童

相
談

室
他
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取
組

内
容

サ
ポ

ー
ト

プ
ラ

ン


こ
ども

家
庭

セ
ン

タ
ー（

母
子

保
健

機
能）

に
お

い
て

作
成

す
る

サ
ポ

ー
ト

プ
ラ

ン（
旧

支
援

プ
ラ

ン）


子
育

て
世

代
包

括
支

援
セ

ン
ター

で
使

用
し

て
い

た
プ

ラン
を

利
用

し
て

い
る。


直

近
半

年
以

内
に

計5
件

の
作

成
を

終
え

て
い

る。


サ
ポ

ー
トプ

ラン
の

手
交

に
課

題
を

感
じ

て
い

る 。
短

期
的

な
目

標
で

あ
れ

ば
お

互
い

共
通

認
識

の
も

と 、
手

交
す

る
こと

は
可

能
か

と思
うが

、特
性

が
強

か
った

り、
行

政
支

援
に

拒
否

的
な

対
象

者
に

つ
い

て
は

手
交

が
難

し
い

状
況

で
あ

る。


現
状

は、
手

交
で

き
て

い
な

い。


こ
ども

家
庭

セ
ン

タ
ー（

児
童

福
祉

機
能）

に
お

い
て

作
成

す
る

サ
ポ

ー
ト

プ
ラ

ン（
令

和
6年

4月
か

ら
新

設
さ

れ
る

プ
ラ

ン。
児

童
記

録
票

とは
異

な
る）


令

和
5年

度
の

作
成

完
了

を
目

指
し、

『こ
ども

家
庭

セ
ン

ター
及

び
サ

ポ
ー

トプ
ラン

に
つ

い
て

の
調

査
研

究
報

告
書

』の
『サ

ポ
ー

トプ
ラン

（
児

童
福

祉
版

）
様

式
イ

メー
ジ

（
乳

幼
児

・学
齢

児
等

版
）

』を
用

い
て 、

初
稿

作
成

。


サ
ポ

ー
ト

プ
ラ

ン
を

作
成

す
る

中
で

の
工

夫


国
か

ら示
され

て
い

る
特

定
妊

婦
の

チ
ェッ

ク表
を

加
味

し
て、母

子
保

健
の

中
で

プ
ラン

の
作

成
対

象
者

を
選

定
し

て
い

る。


児
童

福
祉

部
門

との
ケ

ア
会

議
に

お
い

て、
情

報
共

有
を

行
い、

プ
ラン

の
必

要
な

方
や、

対
象

者
を

一
緒

に
協

議
し

て
お

り、最
終

的
な

プ
ラン

作
成

者
を

決
定

す
る。


新

し
い

こと
を

盛
り込

む
こと

よ
りも、

現
在

実
施

し
て

い
る

支
援

の
内

容
を

よ
り分

か
りや

す
く伝

え
る

こと
を

目
指

し
て

い
る。

合
同

ケ
ー

ス
会

議


こ
ども

課
ケ

ア
会

議（
月

1回
／

約
3時

間
）

（
参

加
者

）
こど

も
政

策
係（

係
長

、拠
点

担
当

、赤
ち

ゃん
訪

問
担

当）
、母

子
保

健
の

代
表


従

来
か

らあ
った

ケ
ー

ス
対

応
会

議
を拡

張
させ

る
形

で、
令

和
元

年
か

らこ
ども

課
ケ

ア
会

議
に

名
称

変
更

し
開

催
し

て
い

る。


母
子

保
健

部
門

（
こど

も
健

康
係

）
か

ら、
気

に
な

る
こど

も
や

特
定

妊
婦

の
情

報、
そ

の
他

、乳
児

家
庭

全
戸

訪
問

事
業※

1 （
こん

に
ち

は
赤

ち
ゃん

事
業

）
の

状
況

や
要

対
協

関
係

の
近

況
とリ

ス
クの

変
化

に
よ

る
支

援
体

制
の

共
有

等
を

行
って

い
る。

※
1：

市
町

村
が

生
後

4か
月

ま
で

の
乳

児
の

い
る

す
べ

て
の

家
庭

を
訪

問
し、

①
育

児
に

関
す

る
不

安
や

悩
み

の
傾

聴、
相

談
、②

子
育

て
支

援
に

関
す

る
情

報
提

供、
③

乳
児

及
び

そ
の

保
護

者
の

心
身

の
様

子
及

び
養

育
環

境
の

把
握、

④
支

援
が

必
要

な
家

庭
に

対
す

る
提

供
サ

ー
ビス

の
検

討、
関

係
機

関
との

連
絡

調
整

を
行

う。

日
南

市
ヒア

リン
グ

対
象

者
：

児
童

福
祉

部
門

・母
子

保
健

部
門

セ
ン

タ
ー

長
・統

括
支

援
員

・事
務

担
当

「市
が

想
定

す
る

支
援

の
内

容
」と

「本
人

が
希

望
す

る
支

援
の

内
容

」に
乖

離
の

あ
る

場
合

が
多

い
た

め
、会

話
の

中
で

少
し

ず
つ

擦
り合

わ
せ

を
し

な
が

ら
サ

ポ
ー

ト
プ

ラ
ン

を
作

成

小
規

模
A型

発
達

教
育

ﾔﾝ
ｸﾞ

ｹｱ
ﾗｰ

家
庭

児
童

相
談

室
他
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セ
ン

タ
ー

の
設

置
に

よ
り

、地
域

住
民

を
含

め
た

各
関

係
者

に
対

す
る

サ
ー

ビ
ス

レ
ベ

ル
が

向
上

、
地

域
資

源
の

開
拓

に
は

課
題

を
感

じ
て

い
る

設
立

に
当

た
って

の
課

題
、課

題
を

どの
よ

うに
乗

り越
え

た
か


出

生
届

か
らの

ワ
ン

ス
トッ

プ
サ

ー
ビス

の
構

築
に

向
け、

こど
も

課
を

設
置

し
た。


市

町
村

合
併

の
時

期
と重

な
った

こと
も

あ
り、

設
置

に
あ

た
って

、大
き

な
障

壁
は

な
く、

こど
も

家
庭

セ
ン

ター
の

設
置

に
際

し
て

も、
大

き
な

混
乱

や
違

和
感

な
く、

一
体

的
な

運
用

を
推

進
す

る
こと

が
出

来
て

い
る。


関

係
機

関
か

らは
、要

対
協

、子
育

て
世

代
包

括
支

援
セ

ン
ター

、子
ども

家
庭

総
合

支
援

拠
点、

及
び

、こ
ども

家
庭

セ
ン

ター
の

位
置

付
け

や
相

違
点 、

不
明

点
が

発
生

し
た

際
の

問
合

せ
先

に
つ

い
て

の
問

合
せ

が
あ

った
が、

説
明

会
を

設
け、

こど
も

家
庭

セ
ン

ター
の

中
に

包
括

と拠
点

の
機

能
が

あ
り、

窓
口

が
一

つ
に

な
る

こと
等

を
案

内
し、

疑
問

点
の

解
消

に
努

め
た。


こど

も
家

庭
セ

ン
ター

の
設

置
に

あ
た

り、
社

会
福

祉
士

を
フル

タイ
ム

へ
変

更、
子

ども
家

庭
支

援
員

とし
て

保
健

師
を1名

新
た

に
配

置
し、

虐
待

対
応

に
係

る
体

制
を

強
化

し
た。

成
果

・得
ら

れ
た

効
果


こど

も
課

は
同

一
建

物・
同

一
フロ

ア
に

係
ご

とに
座

席
を

集
約

し
て

い
る。


フリ

ー
ア

ドレ
ス

を
採

用
し

て
い

る
た

め、
自

由
な

移
動

が
可

能
で

あ
りコ

ミュ
ニ

ケ
ー

シ
ョン

が
円

滑
に

行
わ

れ
て

い
る。


こど

も
家

庭
セ

ン
ター

の
設

置
に

伴
い、

市
町

村
業

務
の

増
加

も
見

据
え、

児
童

福
祉

で
虐

待
に

特
化

し
た

シ
ス

テ
ム

を
予

定
し

て
い

る。検
索

性
の

向
上

な
ど、

情
報

共
有

の
効

率
化

を
進

め
る。


これ

ま
で

は
、事

業
の

内
容

ご
とに

地
域

住
民

の
方

へ
伝

え
る

連
絡

先
等

の
情

報
に

統
一

感
が

な
か

った
とこ

ろ、事
業

が
こど

も
家

庭
セ

ン
ター

に
集

約
され

た
こと

で、
今

後
は

混
乱

な
く

運
用

し
て

い
くこ

とが
可

能
に

な
った

の
で

は
な

い
か

と考
え

られ
る。


新

庁
舎

が
竣

工
し

た
こと

で、
キ

ッズ
ス

ペ
ー

ス
、相

談
室

、授
乳

室
、オ

ム
ツ

交
換

台
を

設
置

す
る

こと
が

出
来

た。
地

域
住

民
の

皆
さん

か
らは

使
い

や
す

い、
寄

りや
す

い
とい

った
よ

うな
声

が
寄

せ
られ

て
い

る。

日
南

市
ヒア

リン
グ

対
象

者
：

児
童

福
祉

部
門

・母
子

保
健

部
門

セ
ン

タ
ー

長
・統

括
支

援
員

・事
務

担
当

現
在

、検
討

が
必

要
と考

え
て

い
る

点


地
域

資
源

の
開

拓
に

課
題

を
感

じ
て

い
る。 地

域
に

足
りな

い
サ

ー
ビス

を、
今

後
どの

よ
うに

作
って

い
くか

模
索

し
て

い
る。


例

え
ば

、シ
ョー

トス
テ

イ
に

つ
い

て
は、

児
童

養
護

施
設

が
な

い
地

域
も

あ
り、お

願
い

す
る

場
合

は、
市

外
の

施
設

とな
って

し
ま

う。


子
ども

を
預

け
た

くて
も

預
け

られ
る

場
所

が
な

く 、
夜

間
保

育
を

行
って

い
る

施
設

も
日

南
市

に
は

存
在

し
な

い。
障

害
の

あ
る

子
供

で
あ

る
場

合
は

障
害

児
施

設
が

必
要

とな
る

が、
日

南
市

に
は1

ヵ所
し

か
存

在
し

な
い。


少

子
化

が
進

む
中

、地
理

的
な

問
題

で
こど

も
を

集
め

る
こと

が
難

し
い。

必
要

な
家

庭
は

関
わ

って
い

る
が、

必
要

な
期

間
だ

け
とい

うこ
とも

あ
る。

安
定

し
て

使
え

る
とこ

ろ
が

見
え

な
い

と
N

PO
法

人
とし

て
も

事
業

が
受

け
られ

な
い

し、補
助

金
も

出
し

づ
らい

と思
う。

人
口

規
模

が
あ

って
い

ろ
い

ろ
な

サ
ー

ビス
が

あ
れ

ば
こそ

選
択

が
で

き
る

の
か

と思
う。

小
規

模
A型

発
達

教
育

ﾔﾝ
ｸﾞ

ｹｱ
ﾗｰ

家
庭

児
童

相
談

室
他
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令
和

5年
に

子
育

て
世

代
包

括
支

援
セ

ン
タ

ー（
マ

マ
☆

ほ
っと

テ
ラ

ス
）

と子
ども

家
庭

総
合

支
援

拠
点

が
一

体
的

な
機

能
を

担
う形

で
こど

も
家

庭
セ

ン
タ

ー
とし

て
運

用
開

始

組
織

体
制

【組
織

体
制

】
•

マ
マ

☆
ほ

っと
テ

ラ
ス

は
、母

子
健

康
手

帳
の

交
付

や
育

児
相

談
、情

報
提

供
を

行
って

い
る

•
福

祉
総

合
支

援
セ

ン
タ

ー
よ

りそ
い

は
、福

祉
の

総
合

相
談

窓
口

とし
て

、高
齢

・障
害

・こ
ども

、
い

じ
め

、女
性

相
談

、生
活

困
窮

な
ど福

祉
に

関
す

る
様

々
な

相
談

・支
援

を
行

って
い

る
他

、
要

対
協

の
調

整
機

関
とし

て
の

役
割

も
担

って
い

る
•

ス
テ

ー
シ

ョン
内

に
は

、上
記

の
他

、中
央

保
健

セ
ン

タ
ー

※
1

、こ
ども

発
達

支
援

室
、一

時
保

育
室

も
併

設
さ

れ
て

い
る

【セ
ン

タ
ー

長
・統

括
支

援
員

】
•

セ
ン

タ
ー

長
福

祉
総

合
支

援
セ

ン
タ

ー
の

セ
ン

タ
ー

長
（

保
健

師
）

が
担

う
健

康
課

、介
護

保
険

課
、地

域
包

括
支

援
セ

ン
タ

ー
で

の
業

務
経

験
を

有
し

て
い

る
。

健
康

福
祉

部
参

事
を

兼
務

し
て

お
り

、
健

康
課

（
マ

マ
☆

ほ
っと

テ
ラ

ス
）

特
定

妊
婦

等
相

談
支

援
機

能
へ

の
指

揮
命

令
に

つ
い

て
は

、現
在

検
討

中
で

あ
る

•
統

括
支

援
員

母
子

保
健

、健
康

づ
くり

、介
護

予
防

、成
人

健
診

係
な

ど健
康

課
内

の
様

々
な

分
野

に
お

け
る

業
務

経
験

が
豊

富
な

保
健

師
を

配
置

基
礎

情
報

こど
も

家
庭

セ
ン

タ
ー

設
置

の
経

緯
・背

景

•
人

口
※

1 ：
12

2,
13

7
人

•
出

生
数

※
3 ：

75
8

人
•

0 ～
18

歳
未

満
人

口
※

1 ：
17

,0
45

人
•

要
保

護
児

童
数

※
2 ：

77
人

•
要

支
援

児
童

数
※

2 ：
41

9
人

•
特

定
妊

婦
数

※
2 ：

23
人

•
児

童
虐

待
相

談
対

応
件

数
※

2 ：
10

1
件

•
合

計
特

殊
出

生
率

※
3 ：

1.
41

%
•

低
出

生
体

重
児

数
※

3 ：
75

人
•

妊
娠

届
出

数
※

2 ：
68

4
件

•
こ

ども
家

庭
セ

ン
タ

ー
の

設
置

個
所

数
：

1ヵ
所

•
こ

ども
家

庭
セ

ン
タ

ー
の

名
称

：
伊

勢
市

こ
ども

家
庭

セ
ン

タ
ー

※
1：

令
和

4年
10

月
1日

現
在

※
2：

令
和

4年
度

※
3：

令
和

3年
度

伊
勢

市
ヒア

リン
グ

対
象

者
：

児
童

福
祉

部
門

・母
子

保
健

部
門

セ
ン

タ
ー

長
・統

括
支

援
員

・事
務

担
当

施
設

形
態

イ
メ

ー
ジ

︓
例

1に
該

当

平
成

27
年

7月
•

福
祉

健
康

セ
ン

タ
ー

（
健

康
課

）
内

に
、子

育
て

世
代

包
括

支
援

セ
ン

タ
ー

（
母

子
保

健
型

マ
マ

☆
ほ

っと
テ

ラ
ス

）
を

設
置

平
成

28
年

4月
•

子
育

て
支

援
セ

ン
タ

ー
き

ら
ら

館
（

保
育

課
）

内
に

、子
育

て
世

代
包

括
支

援
セ

ン
タ

ー
（

基
本

型
）

を
設

置
令

和
3年

度
•

本
庁

舎
(健

康
福

祉
部

子
育

て
応

援
課

)内
に

、子
ども

家
庭

総
合

支
援

拠
点

を
設

置
令

和
5年

5月
•

伊
勢

市
駅

前
再

開
発

ビ
ル

「M
ira

IS
E」

内
に

、健
康

福
祉

ス
テ

ー
シ

ョン
を

開
設

•
同

ス
テ

ー
シ

ョン
内

に
、子

ども
家

庭
総

合
支

援
拠

点
機

能
※

1、
子

育
て

世
代

包
括

支
援

セ
ン

タ
ー

※
2を

移
転

•
母

子
保

健
、児

童
福

祉
の

一
体

的
な

機
能

を
担

った
、こ

ども
家

庭
セ

ン
タ

ー
とし

て
運

用
を

開
始

※
1

子
育

て応
援

課
か

ら健
康

福
祉

部
福

祉
総

合
支

援
セ

ンタ
ー(課

室
相

当)
こど

も家
庭

相
談

係
に移

管
※

2
福

祉
総

合
支

援
セ

ンタ
ー

には
移

管
され

てお
らず

、健
康

福
祉

部健
康

課
が

所
管

こ
ども

家
庭

相
談

係
（

子
ども

家
庭

総
合

支
援

拠
点）

健
康

福
祉

部 福
祉

総
合

支
援

セ
ン

タ
ー

（
よ

りそ
い

）

健
康

課

マ
マ

☆
ほ

っと
テ

ラ
ス

（
子

育
て

世
代

包
括

支
援

セ
ン

タ
ー)

特
定

妊
婦

等
相

談
支

援
機

能
中

央
保

健
セ

ン
タ

ー

こ
ども

発
達

支
援

室

こ ど も 家 庭 セ ン タ ー

※
1

乳
幼

児
健

診
は

、中
央

保
健

セ
ンタ

ー
（

健
康

福
祉

部健
康

課
）

で
実

施

発
達

教
育

ﾔﾝ
ｸﾞ

ｹｱ
ﾗｰ

家
庭

児
童

相
談

室
他

小
規

模
B型
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統
括

支
援

員
は

両
分

野
の

連
携

調
整

・一
体

的
支

援
の

方
針

決
定

・会
議

の
開

催
進

行
を

担
う

知
識

・経
験

とも
に

豊
富

に
有

す
る

健
康

課
に

在
籍

し
て

い
た

職
員

を
登

用
取

組
内

容

統
括

支
援

員

選
定

方
法


特

に
な

し。

業
務

内
容


サ

ポ
ー

ト
プ

ラ
ン

作
成

の
ア

ド
バ

イ
ス

及
び

進
捗

管
理


地

域
資

源
の

開
拓


合

同
ケ

ー
ス

会
議

に
お

け
る

母
子

保
健

と児
童

福
祉

の
連

絡
調

整
特

に、
一

体
的

な
運

用
が

求
め

られ
る、

特
定

妊
婦

に
関

し
て

は、
母

子
保

健
（

母
子

保
健

係
）

と児
童

福
祉

（
こど

も
家

庭
相

談
係）

の
連

携
を

円
滑

に
行

う役
割

を
担

って
い

る 。

特
徴

的
な

取
り組

み

伊
勢

市
ヒア

リン
グ

対
象

者
：

児
童

福
祉

部
門

・母
子

保
健

部
門

セ
ン

タ
ー

長
・統

括
支

援
員

・事
務

担
当


こ

ども
家

庭
相

談
に

来
ら

れ
る

方
の

中
に

は
、生

活
困

窮
が

あ
った

り
、課

題
が

重
層

的
で

あ
った

りと
、様

々
な

背
景

が
あ

る
。伊

勢
市

で
は

、こ
ども

相
談

だ
け

で
は

な
く、

高
齢

・介
護

・障
が

い
・生

活
困

窮
な

どの
相

談
窓

口
を

、福
祉

総
合

支
援

セ
ン

タ
ー

よ
りそ

い
に

一
本

化
す

る
こ

とで
、重

層
的

な
課

題
に

対
応

し
て

い
る

。

小
規

模
B型

発
達

教
育

ﾔﾝ
ｸﾞ

ｹｱ
ﾗｰ

家
庭

児
童

相
談

室
他
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取
組

内
容

サ
ポ

ー
ト

プ
ラ

ン


こ
ども

家
庭

セ
ン

タ
ー（

母
子

保
健

機
能）

に
お

い
て

作
成

す
る

サ
ポ

ー
ト

プ
ラ

ン（
旧

支
援

プ
ラ

ン）


子
育

て
世

代
包

括
支

援
セ

ン
ター

を
立

ち
上

げ
た

ころ
か

ら使
用

し
て

い
る

様
式

を
ベ

ー
ス

に 、マ
タニ

テ
ィー

サ
ポ

ー
トプ

ラン
の

チ
ェッ

ク項
目

を
追

加、
そ

の
他

の
項

目
に

本
人

の
必

要
プ

ラン
を

書
き

込
め

る
形

に
変

更（
令

和
5年

度
）

し
た。


サ

ポ
ー

トプ
ラン

は
全

員
に

手
交

し
て

い
る。


こ

ども
家

庭
セ

ン
タ

ー（
児

童
福

祉
機

能）
に

お
い

て
作

成
す

る
サ

ポ
ー

ト
プ

ラ
ン（

令
和

6年
4月

か
ら

新
設

さ
れ

る
プ

ラ
ン。

児
童

記
録

票
とは

異
な

る）


調
査

研
究

の
報

告
書

を
基

に、
伊

勢
市

の
サ

ー
ビス

を
加

え
る

形
で

作
成

し
た。


新

規
の

ケ
ー

ス
に

つ
い

て
は、

こど
も

家
庭

相
談

係
内

で
支

援
の

方
向

性
を

検
討

し、支
援

方
針

を
決

め
て

い
る。


手

交
に

つ
い

て
は、

特
に

関
わ

りが
必

要
な

保
護

者
を

想
定

し
て

い
る

が、実
際

に
手

交
し

た
例

は
少

な
く、一

旦
は

新
規

に
支

援
が

必
要

とな
った

ケ
ー

ス
支

援
方

針
を

立
て

る
とこ

ろ
ま

で
取

り組
ん

で
い

る。


プ
ラン

の見
直

し
に

つ
い

て
は、

半
年

ご
とと

、必
要

に
応

じ
て

行
うこ

とと
し

て
い

る。


サ
ポ

ー
ト

プ
ラ

ン
を

作
成

す
る

中
で

の
工

夫


サ
ポ

ー
トプ

ラン
を

作
成

す
る

際
の

チ
ー

ム
構

成
／

組
織

体
制

を
工

夫
し

て
い

る。
※

有
資

格
者

や
母

子
保

健
と児

童
福

祉
の

連
携・調

整
の

能
力

を
持

つ
マ

ネ
ジ

メン
ト層

の
配

置、
事

務
員

の
配

置
等


合

同
ケ

ー
ス

会
議

（
週

1回
）

（
参

加
者

）
健

康
課

、こ
ども

家
庭

相
談

係


こど
も

家
庭

相
談

係
が

主
催


約

2時
間

半
、前

回
の

会
議

後
に

新
規

で
受

け
付

け
た

ケ
ー

ス、
新

し
い

情
報

が
あ

った
ケ

ー
ス、

ハ
イ

リス
ク妊

婦
に

つ
い

て
検

討
し

て
い

る。

伊
勢

市
ヒア

リン
グ

対
象

者
：

児
童

福
祉

部
門

・母
子

保
健

部
門

セ
ン

タ
ー

長
・統

括
支

援
員

・事
務

担
当

母
子

保
健

機
能

の
サ

ポ
ー

ト
プ

ラ
ン、

児
童

福
祉

機
能

の
サ

ポ
ー

ト
プ

ラ
ン

は
運

用
を

開
始

し
て

お
り、

組
織

間
・部

署
間

の
情

報
共

有
を

頻
繁

に
実

施
し

て
い

る

小
規

模
B型

発
達

教
育

ﾔﾝ
ｸﾞ

ｹｱ
ﾗｰ

家
庭

児
童

相
談

室
他
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会
議

や
打

合
せ

が
効

果
的

・効
率

的
に

実
施

で
き

る
体

制
に

推
移

し
た

こと
に

よ
り、

これ
ま

で
以

上
に

地
域

住
民

へ
の

サ
ー

ビ
ス

レ
ベ

ル
が

向
上

し
て

い
る

設
立

に
当

た
って

の
課

題
、課

題
を

どの
よ

うに
乗

り越
え

た
か


機

構
改

革
に

伴
い、

こど
も

家
庭

相
談

係
は、

子
育

て
応

援
課

（
本

庁
舎

）
か

ら福
祉

総
合

支
援

セ
ン

ター
に

移
管

され
た。

別
の

施
設

に
移

った
こと

で
本

庁
の

関
係

部
署

と直
接

相
談

で
き

な
い

こと
が

増
え、

電
話

や
事

前
調

整
が

必
要

に
な

った
。


市

民
の

中
に

は、
児

童
福

祉
の

一
部

が
本

庁
か

ら別
の

場
所

に
移

った
こと

に
よ

る
不

便
さを

感
じ

る
方

も
い

る
が、本

庁
舎

との
連

絡
に

つ
い

て
は

タブ
レ

ット
を

利
用

す
る

こと
で、い

つ
で

も
相

談
で

き
る

体
制

を
整

え
て

い
る。

成
果

・得
ら

れ
た

効
果


母

子
保

健
と児

童
福

祉
が、

同
じ

建
物

に
移

管
され

た
こと

に
よ

る
メリ

ット
が

特
に

大
き

い。


気
に

な
る

ケ
ー

ス
が

あ
れ

ば
声

を
掛

け
合

った
り、一

緒
に

面
接

す
る

な
ど、

会
議

や
打

合
せ

が
効

果
的・

効
率

的
に

実
施

で
き

る
体

制
に

な
った

。


母
子

保
健

、児
童

福
祉

の
協

働
事

業
を

新
た

に
設

け
た。

具
体

的
に

は
、0

歳
児

の
訪

問
事

業
を

令
和

4年
度

か
ら開

始
し

た。
こど

も
家

庭
相

談
係

だ
け

で
家

庭
訪

問
を

行
って

い
た

が、
こど

も
家

庭
セ

ン
ター

の
設

置
に

伴
い、

0歳
児

を
抱

え
る

家
庭

が
地

域
とつ

な
が

りを
も

って
、外

出
す

る
機

会
を

作
ろ

うと
い

うこ
とで

、今
年

度
か

らマ
マ☆

ほ
っと

テ
ラス

に
来

て
も

らう
よ

う呼
び

掛
け

て
い

る。
来

所
時

に、
健

康
課

と
連

携
し、

体
重

測
定

や
子

育
て

に
関

す
る

相
談

対
応

等
を

行
って

い
る。

来
所

が
な

い
方

に
つ

い
て

は、
こど

も
家

庭
相

談
係

が
全

戸
訪

問
す

る
事

業
を

新
し

くタ
イ

ア
ップ

し
た

も
の

と
な

る。


健
康

福
祉

ス
テ

ー
シ

ョン
は、

新
し

く完
成

し
た

施
設

に
設

置
され

、設
備

も
整

って
い

る
た

め、
市

民
の

方
も

使
い

や
す

く、た
くさ

ん
の

方
が

利
用

し
て

い
る。

現
在

、検
討

が
必

要
と考

え
て

い
る

点


ケ
ー

ス
が

多
く、

全
員

分
の

サ
ポ

ー
トプ

ラン
の

作
成

が
困

難
で

あ
る。


「第

三
の

居
場

所
」の

拡
充

、育
児

家
事

支
援

事
業

の
対

象
者

の
拡

充
を

検
討

し
て

い
る。


N

PO
法

人
との

連
携

も
含

め
て

検
討

し
て

い
る 。

伊
勢

市
ヒア

リン
グ

対
象

者
：

児
童

福
祉

部
門

・母
子

保
健

部
門

セ
ン

タ
ー

長
・統

括
支

援
員

・事
務

担
当

小
規

模
B型

発
達

教
育

ﾔﾝ
ｸﾞ

ｹｱ
ﾗｰ

家
庭

児
童

相
談

室
他
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参
考

資
料

)

特
定

妊
婦

等
相

談
支

援
機

能
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お
や

こ保
健

係
か

ら
子

育
て

世
代

包
括

支
援

セ
ン

タ
ー

の
機

能
だ

け
を

切
り出

し
、従

前
か

ら
存

在
す

る
子

ども
家

庭
総

合
支

援
拠

点
と統

合
す

る
形

で、
令

和
5年

に
こど

も
家

庭
セ

ン
タ

ー
を

開
設

組
織

体
制

【組
織

体
制

】（
右

図
参

照
）

•
こ

ども
家

庭
サ

ポ
ー

ト
セ

ン
タ

ー
は

、セ
ン

タ
ー

長
が

、お
や

こ
保

健
福

祉
課

長
を

兼
務

し
、専

任
８

名
、兼

務
6名

の
職

員
で

構
成

し
て

い
る

•
同

セ
ン

タ
ー

に
は

、虐
待

対
応

や
、包

括
機

能
の

他
、ヤ

ン
グ

ケ
ア

ラ
ー

コ
ー

デ
ィネ

ー
タ

ー
を

配
置

•
お

や
こ

保
健

福
祉

課
の

保
健

師
が

、
子

育
て

世
代

包
括

支
援

担
当

を
兼

務
し

て
お

り
、

こ
ども

家
庭

セ
ン

タ
ー

と母
子

保
健

の
連

携
体

制
を

確
保

【セ
ン

タ
ー

長
・統

括
支

援
員

】
•

セ
ン

タ
ー

長
お

や
こ

保
健

福
祉

課
長

が
兼

務
教

育
委

員
会

や
介

護
保

険
、高

齢
福

祉
部

門
等

、福
祉

・教
育

の
知

見
を

有
す

る
セ

ン
タ

ー
長

補
佐

とし
て

、専
任

補
佐

・お
や

こ
保

健
係

長
を

兼
務

に
よ

り配
置

（
拠

点
、包

括
各

1名
）

•
統

括
支

援
員

こ
ども

家
庭

サ
ポ

ー
ト

セ
ン

タ
ー

長
の

補
佐

（
保

健
師

）
子

ども
家

庭
総

合
支

援
拠

点
お

よ
び

母
子

保
健

で
の

経
験

を
有

す
る

基
礎

情
報

こど
も

家
庭

セ
ン

タ
ー

設
置

の
経

緯
・背

景
•

人
口

※
1 ：

11
7,

88
7

人
•

出
生

数
※

2 ：
76

0
人

•
0～

18
歳

未
満

人
口

※
1 ：

17
,6

35
人

•
要

保
護

児
童

数
※

2 ：
18

1
人

•
要

支
援

児
童

数
※

2 ：
85

人
•

特
定

妊
婦

数
※

2 ：
19

人
•

児
童

虐
待

相
談

対
応

件
数

※
2 ：

24
5

件
•

合
計

特
殊

出
生

率
※

2 ：
1.

63
%

（
宮

崎
県

）
•

低
出

生
体

重
児

数
※

3 ：
85

人
•

妊
娠

届
出

数
※

2 ：
71

6
件

•
こ

ども
家

庭
セ

ン
タ

ー
の

設
置

個
所

数
：

1ヵ
所

•
こ

ども
家

庭
セ

ン
タ

ー
の

名
称

：
こ

ども
家

庭
サ

ポ
ー

ト
セ

ン
タ

ー

平
成

31
年

4月
•

市
役

所
2階

(保
健

セ
ン

タ
ー

)内
に

、子
育

て
世

代
包

括
支

援
セ

ン
タ

ー
を

設
置

令
和

4年
4月

•
健

康
福

祉
部

を
、お

や
こ

保
健

福
祉

課
、こ

ども
保

育
課

、他
3課

に
再

編
•

お
や

こ
保

健
福

祉
課

内
に

、家
庭

福
祉

係
（

児
童

福
祉

）
、お

や
こ

保
健

係
（

母
子

保
健

）
を

設
置

•
同

課
内

に
、子

ども
家

庭
総

合
支

援
拠

点
（

家
庭

福
祉

係
）

を
設

置

令
和

5年
4月

•
前

年
度

の
組

織
改

正
に

よ
り、

立
地

面
、業

務
面

等
で

、こ
ども

家
庭

セ
ン

タ
ー

とし
て

の
運

用
が

可
能

とな
った

た
め

、こ
ども

家
庭

サ
ポ

ー
ト

セ
ン

タ
ー

を
新

設
し

、お
や

こ
保

健
福

祉
課

か
ら

、拠
点

機
能

※
1

と包
括

機
能

を
移

管
し

た
※

1
お

や
こ保

健
係

か
ら包

括
機

能
の

み
を移

管
し、

母
子

保
健

業
務

は
、引

き続
き、

お
や

こ保
健

係
が

担
う。

※
1：

令
和

4年
10

月
1日

現
在

※
2：

令
和

4年
度

※
3：

令
和

3年
度

延
岡

市
ヒア

リン
グ

対
象

者
：

児
童

福
祉

部
門

・母
子

保
健

部
門

セ
ン

タ
ー

長
・統

括
支

援
員

・事
務

担
当

施
設

形
態

イ
メ

ー
ジ

︓
例

1に
該

当
健

康
福

祉
部

お
や

こ
保

健
福

祉
課

家
庭

福
祉

係
、

お
や

こ
保

健
係

こ
ども

家
庭

サ
ポ

ー
ト

セ
ン

タ
ー

子
育

て
世

代
包

括
支

援
セ

ン
タ

ー
子

ども
家

庭
総

合
支

援
拠

点

•
子

ども
家

庭
支

援
員

•
虐

待
対

応
専

門
員

•
ヤ

ン
グ

ケ
ア

ラ
ー

コ
ー

デ
ィネ

ー
タ

ー
•

子
育

て
世

代
包

括
支

援
担

当

兼
務

（
事

務
分

掌
）

•
子

ども
の

健
康

相
談

、保
健

指
導

、健
康

教
育

に
関

す
る

こ
と

•
妊

産
婦

・乳
幼

児
健

診
に

関
す

る
こ

と
•

子
ども

の
発

達
に

関
す

る
こ

と等

こ
ども

家
庭

セ
ン

タ
ー

発
達

教
育

ﾔﾝ
ｸﾞ

ｹｱ
ﾗｰ

家
庭

児
童

相
談

室
他

小
規

模
B型
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統
括

支
援

員
は

両
分

野
の

連
携

調
整

・一
体

的
支

援
の

方
針

決
定

・会
議

の
開

催
進

行
を

担
う

知
識

・経
験

とも
に

豊
富

に
有

す
る

お
や

こ保
健

福
祉

課
の

課
長

を
兼

務
登

用
取

組
内

容

統
括

支
援

員

選
定

方
法


こ

ども
家

庭
サ

ポ
ー

ト
セ

ン
タ

ー
長

の
補

佐
が、

統
括

支
援

員
の

役
割

を
担

って
い

る。
業

務
内

容


ケ
ー

ス
対

応
の

調
整


要

フォ
ロ

ー
妊

婦
の

台
帳

と母
子

保
健

カー
ドの

確
認


母

子
保

健
の

養
育

的
な

問
題

の
あ

る
家

庭
に

つ
い

て
の

記
録

の
確

認


児
童

福
祉

の
記

録
の

確
認


母

子
保

健
と児

童
福

祉
の

コー
デ

ィネ
ー

ト


ケ
ー

ス
対

応
の

ア
ドバ

イ
ス 、

マ
ン

パ
ワ

ー
の

調
整


他

機
関

、他
課

との
調

整
（

困
難

ケ
ー

ス）


困
難

ケ
ー

ス
の

対
応


合

同
ケ

ー
ス

会
議

（
母

子
保

健
と児

童
福

祉
の

合
同

会
議）

の
開

催


進
行

管
理

会
議（

児
童

福
祉

単
独

の
会

議）
の

開
催


要

保
護

児
童

対
策

地
域

協
議

会
事

務
局

の
サ

ポ
ー

ト


ヤ
ン

グ
ケ

ア
ラ

ー
対

応
に

つ
い

て
委

託
先

との
調

整


虐
待

対
応

予
防

を
見

据
え

た
貧

困
対

策、
見

守
り強

化
事

業
等

の
調

整


虐
待

予
防

の
た

め
の

施
策

に
つ

い
て、

他
機

関
・他

課
との

調
整

特
徴

的
な

取
り組

み


障

害
分

野
や

学
校

分
野

との
連

携
に

つ
い

て


障
害

福
祉

課
や

男
女

共
同

参
画

室
、生

活
福

祉
課

との
連

携
が

多
い

。


例
え

ば
、障

害
福

祉
部

門
の

外
部

機
関

とし
て

、基
幹

相
談

支
援

セ
ン

タ
ー

が
あ

る
。精

神
疾

患
の

あ
る

親
の

支
援

を
行

う際
に

は
、同

セ
ン

タ
ー

と密
に

連
携

し
て

い
る

。


相
談

支
援

事
業

所
や

放
課

後
デ

イ
サ

ー
ビ

ス
と連

携
し

、子
供

の
こ

とで
悩

ん
で

い
る

母
親

の
相

談
を

伺
う機

会
を

作
って

い
る

。


要
対

協
の

対
象

児
童

が
在

籍
し

て
い

る
学

校
・保

育
園

等
とは

、4
月

に
学

校
を

訪
問

し
、他

に
気

に
な

る
子

供
が

い
な

い
か

な
ど

、情
報

共
有

を
実

施
し

て
い

る
。

延
岡

市
ヒア

リン
グ

対
象

者
：

児
童

福
祉

部
門

・母
子

保
健

部
門

セ
ン

タ
ー

長
・統

括
支

援
員

・事
務

担
当

小
規

模
B型

発
達

教
育

ﾔﾝ
ｸﾞ

ｹｱ
ﾗｰ

家
庭

児
童

相
談

室
他
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.

取
組

内
容

サ
ポ

ー
ト

プ
ラ

ン


こ
ども

家
庭

セ
ン

タ
ー（

母
子

保
健

機
能）

に
お

い
て

作
成

す
る

サ
ポ

ー
ト

プ
ラ

ン（
旧

支
援

プ
ラ

ン）


令
和

6年
度

以
降

に
様

式
の

準
備

を
予

定
し

て
い

る。


こ
ども

家
庭

セ
ン

タ
ー（

児
童

福
祉

機
能）

に
お

い
て

作
成

す
る

サ
ポ

ー
ト

プ
ラ

ン（
令

和
6年

4月
か

ら
新

設
さ

れ
る

プ
ラ

ン。
児

童
記

録
票

とは
異

な
る）


令

和
6年

度
以

降
に

様
式

の
準

備
を

予
定

し
て

い
る。

合
同

ケ
ー

ス
会

議


ケ
ー

ス
の

進
捗

状
況

の
確

認①
（

月
1回

）
※

合
同

ケ
ー

ス
会

議
とし

て
位

置
付

け
運

用
（

参
加

者
）

こど
も

家
庭

サ
ポ

ー
トセ

ン
ター

の
専

任
メン

バ
ー

の
み


今

年
度

か
ら設

置
し

た
会

議
体


ケ

ー
ス

の
進

捗
状

況
を

共
有。

合
同

ケ
ー

ス
会

議
に

お
い

て
外

部
機

関
に

も
聞

い
て

も
らう

必
要

の
あ

る
も

の
は、要

保
護

児
童

対
策

地
域

協
議

会
に

お
い

て
検

討
し

て
い

る。


お
や

こ保
健

係
の

保
健

師
を

含
め

た
会

議
は、

不
定

期
で

は
あ

る
が、

ケ
ー

ス
の

進
捗

状
況

を
共

有
す

る
よ

うな
会

を
別

に
設

け
て

い
る。

延
岡

市
ヒア

リン
グ

対
象

者
：

児
童

福
祉

部
門

・母
子

保
健

部
門

セ
ン

タ
ー

長
・統

括
支

援
員

・事
務

担
当

母
子

保
健

機
能

の
サ

ポ
ー

ト
プ

ラ
ン、

児
童

福
祉

機
能

の
サ

ポ
ー

ト
プ

ラ
ン

とも
に

令
和

６
年

度
以

降
に

様
式

の
準

備
を

進
め

る
計

画（
昨

年
実

施
し

た
調

査
研

究
の

報
告

書
を

参
考

とす
る）

小
規

模
B型

発
達

教
育

ﾔﾝ
ｸﾞ

ｹｱ
ﾗｰ

家
庭

児
童

相
談

室
他
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同
一

の
フロ

ア
で

業
務

を
推

進
す

る
こと

に
よ

り得
ら

れ
る

効
果

は
目

覚
ま

し
く、

令
和

3年
度

か
ら

の
比

較
に

て
関

係
者

間
で

の
連

携
は

大
幅

に
円

滑
化・

効
率

化
さ

れ
て

い
る

設
立

に
当

た
って

の
課

題
、課

題
を

どの
よ

うに
乗

り越
え

た
か


業

務
に

大
き

な
支

障
は

生
じ

て
い

な
い

も
の

の、移
転

に
際

し
て、

相
談

室
とし

て
十

分
な

広
さを

確
保

す
る

こと
が

出
来

な
か

った。

延
岡

市
ヒア

リン
グ

対
象

者
：

児
童

福
祉

部
門

・母
子

保
健

部
門

セ
ン

タ
ー

長
・統

括
支

援
員

・事
務

担
当

現
在

、検
討

が
必

要
と考

え
て

い
る

点


サ
ポ

ー
トプ

ラン
の

作
成


地

域
資

源
の

開
発（

地
域

の
中

で
多

くの
人

が
困

って
い

る
こと

を
事

業
化

し
て

い
き

た
い

が、ス
キ

ル
や

人
材

不
足、

財
政

面
で

の
課

題
が

あ
る。

）


母
子

保
健

と児
童

福
祉

の
合

同
ケ

ー
ス

会
議

の
定

期
的

な
開

催

成
果

・得
ら

れ
た

効
果


母

子
保

健
と児

童
福

祉
の

指
揮

命
令

系
統

が
統

一
され、

同
一

の
フロ

ア
で

業
務

を
実

施
す

る
こと

に
な

った
こと

や
職

員
の

増
員

等
に

よ
り

、関
係

者
間

の
連

携
が

改
善

され
た。


母

子
保

健
と児

童
福

祉
の

同
行

訪
問

も、
以

前
と比

べ
増

え
て

い
る。

支
援

が
必

要
な

世
帯

が
あ

れ
ば、

日
頃

か
ら情

報
共

有
し、

要
対

協
の

ケ
ー

ス
も

地
区

の
保

健
師

と一
緒

に
連

携
し

て
訪

問
や

面
談

を
行

った
りし

て
い

る。ま
た、

フロ
ア

が
一

緒
に

な
った

こと
で

日
々

の
記

録
も

共
有

し
な

が
ら対

応
す

る
こと

が
出

来
て

い
る

。


お
や

こ保
健

福
祉

課
とこ

ども
家

庭
サ

ポ
ー

トセ
ン

ター
の

連
携

に
よ

り、以
下

の
よ

うに
一

体
的

に
対

応。
•

お
や

こ保
健

係
が

対
応

し
た

養
育

面
に

支
援

が
必

要
な

世
帯（

妊
婦

を
含

む）
に

対
し、

こど
も

家
庭

サ
ポ

ー
トセ

ン
ター

職
員

が
一

緒
に

訪
問・

面
談

で
対

応
•

乳
幼

児
健

診
で、

保
護

者
の

困
り感

が
強

い
世

帯
や

虐
待

要
因

の
高

い
世

帯
の

対
応

を
お

や
こ保

健
係

と一
緒

に
対

応
•

こど
も

家
庭

サ
ポ

ー
トセ

ン
ター

に
関

係
機

関
よ

り相
談

の
あ

った
世

帯
に

つ
い

て、児
童

福
祉

と母
子

保
健

の
過

去
の

情
報

よ
り、よ

り良
い

支
援

を
検

討
し

対
応

•
小

中
学

校
か

らの
支

援
が

必
要

な
世

帯
の

情
報

提
供

に
つ

い
て、弟

や
妹

に
関

わ
る

母
子

保
健

業
務（

乳
幼

児
健

診
等）

を
絡

め
て

対
応

•
障

が
い

を
持

って
い

る
保

護
者

な
どに

対
し

手
続

き
や

サ
ー

ビス
へ

の
つ

な
ぎ

に
つ

い
て

伴
走

支
援

•
お

や
こ保

健
福

祉
課

が
実

施
す

る
見

守
り強

化
事

業
に

つ
い

て、実
施

事
業

所
と連

携
し、

支
援

が
必

要
な

家
庭

の
情

報
交

換
を

実
施。

こど
も

家
庭

サ
ポ

ー
トセ

ン
ター

よ
り対

応
を

依
頼

す
る

こと
も

多
い

小
規

模
B型

発
達

教
育

ﾔﾝ
ｸﾞ

ｹｱ
ﾗｰ

家
庭

児
童

相
談

室
他
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平
成

30
年

以
降

、 業
務

の
統

合
、子

育
て

世
代

包
括

支
援

セ
ン

タ
ー

お
よ

び
子

ども
家

庭
総

合
支

援
拠

点
の

設
置

を
進

め
て

き
て

お
り、

令
和

6年
に

は
こど

も
家

庭
セ

ン
タ

ー
の

運
用

を
開

始
予

定

組
織

体
制

基
礎

情
報

こど
も

家
庭

セ
ン

タ
ー

設
置

の
経

緯
・背

景

•
人

口
※

1 ：
13

9,
66

6
人

•
出

生
数

※
2 ：

89
2

人
•

0～
18

歳
未

満
人

口
※

1 ：
21

,4
38

人
•

要
保

護
児

童
数

※
2 ：

66
人

•
要

支
援

児
童

数
※

2 ：
35

9
人

•
特

定
妊

婦
数

※
2 ：

16
人

•
児

童
虐

待
相

談
対

応
件

数
※

2 ：
30

7
件

•
合

計
特

殊
出

生
率

※
3 ：

1.
28

%
•

低
出

生
体

重
児

数
※

3 ：
94

.9
／

対
1,

00
0

人
•

妊
娠

届
出

数
※

2 ：
88

6
件

•
こ

ども
家

庭
セ

ン
タ

ー
の

設
置

(予
定

)個
所

数
：

1ヵ
所

•
こ

ども
家

庭
セ

ン
タ

ー
の

名
称

：
桑

名
市

子
ども

総
合

セ
ン

タ
ー

※
1：

令
和

4年
10

月
1日

現
在

※
2：

令
和

4年
度

※
3：

令
和

3年
度

桑
名

市
ヒア

リン
グ

対
象

者
：

児
童

福
祉

部
門

・母
子

保
健

部
門

セ
ン

タ
ー

長
・統

括
支

援
員

・事
務

担
当

施
設

形
態

イ
メ

ー
ジ

︓
例

1に
該

当

平
成

30
年

•
保

健
セ

ン
タ

ー
（

保
健

福
祉

部
保

健
医

療
課

）
の

うち
、母

子
保

健
業

務
を

、子
ども

未
来

局
※

1
子

育
て

支
援

課
へ

統
合

•
子

育
て

支
援

課
内

に
母

子
保

健
係

を
新

設
し

、児
童

福
祉

部
門

との
一

体
的

な
業

務
体

制
を

構
築

※
1

令
和

5年
4月

の
組

織
改

正
に

よ
り、

子
ども

未
来

部
に

改
正

令
和

2年
10

月
•

母
子

保
健

係
内

に
、母

子
健

康
包

括
支

援
セ

ン
タ

ー
（

子
育

て
世

代
包

括
支

援
セ

ン
タ

ー
）

を
設

置
令

和
3年

4月
•

包
括

機
能

を
包

含
す

る
形

で
、桑

名
市

子
ども

総
合

セ
ン

タ
ー

※
2（

子
ども

家
庭

総
合

支
援

拠
点

）
を

設
置

−
母

子
保

健
分

野
と児

童
福

祉
分

野
を

同
セ

ン
タ

ー
内

に
配

置
し

、妊
娠

期
か

ら
子

育
て

期
ま

で
の

途
切

れ
な

い
支

援
を

行
う

−
同

セ
ン

タ
ー

内
に

、子
ども

発
達

・小
児

在
宅

支
援

室
（

係
相

当
）

を
新

設
し

、発
達

に
関

わ
る

業
務

を
集

約
※

2
子

育
て

支
援

課
を

、子
ども

総
合

セ
ンタ

ー
に

組
織

名
を

改
正

令
和

6年
4月

•
子

ども
家

庭
総

合
セ

ン
タ

ー
を

こ
ども

家
庭

セ
ン

タ
ー

とし
て

運
用

予
定

【組
織

体
制

】
•

子
ども

総
合

セ
ン

タ
ー

は
3係

で
構

成
さ

れ
る

。
−

母
子

保
健

係
‥

母
子

健
康

手
帳

の
交

付
、特

定
妊

婦
等

妊
産

婦
の

支
援

、健
診

な
ど

−
家

庭
支

援
係

‥
要

保
護

・要
支

援
家

庭
の

支
援

、児
童

虐
待

対
応

な
ど

−
子

ども
発

達
・小

児
在

宅
支

援
室

‥
発

達
支

援
、医

療
的

ケ
ア

児
支

援
、C

LM
を

活
用

し
た

保
育

所
支

援
な

ど
【セ

ン
タ

ー
長

・統
括

支
援

員
】

•
セ

ン
タ

ー
長

子
ども

総
合

セ
ン

タ
ー

長
が

、セ
ン

タ
ー

長
を

担
う

課
長

職
か

つ
専

門
職

種
とし

て
社

会
福

祉
士

の
経

験
を

有
す

る
担

当
者

を
配

置
•

統
括

支
援

員
セ

ン
タ

ー
長

が
、統

括
支

援
員

を
兼

任
し

て
い

る
セ

ン
タ

ー
長

補
佐

が
、

母
子

保
健

係
、

家
庭

支
援

係
に

各
1名

配
置

さ
れ

て
お

り
、

実
働

部
分

の
フォ

ロ
ー

を
行

う
そ

の
他

、主
幹

（
事

務
職

）
を

配
置

し
、事

務
関

係
の

フォ
ロ

ー
を

行
う

※
基

準
は

満
たす

が
要

綱
が

未
作

成
の

状
況

で
あ

るた
め

、令
和6年

4月
か

らの
設

置
とす

る予
定

発
達

教
育

ﾔﾝ
ｸﾞ

ｹｱ
ﾗｰ

家
庭

児
童

相
談

室
他

小
規

模
C型
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統
括

支
援

員
は

両
分

野
の

連
携

調
整

・一
体

的
支

援
の

方
針

決
定

・会
議

の
開

催
進

行
を

担
う

児
童

福
祉

の
経

験
を

豊
富

に
有

す
る

課
長

を
登

用（
セ

ン
タ

ー
長

は
統

括
支

援
員

が
兼

務）
取

組
内

容

統
括

支
援

員

桑
名

市
ヒア

リン
グ

対
象

者
：

児
童

福
祉

部
門

・母
子

保
健

部
門

セ
ン

タ
ー

長
・統

括
支

援
員

・事
務

担
当

選
定

方
法


ケ

ー
ス

の
状

況
に

応
じ

て、
介

入
的

な
支

援
が

必
要

な
場

合
の

母
子

保
健

の
関

与
や

母
子

と児
童

福
祉

の
役

割
分

担
の

調
整、支

援
方

針
の

策
定

に
お

い
て、

児
童

福
祉

と母
子

保
健

で
の

調
整

が
困

難
な

場
合

に
は、

最
終

判
断

を
行

うな
ど、

統
括

支
援

員
に

は、
様

々
な

マ
ネ

ジ
メン

ト能
力

（
調

整
力

）
が

求
め

られ
る

こと
か

ら、
本

市
で

は、
セ

ン
ター

長
が

兼
務

す
る

こと
とし

た。


母
子

保
健

分
野

等、
専

門
性

が
求

め
られ

る
分

野
に

つ
い

て
は、

母
子

保
健

係
長

（
セ

ン
ター

長
補

佐
）

に
、フ

ォロ
ー

し
て

も
らい

な
が

ら進
め

て
い

る。

業
務

内
容


全

体
の

マ
ネ

ジ
メ

ン
ト

母
子

保
健

・家
庭

支
援

係
の

セ
ン

ター
長

補
佐

や
発

達
支

援
の

室
長

に
対

し
ス

ー
パ

ー
バ

イ
ズ

を
し

つ
つ

、現
場

の
動

き
に

つ
い

て
は

任
せ

る
こと

も
多

い
。


母

子
保

健
と児

童
福

祉
の

相
互

理
解

の
推

進
当

初
は

、虐
待

な
どの

ハ
イ

リス
クへ

の
対

応
を

担
う、

家
庭

支
援

係
中

心
に

考
え

て
い

た
部

分
が

あ
った

が、
母

子
保

健
係

の
思

い
を

聴
くた

め
に

も、
年

1回
以

上
は、

職
員

と1
対

1で
ミー

テ
ィン

グ
を

行
うこ

とと
し

て、
職

員
の

意
見

を
踏

ま
え

た
調

整
を

行
って

い
る。


支

援
対

象
者

の
進

行
管

理
毎

朝
ミー

テ
ィン

グ
を

実
施。

ケ
ー

ス
の

情
報

共
有

や
進

行
管

理
を

行
う。


人

材
育

成
ワ

ー
カー

の
ア

セ
ス

メン
ト力

を
つ

け
る

た
め、

月
1回

ア
セ

ス
メン

ト力
向

上
会

議
を

行
って

い
る。児

童
精

神
科

医
が

ア
ドバ

イ
ザ

ー
とし

て
参

加
す

る
こと

も
あ

る。
1事

例
30

分
くら

い
か

け
て

ケ
ー

ス
検

討
を

行
う。


地

域
資

源
の

開
拓

桑
名

市
は

民
間

の
N

PO
法

人
の

動
き

も
昔

か
ら活

発
で

あ
り

、い
ろ

い
ろ

な
ロ

ー
ル

モ
デ

ル
が

あ
る

。そ
の

こと
も

あ
って

か
様

々
な

団
体

が
、相

談
に

来
る

。
心

が
け

て
い

る
こと

とし
て

は、
こど

も
の

た
め

に
な

る
の

で
あ

れ
ば

、あ
る

程
度

柔
軟

に
で

き
る

とこ
ろ

は
や

りた
い

と思
って

い
る。

現
場

に
も

訪
問

し
な

が
ら、

関
係

構
築

に
努

め
て

い
る。

発
達

教
育

ﾔﾝ
ｸﾞ

ｹｱ
ﾗｰ

家
庭

児
童

相
談

室
他

小
規

模
C型
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統
括

支
援

員
は

両
分

野
の

連
携

調
整

・一
体

的
支

援
の

方
針

決
定

・会
議

の
開

催
進

行
を

担
う

社
会

福
祉

士
の

経
験

を
豊

富
に

有
す

る
課

長
を

登
用 （

セ
ン

タ
ー

長
は

統
括

支
援

員
が

兼
務）

取
組

内
容

特
徴

的
な

取
り組

み


桑

名
市

総
合

医
療

セ
ン

ター
（

産
婦

人
科

・小
児

科
）

と定
期

的
にW

EB
会

議
を

開
催

−
妊

娠
中

か
ら医

療
との

連
携

体
制

を
構

築
し

て
い

る。
妊

娠
届

後
の

ハ
イ

リス
ク妊

婦
の

うち
、総

合
医

療
セ

ン
ター

を
受

診
し

てい
る

方
に

つ
い

て
は

、情
報

共
有

が
で

き
る

仕
組

み
を構

築
して

い
る

。出
産

後
に

関
し

て
も

訪
問

を
拒

ま
れ

る
場

合
も

あ
る

た
め、

総
合

医
療

セ
ン

ター
と情

報
共

有
し、

安
否

確
認

を
行

って
い

る
。


家

庭
支

援
係

に、
指

導
主

事
（

教
員

）
を１

名
配

置
し、

教
育

委
員

会
との

連
携

を
強

化


子
ども

総
合

セ
ン

ター
で

は
、健

診
等

も
所

管
し

て
い

るこ
とか

ら、
健

診
時

の
状

況
に

つ
い

ても
虐

待
通

告
や

支
援

の
ア

セ
ス

メン
ト時

の
情

報
資

源
の

ひ
とつ

とな
って

い
る

。ま
た

、発
達

に
課

題
が

あ
りそ

うな
子

ども
で

あ
れ

ば
、児

童
発

達
支

援
事

業
や

、ど
ん

ぐり
教

室
（

児
童

発
達

支
援

に
抵

抗
が

あ
る

方
に

つ
い

て
ペ

ア
レ

ン
トト

レ
ー

ニ
ン

グ
を

し
て

も
らい

徐
々

に
需

要
を

深
め

て
も

らい
な

が
ら行

う）
へ

繋
げ

る
な

ど、
子

ども
の

発
達

の
支

援
を

行
うこ

とに
加

え
て

虐
待

の
リス

ク軽
減

に
も

つ
な

が
って

い
る 。

桑
名

市
ヒア

リン
グ

対
象

者
：

児
童

福
祉

部
門

・母
子

保
健

部
門

セ
ン

タ
ー

長
・統

括
支

援
員

・事
務

担
当

発
達

教
育

ﾔﾝ
ｸﾞ

ｹｱ
ﾗｰ

家
庭

児
童

相
談

室
他

小
規

模
C型
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サ
ポ

ー
ト

プ
ラ

ン
は

、ケ
ー

ス
ワ

ー
ク

活
動

に
支

障
を

与
え

る
こと

の
な

い
よ

う、
継

続
し

た
改

善
活

動
（

簡
素

化
な

ど）
が

推
進

さ
れ

て
い

る
取

組
内

容

桑
名

市
ヒア

リン
グ

対
象

者
：

児
童

福
祉

部
門

・母
子

保
健

部
門

セ
ン

タ
ー

長
・統

括
支

援
員

・事
務

担
当

サ
ポ

ー
ト

プ
ラ

ン


こ
ども

家
庭

セ
ン

タ
ー（

母
子

保
健

機
能 ）

に
お

い
て

作
成

す
る

サ
ポ

ー
ト

プ
ラ

ン（
旧

支
援

プ
ラ

ン）


セ
ル

フプ
ラン

は
手

交
し

て
い

る
が、

支
援

プ
ラン

は
手

交
で

き
て

い
な

い。


こ
ども

家
庭

セ
ン

タ
ー（

児
童

福
祉

機
能）

に
お

い
て

作
成

す
る

サ
ポ

ー
ト

プ
ラ

ン（
令

和
6 年

4月
か

ら
新

設
さ

れ
る

プ
ラ

ン。
児

童
記

録
票

とは
異

な
る ）


ケ

ー
ス

進
行

管
理

会
議

に
使

用
す

る
ケ

ー
ス

管
理

台
帳

の
中

に
支

援
計

画
の

欄
を

設
け

て
い

る。


毎
朝

ミー
テ

ィン
グ

を
行

い、
動

き
の

あ
る

ケ
ー

ス
に

つ
い

て
の

支
援

の
方

向
性

の
確

認
を

行
い、ま

た、
ケ

ー
ス

進
行

管
理

会
議

の
中

で
支

援
計

画
の

見
直

し
を

行
って

い
る 。


一

番
大

事
な

こと
は

ワ
ー

カー
の

ア
セ

ス
メン

ト力
を

つ
け

る
こと

と、ケ
ー

ス
に

つ
い

て
どう

分
析

し
て

い
くの

か
の

力
を

つ
け

る
こと

で
あ

る。


手
交

に
あ

った
って

は、
こど

も
が

クラ
イ

ア
ン

トで
あ

る
一

方、
手

交
相

手
は

保
護

者
に

な
る

た
め、

こど
も

の
利

益
と保

護
者

の
利

益
が

相
反

す
る

場
合

に、
どの

よ
うに

手
交

す
る

か
を

課
題

に
感

じ
て

い
る。


ま

ず
は

サ
ー

ビス
を

使
う方

を
中

心
に

手
交

を
検

討
し

た
い

と思
って

い
る。ポ

イ
ン

トを
押

さえ
つ

つ、
出

来
る

限
り簡

素
化

し、
ケ

ー
ス

ワ
ー

クに
支

障
が

生
じ

る
こと

の
な

い
よ

うに
配

慮
し

た
い

と考
え

て
い

る。

合
同

ケ
ー

ス
会

議


養
育

支
援

訪
問

会
議（

月
1回

）
（

参
加

者
）

母
子

保
健

係
の

職
員

お
よ

び
家

庭
支

援
係

の
ワ

ー
カー


母

子
保

健
が

中
心

で
実

施
し、

家
庭

支
援

係
の

ワ
ー

カー
が

入
り、

妊
婦

や
課

題
を

抱
え

て
い

る
可

能
性

の
あ

る
子

ども
に

つ
い

て
協

議
す

る。


工
夫

点
−

上
記

の
養

育
支

援
訪

問
会

議
とは

別
に、要

保
護

児
童

対
策

地
域

協
議

会
の

会
議

の
一

つ
とし

て 、要
支

援
の

こど
も

た
ち

の
会

議
を

実
施

し
て

い
る。

−
母

子
保

健
係

と家
庭

支
援

係
が

合
同

で
実

施
し

て
い

る。（
そ

れ
を

通
し、

どの
よ

うな
こど

も
が

い
る

の
か

理
解

す
る

こと
に

つ
な

が
って

い
る。）


養

育
支

援
訪

問
会

議は
、従

来
の

会
議

体
で

あ
り、

新
設

の
も

の
で

は
な

い。
執

務
室

の
レ

イ
ア

ウ
ト上

、母
子

保
健

と児
童

福
祉

が
横

並
び

に
な

って
い

る、
会

議
を

新
た

に
設

け
な

くと
も、

日
々

の
中

で
ミニ

合
同

ケ
ー

ス
会

議
が

開
催

され
、情

報
共

有
や

相
談、

合
同

で
の

訪
問

が
で

き
て

い
る。

発
達

教
育

ﾔﾝ
ｸﾞ

ｹｱ
ﾗｰ

家
庭

児
童

相
談

室
他

小
規

模
C型
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桑
名

市
ヒア

リン
グ

対
象

者
：

児
童

福
祉

部
門

・母
子

保
健

部
門

セ
ン

タ
ー

長
・統

括
支

援
員

・事
務

担
当

設
立

に
当

た
って

の
課

題
、課

題
を

どの
よ

うに
乗

り越
え

た
か


母

子
保

健
と児

童
福

祉
の

各
担

当
者

が
離

れ
た

場
所

で
業

務
を

担
って

い
た

た
め、連

携
に

課
題

が
あ

った
が、

近
接

し
た

同
じ

フロ
ア

で
業

務
を

進
め

る
よ

う変
更

し
た

こと
で、お

互
い

の
仕

事
が

見
え

る
よ

うに
な

り、
理

解
が

深
ま

った
。結

果
とし

て
良

好
な

関
係

が
構

築
され

、業
務

も
円

滑
に

進
む

よ
うに

な
った

。


一
方

で、
健

診
に

つ
い

て
は、

少
し

離
れ

た
旧

保
健

セ
ン

ター
で

行
って

い
る。

す
べ

て
同

じ
場

で
で

き
る

こと
が

一
番

良
い

と思
うが

、全
部

網
羅

す
る

こと
は

不
可

能
か

と思
うの

で、
どれ

を
重

視
す

る
か、

どれ
を

連
携

方
式

に
す

る
か

判
断

が
必

要。

成
果

・得
ら

れ
た

効
果


統

括
支

援
員

を
配

置
し

た
こと

で、
効

果
的

な
施

策
を

展
開

で
き

る
可

能
性

が
広

が
った。


統

括
支

援
員

は、
児

童
福

祉
、母

子
保

健
の

専
門

性
を

持
つ

こと
も

必
要

で
あ

る
が、

調
整

を
す

る
力

が
現

場
の

マ
ネ

ジ
メン

トの
視

点
で

は
一

番
重

要
な

ポ
イ

ン
トで

は
な

い
か

と
考

え
る。


母

子
保

健
の

担
当

者
と一

緒
に

事
業

を
推

進
す

る
こと

で
見

識
に

広
が

りが
出

る。新
し

い
事

業
を

考
え

て
い

く際
に

は、
児

童
福

祉
の

枠
の

中
で

考
え

て
い

る
よ

りも
、母

子
保

健
を

含
め

て
検

討
す

る
方

が、
幅

が
広

が
り、

よ
り効

果
的

な
施

策
を

展
開

で
き

る
とと

も
に、そ

れ
ぞ

れ
の

施
策

を
組

み
合

わ
せ

て
支

援
す

る
マ

ネ
ジ

メン
トが

で
き

る
よ

うに
な

った。


教
育

部
門

との
関

係
が、

よ
り強

化
され

た。


地
区

担
当

制
とし

、ワ
ー

カー
が

頻
繁

に
学

校
を

訪
問

す
る

こと
や

精
神

科
との

連
携

な
どに

よ
る

具
体

的
な

支
援

策
を

構
築

し
た

こと
で、教

育
部

門
か

ら信
頼

を
得

る
こと

が
で

き
関

係
が

よ
り強

化
され

た。

現
在

、検
討

が
必

要
と考

え
て

い
る

点


社
会

福
祉

士
の

育
成

に
つ

い
て


社

会
福

祉
士

の
正

職
員

を
育

成
し

て
い

くに
際

し
て、

定
期

的
に

採
用

を
実

施
し

て
い

る
が、

ジ
ョブ

ロ
ー

テ
ー

シ
ョン

な
ど組

織
的

な
育

成
の

方
法

も
確

立
され

て
お

らず
、こ

の
点

に
つ

い
て

は
今

後
の

課
題

と考
え

る。

同
一

の
フロ

ア
で

業
務

を
推

進
す

る
こと

に
よ

り得
ら

れ
る

効
果

は
目

覚
ま

し
く

、 現
状

は
比

較
的

良
好

な
関

係
を

構
築

・維
持

し
な

が
ら、

円
滑

に
業

務
を

推
進

し
て

い
る

発
達

教
育

ﾔﾝ
ｸﾞ

ｹｱ
ﾗｰ

家
庭

児
童

相
談

室
他

小
規

模
C型
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参
考

資
料

)

母
子
保
健
係

（
母

子
健

康
包

括
支

援
セ

ン
タ

ー
）

〇
母

子
健

康
手

帳
の

交
付 〇

特
定

妊
婦

等
妊

産
婦

の
支

援

〇
妊

産
婦

健
診

・
乳

幼
児

健
診

〇
赤

ち
ゃ

ん
訪

問

な
ど

桑
名

版
子

ど
も

家
庭

総
合

支
援

拠
点

(子
ど

も
総

合
セ

ン
タ

ー
)

家
庭
支
援
係

〇
要

保
護

・
要

支
援

家
庭

の
支

援

〇
児

童
虐

待
対

応

〇
Ｄ

Ｖ
等

女
性

相
談

〇
ひ

と
り

親
相

談

〇
里

親
支

援
な

ど

子
ど
も
発
達
・

小
児
在
宅
支
援
室

〇
発

達
の

途
切

れ
な

い
支

援
（

発
達

検
査

・
総

合
相

談
・

こ
と

ば
の

相
談

）

〇
医

療
的

ケ
ア

児
支

援

〇
C
L
Mを

活
用

し
た

保
育

所
等

支
援

な
ど

セ
ン
タ
ー
長

統
括

支
援

員
兼

務

令
和
３
年
４
月
～

主
幹

小
規
模

C型
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参
考

資
料

)
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岡
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組
織

体
制

基
礎

情
報

こど
も

家
庭

セ
ン

タ
ー

設
置

の
経

緯
・背

景

•
人

口
※

1 ：
14

2,
61

7
人

•
出

生
数

※
2 ：

75
1

人
•

0～
18

歳
未

満
人

口
※

1 ：
21

,7
38

人
•

要
保

護
児

童
数

※
2 ：

35
3

人
•

要
支

援
児

童
数

※
2 ：

22
5

人
•

特
定

妊
婦

数
※

2 ：
78

人
•

児
童

虐
待

相
談

対
応

件
数

：
2 ,

77
0

件
（

延
べ

件
数

）
•

合
計

特
殊

出
生

率
※

3 ：
1.

49
%

•
低

出
生

体
重

児
数

※
2 ：

82
人

•
妊

娠
届

出
数

※
2 ：

74
3

件
•

こ
ども

家
庭

セ
ン

タ
ー

の
設

置
個

所
数

：
1ヵ

所
•

こ
ども

家
庭

セ
ン

タ
ー

の
名

称
：

え
だ

っこ
サ

ポ

※
1：

令
和

4年
10

月
1日

現
在

※
2：

令
和

4年
度

※
3：

平
成

25
～

29
年

度

藤
枝

市
ヒア

リン
グ

対
象

者
：

児
童

福
祉

部
門

・母
子

保
健

部
門

セ
ン

タ
ー

長
・統

括
支

援
員

・事
務

担
当

施
設

形
態

イ
メ

ー
ジ

︓
例

1に
該

当

平
成

28
年

4月
•

保
健

セ
ン

タ
ー

（
健

や
か

推
進

局
健

康
推

進
課

）
内

に
、子

育
て

世
代

包
括

支
援

セ
ン

タ
ー

設
置

平
成

29
年

4月
•

健
康

福
祉

部
子

ども
家

庭
課

（
現

こ
ども

未
来

応
援

局
こ

ども
・若

者
支

援
課

※
1

）
内

に
、 子

ども
家

庭
総

合
支

援
拠

点
設

置
※

1
若

者
ま

で
途

切
れ

の
な

い
一

体
的

な
支

援
を

実
施

す
る

た
め、令

和
4年

度
に

組
織

改
編

。併
せ

て、
要

保
護

児
童

対
策

地
域

協
議

会
と子

ども
・若

者
支

援
地

域
協

議
会

を
一

体
化

した
ネ

ット
ワ

ー
ク（

藤
枝

市
子

ども
・若

者
総

合
サ

ポ
ー

ト会
議

）
を

再
構

築
令

和
4年

5月
～

•
こ

ども
未

来
応

援
局

（
児

童
福

祉
）

が
主

体
とな

り
、こ

ども
家

庭
セ

ン
タ

ー
設

置
検

討
会

を
設

置
•

健
や

か
推

進
局

（
母

子
保

健
）

も
参

加
し

、セ
ン

タ
ー

の
組

織
体

制
や

役
割

、設
置

時
期

、指
揮

命
令

系
統

等
を

協
議

令
和

5年
4月

•
こ

ども
未

来
応

援
局

に
組

織
を

一
体

化
し

、こ
ども

家
庭

セ
ン

タ
ー

を
設

置
•

物
理

的
な

制
約

か
ら

、包
括

機
能

は
保

健
セ

ン
タ

ー
に

配
置

し
、拠

点
と包

括
が

分
離

し
た

形
で

セ
ン

タ
ー

を
開

設

健
康

福
祉

部

こ
ども

未
来

応
援

局
こ

ども
課

こ
ども

・若
者

支
援

課

こ
ども

発
達

支
援

セ
ン

タ
ー

健
や

か
推

進
局

子
ども

家
庭

総
合

支
援

拠
点

母
子

保
健

係

兼
務

健
康

推
進

課
・保

健
セ

ン
タ

ー

子
育

て世
代

包
括

支
援

セ
ンタ

ー

拠
点

と包
括

の
相

談
体

制
に

加
え

、若
者

ま
で

の
支

援
や

地
域

資
源

の
発

掘
、 地

域
の

子
育

て
相

談
機

関
の

整
備

な
ど、

幅
広

い
機

能
を

有
す

る
こど

も
家

庭
セ

ン
タ

ー
を

設
置・

運
用

し
て

い
る

【組
織

体
制

】
•

セ
ン

タ
ー

は
、こ

ども
課

、こ
ども

・若
者

支
援

課
、こ

ども
発

達
支

援
セ

ン
タ

ー
の

3課
で

構
成

さ
れ

る
•

健
康

推
進

課
長

が
、こ

ども
課

の
参

事
を

兼
務

し
、健

康
推

進
課

母
子

保
健

係
が

、こ
ども

課
※

1
を

兼
務

す
る

こ
とで

指
揮

命
令

系
統

を
一

本
化

し
、一

体
的

な
組

織
体

制
を

構
築

•
母

子
保

健
を

担
当

し
て

い
た

保
健

師
を

、ロ
ー

テ
ー

シ
ョン

で
こ

ども
・若

者
支

援
課

に
配

置
す

る
な

ど
、双

方
の

情
報

や
支

援
が

途
切

れ
な

い
よ

うに
し

て
い

る
•

こ
ども

・若
者

支
援

課
が

、ヤ
ン

グ
ケ

ア
ラ

ー
の

相
談

窓
口

の
機

能
も

有
し

て
い

る
。

※
1

健
康

推
進

課
は、

ポ
ピュ

レ
ー

シ
ョン

か
ら予

防
的

な
関

わ
りで

妊
娠

期
か

ら３
歳

児
ま

で
が

主
な

対
象

とな
る

た
め、拠

点
とは

区
別

し、
子

育
て

支
援

全
般

を
所

管
す

る
こど

も
課

の
兼

務
とし

た。

【セ
ン

タ
ー

長
・統

括
支

援
員

】
•

セ
ン

タ
ー

長
こど

も
家

庭
セ

ン
ター

は
、こ

ども
未

来
応

援
局

を
組

織
す

る
す

べ
て

の
課

で
取

り組
む

体
制

とし
た

た
め、

こど
も

未
来

応
援

局
長

（
部

長
級

）
を

セ
ン

ター
長

とし
て

配
置

社
会

教
育

の
経

験
が

長
く、

福
祉

は
障

害
部

門
の

経
験

が
あ

る
•

統
括

支
援

員
係

長
級

の
保

健
師

（
前

こど
も

未
来

応
援

局
長）

を、
こど

も・
若

者
支

援
課

に
配

置
こ

ども
家

庭
セ

ン
タ

ー

発
達

教
育

ﾔﾝ
ｸﾞ

ｹｱ
ﾗｰ

家
庭

児
童

相
談

室
他

小
規

模
C型
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統
括

支
援

員
は

両
分

野
の

連
携

調
整

・一
体

的
支

援
の

方
針

決
定

・会
議

の
開

催
進

行
を

担
う

知
識

・経
験

とも
に

豊
富

な
退

職
前

ま
で

局
長

で
あ

った
方

を
再

任
用

職
員

とし
て

登
用

取
組

内
容

統
括

支
援

員

特
徴

的
な

取
り組

み


セ

ン
ター

が
、同

じ
フロ

ア
にあ

る
教

育
部

局
と日

常
的

に
情

報
共

有
で

き
る

な
ど顔

が
見

え
る

関
係

性
が

築
か

れ
て

お
り、研

修
会

も
共

催
で

行
うな

ど連
携

を
強

化
。


要

支
援

家
庭

の
リス

クに
合

わ
せ、

どの
課

が
主

体
とな

って
支

援
す

る
の

か
を

整
理

し
た

支
援

フロ
ー

を
作

成
し、切

れ
目

の
な

い
連

携
を

強
化

。


発
達

障
害

や
不

登
校

な
ど、

こど
も・

若
者

支
援

課
の

み
で

関
わ

る
の

は
困

難
な

ケ
ー

ス
に

つ
い

て
は 、

こど
も

発
達

支
援

セ
ン

ター
の

保
育

士
や

公
認

心
理

師、
教

育
部

局
の

指
導

主
事

へ
情

報
連

携
を

日
々

行
い、

必
要

に
応

じ
て

一
緒

に
園

訪
問

や
家

庭、
学

校
に

行
く取

組
も

行
って

い
る。

藤
枝

市
ヒア

リン
グ

対
象

者
：

児
童

福
祉

部
門

・母
子

保
健

部
門

セ
ン

タ
ー

長
・統

括
支

援
員

・事
務

担
当

選
定

方
法


設

置
初

年
度

は、
こど

も・
若

者
支

援
課

係
長

とし
た

が、
統

括
支

援
員

を
引

き
継

い
で

い
く中

で
必

ず
し

も
係

長
職

に
限

る
も

の
で

は
な

い。


再
任

用
か

正
規

職
員

か
は

今
後

の
検

討
とな

る
が、母

子
保

健
と児

童
福

祉
を

十
分

に
経

験
し

た
保

健
師

が
望

ま
し

い
と考

え
る。


自

由
に

動
くこ

とが
で

き
る

よ
う専

従
で

配
置

か
つ

十
分

な
経

験
を

有
し

た
職

員
に

引
き

継
い

で
い

き
た

い
と考

え
て

い
る

。
業

務
内

容


合
同

ケ
ー

ス
会

議
の

開
催


母

子
保

健
と児

童
福

祉
の

連
絡

調
整


施

設
分

離
型

の
た

め、
本

庁
と保

健
セ

ン
ター

を
行

き
来

し
て

い
る。ま

た、
そ

れ
ぞ

れ
課

に
自

席
を

設
け

て
あ

る。


リス
クに

合
わ

せ
て3

課
が

関
わ

る
た

め、
どの

課
が

支
援

の
主

体
に

な
る

の
か

を
整

理
す

る
た

め、支
援

フロ
ー

を
見

え
る

化
し

関
係

課
の

調
整

を
行

う。


母
子

保
健

と児
童

福
祉

の
連

携
の

機
動

力
を

高
め

る
た

め
に、顔

の
見

え
る

関
係

性
を

重
視

し
て

い
る。


人

材
育

成


セ
ン

ター
の

取
組

み
に

つ
い

て、
職

員
研

修
の

機
会

に
説

明
を

行
うと

とも
に、サ

ポ
ー

トプ
ラン

の
内

容
の

検
討

も
併

せ
て

進
め

て
い

る。


地
域

資
源

の
開

拓


担
当

者
と現

場
に

出
向

き、
様

々
な

声
を

聞
き

な
が

ら、
事

業
化

で
き

る
も

の
に

つ
い

て
検

討
し

て
い

る。


必
要

に
応

じ
て

母
子

保
健・

児
童

福
祉

の
家

庭
訪

問
に、

統
括

支
援

員
が

同
行


そ

の
他


サ

ポ
ー

トプ
ラン

作
成

の
ア

ドバ
イ

ス
及

び
進

捗
管

理。


こど
も

家
庭

セ
ン

ター
の

サ
ポ

ー
トプ

ラン
の

内
容

と要
保

護
児

童
対

策
地

域
協

議
会

に
お

け
る

支
援

計
画

の
整

合
性を
図

る。

小
規

模
C型

発
達

教
育

ﾔﾝ
ｸﾞ

ｹｱ
ﾗｰ

家
庭

児
童

相
談

室
他
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取
組

内
容

サ
ポ

ー
ト

プ
ラ

ン


こ
ども

家
庭

セ
ン

タ
ー（

母
子

保
健

機
能）

に
お

い
て

作
成

す
る

サ
ポ

ー
ト

プ
ラ

ン（
旧

支
援

プ
ラ

ン）


国
が

示
す

雛
形

に
合

わ
せ

て
様

式
を

作
成

し
て

い
る。


自

分
だ

け
が

特
別

だ
と思

わ
れ

な
い

よ
うに、

妊
婦

に
対

し
て

は、
届

出
時

に
セ

ル
フプ

ラン
を

兼
ね

て
全

員
に

手
交

す
る

形
で

の
運

用
を

想
定。


こ

ども
家

庭
セ

ン
タ

ー（
児

童
福

祉
機

能）
に

お
い

て
作

成
す

る
サ

ポ
ー

ト
プ

ラ
ン（

令
和

6年
4月

か
ら

新
設

さ
れ

る
プ

ラ
ン。

児
童

記
録

票
とは

異
な

る）


国
が

示
す

雛
形

に
合

わ
せ

て
様

式
を

作
成

し
て

い
る。


各

家
庭

の
課

題
は、

複
雑

に
絡

ま
り合

う可
能

性
が

あ
る

た
め、

世
帯

全
体

に
丁

寧
に

寄
り添

うプ
ラン

様
式

とす
る。


サ

ポ
ー

ト
プ

ラ
ン

を
作

成
す

る
中

で
の

工
夫


特

定
妊

婦
とみ

な
す

方
は、

活
用

で
き

る
サ

ポ
ー

ト事
業

や
支

援
の

時
期

も
記

入
す

る。ま
た、

抵
抗

感
を

下
げ

る
た

め
柔

らか
い

イ
メー

ジ
に

な
る

よ
うイ

ラス
トを

入
れ

て
い

る。


交
付

す
る

側
の

支
援

者
の

負
担

を
軽

減
す

る
た

め、や
る

べ
き

こと
を

月
齢

別
に

項
目

を
あ

げ、
実

施
し

た
らチ

ェッ
クし

て
も

らう
形

に
し

た
り、サ

ー
ビス

に
つ

い
て

も
あ

る
程

度
項

目
とし

て
入

れ
て

お
き、

共
有

し
な

が
らチ

ェッ
クで

き
る

よ
うに

す
る。

合
同

ケ
ー

ス
会

議
①

（
参

加
者

）
子

ども
家

庭
支

援
員

等（
児

童
福

祉
）

、保
健

師
等

（
母

子
保

健
）


こど

も
家

庭
セ

ン
ター

の
開

設
と併

せ
て

新
設


開

催
頻

度
：

週1
回

2時
間

程
度


開

催
場

所
：

本
庁

舎


開
催

方
法

：
顔

が
見

え
る

関
係

性
を

強
化

す
る

こと
が

大
切

だ
と考

え
て

い
る

た
め、基

本
対

面
形

式
で

行
い、

オ
ン

ライ
ン

の
開

催
は

実
施

し
て

い
な

い。

②
（

参
加

者
）

子
ども

家
庭

支
援

員
等（

児
童

福
祉

）
と保

健
師

等
（

母
子

保
健

）
、養

育
支

援
訪

問
支

援
員、

育
児

サ
ポ

ー
ター

、地
域

子
育

て
支

援
セ

ン
ター

職
員


既

存
の

会
議

に
地

域
子

育
て

支
援

セ
ン

ター
職

員
を

メン
バ

ー
に

加
え

る
形

で
拡

充。


開
催

頻
度

：
月1

回
2.

5時
間

程
度


開

催
場

所
：

保
健

セ
ン

ター

藤
枝

市
ヒア

リン
グ

対
象

者
：

児
童

福
祉

部
門

・母
子

保
健

部
門

セ
ン

タ
ー

長
・統

括
支

援
員

・事
務

担
当

サ
ポ

ー
ト

プ
ラ

ン
は

、抵
抗

感
を

下
げ

る
た

め
の

対
応

（
イ

ラ
ス

ト
の

挿
入

な
ど

）
を

含
め

、丁
寧

に
準

備
を

進
め

て
い

る

小
規

模
C型

発
達

教
育

ﾔﾝ
ｸﾞ

ｹｱ
ﾗｰ

家
庭

児
童

相
談

室
他
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母
子

保
健

と児
童

福
祉

で
同

一
シ

ス
テ

ム
を

利
用

、保
健

師
の

庁
内

ロ
ー

テ
ー

シ
ョン

を
有

効
活

用
す

る
な

ど、
情

報
共

有
や

庁
内

連
携

を
強

く意
識

し
た

取
り組

み
を

推
進

し
て

い
る

設
立

に
当

た
って

の
課

題
、課

題
を

どの
よ

うに
乗

り越
え

た
か


検

討
会

に
お

い
て

は、
セ

ン
ター

の
設

置
形

態
に

つ
い

て
の

議
論

が
あ

った
が、

以
下

の
点

を
踏

ま
え、

最
終

的
に

は
分

離
型

の
施

設
とし

て
開

設
し

た。


相
談

機
能

を1
箇

所
に

集
約

す
る

意
見

も
あ

った
が、

分
離

型
で

あ
って

も、
両

部
門

の
連

携
が

とれ
て

い
れ

ば、
相

談
で

き
る

場
所

が
複

数
あ

る
こと

で、
市

民
そ

れ
ぞ

れ
が、

相
談

し
や

す
い

機
関

に
ア

クセ
ス

で
き

る
メリ

ット
も

あ
る。


こど

も
家

庭
セ

ン
ター

（
本

庁
舎

）
と、

保
健

セ
ン

ター
は、

車
で5

分
程

の
距

離
で

も
あ

り、
連

携
に

支
障

が
あ

る
距

離
で

は
な

い。


健
康

推
進

課
の

うち
、包

括
機

能
を

担
う母

子
保

健
係

を、
現

状
の

ま
まこ

ども
未

来
応

援
局

に
移

管
す

る
こと

で
、健

診
業

務
等

の
ス

タッ
フ数

の
確

保
や

保
健

セ
ン

ター
内

の
他

業
務

の
遂

行
に

支
障

を
き

た
す

た
め、

当
面

は
兼

務
とす

る。


母
子

保
健

係
を

こど
も

家
庭

セ
ン

ター
とし

て
一

体
化

す
る

に
あ

た
り、健

診
や

保
健

指
導

に
加

え、
予

防
接

種
も

所
管

し
て

い
た

こと
か

ら、
係

内
の

業
務

を
どの

よ
うに

整
理

す
る

か
を

調
整

し
た

結
果

、予
防

接
種

を
母

子
保

健
係

か
ら切

り離
す

形
で

整
理

を
し

た。


母
子

手
帳

交
付

や
健

診
等

を
担

う保
健

セ
ン

ター
が

本
庁

舎
と離

れ
て

い
る

が、保
健

セ
ン

ター
の

健
診

等
で

気
に

な
る

児
童

が
い

た
際

に
は、

こど
も

家
庭

セ
ン

ター
内

で
情

報
共

有
を

行
い

つ
つ、

必
要

で
あ

れ
ば

一
緒

に
対

応
も

行
って

い
る。情

報
の

共
有

に
あ

た
って

は、
電

話
連

絡
も

し
くは

同
一

シ
ス

テ
ム

に
入

力
し

て
連

携
を

図
って

い
る。

藤
枝

市
ヒア

リン
グ

対
象

者
：

児
童

福
祉

部
門

・母
子

保
健

部
門

セ
ン

タ
ー

長
・統

括
支

援
員

・事
務

担
当

成
果

・得
ら

れ
た

効
果


多

様
化

す
る

課
題

に
対

応
す

る
た

め
に

は、
児

童
福

祉
の

み
な

らず
、妊

娠
期

や
そ

の
前

の
健

康
状

態
や

成
育

歴
な

どの
課

題
理

解
も

求
め

られ
る。

そ
の

点
に

お
い

て
、母

子
保

健
を

担
当

し
て

い
た

保
健

師
が

拠
点

に
配

置
され

る
こと

で、
幼

少
期

の
月

齢
に

応
じ

た
関

わ
りや

支
援

を
理

解
し、

乳
幼

児
健

診
や

相
談

記
録

を
確

認
す

る
必

要
性

を
判

断
で

き
る

な
ど、

今
後

どの
よ

うな
継

続
支

援
を

行
って

い
く情

報
量

や
支

援
に

お
い

て
プ

ラス
に

な
る

部
分

も
多

い
。ま

た
児

童
福

祉
と母

子
保

健
の

保
健

師
同

士
で

共
通

の
リス

ク判
定

基
準

も
あ

る
た

め、
危

険
度

の
意

識
も

共
有

し
や

す
い。


母

子
保

健
と児

童
福

祉
で

同
一

シ
ス

テ
ム

を
利

用
し

て
お

り、支
援

内
容

を
随

時
共

有
す

る
こと

が
可

能。
個

別
の

相
談

内
容

や
支

援
の

内
容

を
掲

載
し

て
お

り、効
果

的
か

つ
効

率
的

に
情

報
共

有
が

図
られ

て
い

る。

現
在

、検
討

が
必

要
と考

え
て

い
る

点


令
和

７
年

度
か

らの
自

治
体

情
報

シ
ス

テ
ム

の
標

準
化

・共
通

化
に

合
わ

せ
た

現
行

の
母

子
保

健
と児

童
福

祉
の

同
一

シ
ス

テ
ム

の
改

修
及

び
他

部
局

との
デ

ー
タ 連

携
に

よ
る

プ
ッシ

ュ型
支

援


教
育

と福
祉

の
連

携
に

よ
る

予
防

的
な

家
庭

支
援

の
強

化（
特

別
支

援
対

策、
不

登
校

対
策

な
ど）


地

域
子

育
て

相
談

支
援

機
関

の
機

能
強

化（
妊

婦
の

利
用

拡
大

に
向

け
た

施
策

の
展

開
な

ど）

小
規

模
C型

発
達

教
育

ﾔﾝ
ｸﾞ

ｹｱ
ﾗｰ

家
庭

児
童

相
談

室
他
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参
考

資
料

）
子

ども
・若

者
サ

ポ
ー

ト
会

議
（

虐
待

・D
V部

会
発

達
支

援
部

会
）

に
お

け
る

支
援

フロ
ー

藤
枝

市
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令
和

元
年

以
降

、段
階

的
に

議
論

や
施

策
を

拡
張

・発
展

さ
せ

る
形

で
準

備
が

進
め

ら
れ

て
お

り
、

令
和

6年
度

初
期

に
こど

も
家

庭
セ

ン
タ

ー
が

設
置

さ
れ

る
見

込
み

組
織

体
制

基
礎

情
報

こど
も

家
庭

セ
ン

タ
ー

設
置

の
経

緯
・背

景

•
人

口
※

1 ：
18

7,
50

1
人

•
出

生
数

※
2 ：

1,
20

4
人

•
0～

18
歳

未
満

人
口

※
1 ：

27
,6

80
人

•
要

保
護

児
童

数
※

2 ：
52

4
人

•
要

支
援

児
童

数
※

2 ：
72

7
人

（
特

定
妊

婦
9人

を
含

む）
•

特
定

妊
婦

数
※

2 ：
9人

•
児

童
虐

待
相

談
対

応
件

数
※

2 ：
90

8
件

•
合

計
特

殊
出

生
率

※
2 ：

1.
17

 %
•

低
出

生
体

重
児

数
※

2 ：
87

人
•

妊
娠

届
出

数
※

2 ：
1,

18
3

件
•

こ
ども

家
庭

セ
ン

タ
ー

の
設

置
(予

定
)個

所
数

：
1 ヵ

所
•

こ
ども

家
庭

セ
ン

タ
ー

の
名

称
：

子
ども

家
庭

支
援

セ
ン

タ
ー

令
和

2年
度

•
「す

べ
て

の
子

ども
の

健
や

か
な

成
長

を
切

れ
目

な
く支

援
す

る
子

ども
・家

庭
・地

域
の

子
育

て
機

能
の

総
合

支
援

拠
点

」と
し

て
、

(仮
称

)子
ども

包
括

支
援

セ
ン

タ
ー

の
設

置
に

向
け

た
基

本
計

画
を

策
定

令
和

3年
度

•
日

野
市

生
活

・保
健

セ
ン

タ
ー

（
健

康
福

祉
部

健
康

課
）

内
に

子
育

て
世

代
包

括
セ

ン
タ

ー
を

設
置

•
生

活
・保

健
セ

ン
タ

ー
の

包
括

機
能

(母
子

保
健

係
)を

、子
ども

部
子

ども
家

庭
支

援
セ

ン
タ

ー
に

移
管

※
1

※
1

新
施

設
建

設
ま

で
は

、生
活

・保
健

セ
ンタ

ー
内

で
業

務
を

行
う。

•
発

達
・教

育
支

援
課

の
ス

ク
ー

ル
ソ

ー
シ

ャル
ワ

ー
カ

ー
に

、子
ども

家
庭

支
援

セ
ン

タ
ー

との
併

任
辞

令
を

発
令

し
、連

携
を

強
化

令
和

6年
度

•
新

施
設

（
日

野
市

子
ども

包
括

支
援

セ
ン

タ
ー

み
ら

い
く

）
の

竣
工

に
伴

い
、こ

ども
家

庭
支

援
セ

ン
タ

ー
、子

育
て

課
、保

育
課

を
移

管
•

包
括

機
能

、拠
点

機
能

を
統

合
し

た
、子

ども
家

庭
支

援
セ

ン
タ

ー
を

、こ
ども

家
庭

セ
ン

タ
ー

とし
て

開
設

予
定

※
1：

令
和

4年
10

月
1日

現
在

※
2：

令
和

4年
度

日
野

市
ヒア

リン
グ

対
象

者
：

児
童

福
祉

部
門

・母
子

保
健

部
門

セ
ン

タ
ー

長
・統

括
支

援
員

・事
務

担
当

施
設

形
態

イ
メ

ー
ジ

︓
例

1に
該

当
【組

織
体

制
】

子
ども

家
庭

支
援

セ
ン

ター
（

子
家

セ
ン）

は
、3

係
で

構
成

され
る

•
地

域
支

援
係
‥

子
育

て
ひ

ろ
ば

、セ
ン

ター
の

管
理

運
営

•
相

談
援

護
係

（
拠

点
機

能
）
‥

児
童

虐
待

対
応

、子
育

て
サ

ー
ビス

事
業

•
母

子
保

健
係

（
包

括
機

能
）
‥

母
子

保
健

事
業

に
関

す
る

全
般

•
SS

W
※

2・
・・
小

中
学

生
お

よ
び

保
護

者
へ

の
支

援
※

2
教

育
委

員
会

発
達

・教
育

支
援

課
を

兼
務

【セ
ン

タ
ー

長
・統

括
支

援
員

】
•

セ
ン

タ
ー

長
−

子
ども

家
庭

支
援

セ
ン

ター
長

（
事

務
職

）
が

担
う（

障
害

福
祉

課
長

の
経

験
あ

り
）

−
昨

年
度

ま
で

子
ども

包
括

支
援

セ
ン

ター
の

設
置

担
当

主
幹

で
あ

った
者

を
登

用
−

母
子

保
健

係
が

入
って

い
る

事
務

所
に

も
来

所
し、

打
ち

合
わ

せ
等

を
行

う


統
括

支
援

員
−

母
子

保
健

係
に

配
置

予
定

−
母

子
保

健
と児

童
福

祉
を

繋
ぐ役

割
を

期
待

こ
ども

家
庭

セ
ン

タ
ー

発
達

教
育

ﾔﾝ
ｸﾞ

ｹｱ
ﾗｰ

家
庭

児
童

相
談

室
他

中
規

模
型
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取
組

内
容

統
括

支
援

員

選
定

方
法


母

子
保

健
分

野
は

専
門

性
が

非
常

に
高

く、難
し

い
とこ

ろ
が

あ
る。

幸
い

に
も

今
ま

で
双

方
連

携
し

て
き

た
土

壌
が

あ
る

た
め

母
子

保
健

の
方

か
ら選

任
を

し
て、

統
括

支
援

員
に

な
って

い
た

だ
くこ

とが
ベ

ス
トで

は
な

い
か

と思
う。

業
務

内
容


合

同
ケ

ー
ス

会
議

の
開

催


サ
ポ

ー
ト

プ
ラ

ン
作

成
の

ア
ド

バ
イ

ス
及

び
進

捗
管

理


支
援

対
象

者
の

進
行

管
理


母

子
保

健
と児

童
福

祉
の

連
絡

調
整


人

材
育

成


こ
ども

家
庭

セ
ン

タ
ー

の
サ

ポ
ー

ト
プ

ラ
ン

の
内

容
と要

保
護

児
童

対
策

地
域

協
議

会
に

お
け

る
支

援
計

画
の

整
合

性
を

図
る

業
務

特
徴

的
な

取
り組

み

日
野

市
ヒア

リン
グ

対
象

者
：

児
童

福
祉

部
門

・母
子

保
健

部
門

セ
ン

タ
ー

長
・統

括
支

援
員

・事
務

担
当

統
括

支
援

員
は

両
分

野
の

連
携

調
整

・一
体

的
支

援
の

方
針

決
定

・会
議

進
行

を
担

う想
定

母
子

保
健

と児
童

福
祉

を
繋

ぐ役
割

を
期

待
し

つ
つ、

母
子

保
健

分
野

の
者

が
着

任
予

定


総

合
相

談
窓

口
「子

ども
な

ん
で

も
相

談
」

を
開

設
予

定
−

妊
娠

中
の

方
、子

育
て

中
の

方
の

他
、こ

ども
自

身
か

ら
の

相
談

も
積

極
的

に
受

け
付

け
る

た
め

に
、総

合
相

談
窓

口
を

開
設

−
専

門
の

相
談

員
を

配
置

す
る

他
、小

中
学

校
で

配
布

し
て

い
る

学
習

用
の

端
末

に
、専

用
の

相
談

ツ
ー

ル
を

導
入

−
相

談
の

入
り口

を
作

り、
そ

の
後

、相
談

員
が

、こ
ども

の
都

合
の

つ
く場

所
に

出
向

い
て

対
面

で
相

談
に

持
って

い
く

−
家

庭
や

家
庭

以
外

の
事

も
含

め
て

、困
った

こ
とが

あ
れ

ば
、こ

ども
自

ら
声

を
あ

げ
て

も
ら

うこ
とが

非
常

に
大

事

中
規

模
型

発
達

教
育

ﾔﾝ
ｸﾞ

ｹｱ
ﾗｰ

家
庭

児
童

相
談

室
他
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取
組

内
容

サ
ポ

ー
ト

プ
ラ

ン


こ
ども

家
庭

セ
ン

タ
ー（

母
子

保
健

機
能）

に
お

い
て

作
成

す
る

サ
ポ

ー
ト

プ
ラ

ン（
旧

支
援

プ
ラ

ン）


令
和

5年
度

中
に

様
式

の
準

備
を

予
定

し
て

い
る。


こ

ども
家

庭
セ

ン
タ

ー（
児

童
福

祉
機

能）
に

お
い

て
作

成
す

る
サ

ポ
ー

ト
プ

ラ
ン（

令
和

6年
4月

か
ら

新
設

さ
れ

る
プ

ラ
ン。

児
童

記
録

票
とは

異
な

る）


令
和

5年
度

中
に

様
式

を
作

成
し、

運
用

方
法

を
決

定
す

る
予

定。


虐
待

で
受

理
し

て
い

る
方

に
対

し
て

サ
ポ

ー
トプ

ラン
を

手
交

す
る

こと
は

困
難

と考
え

る
が、国

の
ガ

イ
ドラ

イ
ン

が
示

され
て

か
ら運

用
を

検
討

す
る。

※
母

子
保

健
に

関
し

て
は

手
交

に
対

し
て

大
き

な
抵

抗
は

な
い

想
定。（

現
在

手
交

は
実

施
し

て
い

な
い。

）

合
同

ケ
ー

ス
会

議


受
理

・支
援

方
針

会
議（

週
1回

）
（

参
加

者
）

相
談

援
護

係
（

児
童

福
祉

担
当）

、母
子

保
健

担
当1

名


新
規

ケ
ー

ス
の

ア
セ

ス
メン

トや
支

援
方

針
を

決
定

す
る

他、既
存

ケ
ー

ス
の

情
報

共
有

等
を

行
う。


チ

ー
ム

別
事

例
検

討
会（

各
チ

ー
ム

週
1回

）
（

参
加

者
）

①
母

子
保

健
係

東
チ

ー
ム

担
当

全
員

相
談

援
護

係
東

チ
ー

ム
担

当1
名

②
母

子
保

健
係

西
チ

ー
ム

担
当

全
員

相
談

援
護

係
西

チ
ー

ム
担

当1
名


各

母
子

保
健

事
業

や
他

機
関

か
らの

連
絡

で
個

別
に

継
続

し
た

支
援

が
必

要
な

ケ
ー

ス
の

ア
セ

ス
メン

ト
・支

援
の

方
向

性
を

検
討

す
る。


2つ

の
部

署
が

同
時

に
行

う会
議

に
つ

い
て、

得
られ

た
効

果
とし

て、


母
子

保
健

・児
童

福
祉

そ
れ

ぞ
れ

の
観

点
か

ら意
見

を
一

緒
に

共
有

し
た

り、ど
の

よ
うに

そ
れ

ぞ
れ

が
ア

プ
ロ

ー
チ

し
て

い
くか

同
じ

場
で

出
し

て
い

け
る

こと
が

良
い

とこ
ろ

だ
と 思

って
い

る
。


児

童
福

祉
の

者
も

母
子

保
健

に
参

加
し

て、特
定

妊
婦

の
方

や
様

々
な

困
難

を
抱

え
た

保
護

者
に

対
す

る
支

援
を

学
ぶ

こと
が

で
き、支

援
に

活
か

す
こと

が
で

き
て

い
る。


両

部
門

が、
同

じ
組

織
に

な
り、

指
揮

命
令

系
統

が
一

本
化

され
こと

で、
早

期
に

介
入

で
き

る
よ

うに
な

った
。

日
野

市
ヒア

リン
グ

対
象

者
：

児
童

福
祉

部
門

・母
子

保
健

部
門

セ
ン

タ
ー

長
・統

括
支

援
員

・事
務

担
当

母
子

保
健

機
能

の
サ

ポ
ー

ト
プ

ラ
ン、

児
童

福
祉

機
能

の
サ

ポ
ー

ト
プ

ラ
ン

とも
に

令
和

5年
度

中
に

準
備

予
定

、こ
れ

ま
で

の
運

用
とは

異
な

る「
手

交
」と

い
う点

に
着

目
し

て
い

る

中
規

模
型

発
達

教
育

ﾔﾝ
ｸﾞ

ｹｱ
ﾗｰ

家
庭

児
童

相
談

室
他
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設
立

に
当

た
って

の
課

題
、課

題
を

どの
よ

うに
乗

り越
え

た
か


当

初
よ

り一
緒

に
す

る
前

提
で

進
め

て
き

た
が、

子
ども

包
括

支
援

セ
ン

ター
み

らい
くの

庁
舎

建
築

ま
で

に
期

間
が

か
か

る
こと

な
どか

ら、組
織

の
統

合
を

先
行

し
て

進
め

る
こと

に
な

った
。


包

括
機

能
と拠

点
機

能
の

統
合

に
あ

た
り、両

部
の

各
階

層
の

職
員

が
複

数
回

の
打

ち
合

わ
せ

を
重

ね、課
題

の
解

消
に

努
め

て
き

た。


R3
年

度
の

組
織

改
正

に
あ

た
り、

新
施

設
完

成
ま

で
保

健
セ

ン
ター

に
拠

点
機

能
を

集
約

す
る

案
も

あ
った

が、物
理

的
に

難
し

く、
拠

点
は

別
々

の
ま

ま
で

組
織

を
統

合
し

た。

成
果

・得
ら

れ
た

効
果


一

体
的

な
取

り組
み

の
成

果
に

つ
い

て


相
談

援
護

係
か

ら、
乳

幼
児

健
診

ア
ン

ケ
ー

ト確
認

時
の

同
席

の
提

案
が

あ
り、

検
討

を
行

って
き

た。
該

当
項

目
に

チ
ェッ

クが
つ

い
た

方
は

保
健

部
門

の
職

員
が2

次
質

問
を

す
る

状
況

で、
対

象
者

を
相

談
援

護
係

に
報

告
す

る
仕

組
み

で
行

って
い

る。


ア
ン

ケ
ー

トで
、虐

待
が

疑
わ

れ
る

場
合

に
は、

健
診

に
同

席
す

る
ケ

ー
ス

ワ
ー

カー
が、

本
人

が
抱

え
る

課
題

や、
背

景
を

丁
寧

に
聞

き
取

り、
支

援
に

繋
げ

て
い

る。


健
診

は
ポ

ピ
ュレ

ー
シ

ョン
ア

プ
ロ

ー
チ

で
あ

り、虐
待

を
疑

わ
れ

た
と思

わ
れ、

健
診

に
来

な
くな

る
の

で
は、

とい
う懸

念
も

あ
った

が、
ケ

ー
ス

ワ
ー

カー
が

同
席

す
る

際
に

は、
母

子
保

健
職

員
と同

じ
よ

うに
キ

ャラ
クタ

ー
の

つ
い

た
エ

プ
ロ

ン
を

着
て

も
らっ

た
り、Ｃ

Ｗ
が

質
問

す
る

際
は

母
子

保
健

も
同

席
し

た
り、来

所
者

に
は

母
子

保
健

と児
童

福
祉

の
両

方
の

電
話

番
号

を
書

い
た

紙
を

渡
す

等、
市

民
か

ら相
談

し
や

す
い

よ
うな

工
夫

等
を

行
い、現

状
は

良
い

取
組

に
な

って
い

る
と思

う。


以
前

は、
妊

娠
期

の
支

援
に

お
い

て
児

童
福

祉
の

支
援

が
入

りづ
らい

印
象

で
あ

った
が、現

状
は

そ
の

段
階

で
も

児
童

福
祉

と連
携

で
き

る
よ

うに
な

って
い

る。


児
童

福
祉

とし
て

も、
今

ま
で

注
意

喚
起

だ
け

だ
と保

護
者

に
拒

否
され

る
よ

うな
こと

も
あ

った
が、乳

幼
児

が
い

れ
ば

母
子

保
健

を
紹

介
す

る
こと

で
信

頼
関

係
を

得
て

支
援

で
き

る
よ

うに
な

って
き

て
い

る
と感

じ
る。


人

材
育

成
に

関
す

る
取

り組
み

に
つ

い
て


母

子
保

健
側

の
事

例
検

討
会

に、
児

童
福

祉
の

ケ
ー

ス
ワ

ー
カー

に
入

って
も

らっ
て

い
る。

前
半

は
母

子
保

健
が

中
心

に
話

し、
後

半
は

児
童

福
祉

か
ら意

見
を

聞
くよ

うに
し

て
い

る。
そ

の
後

の
支

援
を

一
緒

に
し

た
方

が
良

い
の

か、
どち

らか
か

ら支
援

し
た

方
が

い
い

か
等

を
調

整
し

て
い

る 。


児
童

福
祉

の
毎

週
の

会
議

で
も、

支
援

終
了

し
た

ケ
ー

ス
で

は
この

よ
うに

連
携

し
た

とい
う共

有
を

し
て

お
り 、新

人
は

そ
の

よ
うな

とこ
ろ

か
ら、

一
体

的
な

取
組

み
を

学
ぶ

こと
が

で
き

る。


そ
の

他


同
じ

部
署

に
な

り、
お

互
い

の
事

例
検

討
会

や
受

理
・支

援
方

針
会

議
に

参
加

す
る

こと
で

常
日

頃
か

ら情
報

共
有

や
相

談
が

で
き

る
体

制
に

な
って

い
る

の
で

、円
滑

に
連

携
で

き
る

よ
うに

な
った

。


シ
ス

テ
ム

を
相

互
に

見
られ

る
よ

うに
な

って
い

る
の

で
、場

所
が

離
れ

て
い

て
も

シ
ス

テ
ム

で
確

認
が

で
き

る
とこ

ろ
か

と 思
う。

現
在

、検
討

が
必

要
と考

え
て

い
る

点


サ
ポ

ー
トプ

ラン
の

作
成

を
拒

否
され

た
場

合
の

対
応、

作
成

・手
交

の
仕

方
の

工
夫。

日
野

市
ヒア

リン
グ

対
象

者
：

児
童

福
祉

部
門

・母
子

保
健

部
門

セ
ン

タ
ー

長
・統

括
支

援
員

・事
務

担
当

対
話

を
重

ね
る

こと
を

強
く意

識
し

て
お

り
、こ

れ
が

円
滑

な
組

織
運

営
の

土
壌

を
形

成
し

て
い

る
人

材
育

成
に

も
積

極
的

に
取

り組
ん

で
い

る

中
規

模
型

発
達

教
育

ﾔﾝ
ｸﾞ

ｹｱ
ﾗｰ

家
庭

児
童

相
談

室
他
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se
rv

ed
.

令
和

4年
に

子
育

て
世

代
包

括
支

援
セ

ン
タ

ー
を

開
設

し、
これ

ま
で

物
理

的
に

離
れ

て
い

た
拠

点
と

包
括

を
統

合
し、

一
体

的
な

運
用

を
開

始

組
織

体
制

【組
織

体
制

】
•

子
ども

家
庭

支
援

課
は、

母
子

保
健

係
お

よ
び

相
談

担
当

で
構

成
され

る。
┕

母
子

保
健

係
‥

母
子

健
康

手
帳

の
交

付
、乳

幼
児

の
健

診
、予

防
接

種
､子

育
て

相
談

､
健

康
教

室
等

､さ
ま

ざ
ま

な
保

健
事

業
を

実
施

┕
相

談
担

当
‥

子
育

て
家

庭
の

相
談

や
児

童
虐

待
の

対
応

な
どを

担
う

【セ
ン

タ
ー

長
・統

括
支

援
員

】
•

セ
ン

タ
ー

長
子

ども
家

庭
支

援
課

長
が

兼
務（

保
健

師
）

(将
来

的
に

は
、事

務
職

の
配

置
も

あ
る。

)
•

統
括

支
援

員
セ

ン
ター

長
が

統
括

支
援

員
を

兼
務

（
将

来
的

に
は

、兼
務

で
は

な
く、

保
健

師
を

別
途

配
置

す
る

こと
を

検
討

中
）

基
礎

情
報

こど
も

家
庭

セ
ン

タ
ー

設
置

の
経

緯
・背

景
•

人
口

※
1 ：

26
0,

54
0

人
•

出
生

数
※

2
：

1,
63

8
人

•
0～

18
歳

未
満

人
口

※
1 ：

38
,9

69
人

•
要

保
護

児
童

数
※

3 ：
38

9
人

•
要

支
援

児
童

数
※

3
：

1,
00

4人
•

特
定

妊
婦

数
※

3
：

16
1

人
•

児
童

虐
待

相
談

対
応

件
数

※
2 ：

38
9

件
•

合
計

特
殊

出
生

率
※

2 ：
1.

11
 %

•
低

出
生

体
重

児
数

※
2 ：

14
0

人
•

妊
娠

届
出

数
※

3
：

1,
58

4
件

•
こ

ども
家

庭
セ

ン
タ

ー
の

設
置

個
所

数
：

1ヵ
所

•
こ

ども
家

庭
セ

ン
タ

ー
の

名
称

：
府

中
市

子
育

て
世

代
包

括
支

援
セ

ン
タ

ー
「み

ら
い

」

※
1：

令
和

4年
10

月
1日

現
在

※
2：

令
和

4年
※

3：
令

和
4年

度

府
中

市
ヒア

リン
グ

対
象

者
：

児
童

福
祉

部
門

・母
子

保
健

部
門

セ
ン

タ
ー

長
・統

括
支

援
員

・事
務

担
当

施
設

形
態

イ
メ

ー
ジ

︓
例

1に
該

当

平
成

17
年

3月
•

子
ども

家
庭

支
援

セ
ン

タ
ー

た
っち

（
子

育
て

支
援

課
）

を
開

設
※

子
ども

家
庭

総
合

支
援

拠
点

は
直

営
平

成
30

年
4月

•
保

健
セ

ン
タ

ー
（

健
康

推
進

課
）

と子
ども

家
庭

支
援

セ
ン

タ
ー

の
連

携
に

よ
り

、子
育

て
世

代
包

括
支

援
セ

ン
タ

ー
事

業
を

開
始

令
和

元
年

度
•

子
ども

家
庭

支
援

課
を

新
設

し
、児

童
福

祉
（

相
談

担
当

）
、母

子
保

健
業

務
（

母
子

保
健

係
）

を
統

合
•

妊
娠

期
か

ら
子

育
て

期
に

お
け

る
ワ

ン
ス

ト
ップ

で
切

れ
目

の
な

い
支

援
を

実
施

※
1

※
1

包
括

機
能

は
当

初
よ

り連
携

型
で

両
部

門
に

配
置

令
和

4年
7月

•
府

中
市

子
育

て
世

代
包

括
支

援
セ

ン
タ

ー
「み

ら
い

」を
開

設
し

、こ
れ

ま
で

保
健

セ
ン

タ
ー

で
実

施
し

て
い

た
母

子
保

健
事

業
と

、
子

ども
家

庭
支

援
セ

ン
タ

ー
「た

っち
」で

実
施

し
て

い
た

児
童

虐
待

防
止

に
関

す
る

事
業

を
移

転
令

和
5年

4月
•

子
ども

家
庭

支
援

課
を

こ
ども

家
庭

セ
ン

タ
ー

とし
て

運
用

（
統

括
支

援
員

を
配

置
）

職
種

・体
制

発
達

教
育

ﾔﾝ
ｸﾞ

ｹｱ
ﾗｰ

家
庭

児
童

相
談

室
他

中
規

模
型

子
ども

家
庭

支
援

課
長

（
保

健
師

）

子
ども

家
庭

支
援

課
長

補
佐

（
事

務
職

）

相
談

担
当

主
査

（
保

健
師

）
母

子
保

健
係

長
（

事
務

職
）

母
子

保
健

係
員

相
談

担
当

係
員

子
ども

家
庭

支
援

セ
ン

タ
ー

事
務

職
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統
括

支
援

員
は

両
分

野
の

連
携

調
整

・一
体

的
支

援
の

方
針

決
定

・会
議

の
開

催
進

行
を

担
う

セ
ン

タ
ー

長
が

兼
任

し
て

お
り継

続
し

た
検

討
が

必
要

取
組

内
容

統
括

支
援

員

選
定

方
法


詳

細
は

検
討

中


今
後

は、
セ

ン
ター

長
は

事
務

職
の

可
能

性
も

あ
る

が、
統

括
支

援
員

は
保

健
師

が
担

って
い

く想
定。


母

子
保

健
と児

童
福

祉
間

で
見

解
の

異
な

る
ケ

ー
ス

が
あ

った
場

合
を

想
定

し
て、係

長
よ

りも
上

位
職

の
方、

か
つ

保
健

師
が

適
切

と考
え

て
い

る。


相
談

担
当

（
児

童
虐

待
対

応
部

門）
に

は
、保

健
師

兼
児

童
福

祉
司

任
用

資
格

が6
名

お
り、

今
後

の
統

括
支

援
員

候
補

で
も

あ
る。


相

談
担

当
で

は、
保

健
師

の
人

に
は

毎
年

で
き

れ
ば2

名
ず

つ
児

童
福

祉
司

任
用

資
格

が
取

得
で

き
る

研
修

に
行

って
も

らう
よ

うに
し

て
い

る
。

業
務

内
容


セ

ン
ター

長
兼

務
の

現
状

の
役

割
と視

点


個
別

の
困

難
事

例
や

緊
急

対
応

の
方

針
の

確
認

及
び

経
過

報
告

を
受

け
る

とと
も

に、
母

子
保

健
係

の
支

援
し

て
い

る
ケ

ー
ス

を
含

め、
す

べ
て

の
ケ

ー
ス

が
会

議
等

で
進

行
管

理
が

確
実

に
行

わ
れ

て
い

る
か

確
認

す
る

こと
。


母

子
保

健
係

と 相
談

担
当

が
一

緒
に

受
け

持
つ

ケ
ー

ス
に

つ
い

て、
そ

れ
ぞ

れ
の

機
能

を
発

揮
し

て
支

援
を

行
って

い
る

か
確

認
し

助
言

す
る

こと 。


保
護

者
及

び
子

ども
の

ニ
ー

ズ
を

把
握

し
支

援
し

て
い

る
か、

子
ども

の
心

身
及

び
社

会
的

健
康

に
資

す
る

支
援

で
あ

る
か。


ケ

ー
ス

に
応

じ
て

適
切

な
関

係
機

関
が

関
わ

り支
援

し
て

い
る

か。


母
子

保
健

、児
童

福
祉

の
支

援
の

質
を

向
上

させ
る

た
め

に
レ

ベ
ル

ア
ップ

が必
要

な
事

項
に

つ
い

て
評

価
し、

計
画

的
に

研
修

を
実

施
ま

た
は

受
講

を進
め

る
こと

。


こど
も

と家
庭

の
支

援
に

必
要

な
サ

ー
ビス

に
つ

い
て、

国
や

東
京

都
の

動
向

を
踏

ま
え、

事
業

化
す

る
こと

。


関
係

機
関

調
整

と支
援

ネ
ット

ワ
ー

クの
充

実
を

図
る

こと
。

特
徴

的
な

取
り組

み


特
定

妊
婦

支
援

支
援

レ
ベ

ル
を

母
子

保
健

係
と相

談
担

当
で

統
一

。サ
ポ

ー
ト

プ
ラ

ン
会

議
で

特
定

妊
婦

を
決

定
し

、相
談

担
当

が
全

件
受

理
す

る
。決

定
の

会
議

で
支

援
方

針
及

び
相

談
担

当
と母

子
保

健
係

の
役

割
分

担
も

行
う。

ま
た

、出
産

3か
月

前
の

特
定

妊
婦

に
つ

い
て

母
子

保
健

係
相

談
担

当
で

進
行

管
理

会
議

（
月

1回
）

を
実

施
。

府
中

市
ヒア

リン
グ

対
象

者
：

児
童

福
祉

部
門

・母
子

保
健

部
門

セ
ン

タ
ー

長
・統

括
支

援
員

・事
務

担
当

中
規

模
型

発
達

教
育

ﾔﾝ
ｸﾞ

ｹｱ
ﾗｰ

家
庭

児
童

相
談

室
他
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ed
.

母
子

保
健

機
能

の
サ

ポ
ー

ト
プ

ラ
ン、

児
童

福
祉

機
能

の
サ

ポ
ー

ト
プ

ラ
ン

イ
メ

ー
ジ

図
サ

ポ
ー

ト
プ

ラ
ン

の
目

的
家

族
や

親
族

の
エ

ン
パ

ワ
メ

ン
ト

を
引

き
出

し
、母

子
保

健
サ

ー
ビ

ス
や

子
育

て
支

援
を

必
要

とす
る

妊
産

婦
や

子
ども

、子
育

て
世

帯
に

確
実

に
支

援
を

届
け

る
た

め
、支

援
メ

ニ
ュー

の
体

系
的

な
マ

ネ
ジ

メ
ン

ト
を

行
う「

サ
ポ

ー
ト

プ
ラ

ン
」を

作
成

し
、そ

れ
に

基
づ

く支
援

を
行

う
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合
同

会
議

イ
メ

ー
ジ

図

合
同

ケ
ー

ス
会

議


サ
ポ

ー
ト

プ
ラ

ン
会

議（
月

1回
）

（
参

加
者

）
母

子
保

健
係

と児
童

福
祉

部
門（

相
談

担
当

）
児

童
相

談
所

保
健

師
地

域
子

育
て

支
援

セ
ン

ター
は

ぐ（
地

域
子

育
て

支
援

拠
点

・利
用

者
支

援
基

本
型

）
子

ども
家

庭
支

援
セ

ン
ター

た
っち

（
子

ども
と家

庭
の

総
合

相
談

の
一

部
委

託・
地

域
子

育
て

支
援

拠
点・

利
用

者
支

援
事

業
基

本
型）


（

実
施

内
容

）
妊

婦
台

帳
、こ

ども
の

台
帳

を
基

に
支

援
レ

ベ
ル

の
確

認
とプ

ラン
の

確
認相

互
の

支
援

方
針

を
検

討
・決

定
。



 

 

 
 
 

158 

 

83
©

 2
02

4 
KP

M
G

 C
on

su
ltin

g 
C

o.
, L

td
., a

 c
om

pa
ny

 e
st

ab
lis

he
d 

un
de

r t
he

 J
ap

an
 C

om
pa

ni
es

 A
ct

 a
nd

 a
 m

em
be

r f
irm

 o
f th

e 
KP

M
G

 g
lo

ba
l o

rg
an

iz
at

io
n 

of
 in

de
pe

nd
en

t m
em

be
r

fir
m

s 
af

fili
at

ed
 w

ith
 K

PM
G

 In
te

rn
at

io
na

l L
im

ite
d,

 a
 p

riv
at

e 
En

gl
is

h 
co

m
pa

ny
 lim

ite
d 

by
 g

ua
ra

nt
ee

. A
ll r

ig
ht

s 
re

se
rv

ed
.

母
子

保
健

取
組

内
容

母
子

保
健

機
能

の
サ

ポ
ー

ト
プ

ラ
ン（

別
添

参
照

）


こど
も

家
庭

セ
ン

タ
ー

（
母

子
保

健
機

能
）

に
お

い
て

作
成

す
る

サ
ポ

ー
ト

プ
ラ

ン

府
中

市
ヒア

リン
グ

対
象

者
：

児
童

福
祉

部
門

・母
子

保
健

部
門

セ
ン

タ
ー

長
・統

括
支

援
員

・事
務

担
当

母
子

保
健

機
能

の
サ

ポ
ー

ト
プ

ラ
ン、

児
童

福
祉

機
能

の
サ

ポ
ー

ト
プ

ラ
ン

とも
に

令
和

5年
度

中
に

準
備

予
定

。手
交

方
法

に
つ

い
て、

検
討

中
で

あ
る。

中
規

模
型

１
．

対
象 【特

定
妊

婦
】や

【要
保

護
児

童
等

の
段

階
で

は
な

い
が

児
童

福
祉

分
野

との
協

議
が

必
要

と考
え

られ
る

家
庭】

＝
特

定
妊

婦
、母

子
保

健
係

台
帳

のA
、B

の
ケ

ー
ス

（
現

在
の

支
援

プ
ラン

の
対

象
は

サ
ポ

ー
トプ

ラン
の

対
象）

２
．

ポ
イ

ン
ト

リス
クの

着
目

だ
け

で
な

く、
相

談
の

中
で

ニ
ー

ズ
に

着
目

す
る

こと
が

重
要

。ニ
ー

ズ
の

把
握

に
お

い
て

は
、対

象
者

との
信

頼
関

係
が

必
要

で
あ

り、
関

係
性

構
築

の
過

程
と

し
て

サ
ポ

ー
トプ

ラン
が

作
成

、手
交

され
る。

サ
ポ

ー
トプ

ラン
は

当
事

者
と一

緒
に

支
援

を
考

え
る

ツ
ー

ル。

３
．

主
な

業
務

フロ
ー

①
妊

娠
届

出
、健

診
等

の
機

会
に

支
援

の
必

要
な

家
庭

を
把

握。
個

別
の

サ
ポ

ー
トプ

ラン
を

作
成

。
②

合
同

会
議

（
現

支
援

プ
ラン

会
議

）
を

開
催

。相
互

の
支

援
方

針
を

検
討

・決
定

。
③

相
談

担
当

と協
働

し
な

が
らサ

ポ
ー

トプ
ラン

を
更

新
し、

当
事

者
に

手
交

。
④

サ
ポ

ー
トプ

ラン
に

基
づ

く支
援

を
実

施
。

４
．

これ
ま

で
の

支
援

プ
ラン

か
らの

変
更

点
・特

定
妊

婦
に

作
成

し
て

い
た

支
援

プ
ラン

を
サ

ポ
ー

トプ
ラン

に
変

更
。市

民
と手

交
す

る
も

の
に

な
る

の
で、

本
人

が
見

て
も

よ
い

情
報

の
み

を
記

載
（

そ
れ

以
外

の
情

報
は

妊
娠

届
原

本
に

記
載

）
。

・地
区

担
当

が
支

援
す

る
ケ

ー
ス（

母
子

保
健

係
台

帳
A,

B）
に

つ
い

て
も

サ
ポ

ー
トプ

ラン
を

作
成

す
る。

（
これ

ま
で

は
特

定
妊

婦
の

み
作

成
だ

った
）

・母
子

保
健

係
台

帳
Aケ

ー
ス

に
つ

い
て

は
、母

子
保

健
係

か
相

談
担

当
の

い
ず

れ
か

で
サ

ポ
ー

トプ
ラン

を
作

成
す

る。

発
達

教
育

ﾔﾝ
ｸﾞ

ｹｱ
ﾗｰ

家
庭

児
童

相
談

室
他
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児
童

福
祉

取
組

内
容

児
童

福
祉

機
能

の
サ

ポ
ー

ト
プ

ラ
ン（

別
添

参
照

）


こど
も

家
庭

セ
ン

タ
ー

（
児

童
福

祉
機

能
）

に
お

い
て

作
成

す
る

サ
ポ

ー
ト

プ
ラ

ン（
令

和
6年

4月
か

ら
新

設
さ

れ
る

プ
ラ

ン）

府
中

市
ヒア

リン
グ

対
象

者
：

児
童

福
祉

部
門

・母
子

保
健

部
門

セ
ン

タ
ー

長
・統

括
支

援
員

・事
務

担
当

母
子

保
健

機
能

の
サ

ポ
ー

ト
プ

ラ
ン、

児
童

福
祉

機
能

の
サ

ポ
ー

ト
プ

ラ
ン

とも
に

令
和

5年
度

中
に

準
備

予
定

。手
交

方
法

に
つ

い
て、

検
討

中
で

あ
る。

中
規

模
型

１
．

対
象 ・母

子
並

び
に

乳
児

及
び

幼
児

の
心

身
の

状
態

に
応

じ、健
康

の
保

持
及

び
増

進
に

関
す

る
支

援
を

必
要

とす
る

者。
・虐

待
の

当
該

児
童

とそ
の

保
護

者、
特

定
妊

婦
Aケ

ー
ス。

・要
支

援
児

童
等

に
は

当
て

は
ま

らな
い

も
の

の、子
の

養
育

に
不

安
を

抱
え、

行
政

機
関

か
らの

継
続

的
な

支
援

を
希

望
す

る
児

童
とそ

の
保

護
者

及
び

妊
婦。

２
．

ポ
イ

ン
ト

手
交

に
つ

い
て

は、
保

護
者

面
接

時
や

サ
ー

ビス
導

入
時

に
手

交
す

る
こと

とす
る。

【例
】

・虐
待

で
受

理
し

て
保

護
者

面
接

を
す

る
とき。

（
保

護
者

の
同

意
が

取
れ

そ
うな

場
合）

・育
児

支
援

家
庭

訪
問

事
業

や
子

育
て

世
帯

訪
問

支
援

事
業

や
支

援
対

象
等

見
守

り強
化

事
業

等
を

導
入

す
る

とき
。

３
．

主
な

業
務

フロ
ー

①
受

理
会

議
で

虐
待

ケ
ー

ス
の個

別
の

サ
ポ

ー
トプ

ラン
を

作
成

。
②

合
同

会
議

（
現

支
援

プ
ラン

会
議

）
を

開
催

。相
互

の
支

援
方

針
を

検
討

・決
定

。
③

母
子

保
健

係
と協

働
し

な
が

らサ
ポ

ー
トプ

ラン
を

更
新

し、
当

事
者

に
手

交
。

④
サ

ポ
ー

トプ
ラン

に
基

づ
く支

援
を

実
施

。

４
．

これ
ま

で
の

支
援

プ
ラン

か
らの

変
更

点
・受

理
会

議
で作

成
し

て
い

た
支

援
プ

ラン
を

サ
ポ

ー
トプ

ラン
に

変
更。

・市
民

と手
交

す
る

も
のは

別
途

対
面

で
協

働
作

成
。

・母
子

保
健

係
台

帳
Aケ

ー
ス

に
つ

い
て

は
、母

子
保

健
係

か
相

談
担

当
の

い
ず

れ
か

で
サ

ポ
ー

トプ
ラン

を
作

成
す

る。

発
達

教
育

ﾔﾝ
ｸﾞ

ｹｱ
ﾗｰ

家
庭

児
童

相
談

室
他
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母
子

保
健

と児
童

福
祉

が
同

じ
棟

内
で

業
務

に
あ

た
る

こと
で

、コ
ミュ

ニ
ケ

ー
シ

ョン
が

電
話

主
体

か
ら

対
面

へ
と移

行
。立

地
面

で
は

、地
域

住
民

へ
の

サ
ー

ビ
ス

レ
ベ

ル
が

大
き

く向
上

設
立

に
当

た
って

の
課

題
、課

題
を

どの
よ

うに
乗

り越
え

た
か


母

子
保

健
担

当
と児

童
福

祉
担

当（
約

50
名

）
を

全
員

収
容

可
能

な
施

設
が

な
く課

題
とな

って
い

た
が、子

育
て

世
代

包
括

支
援

セ
ン

ター
「み

らい
」に

は
健

診
会

場
を

設
置

し
て

お
り、

執
務

室
も

隣
接

し
て

お
り 、

懸
念

点
は

解
消

され
て

い
る。

府
中

市
ヒア

リン
グ

対
象

者
：

児
童

福
祉

部
門

・母
子

保
健

部
門

セ
ン

タ
ー

長
・統

括
支

援
員

・事
務

担
当

現
在

、検
討

が
必

要
と考

え
て

い
る

点


サ
ポ

ー
ト

プ
ラ

ン
の

変
更

タ
イ

ミン
グ


状

況
が

変
化

し
た

際、
サ

ポ
ー

トプ
ラン

の
変

更
を

どの
よ

うな
タイ

ミン
グ

で
実

施
し、ど

の
よ

うに
保

存
し、

どの
よ

うに
手

渡
し

て
い

くの
か

イ
メー

ジ
が

つ
い

て
い

な
い。


児

童
虐

待
の

予
防

な
ど


予

防
視

点
で

母
子

保
健

に
お

い
て

不
足

し
て

い
る

も
の

や、児
童

福
祉

で
あ

った
らよ

い
も

の、
とい

うよ
うに

サ
ー

ビス
全

体
の

検
討

を
引

き
続

き
進

め
て

い
くこ

とが
必

要。


妊
婦

支
援

の
充

実
も

さら
に

図
って

い
くこ

とが
必

要。
そ

の
他

、児
童

福
祉

部
門

で
は、

自
立

す
る

子
ども

を
増

や
し

て
い

く取
組

み
の

検
討

が
必

要。

成
果

・得
ら

れ
た

効
果


母

子
保

健
業

務
と児

童
福

祉
業

務
を

同
じ

棟
内

で
業

務
に

あ
た

る
こと

が
可

能
とな

り
、コ

ミュ
ニ

ケ
ー

シ
ョン

が
電

話
主

体
か

ら対
面

へ
と移

行
し

た
こと

は
大

き
い。


健

診
会

場
も

同
じ

棟
内

に
設

置
され

て
お

り 、そ
の

場
で

問
題

が
あ

れ
ば

児
童

福
祉

部
門

も
一

緒
に

早
期

介
入

が
で

き
る

よ
うに

な
った。


乳

幼
児

へ
の

虐
待

通
告

が
あ

った
場

合、
母

子
保

健
か

ら直
接

情
報

を
受

け
取

り、
連

携
が

出
来

る
よ

うに
な

った
。従

来
で

あ
れ

ば
経

緯
を

詳
細

に
見

る
こと

が
で

き
な

か
った

た
め、

母
子

保
健

側
に

都
度

説
明

す
る

必
要

が
あ

った
が、そ

れ
も

不
要

に
な

りス
ピ

ー
デ

ィー
な

対
応

が
可

能
とな

って
い

る。


母
子

保
健

係
は

通
告

対
応

か
ら支

援
ま

で
の

一
連

の
流

れ、相
談

担
当

は
母

子
保

健
事

業
に

つ
い

て
理

解
を

深
め

る
場

とし
て

も
機

能
し

連
携

強
化

に
繋

が
った。


地

域
住

民
か

らの
評

判


セ
ン

ター
が

商
業

施
設

の
中

に
入

って
い

る
こと

か
ら、駅

か
らの

利
便

性
も

向
上

し
た。


統

括
支

援
員

を
設

置
し

た
こと

に
よ

る
効

果
も

発
揮

され
て

い
る。


リス

クの
高

い
特

定
妊

婦
の

場
合

、母
子

保
健

を
中

心
に

妊
娠

期
か

ら支
援

に
関

わ
り、

出
産

後
に

懸
念

の
あ

る
場

合
は、

児
童

福
祉

部
門

か
ら児

童
相

談
所

へ
特

定
妊

婦
の

連
絡

を
入

れ
て

い
る。

ケ
ー

ス
会

議
も

実
施

し
な

が
ら児

童
相

談
所

に
も

入
って

い
た

だ
き

見
極

め
て

い
る。


相

談
担

当
、母

子
保

健
係

に
対

し
て

客
観

的
な

立
場

か
ら、的

確
に

助
言

（
個

別
ケ

ー
ス

検
討

会
議

の
開

催
や

児
相

へ
の

連
絡

タイ
ミン

グ
等）

す
る

こと
が

出
来

る。


困
難

事
例

は
母

子
保

健
係

の、
特

定
妊

婦
に

つ
い

て
は

相
談

担
当

の
関

与
が

希
薄

に
な

って
い

な
い

か
を

常
時

確
認

し、両
機

能
が

発
揮

で
き

る
よ

う調
整

す
る

こと
が

出
来

る。

中
規

模
型

発
達

教
育

ﾔﾝ
ｸﾞ

ｹｱ
ﾗｰ

家
庭

児
童

相
談

室
他



 

 

 
 
 

161 

 

86
©

 2
02

4 
KP

M
G

 C
on

su
ltin

g 
C

o.
, L

td
., a

 c
om

pa
ny

 e
st

ab
lis

he
d 

un
de

r t
he

 J
ap

an
 C

om
pa

ni
es

 A
ct

 a
nd

 a
 m

em
be

r f
irm

 o
f th

e 
KP

M
G

 g
lo

ba
l o

r g
an

iz
at

io
n 

of
 in

de
pe

nd
en

t m
em

be
r

fir
m

s 
af

fili
at

ed
 w

ith
 K

PM
G

 In
te

rn
at

io
na

l L
im

ite
d,

 a
 p

riv
at

e 
En

gl
is

h 
co

m
pa

ny
 lim

ite
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ll r
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ht

s 
re
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rv

ed
.

母
子

保
健

係
サ

ポ
ー

ト
プ

ラ
ン（

案
）

【
】さ

ん
の

サ
ポ

ー
トプ

ラン
作

成
日

年
月

日

お
名

前

家 族 構 成

生
年

月
日

分
娩

予
定

日

町
名

項
目

状
況

・希
望

す
る

こ
と

ご 心 配 や お 困 り ご と

か
ら

だ
や こ
こ

ろ

１
□

身
体

面
２

□
精

神
面

３
□

予
定

外
で

と
ま

ど
い

が
あ

る
４

□
不

安
５

□
多

胎
６

□
妊

婦
の

年
齢

（
25

歳
以

下
）

７
□

胎
児

の
健

康
面

８
□

流
産

、
死

産
の

経
験

９
□

妊
娠

に
気

付
か

な
か

っ
た

10
□

そ
の

他
（

）

家
族

１
□

サ
ポ

ー
タ

ー
が

い
な

い
・少

な
い

２
□

家
族

が
病

気
、

障
害

が
あ

る
３

□
日

本
語

で
の

や
り

と
り

が
難

し
い

４
□

そ
の

他
（

）

生
活

面

１
□

経
済

的
な

不
安

２
□

住
ま

い
の

不
安

３
□

仕
事

の
不

安
４

□
出

産
病

院
が

未
定

５
□

そ
の

他
（

）
目

標
/

な
り

た
い

将
来

の
姿

妊
婦

さ
ん

が
す

る
こ

と

ご
家

族
が

す
る

こ
と

支
援

者
が

お
手

伝
い

で
き

る
こ

と

利
用

で
き

る
サ

ポ
ー

ト
( 頻

度
)

□
マ

マ
パ

パ
応

援
隊

（
）

□
フ

ァミ
リー

サ
ポ

ー
ト

事
業

（
）

□
産

後
ケ

ア
（

）
□

生
活

困
窮

相
談

（
）

□
は

じ
め

て
の

パ
パ

マ
マ

学
級

（
）

□
こ

ん
に

ち
は

赤
ち

ゃ
ん

訪
問

（
）

□
産

婦
人

科
・小

児
科

オ
ン

ラ
イ

ン
子

育
て

相
談

事
業

（
）

□
み

ら
い

母
子

保
健

係
の

地
区

担
当

や
助

産
師

等
の

面
接

訪
問

（
）

□
み

ら
い

相
談

担
当

の
地

区
担

当
の

面
接

訪
問

（
）

□
そ

の
他

：
シ

ョー
ト

ス
テ

ィ
一

時
保

育
リフ

レ
ッシ

ュ
保

育
子

育
て

ひ
ろ

ば
（

）

サ
ポ

ー
ト

プ
ラ

ン
の

見
直

し
時

期
年

月
日

（
予

定
）

府
中

市
子

育
て

世
代

包
括

支
援

セ
ン

タ
ー

み
ら

い
担

当
連

絡
先

切
れ

目
な

い
支

援
の

た
め

、
関

係
機

関
と

プ
ラ

ン
の

内
容

を
共

有
す

る
こ

と
に

つ
い

て
同

意
し

ま
す

。

（
妊

婦
さ

ん
ご

本
人

署
名

）
（

日
付

）
年

月
日

妊
婦

サ
ポ

ー
トプ

ラン
（

手
交

用
）

子
ども

サ
ポ

ー
トプ

ラン
（

手
交

用
）

【
】さ

ん
の

サ
ポ

ー
トプ

ラン
（

乳
幼

児
用

） 作
成

日
年

月
日

お
子

さ
ん

の
お

名
前

家 族 構 成
生

年
月

日

町
名

項
目

状
況

・希
望

す
る

こ
と

ご 心 配 や お 困 り ご と

子
ど

も
の

発
育

、
発

達

１
□

行
動

面
（

□
落

ち
着

き
が

な
い

□
か

ん
し

ゃ
く

□
こ

だ
わ

り
）

２
□

こ
ど

ば
の

発
達

（
□

ゆ
っ

くり
□

不
明

瞭
□

吃
音

）
３

□
社

会
性

（
□

友
達

と
の

ト
ラ

ブ
ル

□
友

達
に

興
味

が
な

い
□

集
団

活
動

が
う

ま
くい

か
な

い
）

４
□

か
ら

だ
の

発
達

が
ゆ

っ
くり

５
□

病
気

や
障

害
の

疑
い

や
診

断
が

あ
る

６
□

そ
の

他
（

）

育
児

の
不

安

１
□

心
配

事
が

多
い

２
□

一
人

の
時

間
が

な
く疲

れ
て

い
る

３
□

育
児

が
つ

ら
い

４
□

子
ど

も
と

の
関

わ
り

方
を

知
り

た
い

５
□

き
ょう

だ
い

の
育

児
に

困
っ

て
い

る
６

□
イ

ヤ
イ

ヤ
期

の
対

応
に

困
っ

て
い

る
７

□
し

つ
け

・叱
り

方
を

知
り

た
い

８
□

そ
の

他
（

）

家
族

、
サ

ポ
ー

ト

１
□

家
族

以
外

の
サ

ポ
ー

タ
ー

が
い

な
い

・少
な

い
２

□
家

族
の

協
力

が
な

い
・少

な
い

３
□

保
護

者
の

身
体

面
４

□
保

護
者

の
精

神
面

５
□

日
本

語
で

の
や

り
と

り
が

難
し

い
６

□
そ

の
他

（
）

生
活

面

１
□

経
済

的
な

不
安

２
□

住
ま

い
の

不
安

３
□

仕
事

の
不

安
４

□
そ

の
他

（
）

目
標

/
な

り
た

い
将

来
の

姿

保
護

者
が

す
る

こ
と

お
子

さ
ん

が
す

る
こ

と

支
援

者
が

お
手

伝
い

で
き

る
こ

と

利
用

で
き

る
サ

ポ
ー

ト
( 頻

度
)

□
マ

マ
パ

パ
応

援
隊

（
）

□
子

育
て

ひ
ろ

ば
（

）
□

産
後

ケ
ア

（
）

□
生

活
困

窮
相

談
（

）
□

こ
ど

ば
と

こ
こ

ろ
の

相
談

（
）

□
助

産
師

相
談

（
）

□
産

婦
人

科
・小

児
科

オ
ン

ラ
イ

ン
子

育
て

相
談

事
業

（
）

□
み

ら
い

母
子

保
健

係
の

地
区

担
当

や
助

産
師

等
の

面
接

訪
問

（
）

□
み

ら
い

相
談

担
当

の
地

区
担

当
の

面
接

訪
問

（
）

□
そ

の
他

：
シ

ョー
ト

ス
テ

ィ
一

時
保

育
リフ

レ
ッシ

ュ
保

育
フ

ァミ
リー

サ
ポ

ー
ト

事
業

（
）

サ
ポ

ー
ト

プ
ラ

ン
の

見
直

し
時

期
年

月
日

（
予

定
）

府
中

市
子

育
て

世
代

包
括

支
援

セ
ン

タ
ー

み
ら

い
担

当
連

絡
先

切
れ

目
な

い
支

援
の

た
め

、
関

係
機

関
と

プ
ラ

ン
の

内
容

を
共

有
す

る
こ

と
に

つ
い

て
同

意
し

ま
す

。

（
保

護
者

署
名

）
（

日
付

）
年

月
日
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手
交

し
な

い
サ

ポ
ー

トプ
ラン

こど
も

サ
ポ

ー
トプ

ラン
（

手
交

用
）

児
童

福
祉

サ
ポ

ー
ト

プ
ラ

ン（
案

）

府
中

市
子

育
て世

代
包

括
支

援
セン

ター
み

らい
管

理
番

号
R5

－
1

サ
ポ

ー
トプ

ラン
案

様

目
標

負
担

感
を軽

減
でき

るよ
うに

親
族

支
援

が得
られ

る
子

育
てス

キル
の情

報
を得

て、
子

ども
とよ

りよ
い関

係
が築

ける
必

要
な

情
報

提
供

を受
け必

要
な

支
援

が受
けら

れ
る

見
守

りす
る人

・機
関

が増
え、

本
人

の安
全

・安
心

が守
られ

てい
る

その
他

）

現
在

の関
係

機
関

母
子

保
健

係
世

帯
構

成
（

ジェ
ノグ

ラム
）

保
育

所
（

園
）

幼
稚

園

学
校

学
童

クラ
ブ

障
害

者
福

祉
課

生
活

福
祉

課
母

子
父

子
自

立
支

援
担

当
教

育
セン

ター

医
療

機
関

警
察

児
童

相
談

所
その

他
（

うま
くい

って
いる

こと
・強

み

心
配

な
状

況
・

うま
くい

って
いな

いこ
と

居
住

環
境

（
不

衛
生

、狭
小

等
）

保
護

者
の理

解
力

・コ
ミュ

ニケ
ーシ

ョン
力

経
済

状
況

（
困

窮
、不

安
定

、多
額

の借
金

等
）

育
児

・し
つけ

への
困

難
感

、偏
った

考
え

家
族

状
況（

保
護

者
が

若
年

、血
縁

な
い

親
子

、ひ
とり

親
等

）
本

人
の疾

患
、障

害

父
母

の関
係

（D
V、

不
和

、協
力

がな
い等

）
本

人
の性

格
や

行
動

（
非

行
、不

登
校

等
）

親
族

・友
人

のサ
ポー

ト不
足

きょ
うだ

いの
疾

病
、障

害

周
囲

のサ
ポー

トに
拒

否
的

その
他

（
）

保
護

者
の疾

患
、障

害

支
援

方
針

訪
問

・来
所

相
談

頻
度

・次
回

：
）

電
話

相
談

頻
度

・次
回

：
）

サー
ビス

導
入

具
体

的
に：

）

関
係

機
関

調
整

具
体

的
に：

）

関
係

機
関

見
守

り
具

体
的

に：
）

その
他

具
体

的
に：

）

備
考

（
注

）
サー

ビス
は

利
用

にあ
たり

、別
途

登
録

等
が必

要
とな

る場
合

があ
りま

す
。 【担

当
機

関
】

機
関

名
子

育
て世

代
包

括
支

援
セン

ター
「み

らい
」

住
所

府
中

市
宮

町
１

-４
１

フォ
ーリ

ス３
階

電
話

番
号

０
４

２
-３

１
９

－
０

０
７

２
FA

X
０

４
２

-３
３

４
－

５
５

３
９

この
サポ

ート
プラ

ンの
作

成
が必

要
と認

めら
れ

た場
合

、又
は

子
育

て世
代

包
括

支
援

セン
ター

にお
ける

支
援

の実
施

にあ
たり

連
携

等
を必

要
とす

る場
合

、若
しく

は
その

両
方

を必
要

とす
る場

合
には

、サ
ポー

トプ
ラン

を作
成

す
るこ

と、
関

係
機

関
と情

報
共

有
をす

るこ
と及

びそ
の両

方
につ

いて
同

意
しま

す
。

（
本

人
署

名
）

（
記

入
日

）
年

月
日

【
さん

】サ
ポ

ー
トプ

ラン
（

こど
も

用
）

お
子

さん
の

す
こや

か
な

育
ち

を
ご

家
族

と一
緒

に
私

た
ち

も
サ

ポ
ー

ト
し

て
い

き
た

い
と思

い
ま

す
。

そ
の

た
め

、お
子

さん
の

希
望

が
叶

うよ
う、

この
「サ

ポ
ー

ト
プ

ラン
」な

どを
使

い
な

が
ら、

お
子

さん
や

ご
家

族
と一

緒
に

考
え

、お
手

伝
い

を
い

た
し

ま
す

。

作
成

日
年

月
日

こど
も

の
名

前
こど

も
の

所
属

保
護

者
の

名
前

こど
も

保
護

者
気

に
な

る
こと

希
望

す
る

こと
こど

も
・保

護
者

・支
援

者
が

一
緒

に
解

決
を

目
指

し
て

い
くこ

と

今
す

ぐ取
り込

む
こと

な
りた

い
将

来
の

姿

目
標

こど
も

が
す

る
こと

ご
家

族
が

す
る

こと

支
援

者
が

お
手

伝
い

で
き

る
こと

今
後

利
用

す
る

サ
ポ

ー
ト

事
業

、
頻

度
・時

間
関

係
機

関
担

当
者

サ
ポ

ー
ト

プ
ラン

の
見

直
し

時
期

年
月

日
（

予
定

）

府
中

市
子

育
て

世
代

包
括

支
援

セ
ン

ター
み

らい
担

当
連

絡
先

04
2－

31
9-

00
72

切
れ

目
の

な
い

支
援

の
た

め
、関

係
機

関
とプ

ラン
の

内
容

を
共

有
す

る
こと

に
つ

い
て

同
意

し
ま

す
。

（
保

護
者

氏
名

）
（

日
付

）
年

月
日
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松
戸

市
ヒア

リン
グ

対
象

者
：

児
童

福
祉

部
門

・母
子

保
健

部
門

セ
ン

タ
ー

長
・統

括
支

援
員

・事
務

担
当

同
一

課
内

で
母

子
保

健
と児

童
福

祉
を

所
管

し、
既

に
一

体
的

な
運

用
を

実
施

し
て

い
る

こと
か

ら、
法

施
行

前
（

令
和

6年
前

）
に

、組
織

名
称

を
こど

も
家

庭
セ

ン
タ

ー
に

改
称

し、
運

用
を

開
始

組
織

体
制

【組
織

体
制

】
•

児
童

福
祉

は
中

央
に

集
約

、母
子

保
健

は
市

内
3ヶ

所
（

中
央

・小
金

・常
盤

平
）

（
中

央
は

3階
に

児
童

福
祉

の
方

が
い

て
、1

階
に

母
子

保
健

の
方

が
い

る
）

•
組

織
体

制
は

母
子

保
健

担
当

室
、家

庭
児

童
相

談
担

当
他

2係
で

構
成

（
右

図
参

照
）

•
各

担
当

や
事

業
を

つ
な

ぐ役
割

とし
て

、調
整

員
※

1、
統

括
支

援
員

を
配

置
※

1
地

域
との

つ
な

が
りや

、予
防

に
係

る
事

業、
シ

ョー
トス

テ
イ、

子
育

て
世

帯
訪

問
支

援
事

業
を

中
心

に
ケ

ー
ス

ワ
ー

クと
事

業
を

つ
な

ぐ役
割

とし
て

、庶
務

事
務

班
に

配
置

【セ
ン

タ
ー

長
・統

括
支

援
員

】
•

セ
ン

タ
ー

長
課

長
職

（
前

子
ども

家
庭

相
談

課
長

）
が

担
当

•
統

括
支

援
員

親
子

す
こ

や
か

セ
ン

タ
ー

（
中

央
保

健
福

祉
セ

ン
タ

ー
）

の
保

健
師

が
担

当
親

子
す

こ
や

か
セ

ン
タ

ー
の

保
健

師
長

(管
理

職
)で

あ
り

、
市

内
3箇

所
の

親
子

す
こ

や
か

セ
ン

タ
ー

の
リー

ダ
ー

とし
て

取
りま

とめ
の

役
割

を
担

って
い

る

基
礎

情
報

こど
も

家
庭

セ
ン

タ
ー

設
置

の
経

緯
・背

景

•
人

口
※

1 ：
49

7,
41

1
人

•
出

生
数

※
2 ：

3,
04

3
人

•
0～

18
歳

未
満

人
口

※
1 ：

67
,7

13
人

•
要

保
護

児
童

数
※

2 ：
1,

40
0

人
•

要
支

援
児

童
数

※
2 ：

18
6

人
•

特
定

妊
婦

数
※

2 ：
18

人
•

児
童

虐
待

相
談

対
応

件
数

※
2 ：

1,
40

0
件

•
合

計
特

殊
出

生
率

※
3
：

1.
10

 %
•

低
出

生
体

重
児

数
※

3
：

28
6

人
•

妊
娠

届
出

数
※

2 ：
3,

16
7

件
•

こ
ども

家
庭

セ
ン

タ
ー

の
設

置
個

所
数

：
1ヵ

所
•

こ
ども

家
庭

セ
ン

タ
ー

の
名

称
：

こ
ども

家
庭

セ
ン

タ
ー

平
成

25
年

4月
•

児
童

福
祉

と母
子

保
健

を
担

う課
とし

て
、子

ども
家

庭
相

談
課

※
1

を
設

置
※

1
子

育
て

支
援

課
の

家
庭

児
童

相
談

室
で

行
って

い
た

子
ども

家
庭

相
談

や
要

対
協

業
務

と母
子

保
健

を
統

合

平
成

28
年

4月
•

市
内

3箇
所

の
保

健
福

祉
セ

ン
タ

ー
内

に
、親

子
す

こ
や

か
セ

ン
タ

ー
（

子
育

て
世

代
包

括
支

援
セ

ン
タ

ー
）

※
2
設

置
※

2
所

管
は

、子
ども

家
庭

相
談

課
（

母
子

保
健

担
当

室
）

平
成

29
年

4月
•

子
ども

家
庭

相
談

課
内

に
、子

ども
家

庭
総

合
支

援
拠

点
を

設
置

令
和

5年
4月

•
子

ども
家

庭
相

談
課

を
こ

ども
家

庭
セ

ン
タ

ー
に

改
称

統
括

支
援

員
を

配
置

※
1：

令
和

4年
10

月
1日

現
在

※
2：

令
和

4年
度

※
3：

令
和

4年
1月

1日
～

12
月

31
日

施
設

形
態

イ
メ

ー
ジ

︓
例

1に
該

当

発
達

教
育

ﾔﾝ
ｸﾞ

ｹｱ
ﾗｰ

家
庭

児
童

相
談

室
他

中
規

模
型

子
ども

部

こ
ども

家
庭

セ
ン

タ
ー

小
金

保
健

福
祉

セ
ン

タ
ー

常
盤

平
保

健
福

祉
セ

ン
タ

ー

親
子

す
こ

や
か

セ
ン

タ
ー

中
央

（
子

育
て

世
代

包
括

支
援

セ
ン

タ
ー

）

家
庭

児
童

相
談

担
当、

庶
務

事
務

担
当

、婦
人

相
談

担
当

中
央

保
健

福
祉

セ
ン

タ
ー

子
ども

家
庭

総
合

支
援

拠
点

母
子

保
健

担
当

室

中
央

保
健

福
祉

セ
ンタ

ー
庁

舎
内

親
子

す
こや

か
セ

ンタ
ー

小
金

（
子

育
て世

代
包

括
支

援
セ

ンタ
ー

）

親
子

す
こや

か
セ

ンタ
ー

常
盤

平
（

子
育

て世
代

包
括

支
援

セ
ンタ

ー
）
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統
括

支
援

員
は

両
分

野
の

連
携

調
整

・一
体

的
支

援
の

方
針

決
定

・会
議

の
開

催
進

行
を

担
う

親
子

す
こや

か
セ

ン
タ

ー
の

保
健

師
長

とし
て

豊
富

な
経

験
を

有
す

る
職

員
を

登
用

松
戸

市
ヒア

リン
グ

対
象

者
：

児
童

福
祉

部
門

・母
子

保
健

部
門

セ
ン

タ
ー

長
・統

括
支

援
員

・事
務

担
当

取
組

内
容

統
括

支
援

員

選
定

方
法


既

存
組

織
に

お
い

て、
児

童
福

祉
と母

子
保

健
の

つ
な

ぎ
役

を
担

って
い

る
親

子
す

こや
か

セ
ン

ター
の

リー
ダ

ー
役

で
あ

る
保

健
師

長（
管

理
職

）
を

選
定

し
た。


統

括
支

援
員

の
意

見
は

児
童

福
祉

と母
子

保
健

の
一

体
的

支
援

体
制

を
決

め
る

重
要

な
ポ

ジ
シ

ョン
に

な
る。児

童
福

祉
と母

子
保

健
の

連
携

に
お

い
て、

福
祉

寄
りに

な
る

傾
向

が
あ

る
の

で、
母

子
保

健
の

意
向

を
汲

み
つ

つ、
児

童
福

祉
との

調
整

を
図

れ
る

人
材

が
必

要
か

と思
って

い
る。

業
務

内
容


母

子
保

健
と児

童
福

祉
の

連
携

調
整

令
和

６
年

度
に

向
け

た
母

子
保

健
と児

童
福

祉
の

一
体

的
組

織
運

営
に

関
す

る
プ

ロ
ジ

ェク
トを

主
催

母
子

保
健

と児
童

福
祉

で
の

連
携

支
援

が
必

要
な

ケ
ー

ス
に

つ
い

て
相

談
を

受
け

対
応


合

同
ケ

ー
ス

会
議

の
開

催
特

定
妊

婦
及

び
母

子
保

健
か

ら児
童

福
祉

へ
の

通
告

時
に

開
催

令
和

6年
度

よ
り上

記
に

加
え

て
月2

回
程

度
開

催
予

定
合

同
ケ

ー
ス

の
選

定
、進

行
、取

りま
とめ

及
び

進
捗

管
理

特
徴

的
な

取
り組

み


松

戸
市

で
は

、「
調

整
員

」と
い

う職
員

を
配

置
し

て
い

る。
地

域
との

つ
な

が
りの

強
化

や
、予

防
的

な
事

業
、シ

ョー
トス

テ
イ

、子
育

て
世

帯
訪

問
支

援
事

業
な

どを
中

心
に、

ケ
ー

ス
ワ

ー
クと

事
業

の
繋

ぎ
を

円
滑

に
す

る
こと

を
主

た
る

業
務

とし
て

い
る。


従

来
は

、母
子

保
健

担
当

、親
子

す
こや

か
セ

ン
ター

の
担

当
、児

童
福

祉
担

当
が

、そ
れ

ぞ
れ

ケ
ー

ス
ワ

ー
クの

中
で

地
域

との
連

携
や

事
業

の
調

整
を

行
って

い
た

が
、ケ

ー
ス

担
当

者
の

負
担

軽
減

の
た

め
、事

業
は

事
業

とい
った

よ
うに

令
和

5年
度

か
らケ

ー
ス

担
当

と事
業

担
当

を
明

確
に

分
け

て
業

務
分

担
を

行
った

。


調
整

員
と統

括
支

援
員

が
協

力
し

て
お

互
い

の
分

野
の

関
係

機
関

や
地

域
の

社
会

資
源

の
方

な
どと

連
携

す
る

こと
が

で
き

て
い

る
と

、普
段

の
活

動
に

活
か

され
、す

べ
て

の
人

が
動

き
や

す
くな

る
の

か
と思

って
い

る。

中
規

模
型

発
達

教
育

ﾔﾝ
ｸﾞ

ｹｱ
ﾗｰ

家
庭

児
童

相
談

室
他
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松
戸

市
ヒア

リン
グ

対
象

者
：

児
童

福
祉

部
門

・母
子

保
健

部
門

セ
ン

タ
ー

長
・統

括
支

援
員

・事
務

担
当

母
子

保
健

機
能

の
サ

ポ
ー

ト
プ

ラ
ン 、

児
童

福
祉

機
能

の
サ

ポ
ー

ト
プ

ラ
ン

とも
に

令
和 6

年
度

か
ら

の
運

用
に

向
け

て、
児

童
福

祉
の

シ
ス

テ
ム

を
活

用
し

た
サ

ポ
ー

ト
プ

ラ
ン

の
作

成
を

検
討

中
取

組
内

容

サ
ポ

ー
ト

プ
ラ

ン


こ
ども

家
庭

セ
ン

タ
ー（

母
子

保
健

機
能）

に
お

い
て

作
成

す
る

サ
ポ

ー
ト

プ
ラ

ン（
旧

支
援

プ
ラ

ン）


支
援

プ
ラン

運
用

中。
サ

ポ
ー

トプ
ラン

に
つ

い
て

は、
令

和
6年

度
か

らの
運

用
に

向
け

て、
児

童
福

祉
版

と同
じ

シ
ス

テ
ム

に
て

妊
婦

版（
特

定
妊

婦
用

）
に

つ
い

て
検

討
中

。


こ
ども

家
庭

セ
ン

タ
ー（

児
童

福
祉

機
能）

に
お

い
て

作
成

す
る

サ
ポ

ー
ト

プ
ラ

ン（
令

和
6年

4月
か

ら
新

設
さ

れ
る

プ
ラ

ン。
児

童
記

録
票

とは
異

な
る）


令

和
6年

度
か

らの
運

用
に

向
け

て、
様

式
及

び
シ

ス
テ

ム
改

修、
運

用
方

法
に

つ
い

て
検

討
中。


サ

ポ
ー

ト
プ

ラ
ン

を
作

成
す

る
中

で
の

工
夫


児

童
福

祉
と母

子
保

健
の

お
互

い
の

シ
ス

テ
ム

で
情

報
共

有
し

な
が

ら、児
童

福
祉

の
シ

ス
テ

ム
を

活
用

し
て

サ
ポ

ー
トプ

ラン
を

作
成

予
定。

合
同

ケ
ー

ス
会

議


定
期

的
な

合
同

ケ
ー

ス
会

議
は

設
け

て
い

な
い。


現

在
は、

特
定

妊
婦

及
び

母
子

保
健

か
ら児

童
福

祉
へ

の
通

告
時

に
開

催
し

て
い

る
が、令

和
6年

度
よ

り上
記

に
加

え
て

月2
回

程
度

開
催

予
定


中

央
地

区
は、

物
理

的
に

近
い

こと
か

ら、
会

議
を

開
催

せ
ず

に、
気

軽
に

相
談

で
き

て
い

る。


小
金

地
区

や
常

盤
平

地
区

に
お

い
て

複
数

人
で

の
議

論
が

必
要

な
場

合
は、中

央
保

健
福

祉
セ

ン
ター

に
集

ま
り会

議
を

実
施。

頻
度

は
年

に
数

回
程

度。
今

後
は、

オ
ン

ライ
ン

会
議

を
活

用
し

頻
度

を
増

や
せ

た
ら良

い。

中
規

模
型

発
達

教
育

ﾔﾝ
ｸﾞ

ｹｱ
ﾗｰ

家
庭

児
童

相
談

室
他
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松
戸

市
ヒア

リン
グ

対
象

者
：

児
童

福
祉

部
門

・母
子

保
健

部
門

セ
ン

タ
ー

長
・統

括
支

援
員

・事
務

担
当

組
織

体
制

を
統

合
し

、指
示

命
令

系
統

お
よ

び
業

務
課

が
整

理
統

合
さ

れ
た

こと
に

よ
り

、児
童

福
祉

・母
子

保
健

間
の

敷
居

が
低

くな
り、

職
員

間
の

円
滑

な
連

携
が

実
現

さ
れ

た
設

立
に

当
た

って
の

課
題

、課
題

を
どの

よ
うに

乗
り越

え
た

か


母
子

保
健

は
、地

区
担

当
制

で、
家

族
、地

域
の

健
康

づ
くり

を
支

援
す

る
い

う視
点

で、
予

防
活

動
を

し
て

い
る。

組
織

統
合

に
あ

た
り、

母
子

保
健

とし
て

行
って

き
た

予
防

活
動

に
重

き
を

お
け

な
い

の
で

は
な

い
か

とい
う意

見
も

あ
った

。た
だ、

どこ
に

所
属

し
て

も
家

族
を

見
る

視
点

は、
同

じ
な

の
で、

必
要

な
支

援
に

繋
ぐと

い
う部

分
の

専
門

性
を

大
事

に
進

め
て

き
た。


母

子
保

健
と児

童
福

祉
が、

互
い

が
どの

よ
うな

仕
事

を
し

て
い

て、
何

の
専

門
性

が
あ

って
、ど

こに
強

み
が

あ
る

か、
どの

よ
うな

事
は

弱
い

の
か

を
知

らな
か

った
が

ゆ
え

に
仕

事
の

押
し

付
け

合
い

に
な

って
い

た
の

だ
と思

う。
お

互
い

の
仕

事
が

分
か

る
こと

に
よ

って
自

分
た

ち
の

弱
み

を
うま

く共
有

で
き

る
よ

うに
な

り 、相
手

の
仕

事
に

対
し

て
リス

ペ
クト

し
な

が
ら話

が
で

き
る

よ
うに

な
った

こと
が

連
携

が
取

れ
る

よ
うに

な
った

大
き

な
起

点
か

と思
う

。


母
子

保
健

と児
童

福
祉

を
繋

ぐ人
材

が
必

要
だ

と思
う。統

括
支

援
員

だ
け

で
は

な
く、

母
子

保
健

と児
童

福
祉

を
繋

い
で

い
こう

と思
って

くれ
る

職
員

が
さら

に
大

事
か

と思
う。一

緒
に

し
て

も
理

解
し

て
くれ

な
い

人
ば

か
りで

は
難

し
い

の
で、全

員
で

は
な

くと
も

繋
ぎ

た
い

と思
い

を
持

った
職

員
が

何
人

か
い

な
い

と成
立

し
な

い
の

で
は

と思
う

。


児
童

福
祉

担
当

者
と物

理
的

に
離

れ
て

い
る保

健
福

祉
セ

ン
ター

（
小

金
・常

盤
平

）
に

関
し

て
は、

電
話

対
応

や
同

行
訪

問
で

の
連

携
が

中
心

に
な

って
い

る。特
に 親

子
す

こや
か

セ
ン

ター
と連

携
を

とる
こと

が
非

常
に

多
い

が 、
定

例
ミー

テ
ィン

グ
は

な
い

も
の

の、
毎

日
の

よ
うに

電
話

や
同

行
訪

問
を

行
って

い
る

の
で、3

つ
の

連
携

は
そ

こで
とれ

て
い

る
状

況

成
果

・得
ら

れ
た

効
果


機

構
改

革
に

よ
り、

組
織

体
制

が
統

合
され

1つ
の

課
に

な
った

こと
で、


児

童
福

祉
、母

子
保

健
の

敷
居

が
低

くな
り、

職
員

間
の

連
携

が
取

り易
くな

った
。


所

属
間

で
の

依
頼

や
手

続
き

が
不

要
とな

り、部
門

間
の

敷
居

が
低

く、
そ

れ
ぞ

れ
の

専
門

性
を

生
か

し
て

や
って

き
た

こと
の

成
果

とし
て

出
て

き
て

い
る。


所

属
長

が1
名

に
な

った
こと

で、
指

示
命

令
系

統
が

一
本

化
され

た
こと

か
ら、一

体
的

な
業

務
遂

行
が

可
能

に
な

った
。

現
在

、検
討

が
必

要
と考

え
て

い
る

点


統
括

支
援

員
の

業
務

範
囲

の
検

討
が

必
要

（
合

同
ケ

ー
ス

会
議

に
は

、ど
こま

で
参

加
し

て
も

らう
か

、統
括

支
援

員
は

固
有

の
役

割
だ

け
で

な
く様

々
な

役
割

を
担

って
い

る
こと

か
ら、

他
の

職
員

に
一

部
役

割
を

委
任

す
る

か
等

）


情
報

共
有

や
ケ

ー
ス

の
管

理
の

体
制

づ
くり

が
必

要
他

方
、全

件
を

共
有

、把
握

し、
支

援
に

活
か

す
の

は
困

難
で

あ
る

こと
か

ら、
更

な
る

母
子

保
健

と児
童

福
祉

の
連

携
強

化
の

た
め

に、
親

子
す

こや
か

セ
ン

ター
の

役
割

を
活

用
を

し
て

い
く必

要
が

あ
る。


今

年
度

は、
お

互
い

の
専

門
性

や
役

割
の

理
解

を
深

め
る

た
め

の
研

修
を

計
画

検
討

し
て

い
る。


サ

ポ
ー

トプ
ラン

の策
定

に
お

い
て、

当
事

者
で

あ
る

保
護

者・
子

ども
の

意
見

が
反

映
し

づ
らい

こと
が

課
題。

•
保

護
者

へ
の

訪
問

や
電

話
に

よ
り、保

護
者

の
状

況
を

随
時

プ
ラン

に
反

映
し

て
い

る
が、プ

ラン
を

直
接

確
認

い
た

だ
い

て
い

な
い

た
め、

保
護

者
の

意
見

が
反

映
し

づ
らい

。
•

母
子

保
健

は、
妊

婦
な

ど当
事

者
の

意
見

が
反

映
され

て
い

る
が、個

別
ケ

ー
ス

に
よ

って
は、

行
政

主
導

の
プ

ラン
に

な
る

お
そ

れ
が

あ
る。

•
言

葉
が

話
せ

な
い

乳
幼

児
は、

直
接

聞
き

取
りが

で
き

な
い

こと
か

ら、
乳

幼
児

に
関

わ
る

関
係

者
の

方
の

情
報

か
らの

推
測

に
な

る。

中
規

模
型

発
達

教
育

ﾔﾝ
ｸﾞ

ｹｱ
ﾗｰ

家
庭

児
童

相
談

室
他
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組
織

体
制

基
礎

情
報

こど
も

家
庭

セ
ン

タ
ー

設
置

の
経

緯
・背

景
•

人
口

※
1 ：

18
8,

89
1

人
•

出
生

数
※

2 ：
1,

27
1

人
•

0～
18

歳
未

満
人

口
※

1 ：
30

,0
90

人
•

要
保

護
児

童
数

※
2 ：

24
人

•
要

支
援

児
童

数
※

2 ：
14

2
人

•
特

定
妊

婦
数

※
2 ：

13
人

•
児

童
虐

待
相

談
対

応
件

数
※

2 ：
39

7件
•

合
計

特
殊

出
生

率
※

2 ：
1.

40
%

•
低

出
生

体
重

児
数

※
3 ：

10
8

人
•

妊
娠

届
出

数
※

2 ：
1,

18
9

件
•

こ
ども

家
庭

セ
ン

タ
ー

の
設

置
個

所
数

：
1ヵ

所
•

こ
ども

家
庭

セ
ン

タ
ー

の
名

称
：

山
口

市
こ

ども
家

庭
セ

ン
タ

ー

平
成

28
年

•
山

口
市

保
健

セ
ン

タ
ー

（
健

康
増

進
課

）
内

に
、や

ま
ぐち

母
子

健
康

サ
ポ

ー
ト

セ
ン

タ
ー

（
包

括
機

能
）

を
開

設
※

1
平

成
29

年
•

上
記

サ
ポ

ー
ト

セ
ン

タ
ー

の
他

、や
ま

ぐち
子

育
て

福
祉

総
合

セ
ン

タ
ー

,家
庭

児
童

相
談

室
※

2の
3拠

点
の

連
携

に
よ

り、
子

ども
家

庭
総

合
支

援
拠

点
を

機
能

連
携

型
拠

点
とし

て
設

置
※

3
※

1
以

降
、各

保
健

セ
ンタ

ー
、支

所
等

に子
育

て相
談

スペ
ー

スを
開

設
。ま

た、
平

成30
年

に子
育

て保
健

課
へ

移
管

※
2

子
育

て保
健

課
内

に設
置

、子
ども

の
就

園
や

発
達

相
談

の
ほ

か
、講

座
等

を実
施

※
3

児
童

の
養

育
、虐

待
な

どの
相

談
や

、ひ
とり

親
家

庭
の

相
談

を担
う

平
成

30
年

•
母

子
保

健
と児

童
福

祉
を

一
体

的
に

管
理

す
る

組
織

（
子

育
て

保
健

課
）

を
新

設
（

山
口

市
保

健
セ

ン
タ

ー
庁

舎
内

）
令

和
5年

11
月

•
山

口
市

保
健

セ
ン

タ
ー

内
に

、こ
ども

家
庭

セ
ン

タ
ー

を
設

置

※
1：

令
和

4年
10

月
1日

現
在

※
2：

令
和

4年
度

※
令

和
3年

度

山
口

市
ヒア

リン
グ

対
象

者
：

児
童

福
祉

部
門

・母
子

保
健

部
門

セ
ン

タ
ー

長
・統

括
支

援
員

・事
務

担
当

施
設

形
態

イ
メ

ー
ジ

︓
例

1に
該

当
【組

織
体

制
】

•
こど

も
未

来
部

内
に

こど
も

未
来

課
、保

育
幼

稚
園

課
、子

育
て

保
健

課
の

3課
と政

策
管

理
室

を
配

置
•

こど
も

家
庭

セ
ン

ター
に

関
す

る
業

務
は、

子
育

て
保

健
課

が
中

心
とな

って
推

進
•

子
育

て
保

健
課

は
、虐

待
対

応
を

担
う家

庭
児

童
相

談
室

（
拠

点
）

と、
母

子
保

健
業

務
を

担
う母

子
保

健
担

当、
母

子
保

健
サ

ポ
ー

トセ
ン

ター
（

包
括

）
で

構
成

され
て

お
り、

同
一

フロ
ア

内
で

業
務

を
行

って
い

る
【セ

ン
タ

ー
長

・統
括

支
援

員
】

•
セ

ン
タ

ー
長

子
育

て
保

健
課

長
が

兼
務

（
家

庭
児

童
相

談
室

長
との

兼
務

。）
全

体
を

俯
瞰

す
る

観
点

か
らよ

り上
位

の
次

長
や

部
長

職
の

配
置

も
検

討
中

•
統

括
支

援
員

母
子

健
康

サ
ポ

ー
トセ

ン
ター

長
が

兼
務

。家
庭

児
童

相
談

室
の

経
験

を
有

す
る

セ
ン

ター
長

を
補

佐
す

る
観

点
か

ら課
長

職
の

配
置

も
検

討
中

平
成

28
年

以
前

の
取

り組
み

事
項

を
順

次
発

展
さ

せ
る

形
で

準
備

を
進

め
、令

和
5年

に
こど

も
家

庭
セ

ン
タ

ー
を

設
置

さ
れ

た

子
育

て
保

健
課

家
庭

児
童

相
談

室

（
子

育
て世

代
包

括
支

援
セ

ンタ
ー

）

保
育

幼
稚

園
課

や
ま

ぐち
子

育
て福

祉
総

合ｾ
ﾝﾀ

ｰ

健
康

福
祉

部

健
康

増
進

課
健

康
づ

くり
担

当(
南

部
，徳

地
，阿

東
)他

こ ど も 家 庭 セ ン タ ー

や
ま

ぐち
母

子
健

康
ｻﾎ

ﾟｰ
ﾄｾ

ﾝﾀ
ｰ

母
子

保
健

担
当(

南
部

，徳
地

，阿
東

)

山
口

市
保

健
セ

ン
タ

ー

こ
ども

未
来

部

発
達

教
育

ﾔﾝ
ｸﾞ

ｹｱ
ﾗｰ

家
庭

児
童

相
談

室
他

中
規

模
型

こ
ども

未
来

課
子

育
て

・保
育

コ
ン

シ
ェル

ジ
ュ
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統
括

支
援

員
の

選
定

方
法

や
業

務
内

容
に

つ
い

て
検

討
中

可
能

な
限

り専
任

で
配

置
、常

に
一

定
の

基
準

で
物

事
を

判
断

し
て

い
た

だ
け

る
こと

を
期

待
す

る
取

組
内

容

統
括

支
援

員

選
定

方
法


基

本
的

に
は

未
定


出

来
れ

ば
単

独
の

統
括

支
援

員
を

配
置

し
た

い
と考

え
て

い
る。


基

本
的

に
は

現
場

の
判

断
で

物
事

を
動

か
し

て
い

くこ
とで

問
題

な
い

と考
え

て
い

る
が、ど

うし
て

も
判

断
を

仰
が

な
くて

は
な

らな
い

ケ
ー

ス
に

お
い

て、常
に

一
定

の
基

準
で

判
断

す
る

こと
が

求
め

られ
る

よ
うに

思
う。

業
務

内
容


未

定

特
徴

的
な

取
り組

み


特
に

な
し

。

山
口

市
ヒア

リン
グ

対
象

者
：

児
童

福
祉

部
門

・母
子

保
健

部
門

セ
ン

タ
ー

長
・統

括
支

援
員

・事
務

担
当

発
達

教
育

ﾔﾝ
ｸﾞ

ｹｱ
ﾗｰ

家
庭

児
童

相
談

室
他

中
規

模
型
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t m
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d,

 a
 p
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m
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ny
 lim

ite
d 

by
 g

ua
ra

nt
ee

. A
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s 
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se
rv

ed
.

母
子

保
健

機
能

の
サ

ポ
ー

ト
プ

ラ
ン、

児
童

福
祉

機
能

の
サ

ポ
ー

ト
プ

ラ
ン

とも
に

令
和

5年
度

中
に

準
備

予
定

、ガ
イ

ド
ラ

イ
ン

や
国

の
参

考
資

料（
様

式
例

）
を

参
照

し
な

が
ら

準
備

を
進

め
て

い
る

取
組

内
容

サ
ポ

ー
ト

プ
ラ

ン


こ
ども

家
庭

セ
ン

タ
ー（

母
子

保
健

機
能）

に
お

い
て

作
成

す
る

サ
ポ

ー
ト

プ
ラ

ン（
旧

支
援

プ
ラ

ン）


基
本

的
に

は、
子

育
て

世
代

包
括

支
援

セ
ン

ター
業

務
ガ

イ
ドラ

イ
ン

や
国

の
参

考
資

料 （
様

式
例

）
を

参
照

し
な

が
ら 準

備
を

進
め

て
い

る。


こ

ども
家

庭
セ

ン
タ

ー（
児

童
福

祉
機

能）
に

お
い

て
作

成
す

る
サ

ポ
ー

ト
プ

ラ
ン（

令
和

6年
4月

か
ら

新
設

さ
れ

る
プ

ラ
ン。

児
童

記
録

票
とは

異
な

る）


令
和

5年
度

中
に

様
式

の
準

備
を

予
定

し
て

い
る。

合
同

ケ
ー

ス
会

議


検
討

中


現
在

検
討

中
の

段
階

で
あ

る
が、

様
式

等
の

作
成

も
進

捗
し

て
お

り、近
日

中
に

確
定

させ
た

い
と考

え
て

い
る 。


既

に
円

滑
な

コミ
ュニ

ケ
ー

シ
ョン

を
図

る
こと

が
出

来
て

お
り、情

報
共

有
等

が
必

要
な

ケ
ー

ス
で

は
日

々
の

業
務

の
中

で、随
時

、母
子

保
健

と児
童

福
祉

担
当

が
協

議
を

行
って

い
る

た
め

、無
理

に
か

し
こま

った
定

例
会

を
増

や
す

よ
うな

こと
だ

け
は

避
け

た
い。


会

議
を

新
設

す
る

場
合

は、
月

次
で

の
開

催
を

基
本

とし
、緊

急
時

な
どに

は
個

別
開

催
とす

る
運

用
を

想
定

し
て

い
る。

山
口

市
ヒア

リン
グ

対
象

者
：

児
童

福
祉

部
門

・母
子

保
健

部
門

セ
ン

タ
ー

長
・統

括
支

援
員

・事
務

担
当

発
達

教
育

ﾔﾝ
ｸﾞ

ｹｱ
ﾗｰ

家
庭

児
童

相
談

室
他

中
規

模
型
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同
一

フロ
ア

に
座

席
を

配
置

す
る

こと
や

共
通

的
に

利
用

で
き

る
シ

ス
テ

ム
を

整
備

す
る

こと
な

ど
、

部
門

間
の

コミ
ュニ

ケ
ー

シ
ョン

を
円

滑
化

し
て

い
くた

め
の

工
夫

や
配

慮
を

し
て

い
くこ

とが
重

要

設
立

に
当

た
って

の
課

題
、課

題
を

どの
よ

うに
乗

り越
え

た
か


特

に
な

し。

山
口

市
ヒア

リン
グ

対
象

者
：

児
童

福
祉

部
門

・母
子

保
健

部
門

セ
ン

タ
ー

長
・統

括
支

援
員

・事
務

担
当

成
果

・得
ら

れ
た

効
果


母

子
保

健
と児

童
福

祉
の

職
員

が、
あ

る
程

度
お

互
い

に
顔

と名
前

が
一

致
し

て
お

り、業
務

上
関

係
す

る
職

員
は

同
じ

フロ
ア

に
座

席
が

配
置

され
る

こと
が

多
か

った
こと

か
ら

、一
体

化
に

あ
た

って
の

心
理

的
な

ハ
ー

ドル
が

低
く、

母
子

保
健

と児
童

福
祉

の
連

携
を

ス
ム

ー
ズ

に
行

え
た。

両
部

門
の

コミ
ュニ

ケ
ー

シ
ョン

を
円

滑
化

し
て

い
くた

め
の

工
夫

や
配

慮
を

し
て

い
くこ

と
が

重
要

と考
え

る。


家
庭

児
童

相
談

室
に

導
入

され
て

い
た

シ
ス

テ
ム

が
更

改
され

る
タイ

ミン
グ

で、機
能

拡
張

を
実

施
し、

母
子

保
健

と児
童

福
祉

で
共

通
的

に
利

用
で

き
る

環
境

を
整

備
し

た。


今
後

ま
す

ま
す

情
報

共
有

が
求

め
られ

る
環

境
に

な
って

い
くこ

とが
想

定
され

る
とこ

ろ
、さ

らに
連

携
・活

用
の

場
を

広
げ

て
い

く必
要

性
を

感
じ

て
い

る。


多
様

な
ケ

ー
ス

に
対

応
し

て
い

く必
要

性
の

あ
る

状
況

に
お

い
て、

互
い

に
専

門
的

な
知

見
を

持
ち

寄
る

こと
で

包
括

的、
か

つ
、効

果
的

な
支

援
を

実
施

す
る

こと
が

出
来

て
い

る
と感

じ
る

機
会

が
増

え
て

き
て

い
る

よ
うに

思
う。

現
在

、検
討

が
必

要
と考

え
て

い
る

点


特
に

な
し。

発
達

教
育

ﾔﾝ
ｸﾞ

ｹｱ
ﾗｰ

家
庭

児
童

相
談

室
他

中
規

模
型
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(案
)R

5.
12

時
点

参
考

資
料
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設
置

予
定

の
児

童
相

談
所

との
円

滑
な

連
携

を
企

図
し、

先
行

し
て

母
子

保
健

・ 児
童

福
祉

の
他

、
発

達
支

援
・教

育
を

包
含

し
た

こど
も

家
庭

セ
ン

タ
ー

を
設

立

組
織

体
制

基
礎

情
報

こど
も

家
庭

セ
ン

タ
ー

設
置

の
経

緯
・背

景
•

人
口

※
1
：

39
9

,1
79

人
•

出
生

数
※

2
：

3,
04

8
人

•
0～

18
歳

未
満

人
口

※
1
：

65
,6

04
人

•
要

保
護

児
童

数
※

1
：

45
0

人
•

要
支

援
児

童
数

※
1
：

18
5

人
•

特
定

妊
婦

数
※

1 ：
43

人
•

児
童

虐
待

相
談

対
応

件
数

※
2
：

1,
51

6
件

•
合

計
特

殊
出

生
率

※
2
：

1.
33

%
•

低
出

生
体

重
児

数
※

2
：

28
4

人
•

妊
娠

届
出

数
※

2 ：
3,

08
3

件
•

こ
ども

家
庭

セ
ン

タ
ー

の
設

置
個

所
数

：
1ヵ

所
•

こ
ども

家
庭

セ
ン

タ
ー

の
名

称
：

は
ぐく

み
セ

ン
タ

ー

平
成

27
年

•
健

康
医

療
部

が
、子

育
て

世
代

包
括

支
援

セ
ン

タ
ー

とよ
な

か
モ

デ
ル

を
構

築
（

市
内

３
箇

所
）

平
成

30
年

7月
•

こ
ども

未
来

部
に

、子
ども

家
庭

総
合

支
援

拠
点

（
こ

ども
相

談
課

）
を

設
置

令
和

4年
度

•
こ

ども
未

来
部

に
、

は
ぐ

くみ
セ

ン
タ

ー
（

こ
ども

家
庭

セ
ン

タ
ー

）
を

新
設

し
、児

童
福

祉
・母

子
保

健
・教

育
（

児
童

生
徒

支
援

機
能

）
・障

害
児

支
援

の
包

括
的

相
談

支
援

体
制

を
構

築
•

上
記

に
む

け
て

、組
織

機
構

を
再

編


こ
ども

相
談

課
を

こ
ども

安
心

課
(虐

待
対

応
)こ

ども
支

援
課

(予
防

的
支

援
)に

再
編


母

子
保

健
課

を
お

や
こ

保
健

課
に

改
称

し
、指

揮
命

令
系

統
を

一
本

化
す

る
た

め
に

、健
康

医
療

部
か

ら
こ

ども
未

来
部

に
移

管


児
童

発
達

支
援

セ
ン

タ
ー

を
こ

ども
相

談
課

か
ら

お
や

こ
保

健
課

に
移

管
※

1：
令

和
5年

10
月

1日
現

在
※

2：
令

和
4年

度

豊
中

市
ヒア

リン
グ

対
象

者
：

児
童

福
祉

部
門

・母
子

保
健

部
門

セ
ン

タ
ー

長
・統

括
支

援
員

・事
務

担
当

お
や

こ保
健

課
は

市
内

3か
所

に
保

健
セ

ンタ
ー

を
配

置
して

い
る

施
設

形
態

イ
メ

ー
ジ

︓
例

1に
該

当
【は

ぐ
くみ

セ
ン

タ
ー

の
組

織
体

制】
•

は
ぐく

み
セ

ン
ター

は
、お

や
こ保

健
課

、こ
ども

安
心

課
（

要
保

護
児

童
対

策
調

整
機

関
）

、こ
ども

支
援

課
、児

童
発

達
支

援
セ

ン
ター

、児
童

生
徒

課
を

内
包

す
る

組
織

•
お

や
こ保

健
課

、こ
ども

安
心

課
、こ

ども
支

援
課

は
同

施
設

に
配

置
•

お
や

こ保
健

課
は

市
内

3箇
所

の
各

保
健

セ
ン

ター
と児

童
発

達
支

援
セ

ン
ター

を
配

置
•

児
童

生
徒

課
に

つ
い

て
は

、教
育

委
員

会
管

轄
の

た
め

、同
施

設
で

は
な

い
が

、こ
ども

安
心

課
の

兼
務

職
員

を
配

置
し

、
は

ぐく
み

セ
ン

ター
で

一
体

的
に

対
応

し
て

い
る

【セ
ン

タ
ー

長
・統

括
支

援
員

】
•

セ
ン

ター
長

（
事

務
職

）
は

こど
も

安
心

課
長

を
兼

務
し

て
い

る。
セ

ン
ター

長
は

これ
ま

で
に

子
育

て
支

援
課

（
こど

も
安

心
課

の
前

身
）

で
児

童
虐

待
相

談
を

担
当

•
統

括
支

援
員

は
、

こど
も

安
心

課
の

3
地

区
に

1
名

ず
つ

配
置

（
そ

れ
ぞ

れ
係

長
級

で、
保

有
資

格
別

で
は

保
健

師
2名

、社
会

福
祉

士
1名

）

発
達

教
育

ﾔﾝ
ｸﾞ

ｹｱ
ﾗｰ

家
庭

児
童

相
談

室
他

中
規

模
型
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統
括

支
援

員
は

両
分

野
の

連
携

調
整

・一
体

的
支

援
の

方
針

決
定

・会
議

の
開

催
進

行
を

担
う

両
分

野
に

経
験

の
あ

る
保

健
師

を
登

用
取

組
内

容

統
括

支
援

員

選
定

方
法


母

子
保

健
・児

童
福

祉
、両

方
の

経
験

が
あ

る、
保

健
師

を
中

心
に

選
定

し
た。

（
保

健
師

2名
、社

会
福

祉
士

1名
）


上

記
保

健
師

は、
母

子
保

健
の

他
、障

害
者

の
虐

待
対

応
担

当
や

保
健

所
の

精
神

保
健

担
当

を
そ

れ
ぞ

れ
経

験
し

て
い

る。


社
会

福
祉

士
は、

こど
も

相
談

課
に

在
籍

し、
児

童
虐

待
対

応
を

し
て

い
た

経
験

を
有

し
て

い
る。


今

後
の

統
括

支
援

員
に

つ
い

て
も、

母
子

保
健

と児
童

福
祉

両
方

の
知

識
が

あ
る

保
健

師・社
会

福
祉

士
等

か
ら選

任
す

る
こと

が
想

定
され

る。
業

務
内

容


母
子

保
健

と児
童

福
祉

の
連

携
調

整
母

子
保

健
と児

童
福

祉
の

双
方

の
知

見・
ア

セ
ス

メン
トの

共
有

に
関

す
る

ス
ー

パ
ー

バ
イ

ズ
を

担
って

い
る。統

括
支

援
員

が、
合

同
ケ

ー
ス

会
議

案
件

とす
る

か
の

判
断

等
に

関
す

る
連

絡・
相

談
を

受
け

た
場

合
に

は、
ケ

ー
ス

の
状

況
を

把
握

す
る

とと
も

に、
児

童
福

祉
の

視
点

で
も

リス
ク判

断
を

し
た

うえ
で、合

同
ケ

ー
ス

会
議

に
上

げ
る

か
を

決
定

す
る。


人

材
育

成
統

括
支

援
員

の
取

組
とし

て
は、

O
JT

を
中

心
とし

た
人

材
育

成
を

実
施

す
る

予
定

で
あ

る。市
とし

て
は、

児
童

相
談

所
の

開
設

を
意

識
し

て、
研

修
の

企
画

・
開

催
を

行
って

お
り、

今
後

、児
童

相
談

所
とは

ぐく
み

セ
ン

ター
の

合
同

研
修

も
検

討
し

て
い

る。


地
域

資
源

の
開

拓
今

後
、サ

ポ
ー

トプ
ラン

を
策

定
し

各
ケ

ー
ス

ご
との

ニ
ー

ズ
を

把
握

す
る

過
程

で
特

に
ニ

ー
ズ

の
高

か
った

支
援

や、市
の

こど
も

政
策

を
検

討
す

る
際

に
実

施
し

て
い

る
市

内
の

子
育

て
家

庭
へ

の
ア

ン
ケ

ー
ト調

査
か

らニ
ー

ズ
が

高
か

った
支

援
に

つ
い

て、
統

括
支

援
員

を
中

心
に

必
要

性
等

を
検

討
す

る
予

定。
事

業
化

が
必

要
とな

った
際

に
は、

こど
も

支
援

課
を

中
心

に
事

業
企

画・
庁

内
調

整
を

実
施

す
る。

過
去

に
は、

こど
も

相
談

課
に

て
企

画
し、

高
齢

者
福

祉
部

門・
障

害
者

福
祉

部
門

で
す

で
に

サ
ー

ビス
提

供
を

依
頼

し
て

い
た

家
事

支
援

事
業

所
と連

携
し、ネ

グ
レ

クト
家

庭
等

で
も

活
用

で
き

る
よ

うな
「家

事
支

援
サ

ー
ビス

事
業

」を
開

始
し

た
実

績
が

あ
る。


合

同
ケ

ー
ス

会
議

の
開

催
進

行
ケ

ー
ス

検
討

で
対

応
に

迷
った

場
合

は、
統

括
支

援
員

と相
談

し
て

決
め

る
よ

うに
な

り、組
織

改
正

前
よ

り、
判

断
と対

応
が

円
滑

に
な

った
。

特
徴

的
な

取
り組

み


外
部

人
材

の
活

用
とし

て
は、

弁
護

士
、精

神
科

医
師

、臨
床

心
理

士
でS

Vの
方

に
要

対
協

の
運

営
会

議
や

個
別

にS
V相

談
を

受
け

て
い

た
だ

い
て

い
る。


お

や
こ保

健
課

で
は、

母
子

保
健

分
野

か
らの

視
点

で、
精

神
科

医
師

に
よ

る
勉

強
会

を2
か

月
に1

回
、弁

護
士

に
よ

る
勉

強
会

を
年1

回
開

催
す

る
とと

も
に、

個
別

ケ
ー

ス
に

係
る

小
児

科
医

に
よ

る
助

言
や

指
導

を
得

て
い

る。


ヤ
ン

グ
ケ

ア
ラー

の
家

庭
訪

問
事

業
を1

0月
か

ら開
始

豊
中

市
ヒア

リン
グ

対
象

者
：

児
童

福
祉

部
門

・母
子

保
健

部
門

セ
ン

タ
ー

長
・統

括
支

援
員

・事
務

担
当

中
規

模
型

発
達

教
育

ﾔﾝ
ｸﾞ

ｹｱ
ﾗｰ

家
庭

児
童

相
談

室
他
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相
談

受
付

時
に

チ
ェッ

ク
リス

ト
を

用
い

て
虐

待
リス

ク
等

を
ス

ク
リー

ニ
ン

グ
し、合

同
ケ

ー
ス

会
議

で
サ

ポ
ー

ト
プ

ラ
ン

を
作

成
取

組
内

容


各

課
が

相
談

を
受

け
た

際
に

は
、最

初
に

チ
ェッ

クシ
ー

トか
らリ

ス
クを

抽
出

し
、課

内
会

議
で

こど
も

安
心

課
へ

の
情

報
提

供
の

必
要

性
等

の
方

針
を

決
め、

懸
念

が
あ

る
ケ

ー
ス

で
あ

れ
ば

、こ
ども

安
心

課
に

そ
の

結
果

を
提

出
す

る。
サ

ポ
ー

トプ
ラン

を
作

成
す

る
に

当
た

って
は 、

こど
も

家
庭

セ
ン

ター
の

各
課

合
同

で
会

議
を

設
け、

ケ
ー

ス
ご

とに
経

過
・課

題
・支

援
方

針
等

に
つ

い
て

検
討

す
る。


虐

待
通

告
に

よ
って

、要
対

協
台

帳
登

録
され

た
事

案
に

つ
い

て
も

サ
ポ

ー
トプ

ラン
を

作
成

す
る。


合

同
ケ

ー
ス

会
議

は2
週

間
に1

回
行

って
い

る。
そ

の
間

、要
対

協
の

会
議

も
あ

る
の

で、
要

対
協

が
先

に
な

る
ケ

ー
ス

や
合

同
ケ

ー
ス

会
議

が
先

に
な

る
ケ

ー
ス

も
あ

る。

【合
同

ケ
ー

ス
会

議
とサ

ポ
ー

ト
プ

ラ
ン

の
運

用
フロ

ー
図】

豊
中

市
ヒア

リン
グ

対
象

者
：

児
童

福
祉

部
門

・母
子

保
健

部
門

セ
ン

タ
ー

長
・統

括
支

援
員

・事
務

担
当

中
規

模
型

発
達

教
育

ﾔﾝ
ｸﾞ

ｹｱ
ﾗｰ

家
庭

児
童

相
談

室
他
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セ
ン

タ
ー

の
設

置
に

よ
り、

横
断

的
な

判
断

や
タ

イ
ム

リー
な

支
援

が
可

能
とな

った
一

方
で

、合
同

ケ
ー

ス
会

議
の

運
営

の
効

率
化

や、
地

域
資

源
の

開
拓

に
課

題
を

感
じ

て
い

る

設
立

に
当

た
って

の
課

題
、課

題
を

どの
よ

うに
乗

り越
え

た
か


組

織
再

編
の

庁
内

調
整

が
大

変
だ

った
。

豊
中

市
ヒア

リン
グ

対
象

者
：

児
童

福
祉

部
門

・母
子

保
健

部
門

セ
ン

タ
ー

長
・統

括
支

援
員

・事
務

担
当

成
果

・得
ら

れ
た

効
果

•
虐

待
予

防
の

視
点

に
立

って
、リ

ス
クが

低
い

ケ
ー

ス
に

つ
い

て
も

早
め

に
情

報
共

有
す

る
こと

で、虐
待

予
防

支
援

メニ
ュー

の
ニ

ー
ズ

を
把

握
し、サ

ー
ビス

利
用

に
繋

ぎ
や

す
くな

った
。

•
組

織
改

革
や

子
ども

家
庭

支
援

シ
ス

テ
ム

導
入

に
よ

り、セ
ン

ター
各

課
の

対
応

状
況

の
見

え
る

化
と連

携
し

た
対

応
が

進
め

や
す

くな
った。

•
妊

産
婦

・子
ども

に
関

わ
る

相
談

窓
口

が
相

互
に

情
報

共
有・連

携
し、

よ
り一

層
一

元
的

な
支

援
が

可
能

とな
った。

•
一

つ
の

組
織

に
な

った
こと

で、
支

援
方

法
や

関
わ

り方
に

つ
い

て、
母

子
保

健
担

当
と児

童
福

祉
担

当
の

どち
らか

を
選

ぶ
の

で
は

な
く、横

断
的

に
判

断
が

で
き

る
よ

うに
な

った
。

•
指

揮
命

令
系

統
が

一
本

化
され

た
こと

で
タイ

ム
リー

に
支

援
が

行
え

る。
•

統
括

支
援

員
が

い
る

こと
で、

迷
った

時
に

相
談

が
で

き
る

こと
と、

円
滑

な
や

り取
りが

で
き

る
体

制
に

な
った

。

現
在

、検
討

が
必

要
と考

え
て

い
る

点
業

務
の

効
率

化
合

同
ケ

ー
ス

会
議

に
お

い
て

、ケ
ー

ス
ご

とに
そ

の
経

過
や

課
題

、支
援

の
必

要
性

を
議

論
を

し
て

い
る

が
、1件

あ
た

りの
検

討
に

非
常

に
長

い
時

間
を

要
し

て
お

り、
サ

ポ
ー

トプ
ラン

作
成

に
当

た
って

は
、運

営
の

効
率

化
が

課
題

で
あ

る
。

支
援

メ
ニ

ュー
の

拡
充

「シ
ョー

トス
テ

イ
の

利
用

」と
い

った
プ

ラン
を

立
て

て
も

、実
際

に
預

け
る

施
設

側
に

空
き

状
況

が
十

分
に

な
い

こと
が

あ
る

な
ど、

支
援

メニ
ュー

の
拡

充
が

必
要

に
な

る
。

人
材

育
成

は
ぐく

み
セ

ン
ター

開
設

の
た

め
に

児
童

福
祉

の
職

員
を

増
員

し
た

が
、新

人
が7割

とい
う状

況
で

あ
り、

人
材

育
成

が
課

題
と考

え
て

い
る

。
台

帳
管

理
の

一
元

化
要

対
協

ケ
ー

ス
とは

な
って

い
な

い
が

、支
援

が
必

要
な

家
庭

に
つ

い
て

は
、時

間
の

経
過

とと
も

に家
庭

環
境

が
変

わ
って

要
配

慮
・要

保
護

ケ
ー

ス
に

な
って

い
く場

合
が

あ
る

の
で

、
将

来
的

に
は

台
帳

を
一

体
的

な
シ

ス
テ

ム
で

管
理

し
な

い
とい

け
な

い
と考

え
て

い
る

。

中
規

模
型

発
達

教
育

ﾔﾝ
ｸﾞ

ｹｱ
ﾗｰ

家
庭

児
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相
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各
区

の
保

健
福

祉
セ

ン
タ

ー
内

に
設

置
さ

れ
て

い
た

包
括

お
よ

び
拠

点
の

運
用

を
整

理
統

合
し

、
こど

も
家

庭
セ

ン
タ

ー
を

設
置

、そ
れ

ぞ
れ

の
担

当
地

区
に

お
い

て
住

民
支

援
サ

ー
ビ

ス
を

提
供

組
織

体
制

【組
織

体
制

】
•

各
区

の
保

健
福

祉
セ

ン
ター

家
庭

健
康

課（
各

区
役

所
に

設
置

）
は

3係
で

構
成

−
こど

も
家

庭
係
‥

子
ども

家
庭

支
援

業
務

、要
支

援
・要

保
護

児
童

・特
定

妊
婦

等
へ

の
支

援
業

務
、関

係
機

関
との

連
絡

調
整

−
母

子
保

健
係
‥

母
子

保
健

施
策

を
通

し
た

妊
娠

期
か

ら子
育

て
期

に
わ

た
る

切
れ

目
の

な
い

支
援

−
健

康
増

進
係
‥

地
区

保
健

活
動

等
•

こど
も

若
者

局
こど

も
家

庭
保

健
課

（
本

庁
機

能
）

は
、各

区
の

調
整

機
能

を
担

う
【セ

ン
タ

ー
長

・統
括

支
援

員
】

•
セ

ン
タ

ー
長

未
検

討
（

セ
ン

ター
ご

とに
設

置
す

る
こと

に
な

る
見

込
み。

）
•

統
括

支
援

員
未

検
討

（
セ

ン
ター

ご
とに

設
置

す
る

こと
に

な
る

見
込

み。
）

基
礎

情
報

こど
も

家
庭

セ
ン

タ
ー

設
置

の
経

緯
・背

景
•

人
口

※
1 ：

1,
06

7,
98

1
人

•
出

生
数

※
2 ：

6,
91

8
人

•
0～

18
歳

未
満

人
口

※
1 ：

15
4,

38
0

人
•

要
保

護
児

童
数

※
2 ：

57
1

人
•

要
支

援
児

童
数

※
2 ：

現
時

点
で

は
計

上
して

い
な

い。
•

特
定

妊
婦

数
※

2 ：
18

2
人

•
児

童
虐

待
相

談
対

応
件

数
※

2 ：
11

,9
61

件
•

合
計

特
殊

出
生

率
※

2 ：
1.

10
%

•
低

出
生

体
重

児
数

※
2 ：

57
1

人
•

妊
娠

届
出

数
※

2 ：
7,

04
5

件
•

こ
ども

家
庭

セ
ン

タ
ー

の
設

置
(予

定
)個

所
数

：
6ヵ

所
•

こ
ども

家
庭

セ
ン

タ
ー

の
名

称
：

子
ども

家
庭

応
援

セ
ン

タ
ー

平
成

8年
4月

•
組

織
再

編
に

伴
い

、仙
台

市
各

区
に

保
健

福
祉

セ
ン

タ
ー

保
健

福
祉

課
（

児
童

福
祉

係
、予

防
係

、他
2係

）
を

設
置

し
、

母
子

保
健

と児
童

福
祉

の
一

体
的

な
組

織
体

制
を

構
築

平
成

13
年

4月
•

組
織

再
編

に
伴

い
、保

健
福

祉
セ

ン
タ

ー
家

庭
健

康
課

（
こ

ども
家

庭
係

、母
子

保
健

係
、健

康
増

進
係

）
に

再
編

平
成

28
年

7月
•

各
区

家
庭

健
康

課
（

母
子

保
健

係
）

に
お

い
て

、子
育

て
世

代
包

括
支

援
セ

ン
タ

ー
事

業
開

始
（

7箇
所

）
令

和
2年

4月
•

各
区

保
健

福
祉

セ
ン

タ
ー

に
保

育
給

付
課

（
子

育
て

給
付

係
、保

育
係

）
を

新
設

•
各

区
家

庭
健

康
課

（
こ

ども
家

庭
係

）
に

お
い

て
、子

ども
家

庭
総

合
支

援
拠

点
事

業
開

始
（

6箇
所

）
•

各
区

保
健

福
祉

セ
ン

タ
ー

家
庭

健
康

課
に

お
い

て
、

拠
点

機
能

と包
括

機
能

を
一

体
的

に
運

用
す

る
体

制
を

構
築

し
、

子
ども

家
庭

応
援

セ
ン

タ
ー

を
設

置
（

6箇
所

）
※

1：
令

和
4年

10
月

1日
現

在
※

2：
令

和
4年

度

仙
台

市
ヒア

リン
グ

対
象

者
：

児
童

福
祉

部
門

・母
子

保
健

部
門

セ
ン

タ
ー

長
・統

括
支

援
員

・事
務

担
当

施
設

形
態

イ
メ

ー
ジ

︓
例

3に
該

当
こ

ども
家

庭
部

（
子

ども
家

庭
総

合
支

援
拠

点
事

業
）

各
区

役
所

こ
ども

若
者

局

こ
ども

家
庭

保
健

課他

保
健

福
祉

セ
ン

タ
ー

家
庭

健
康

課
こ

ども
家

庭
係

,母
子

保
健

係
,健

康
増

進
係

（
子

育
て世

代
包

括
支

援
セ

ンタ
ー

事
業

）

保
育

給
付

課

子 ど も 家 庭 応 援

セ ン タ ー

発
達

教
育

ﾔﾝ
ｸﾞ

ｹｱ
ﾗｰ

家
庭

児
童

相
談

室
他

大
規

模
型
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統
括

支
援

員
の

選
定

方
法

、業
務

内
容

とも
に

現
在

検
討

中

取
組

内
容

統
括

支
援

員

選
定

方
法


検

討
中

業
務

内
容


検

討
中

特
徴

的
な

取
り組

み


特
に

な
し

。

仙
台

市
ヒア

リン
グ

対
象

者
：

児
童

福
祉

部
門

・母
子

保
健

部
門

セ
ン

タ
ー

長
・統

括
支

援
員

・事
務

担
当

発
達

教
育

ﾔﾝ
ｸﾞ

ｹｱ
ﾗｰ

家
庭

児
童

相
談

室
他

大
規

模
型
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r
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m
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G
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at
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d,
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 p
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e 
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gl

is
h 
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母
子

保
健

機
能

の
サ

ポ
ー

ト
プ

ラ
ン、

児
童

福
祉

機
能

の
サ

ポ
ー

ト
プ

ラ
ン

とも
に

令
和

5年
度

中
に

準
備

予
定

、様
式

の
検

討
と並

行
し

て、
「手

交
」の

具
体

的
運

用
に

つ
い

て
検

討
を

進
め

る
予

定
取

組
内

容

サ
ポ

ー
ト

プ
ラ

ン


こ
ども

家
庭

セ
ン

タ
ー（

母
子

保
健

機
能）

に
お

い
て

作
成

す
る

サ
ポ

ー
ト

プ
ラ

ン（
旧

支
援

プ
ラ

ン）


令
和

5年
度

中
に

様
式

の
準

備
を

予
定

し
て

い
る。


サ

ポ
ー

トプ
ラン

の
前

段
の

も
の

とし
て、

子
育

て
マ

イ
プ

ラン
（

セ
ル

フプ
ラン

）
を

手
交

し
て

い
る。


子

育
て

マ
イ

プ
ラン

は、
渡

し
て

終
わ

る
こと

が
多

く、ど
の

くら
い

活
用

い
た

だ
け

て
い

る
か

評
価

が
で

き
な

い
ま

ま
運

用
され

続
け

て
き

た。


子
育

て
マ

イ
プ

ラン
は、

本
人

の
意

向
や

同
意

を
得

る
仕

様
に

な
って

い
な

い
た

め、こ
れ

らを
組

み
込

ん
だ

形
で、

来
年

度
サ

ポ
ー

トプ
ラン

とし
て

手
交

を
始

め
る

こと
を

想
定


こ

ども
家

庭
セ

ン
タ

ー（
児

童
福

祉
機

能）
に

お
い

て
作

成
す

る
サ

ポ
ー

ト
プ

ラ
ン（

令
和

6年
4月

か
ら

新
設

さ
れ

る
プ

ラ
ン。

児
童

記
録

票
とは

異
な

る）


令
和

５
年

度
中

に
様

式
の

準
備

を
予

定
し

て
い

る。


児
童

福
祉

部
門

の
係

長
会

で
毎

月
検

討
を

重
ね

て
い

る。今
後

は
母

子
保

健
係

長
とも

共
有

し
な

が
ら 検

討
を

進
め

て
い

く予
定。


手

交
す

る
こと

で
支

援
対

象
者

で
あ

る
こと

の
メッ

セ
ー

ジ
に

な
り得

る
も

の
で

あ
る

た
め、ス

テ
ィグ

マ
的

な
部

分
に

も
配

慮
し

な
が

ら進
め

て
い

く必
要

が
あ

る。


今
ま

で
も

支
援

対
象

者
と課

題
を

共
有

す
る

等
の

取
組・支

援
は

行
って

き
た

が、
具

体
的

な
も

の
とし

て
や

り取
りす

る
こと

が
性

質
上

難
し

い
と感

じ
て

い
る

。


福
祉

部
門

は
支

援
を

求
め

て
い

な
い

方
に

手
交

す
る

場
面

も
想

定
され

る。サ
ポ

ー
トプ

ラン
の

土
台

を
作

る
こと

は
そ

こま
で

難
し

くな
い

と思
うが、

実
用

レ
ベ

ル
に

落
とし

込
む

とこ
ろ

に
つ

い
て

は
、別

問
題

か
と思

って
お

り、
課

題
が

大
き

い
か

と思
う。

合
同

ケ
ー

ス
会

議


子
ども

家
庭

応
援

セ
ン

ター
設

置
前

か
ら行

って
い

る
会

議
体

を、
合

同
ケ

ー
ス

会
議

とし
て

運
用


開

催
頻

度
は、

区
に

よ
って

異
な

る（
区

の
実

情
に

応
じ

て
行

って
い

る
状

況
の

た
め、

定
期

的
な

開
催

も
あ

れ
ば 、

月
1回

の
とこ

ろ
も

あ
る。

）


母
子

保
健

と児
童

福
祉

で
は、

会
議

体
に

限
らず

、日
常

的
な

情
報

交
換

等
を

行
って

い
る。


母

子
保

健
に

は
総

合
相

談
とい

うこ
とで

取
りま

とめ
役

が
お

り、児
童

福
祉

に
は

拠
点

担
当

の
職

員
が

い
る。

両
者

とも
正

職
員

が
中

心
に

い
る

た
め、

そ
の

職
員

が
係

員
か

らの
相

談
を

取
りま

とめ
、判

断
を

日
常

的
に

行
って

い
る。

仙
台

市
ヒア

リン
グ

対
象

者
：

児
童

福
祉

部
門

・母
子

保
健

部
門

セ
ン

タ
ー

長
・統

括
支

援
員

・事
務

担
当

発
達

教
育

ﾔﾝ
ｸﾞ

ｹｱ
ﾗｰ

家
庭

児
童

相
談

室
他

大
規

模
型
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こど
も

家
庭

セ
ン

タ
ー

が
設

置
さ

れ
、母

子
保

健
と児

童
福

祉
の

一
体

的
な

運
用

が
開

始
さ

れ
た

こ
とで

、ケ
ー

ス
対

応
に

お
け

る
視

野
が

広
が

った
と感

じ
る

事
例

が
増

加
し

て
い

る

設
立

に
当

た
って

の
課

題
、課

題
を

どの
よ

うに
乗

りこ
え

た
か


母

子
保

健
機

能
と児

童
福

祉
機

能
の

役
割

分
担

に
課

題
を

抱
え

て
い

る。
−

一
体

的
に

支
援

す
る

メリ
ット

も
あ

る
一

方
で

、両
者

の
機

能
を

併
せ

持
つ

セ
ン

ター
で

あ
る

が
ゆ

え
に

、児
童

虐
待

の
予

防
を

し
な

が
ら虐

待
対

応
を

す
る

こと
の

困
難

さが
あ

る
。

−
母

子
保

健
で

は
虐

待
に

係
る

対
応

の
割

合
が

増
え

て
お

り、本
来

の
予

防
的

な
働

き
か

け
や

地
域

づ
くり

が
困

難
に

な
って

い
る。乳

幼
児

が
い

る
世

帯
に

関
し

て
は、

母
子

保
健

係
の

保
健

師
が

支
援

を
し

て
い

る
ケ

ー
ス

が
多

々
あ

る。
ま

た、
妊

婦
に

な
る

と医
療

的
側

面
が

出
る

た
め、

出
産

し
た

後
も

引
き

続
き

担
当

す
る

ケ
ー

ス
が

多
くあ

り、複
数

で
関

わ
る

こと
が

難
し

い
ケ

ー
ス

が
中

に
は

あ
る

た
め、

関
わ

りの
仕

方
は

工
夫

が
必

要
と感

じ
て

い
る。

仙
台

市
ヒア

リン
グ

対
象

者
：

児
童

福
祉

部
門

・母
子

保
健

部
門

セ
ン

タ
ー

長
・統

括
支

援
員

・事
務

担
当

現
在

、検
討

が
必

要
と考

え
て

い
る

点


セ
ン

ター
長

お
よ

び
統

括
支

援
員

の
配

置


子
育

て
世

代
包

括
支

援
セ

ン
ター

は
人

員
配

置
基

準
を

満
た

し
て

い
る

が、
子

ども
家

庭
総

合
支

援
拠

点
は

基
準

を
満

た
し

て
い

な
い。

加
え

て
、統

括
支

援
員

や
セ

ン
ター

長
の

配
置

に
つ

い
て

議
論

が
出

来
て

お
らず

課
題

と 認
識

し
て

い
る。


特

に
統

括
支

援
員

に
つ

い
て

は、
母

子
保

健
は

新
規

事
業

も
多

く、
対

応
が

必
要

な
ケ

ー
ス

は
増

加
傾

向
で

あ
る

中
で、

新
た

な
役

割
を

担
う職

員
を

配
置

す
る

の
が

困
難。


サ

ポ
ー

トプ
ラン

の
実

運
用


プ

ラン
の

土
台

を
作

る
こと

自
体

は
そ

れ
ほ

ど難
し

い
こと

で
は

な
い

と考
え

て
い

る
が

、運
用

面
で

実
用

レ
ベ

ル
に

落
とし

込
む

部
分

に
つ

い
て

は
諸

課
題

で
あ

る
と認

識
し

て
い

る
。

成
果

・得
ら

れ
た

効
果


一

体
的

に
取

り組
む

うえ
で

、物
理

的
に

同
じ

場
所

で
業

務
を

実
施

す
る

こと
の

効
果

は
大

き
い

。仙
台

市
は

同
じ

課
の

職
員

で
運

用
し

て
い

る
た

め
、フ

ロ
ア

を
比

較
的

自
由

に
行

き
来

で
き

る
状

態
で

あ
り、

通
告

や
緊

急
の

対
応

が
必

要
に

な
った

場
合

で
あ

って
も、係

の
担

当
者

に
声

を
掛

け、
具

体
的

な
レ

ベ
ル

で
直

接
会

話
す

る
こと

が
可

能。


こど
も

家
庭

セ
ン

ター
が

設
置

され
る

ま
で

の
期

間、
母

子
保

健
と児

童
福

祉
の

領
域

の
違

い
を

あ
ま

り意
識

し
て

い
な

か
った。

こど
も

家
庭

セ
ン

ター
の

運
用

が
開

始
され

た
こと

で、
ケ

ー
ス

が
どち

らの
フェ

ー
ズ

に
該

当
す

る
の

か、
支

援
の

フェ
ー

ズ
は

どこ
な

の
か

とい
った

こと
を

意
識

で
き

る
よ

うに
な

った。
－

特
定

妊
婦

に
つ

い
て

は、
妊

娠
期

か
ら母

子
保

健
で

把
握

し
て

母
子

手
帳

交
付

か
ら積

極
的

な
支

援
を

行
い、婦

人
保

護
部

門
と連

携
の

うえ
出

産
後

も
共

同
作

業
が

続
くケ

ー
ス

が
い

くつ
か

出
始

め
て

い
る。

外
部

との
連

携
も

進
め

や
す

さを
感

じ
て

い
る。

ー
他

市
町

村
か

ら転
入

す
る

ケ
ー

ス
の

場
合、

初
期

段
階

か
ら母

子
保

健
と児

童
福

祉
が

協
働

で
き

る
こと

は
強

み
で

あ
る

よ
うに

感
じ

る。


そ
の

他
、家

庭
健

康
課

と保
育

給
付

課
が

同
じ

フロ
ア

に
な

った
こと

で、保
育

の
手

続
き

に
き

た
方

で、
気

に
な

る
保

護
者

が
い

た
場

合
の

連
携

が
で

き
る

よ
うに

な
った。

発
達

教
育

ﾔﾝ
ｸﾞ

ｹｱ
ﾗｰ

家
庭

児
童

相
談

室
他

大
規

模
型
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令
和

6年
以

降
、段

階
的

に
こど

も
家

庭
セ

ン
タ

ー
機

能
を

設
置

し、
全

て
の

妊
産

婦
、子

育
て

世
帯

、
子

ども
へ

の
包

括
的

な
相

談
支

援
を

強
化

組
織

体
制

【組
織

体
制

】
•

各
区

こ
ども

家
庭

支
援

課
内

に
、子

育
て

世
代

包
括

支
援

セ
ン

タ
ー

とこ
ども

家
庭

総
合

支
援

拠
点

の
両

部
門

が
存

在
し

て
い

る
。

•
こ

ども
青

少
年

局
（

本
庁

）
の

こ
ども

福
祉

保
健

部
が

、
各

区
の

取
りま

とめ
・調

整
機

能
を

担
って

い
る

。


こ
ども

家
庭

課
‥

‥
‥

こ
ども

家
庭

セ
ン

タ
ー

機
能

の
設

置
準

備


地
域

子
育

て
支

援
課

‥
母

子
保

健
に

関
す

る
こ

と


こ
ども

権
利

擁
護

課
‥

‥
児

童
虐

待
防

止
に

関
す

る
こ

と
【セ

ン
タ

ー
長

・統
括

支
援

員
】

•
セ

ン
タ

ー
長

各
区

の
こ

ども
家

庭
支

援
課

長
が

担
う予

定
職

種
は

特
に

限
定

し
て

い
な

い
•

統
括

支
援

員
係

長
級

の
専

門
職

を
想

定
こ

ども
青

少
年

局
を

本
務

、各
区

の
こ

ども
家

庭
支

援
課

を
兼

務
とす

る
予

定

基
礎

情
報

こど
も

家
庭

セ
ン

タ
ー

設
置

の
経

緯
・背

景

•
人

口
※

1 ：
3,

77
1,

76
6

人
•

出
生

数
※

2 ：
23

,7
85

人
•

0～
18

歳
未

満
人

口
※

1 ：
53

3,
83

2
人

•
要

保
護

児
童

数
※

4 ：
5,

26
5

人
•

要
支

援
児

童
数

※
2 ：

非
公

開
•

特
定

妊
婦

数
※

4 ：
11

2
人

•
児

童
虐

待
相

談
対

応
件

数
※

2 ：
13

,1
40

件
•

合
計

特
殊

出
生

率
※

2 ：
1.

16
%

•
低

出
生

体
重

児
数

※
3 ：

2,
15

2
人

•
妊

娠
届

出
数

※
2 ：

25
,2

18
件

•
こ

ども
家

庭
セ

ン
タ

ー
の

設
置

個
所

数
※

5 ：
18

ヵ所
•

こ
ども

家
庭

セ
ン

タ
ー

の
名

称
：

な
し

令
和

29
年

度
～

令
和

元
年

度
•

各
区

福
祉

保
健

セ
ン

タ
ー

こ
ども

家
庭

支
援

課
に

、看
護

職
の

「母
子

保
健

コ
ー

デ
ィネ

ー
タ

ー
」を

順
次

配
置

•
同

課
内

に
、子

育
て

世
代

包
括

支
援

セ
ン

タ
ー

を
順

次
設

置
（

18
箇

所
）

令
和

3年
度

～
4年

度
•

各
区

福
祉

保
健

セ
ン

タ
ー

こ
ども

家
庭

支
援

課
内

に
、こ

ども
家

庭
総

合
支

援
拠

点
を

設
置

（
18

箇
所

）
•

同
課

内
に

、児
童

虐
待

等
を

専
任

で
担

う、
こ

ども
の

権
利

擁
護

担
当

を
新

設
•

子
ども

とそ
の

家
庭

等
に

対
す

る
相

談
支

援
体

制
の

強
化

令
和

5年
度

•
「こ

ども
家

庭
セ

ン
タ

ー
」設

置
及

び
子

ども
とそ

の
家

庭
へ

の
包

括
的

支
援

に
関

す
る

検
討

を
開

始
•

「横
浜

市
こ

ども
家

庭
セ

ン
タ

ー
ガ

イ
ド

ラ
イ

ン
」の

策
定

に
向

け
て

の
検

討
令

和
6年

4月
以

降
•

各
区

福
祉

保
健

セ
ン

タ
ー

こ
ども

家
庭

支
援

課
に

こ
ども

家
庭

セ
ン

タ
ー

機
能

（
18

区
／

18
ヵ所

）
を

段
階

的
に

設
置

予
定

※
1：

令
和

4年
10

月
1日

現
在

※
2：

令
和

4年
度

※
3：

令
和

3年
度

※
4：

令
和

3年
度

末
※

5：
令

和
6年

か
ら

段
階

的
に

設
置

予
定

横
浜

市
ヒア

リン
グ

対
象

者
：

そ
の

他
（

本
庁

統
括

部
門

）

施
設

形
態

イ
メ

ー
ジ

︓
例

3に
該

当

こ
ども

福
祉

保
健

部

各
区

役
所

こ
ども

青
少

年
局

こ
ども

家
庭

課

福
祉

保
健

セ
ン

タ
ー

こ
ども

家
庭

支
援

課

地
域

子
育

て
支

援
課

こ
ども

権
利

擁
護

課

（
こど

も家
庭

セ
ンタ

ー
準

備
担

当
）

こ
ども

家
庭

セ
ン

タ
ー機

能

発
達

教
育

ﾔﾝ
ｸﾞ

ｹｱ
ﾗｰ

家
庭

児
童

相
談

室
他

大
規

模
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統
括

支
援

員
は

母
子

保
健

分
野

及
び

児
童

福
祉

分
野

の
双

方
が

適
切

に
連

携
、協

力
で

き
る

よ
う総

合
調

整
役

を
担

う
取

組
内

容

統
括

支
援

員

選
定

方
法


母

子
保

健
、児

童
福

祉
の

両
部

門
の

調
整

役
を

担
うこ

とか
ら、母

子
保

健
と児

童
福

祉
そ

れ
ぞ

れ
の

現
場

経
験

が
あ

り、あ
る

程
度

マ
ネ

ジ
メン

ト経
験

が
あ

る
係

長
級

を
想

定
し、

関
係

局
と調

整。

業
務

内
容

以
下

の
役

割
を

想
定

し
て

い
る。


個

別
支

援
に

お
け

る
母

子
保

健、
児

童
福

祉
双

方
の

総
合

調
整


サ

ポ
ー

トプ
ラン

の
作

成
に

関
す

る
助

言・
管

理


地
域

資
源

の
ネ

ット
ワ

ー
ク化

・開
拓

に
関

す
る

マ
ネ

ジ
メン

ト

特
徴

的
な

取
り組

み


こど

も
青

少
年

局
（

本
庁

部
門

）
に

こど
も

家
庭

セ
ン

ター
の準

備
担

当
を

設
置

し
て

い
る。


横

浜
市

の
市

政
運

営
を

示
す「

横
浜

市
中

期
計

画
20

22
～

20
25

」で
「子

育
て

し
た

い
ま

ち
次

世
代

を
共

に育
む

ま
ち

ヨコ
ハ

マ」
を

基
本

戦
略

に
掲

げ、
市

全
体

で
子

育
て

支
援

施
策

を
推

進
し

て
い

る。


こど
も

家
庭

セ
ン

ター
設

置
検

討
に

つ
い

て
は

、課
長

級
で

構
成

され
た

全
体

会
と係

長
級

で
構

成
され

た
作

業
部

会（
3部

会
）

で
プ

ロ
ジ

ェク
トを

行
った

。


課
長

級
検

討
プ

ロ
ジ

ェク
トに

は、
子

ども
に

関
わ

る
保

健・
福

祉
分

野
の

み
な

らず
、教

育
委

員
会

、政
策

局
、デ

ジ
タル

統
括

本
部

、市
民

局
が

参
画

し、
庁

内
横

断
的

に
検

討
を

行
った

。


検
討

の
際

の
基

礎
資

料
とす

べ
く、

区
こど

も
家

庭
支

援
課

、関
係

機
関

、母
子

保
健

分
野

・児
童

福
祉

分
野

の
有

識
者

、先
駆

的
に

取
り組

ん
で

い
る

自
治

体
に

ヒア
リン

グ
を

行
った

。

横
浜

市
ヒア

リン
グ

対
象

者
：

そ
の

他
（

本
庁

統
括

部
門

）
発

達
教

育
ﾔﾝ

ｸﾞ
ｹｱ

ﾗｰ
家

庭
児

童
相

談
室

他
大

規
模

型
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本
市

の
目

指
す

こど
も

家
庭

セ
ン

タ
ー

機
能

︓
①

当
事

者
の

ニ
ー

ズ
に

沿
った

手
厚

い
相

談
支

援
の

強
化

（
サ

ポ
ー

ト
プ

ラ
ン

の
作

成）
②

地
域

に
お

け
る

子
育

て
支

援
の

基
盤

づ
くり

取
組

内
容

サ
ポ

ー
ト

プ
ラ

ン


課
長

級
、係

長
級

検
討

プ
ロ

ジ
ェク

トに
お

い
て、

サ
ポ

ー
トプ

ラン
作

成
の

目
的・

意
義

の
確

認
や、

具
体

的
な

運
用

方
法

とし
て

対
象

者、
様

式
、作

成
方

法
、手

交
等

に
関

す
る

検
討

を
行

った
。


サ

ポ
ー

トプ
ラン

の
具

体
的

な
運

用
に

つ
い

て、
各

区
福

祉
保

健
セ

ン
ター

こど
も

家
庭

支
援

課
の

職
員

へ
の

説
明

や
意

見
交

換
の

機
会

を
設

け
て

検
討

を
行

った。


母
子

保
健

分
野、

児
童

福
祉

分
野

で
同

一
の

様
式

とし
、「

妊
娠

中
～

生
後4

か
月

」用
、「

乳
幼

児
」用

、「
学

齢
児

」用
の3

つ
を

用
意

す
る

こと
を

想
定

し
て

い
る。


サ

ポ
ー

トプ
ラン

作
成

の
目

的
・意

義
とし

て、
2つ

を
主

軸
に

置
い

て
い

る。
①

子
ども

とそ
の

家
庭

を「
主

語
」に

し
た

支
援

を
実

施
す

る。
②

サ
ー

ビス
利

用
者

（
子

ども
とそ

の
家

庭）
と

サ
ー

ビス
提

供
者

（
行

政
、地

域
の

機
関

及
び

関
係

者）
が

支
援

内
容

を
共

通
理

解
す

る
た

め
の「ツ

ー
ル」

とし
て

活
用

す
る。


サ

ポ
ー

トプ
ラン

の
見

直
し

の
想

定
−

要
保

護
児

童
、要

支
援

児
童

：3
か

月
～

6か
月

に1
回

−
特

定
妊

婦
：

妊
娠

中2
か

月
に1

回
、 出

産
後

は4
か

月
ま

で
は1

か
月

に1
回

−
要

保
護

児
童

以
外

：3
か

月
～

6か
月

に1
回

程
度

を
想

定


当
面

は
紙

で
運

用
す

る
想

定
で

あ
る

が、
サ

ポ
ー

トプ
ラン

作
成

・進
捗

管
理

機
能

を
い

ず
れ

は
シ

ス
テ

ム
で

行
え

る
よ

う検
討

を
進

め
て

い
る。

合
同

ケ
ー

ス
会

議


母
子

保
健

分
野、

児
童

福
祉

分
野

の
双

方
の

職
員

と統
括

支
援

員
が

出
席

し、支
援

方
針

の
検

討・
見

直
し

を
行

う既
存

の
各

種
会

議
を

合
同

ケ
ー

ス
会

議
とし

て
整

理
す

る。


統
括

支
援

員
は

会
議

に
お

い
て、

各
ケ

ー
ス

の
状

況
を

把
握

し、
サ

ポ
ー

トプ
ラン

の
作

成
や

母
子

保
健・

児
童

福
祉

双
方

の
視

点
か

ら個
別

支
援

に
関

す
る

助
言

等
を

行
う。

地
域

資
源

の
開

拓


各
地

域
資

源
が

実
施

し
て

い
る

支
援

内
容

や
課

題
を

把
握

し、地
域

全
体

で
家

庭
を

支
え

る
体

制
とこ

ども
家

庭
セ

ン
ター

に
期

待
す

る
役

割
等

に
つ

い
て

知
見

を
得

る
こと

を
目

的
に、

乳
幼

児
期

や
学

齢
期

に
関

す
る

地
域

資
源

に
ヒア

リン
グ

を
行

った。


従
来

か
ら地

域
資

源
や

ニ
ー

ズ
の

把
握

が
行

わ
れ

て
き

た
が、こ

ども
家

庭
セ

ン
ター

機
能

設
置

を
機

に新
た

に
配

置
され

る
統

括
支

援
員

が
中

心
に

な
り、地

域
資

源
間

の
ネ

ット
ワ

ー
ク 化

や
地

域
資

源
の

開
拓

を
担

い、
「地

域
に

お
け

る
子

育
て

支
援

の
基

盤
づ

くり
の

機
能

強
化」に

取
り組

む
こと

を
目

指
す。

横
浜

市
ヒア

リン
グ

対
象

者
：

そ
の

他
（

本
庁

統
括

部
門

）
発

達
教

育
ﾔﾝ

ｸﾞ
ｹｱ

ﾗｰ
家

庭
児

童
相

談
室

他
大

規
模

型
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市
の

基
本

政
策

に
基

づ
い

て
、子

ども
に

関
わ

る
保

健
・福

祉
分

野
の

み
な

ら
ず

教
育

委
員

会
、

政
策

局
デ

ジ
タ

ル
統

括
本

部
も

参
画

し、
庁

内
横

断
的

に
検

討
を

実
施

設
立

に
当

た
って

の
課

題
、課

題
を

どの
よ

うに
乗

り越
え

た
か


既

に
母

子
保

健
分

野
及

び
児

童
福

祉
分

野
の

一
体

的
な

支
援

体
制

が
整

備
され

て
い

る
な

か
で、両

部
門

が
さら

に
連

携
・協

働
を

深
め、

切
れ

目
の

な
い

支
援

や
相

談
支

援
体

制
を

強
化

す
る

た
め

に
は

どの
よ

うな
再

構
築

が
必

要
で

あ
る

か
庁

内
横

断
的

に
検

討
プ

ロ
ジ

ェク
トを

開
催

し
、議

論
を

行
った

。


区
こど

も
家

庭
支

援
課

に
対

し
て、

こど
も

家
庭

セ
ン

ター
ガ

イ
ドラ

イ
ン（

案
）

の
説

明
を

複
数

回
行

い、
意

見
交

換
を

行
い 、

円
滑

な
導

入
を

目
指

し
た。

現
在

、検
討

が
必

要
と考

え
て

い
る

点
（

検
討

を
行

って
き

た
点

）


設
置

方
針

に
つ

い
て


横

浜
で

子
育

て
を

す
る

全
て

の
人

と全
て

の
子

ども
に

や
さし

い
ま

ち
づ

くり
を

実
現

す
る

た
め

に
、こ

ども
家

庭
セ

ン
ター

機
能

を
設

置
し、

２
つ

の
機

能
を

強
化

す
る。

①
当

事
者

の
ニ

ー
ズ

に
沿

った
手

厚
い

相
談

支
援

の
強

化、
②

地
域

に
お

け
る

子
育

て
支

援
の

基
盤

づ
くり

の
機

能
強

化


業
務

の
効

率
化


本

来
業

務
で

あ
る

包
括

的
支

援
の

提
供（

個
別

支
援

・地
域

支
援

）
へ

注
力

出
来

る
よ

うに
、こ

ども
家

庭
セ

ン
ター

機
能

の
設

置
と並

行
し

て、業
務

効
率

化
・削

減
の

取
り組

み
を

進
め

て
い

く。


これ
ま

で
以

上
に

職
員

が
支

援
に

向
き

合
う時

間
を

確
保

す
る

た
め、訪

問
時

な
どの

相
談

援
助

業
務

等
に

お
い

て
タブ

レ
ット

の
活

用
を

す
る

とと
も

に、相
談

支
援

シ
ス

テ
ム

構
築

に
向

け
た

検
討

を
行

う。


組
織

体
制


こど

も
家

庭
セ

ン
ター

長
は

各
区

の
こど

も
家

庭
支

援
課

長
とし、

統
括

支
援

員
は

係
長

級
の

専
門

職
を

新
た

に
配

置
す

る
こと

を
想

定
し

て
い

る。

横
浜

市
ヒア

リン
グ

対
象

者
：

そ
の

他
（

本
庁

統
括

部
門

）
発

達
教

育
ﾔﾝ

ｸﾞ
ｹｱ

ﾗｰ
家

庭
児

童
相

談
室

他
大

規
模

型

成
果

・得
ら

れ
た

効
果


既

存
組

織
を

こど
も

家
庭

セ
ン

ター
機

能
とし

て
発

展
的

に
運

用
し

て
い

くた
め

に、市
全

体
で

議
論

す
る

こと
が出

来
た。


既

に
一

体
的

な
支

援
体

制
が

整
備

され
て

い
る

な
か

で、
現

状
の

課
題

や
これ

ま
で

以
上

に
切

れ
目

の
な

い
支

援
や

相
談

支
援

体
制

を
強

化
す

る
た

め
に

必
要

な
取

組
を

検
討

す
る

こと
が

出
来

た。
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従
前

よ
り取

り組
ん

で
き

た
施

策
を

拡
張

・発
展

さ
せ

る
形

で
、令

和
5年

に
こど

も
家

庭
セ

ン
タ

ー
を

設
置

、令
和

6年
を

待
た

ず
先

行
し

て
設

置
す

る
こと

で
改

善
点

の
早

期
発

見
に

取
り組

む

組
織

体
制

基
礎

情
報

こど
も

家
庭

セ
ン

タ
ー

設
置

の
経

緯
・背

景
•

人
口

※
1 ：

47
6,

71
0

人
•

出
生

数
※

2 ：
3,

61
2

人
•

0～
18

歳
未

満
人

口
※

1 ：
76

,9
06

人
•

要
保

護
児

童
数

※
2 ：

51
3

人
•

要
支

援
児

童
数

※
2 ：

34
5

人
•

特
定

妊
婦

数
※

2 ：
74

人
•

児
童

虐
待

相
談

対
応

件
数

※
2 ：

47
3

件
•

合
計

特
殊

出
生

率
※

3 ：
1.

55
 %

•
低

出
生

体
重

児
数

※
3 ：

35
9

人
•

妊
娠

届
出

数
※

2 ：
3,

49
4

件
•

こ
ども

家
庭

セ
ン

タ
ー

の
設

置
(予

定
)個

所
数

：
1ヵ

所
•

こ
ども

家
庭

セ
ン

タ
ー

の
名

称
：

未
定

平
成

22
年

4月
•

本
庁

舎
内

（
保

健
福

祉
局

子
ども

未
来

部
）

に
、子

ども
相

談
セ

ン
タ

ー
を

設
置

令
和

29
年

7月
•

妊
婦

・子
育

て
相

談
ス

テ
ー

シ
ョン

す
くす

く（
子

育
て

世
代

包
括

支
援

セ
ン

タ
ー

）
を

市
内

5か
所

に
開

設
（

健
康

づ
くり

課
）

平
成

30
年

4月
•

子
ども

相
談

セ
ン

タ
ー

に
お

い
て

、子
ども

家
庭

総
合

支
援

拠
点

事
業

を
開

始

※
1：

令
和

4年
10

月
1日

現
在

※
2：

令
和

4年
度

※
3：

令
和

3年

倉
敷

市
ヒア

リン
グ

対
象

者
：

児
童

福
祉

部
門

・母
子

保
健

部
門

セ
ン

タ
ー

長
・統

括
支

援
員

・事
務

担
当

施
設

形
態

イ
メ

ー
ジ

︓
例

2に
該

当
子

ども
未

来
部 子

ども
相

談
セ

ン
タ

ー
児

童
虐

待
に

関
す

る
相

談
，

児
童

に
関

す
る

各
種

相
談

子
育

て
支

援
課

児
童

手
当

、児
童

扶
養

手
当

、特
別

児
童

扶
養

手
当

、児
童

福
祉

年
金

、遺
児

教
育

年
金

、遺
児

激
励

金
、放

課
後

児
童

ク
ラ

ブ
、地

域
子

育
て

支
援

拠
点

、
児

童
館

、子
育

て
広

場
、子

育
て

サ
ロ

ン、
赤

ち
ゃ

ん
の

駅

倉
敷

市
保

健
所 健

康
づ

くり
課 妊

婦
・子

育
て

相
談

ス
テ

ー
シ

ョン
す

くす
く倉

敷
、

児
島

、玉
島

、水
島

、真
備

（
市

内5
箇

所
）

【組
織

体
制

】
•

母
子

保
健

と児
童

福
祉

は
物

理
的

に
離

れ
た

位
置

で
業

務
を

推
進

し
て

い
る

•
健

康
づ

くり
課

が
包

括
5箇

所
を

集
約

し
て

お
り

、
司

令
塔

の
機

能
を

持
って

い
る

（
企

画
調

整
な

ど
）

•
指

揮
命

令
系

統
に

つ
い

て
、子

ども
相

談
セ

ン
タ

ー
に

配
置

し
て

い
る

統
括

支
援

員
が

健
康

づ
くり

課
と兼

務
を

す
る

こ
とで

、セ
ン

タ
ー

長
の

指
揮

命
令

を
反

映
さ

せ
て

い
る

•
子

ども
相

談
セ

ン
タ

ー
が

、ヤ
ン

グ
ケ

ア
ラ

ー
の

相
談

窓
口

とな
って

い
る

【セ
ン

タ
ー

長
・統

括
支

援
員

】
•

セ
ン

タ
ー

長
子

ども
相

談
セ

ン
タ

ー
の

所
長

（
事

務
職

）
が

担
う

子
ども

相
談

セ
ン

タ
ー

の
業

務
は

通
算

で
10

年
目

•
統

括
支

援
員

子
ども

相
談

セ
ン

タ
ー

の
保

健
師

が
担

う（
健

康
づ

くり
課

を
兼

務
）

倉
敷

市
保

健
所

に
お

け
る

業
務

経
験

を
約

10
年

有
し

て
お

り、
包

括
の

立
ち

上
げ

に
も

関
与

（
子

育
て世

代
包

括
支

援
セ

ンタ
ー

事
業

）

（
子

ども
家

庭
総

合
支

援
拠

点
事

業
）

こ ど も 家 庭 セ ン タ ー

︵ 予 定 ︶

発
達

教
育

ﾔﾝ
ｸﾞ

ｹｱ
ﾗｰ

家
庭

児
童

相
談

室
他

大
規

模
型
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統
括

支
援

員
は

両
分

野
の

連
携

調
整

・一
体

的
支

援
の

方
針

決
定

・会
議

の
開

催
進

行
を

担
う

母
子

保
健

と児
童

福
祉

を
連

携
さ

せ
る

役
割（

HU
B

役
）

へ
の

期
待

値
が

大
き

い
取

組
内

容

統
括

支
援

員

特
徴

的
な

取
り組

み


特
に

な
し

。

倉
敷

市
ヒア

リン
グ

対
象

者
：

児
童

福
祉

部
門

・母
子

保
健

部
門

セ
ン

タ
ー

長
・統

括
支

援
員

・事
務

担
当

選
定

方
法


母

子
保

健
に

お
け

る
業

務
経

験
を

有
す

る
他、

児
童

福
祉

の
経

験
も

備
え

て
い

る
こと

か
ら、選

任
し

た。


今
後

の
選

定
に

あ
た

って
は、

−
補

佐
級

以
上

の
保

健
師

を
想

定（
子

ども
相

談
セ

ン
ター

に
過

去
在

籍
し

て
い

た
職

員
な

ど）
−

現
状

は、
地

区
担

当
を

持
ち

な
が

ら、
統

括
支

援
員

の
役

割
を

担
って

い
る

た
め、

地
区

を
離

れ
て

全
体

を
見

る
よ

うな
準

備
を

検
討

し
た

い
業

務
内

容


合
同

ケ
ー

ス
会

議
の

開
催


サ

ポ
ー

ト
プ

ラ
ン

作
成

の
ア

ド
バ

イ
ス

及
び

進
捗

管
理


支

援
対

象
者

の
進

行
管

理
特

に
特

定
妊

婦
に

つ
い

て、
市

全
体

で
の

登
録

状
況

や
支

援
の

進
捗

状
況

を
確

認
し

て
い

る。
そ

の
うえ

で、
担

当
保

健
師

とど
の

よ
うに

連
携

し
て

い
くか

な
ど

具
体

的
動

き
に

つ
い

て
一

緒
に

考
え

て
い

くな
どし

て
い

る。


母
子

保
健

と児
童

福
祉

の
連

絡
調

整
母

子
保

健
の

会
議

に
毎

回
出

席
し、

現
状

や
課

題
を

共
有

し
つ

つ、
調

整
を

図
って

い
る。


人

材
育

成
母

子
保

健
と児

童
福

祉
の

両
者

が
参

加
す

る
研

修
会

を
実

施
し

て
い

る。
内

容
：

事
例

検
討

を
通

じ
て、

ア
セ

ス
メン

トの
視

点
や

支
援

の
あ

り方
な

どの
ス

キ
ル

獲
得

地
域

に
あ

る
資

源
や

相
談

を
受

け
る

際
に

必
要

な
知

識
の

習
得

な
ど


そ

の
他

サ
ポ

ー
トプ

ラン
や

地
域

資
源

の
開

拓
に

つ
い

て
も

役
割

とし
て

位
置

付
け

られ
て

い
る

が 、
これ

か
ら頑

張
って

い
き

た
い

と思
って

い
る。

ま
た、

健
康

づ
くり

課
の

企
画

調
整

担
当

を
兼

務
し

て
い

る
た

め、
両

部
門

の
更

な
る

連
携

強
化

に
む

け、
事

業
間

の
体

制
づ

くり
の

相
談

等
を

実
施

し
て

い
る。

大
規

模
型

発
達

教
育

ﾔﾝ
ｸﾞ

ｹｱ
ﾗｰ

家
庭

児
童

相
談

室
他
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母
子

保
健

機
能

の
サ

ポ
ー

ト
プ

ラ
ン、

児
童

福
祉

機
能

の
サ

ポ
ー

ト
プ

ラ
ン

とも
に

令
和

6年
度

以
降

に
準

備
予

定
、「

手
交

」の
ほ

か
、市

が
提

供
す

る
支

援
内

容
との

乖
離

も
懸

念
さ

れ
て

い
る

取
組

内
容

サ
ポ

ー
ト

プ
ラ

ン


こ
ども

家
庭

セ
ン

タ
ー（

母
子

保
健

機
能）

に
お

い
て

作
成

す
る

サ
ポ

ー
ト

プ
ラ

ン（
旧

支
援

プ
ラ

ン）


妊
婦

面
接

の
際

に、
そ

れ
ぞ

れ
個

別
の

状
況

を
伺

い、
す

くす
くプ

ラン
を

全
員

に
共

有
し

て
い

る
とこ

ろ。児
童

福
祉

機
能

の
プ

ラン
との

連
動

性
を

今
後

検
討

す
る。

（
セ

ル
フプ

ラン
とサ

ポ
ー

トプ
ラン

が
一

体
的

に
な

って
い

る。）


こ
ども

家
庭

セ
ン

タ
ー（

児
童

福
祉

機
能）

に
お

い
て

作
成

す
る

サ
ポ

ー
ト

プ
ラ

ン（
令

和
6年

4月
か

ら
新

設
さ

れ
る

プ
ラ

ン。
児

童
記

録
票

とは
異

な
る）


令

和
6年

度
以

降
に

様
式

の
準

備
を

予
定

し
て

い
る。


ガ

イ
ドラ

イ
ン

の
参

考
資

料（
様

式
例

）
を

参
照

し
な

が
ら作

成
し

て
い

く想
定。


手

交
す

る
部

分
が

課
題

に
な

る
と思

って
い

る。サ
ポ

ー
トプ

ラン
の

目
標

を
どう

設
定

す
る

か
に

よ
って、

達
成

可
能

性
が

変
わ

って
くる

と思
う。目

標
を

広
げ

る
こと

は
難

し
い

が、
焦

点
を1

つ
に

絞
って

目
標

を
設

定
す

れ
ば、

達
成

し
や

す
くな

る
か

も
し

れ
な

い。


サ
ポ

ー
トプ

ラン
の

手
交

は
、地

区
担

当
職

員
が

対
応

す
る。

これ
ま

で
も、

記
録

等
の

事
務

作
業

が
後

回
し

に
な

って
し

ま
う場

面
も

多
く、そ

うい
った

業
務

に
加

え
て

作
る

た
め、

業
務

負
担

の
増

加
が

懸
念

され
る。

合
同

ケ
ー

ス
会

議
開

催
頻

度
：

月5
回

※
5地

区
そ

れ
ぞ

れ
月1

回
開

催
場

所
：

そ
れ

ぞ
れ

の
保

健
推

進
室

の
あ

る
所（

保
健

所
、支

所
）

へ
児

童
福

祉
が

出
向

く
（

参
加

者
）

子
ども

相
談

セ
ン

ター
の

地
区

担
当、

母
子

保
健

の
虐

待
担

当
保

健
師、

地
区

担
当

保
健

師、
統

括
支

援
員


従

来
の

ケ
ー

ス
の

共
有

会
議

を、
準

用
し

て
い

る。
進

行
管

理
会

議
の

後
に

開
催

し、
所

要
時

間
は1

時
間

程
度


議

事
は、

新
し

い
ケ

ー
ス

の
受

理
報

告
や、

児
童

福
祉

と母
子

保
健

の
支

援
方

針
の

検
討、

検
討

結
果

の
確

認
な

ど

※
進

行
管

理
会

議


児
童

1人
に

つ
き

年
2回

（
半

年
に1

回
）

調
査

を
し

て
判

断
し

な
お

す
こと

を
行

って
い

る。こ
ち

らを
年

間
50

～
52

回
の

会
議

に
盛

り込
ん

で
行

うよ
うに

し
て

い
る。


市

内
5ヶ

所
で

行
って

い
る

の
で、

方
向

性
に

あ
ま

り違
い

が
出

な
い

よ
うに

目
を

向
け

て
い

る
状

況
で

あ
る。


同

会
議

で
は、

1人
1人

の
こど

も
に

つ
い

て、
し

っか
り検

討
す

る
時

間
を

設
け、

要
対

協
の

進
行

管
理

会
議

に
か

け
る

べ
き

ケ
ー

ス
を

ピ
ック

ア
ップ

し
て

い
る。

倉
敷

市
ヒア

リン
グ

対
象

者
：

児
童

福
祉

部
門

・母
子

保
健

部
門

セ
ン

タ
ー

長
・統

括
支

援
員

・事
務

担
当

大
規

模
型

発
達

教
育

ﾔﾝ
ｸﾞ

ｹｱ
ﾗｰ

家
庭

児
童

相
談

室
他
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物
理

的
に

母
子

保
健

と児
童

福
祉

の
組

織
・拠

点
が

分
離

し
て

い
る

点
、サ

ポ
ー

ト
プ

ラ
ン

の
内

容
に

懸
念

の
あ

る
点

な
ど、

継
続

し
て

検
討

す
る

必
要

の
あ

る
事

項
が

残
さ

れ
て

い
る

よ
うに

思
わ

れ
る

設
立

に
当

た
って

の
課

題
、課

題
を

どの
よ

うに
乗

り越
え

た
か


児

童
福

祉
と母

子
保

健
の

立
地

が
離

れ
て

い
る

が、
要

対
協

に
登

録
され

て
い

る
ケ

ー
ス

情
報

の
共

有
は、

毎
月

更
新

し
た

台
帳

を
お

互
い

が
確

認
で

き
る

場
所

に
置

い
て

日
常

的
に、

共
有

し
て

い
る。

ま
た、

進
行

管
理

会
議

と合
わ

せ
て、

新
し

く受
理

し
た

ケ
ー

ス
や

特
定

妊
婦

に
つ

い
て

保
健

師
とこ

ども
相

談
セ

ン
ター

の
会

議
を

月
１

回
程

度
設

け
、共

有
し

て
い

る。


児
童

福
祉

と母
子

保
健

で
は

目
標

設
定

や
課

題
の

捉
え

方
が

違
って

くる
の

で、
相

互
理

解
が

難
し

い
とき

が
あ

る。
そ

こで
、両

部
門

で
一

緒
に

研
修

を
行

った
りす

る
こと

で、
視

点
を

少
し

近
づ

け
た

り、
相

互
理

解
を

図
る

よ
うな

こと
を

進
め

て
い

る。
ー

こど
も

相
談

セ
ン

ター
だ

け
で

行
って

い
た

事
例

検
討

や
研

修
に

つ
い

て、今
年

度
か

ら一
体

的
運

営
に

な
る

とい
うこ

とで
保

健
師

に
も

参
加

い
た

だ
い

て
い

る。
ー

事
例

検
討

会
で

は、
支

援
の

視
点

とい
った

方
向

性
の

よ
うな

も
の

が
共

有
で

き
る。外

部
のS

Vに
来

て
い

た
だ

き、
客

観
的

な
立

場
か

らの
助

言
を

し
て

い
た

だ
くこ

とで
、共

有
す

べ
き

視
点

が
浸

透
し

や
す

い
か

と実
感

は
出

て
い

る。

倉
敷

市
ヒア

リン
グ

対
象

者
：

児
童

福
祉

部
門

・母
子

保
健

部
門

セ
ン

タ
ー

長
・統

括
支

援
員

・事
務

担
当

成
果

・得
ら

れ
た

効
果


合

同
研

修
等

を
通

じ
て、

ケ
ー

ス
対

応
等

に
つ

い
て、

以
前

に
比

べ
て、

母
子

保
健

と児
童

福
祉

の
共

通
認

識
が

持
て

る
よ

うに
な

って
き

て
お

り、会
議

に
も、

虐
待

担
当

保
健

師
だ

け
で

は
な

く、
地

区
を

持
って

い
る

保
健

師
が

順
番

に
参

加
す

る
な

ど、ソ
フト

面
の

一
体

化
が

構
築

され
つ

つ
あ

る。

現
在

、検
討

が
必

要
と考

え
て

い
る

点


サ
ポ

ー
ト

プ
ラ

ン
の

内
容

に
つ

い
て


実

際
に

市
が

実
施

し
て

い
る

支
援

状
況

に
合

って
い

な
い

よ
うに

感
じ

られ
る。


継

続
性

が
乏

し
く課

題
の

把
握

が
浅

くな
って

し
ま

う 可
能

性、
作

成
に

時
間

が
か

か
り現

実
的

で
な

い
可

能
性

、対
象

者
との

対
話

に
よ

り記
述

式
で

作
成

を
進

め
る

こと
は

困
難、

な
どの

意
見

が
あ

り、
現

在
、担

当
者

が
様

式
の

内
容

を
検

討
中。


地

域
資

源
の

開
発

に
つ

い
て


訪

問
支

援
事

業
（

す
くす

く育
児

ヘ
ル

パ
ー）

は
従

前
か

ら取
り組

ん
で

い
る。

（
1年

間
限

定
で

実
施

し
て

い
た

事
業

で
あ

る
が、

今
後

改
善

し
て

い
き

た
い。

）


「居
場

所
づ

くり
」に

関
連

す
る

取
り組

み
は

今
後

検
討

の
必

要
が

あ
る。


地

域
資

源
の

開
発

に
つ

い
て

大
規

模
型

発
達

教
育

ﾔﾝ
ｸﾞ

ｹｱ
ﾗｰ

家
庭

児
童

相
談

室
他
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14
か

所
の

区
役

所
支

所
に

子
ども

は
ぐく

み
室

（
こど

も
家

庭
セ

ン
タ

ー
）

を
設

置
し、

高
い

専
門

性
を

有
す

る
職

員
が

、そ
れ

ぞ
れ

の
担

当
地

区
に

お
い

て
住

民
支

援
サ

ー
ビ

ス
を

提
供

し
て

い
る

組
織

体
制

【組
織

体
制

】
•

子
ども

は
ぐく

み
室

内
に

、子
育

て
推

進
担

当
、子

育
て

相
談

担
当

の2係
を

設
置

−
子

育
て

相
談

担
当
‥

母
子

保
健

※
1、

子
育

て
に

関
す

る
相

談
支

援
、虐

待
対

応
等

−
子

育
て

相
談

係
長
‥

母
子

保
健

分
野

を
所

管
（

保
健

師
）

−
子

育
て

支
援

係
長
‥

児
童

福
祉

分
野

を
所

管
（

保
健

師
、保

育
士

、事
務

職
）

−
子

育
て

推
進

担
当
‥

手
当

・医
療

費
助

成
、ひ

とり
親

家
庭

支
援

、保
育

所
入

所
等

※
1

母
子

保
健

の
乳

幼
児

健
診

等
の

業
務

を含
む

。
【セ

ン
タ

ー
長

・統
括

支
援

員
】

•
セ

ン
タ

ー
長

子
ども

は
ぐく

み
室

長
（

部
長

級
）

が
担

う方
向

で
検

討
中

。
•

統
括

支
援

員
子

ども
は

ぐく
み

課
長

が
担

う方
向

で
検

討
中

。母
子

保
健

、児
童

福
祉

双
方

の
知

見
が

求
め

られ
る

た
め

、要
件

が
非

常
に

厳
し

い
と感

じ
て

い
る

。

基
礎

情
報

こど
も

家
庭

セ
ン

タ
ー

設
置

の
経

緯
・背

景
•

人
口

※
1 ：

1,
44

8,
96

4
人

•
出

生
数

※
2 ：

8,
37

2
人

•
0～

18
歳

未
満

人
口

※
1 ：

17
9,

37
9

人
•

要
保

護
児

童
数

※
2 ：

1,
26

2
人

•
要

支
援

児
童

数
※

2 ：
1,

40
9

人
•

特
定

妊
婦

数
※

2 ：
10

8
人

•
児

童
虐

待
相

談
対

応
件

数
※

2 ：
2,

25
7

•
合

計
特

殊
出

生
率

※
2 ：

1.
17

•
低

出
生

体
重

児
数

※
3 ：

76
0

人
•

妊
娠

届
出

数
※

2 ：
8,

77
6

•
こ

ども
家

庭
セ

ン
タ

ー
の

設
置

個
所

数
：

14
ヵ所

•
こ

ども
家

庭
セ

ン
タ

ー
の

名
称

：
子

ども
は

ぐく
み

室

平
成

29
年

•
子

育
て

支
援

策
を

一
元

化
し

、支
援

・対
策

を
総

合
的

か
つ

積
極

的
に

進
め

る
た

め
、子

ども
若

者
は

ぐく
み

局
（

本
庁

機
能

）
を

創
設

•
各

区
役

所
・支

所
に

、児
童

虐
待

や
重

複
障

害
な

どの
問

題
に

、よ
り迅

速
か

つ
適

切
に

対
応

し
て

い
くた

め
、保

健
と福

祉
の

垣
根

を
取

り払
った

新
た

な
組

織
とし

て
「保

健
福

祉
セ

ン
タ

ー
」を

設
置

•
同

セ
ン

タ
ー

に
、子

ども
若

者
は

ぐく
み

局
が

主
た

る
業

務
統

括
を

行
う

「子
ども

は
ぐく

み
室

」（
課

室
相

当
）

を
設

置
•

前
年

度
ま

で
所

管
が

分
か

れ
て

い
た

、母
子

保
健

部
門

（
包

括
機

能
）

、児
童

福
祉

部
門

を
、子

ども
は

ぐく
み

室
に

統
合

平
成

31
年

•
区

役
所

・支
所

子
ども

は
ぐく

み
室

に
よ

る
「課

題
や

困
りを

抱
え

た
家

庭
へ

の
寄

り添
い

支
援

」の
充

実
の

た
め

の
体

制
強

化
（

全
て

の
子

ども
は

ぐく
み

室
に

子
育

て
支

援
係

長
を

１
名

ず
つ

配
置

す
る

な
ど

、職
員

を
増

員
）

•
子

ども
は

ぐく
み

室
に

、拠
点

機
能

を
付

加
（

14
か

所
）

し
、こ

ども
家

庭
セ

ン
タ

ー
の

前
身

とな
る

取
組

を
開

始

※
1：

令
和

4年
10

月
1日

現
在

※
2：

令
和

4年
度

※
3：

令
和

3年
度

京
都

市
ヒア

リン
グ

対
象

者
：

児
童

福
祉

部
門

・母
子

保
健

部
門

セ
ン

タ
ー

長
・統

括
支

援
員

・事
務

担
当

施
設

形
態

イ
メ

ー
ジ

︓
例

3に
該

当

※
包

括
の

開
設

時
期

は
平

成
29

年
度

発
達

教
育

ﾔﾝ
ｸﾞ

ｹｱ
ﾗｰ

家
庭

児
童

相
談

室
他

大
規

模
型
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統
括

支
援

員
は

国
か

ら
示

さ
れ

て
い

る
要

件
に

該
当

す
る

職
員

を
配

置
す

る
方

向
で

検
討

中
業

務
内

容
に

関
し

て
も

選
定

方
法

と併
せ

て
検

討
中

取
組

内
容

統
括

支
援

員

選
定

方
法


基

本
は

国
か

ら示
され

て
い

る
要

件
に

該
当

す
る

か
で

判
断。


統

括
支

援
員

は、
子

ども
は

ぐく
み

課
長

を
想

定
し

て
い

る
が、専

門
職

で
は

な
い

職
員

が
配

置
され

る
場

合
も

あ
り、そ

の
際

、各
自

治
体

の
判

断
で

認
め

れ
ば

よ
い

とさ
れ

て
い

る
が、

どの
よ

うな
基

準
で

判
断

す
る

の
か、

実
際

に
配

置
され

た
とき

に
役

割
を

果
た

せ
る

の
か

が
重

要
か

と思
うの

で、そ
の

部
分

が
悩

ま
し

い。

業
務

内
容


検

討
中

特
徴

的
な

取
り組

み
•

妊
娠

期
か

ら
の

切
れ

目
な

い
支

援
を

展
開

す
る

た
め

、子
育

て
相

談
の

職
員

が
、母

子
保

健
，

児
童

福
祉

の
両

分
野

を
カ

バ
ー

し
て

い
る

の
が

市
の

特
徴

•
一

人
で

担
当

す
る

た
め

、切
れ

目
の

な
い

、押
し

付
け

合
い

の
な

い
支

援
が

期
待

出
来

る
。

京
都

市
ヒア

リン
グ

対
象

者
：

児
童

福
祉

部
門

・母
子

保
健

部
門

セ
ン

タ
ー

長
・統

括
支

援
員

・事
務

担
当

発
達

教
育

ﾔﾝ
ｸﾞ

ｹｱ
ﾗｰ

家
庭

児
童

相
談

室
他

大
規

模
型
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母
子

保
健

機
能

の
サ

ポ
ー

ト
プ

ラ
ン、

児
童

福
祉

機
能

の
サ

ポ
ー

ト
プ

ラ
ン

とも
に

令
和

5年
度

中
に

準
備

予
定

、「
手

交
」の

ほ
か

、市
の

特
性

を
踏

ま
え

た
様

式
の

策
定

に
つ

い
て

継
続

検
討

が
必

要
取

組
内

容

サ
ポ

ー
ト

プ
ラ

ン


こ
ども

家
庭

セ
ン

タ
ー（

母
子

保
健

機
能）

に
お

い
て

作
成

す
る

サ
ポ

ー
ト

プ
ラ

ン（
旧

支
援

プ
ラ

ン）


令
和

5年
度

中
に

様
式

の
準

備
を

予
定

し
て

い
る。（

本
庁

で
作

成
され

る
案

を
ベ

ー
ス

に
検

討
予

定。
）


これ

ま
で

とは
「手

交
」す

る
点

が
大

き
く変

化
す

る
認

識。
慎

重
に

検
討

を
進

め
る。


こ

ども
家

庭
セ

ン
タ

ー（
児

童
福

祉
機

能）
に

お
い

て
作

成
す

る
サ

ポ
ー

ト
プ

ラ
ン（

令
和

6年
4月

か
ら

新
設

さ
れ

る
プ

ラ
ン。

児
童

記
録

票
とは

異
な

る）


令
和

5年
度

中
に

様
式

の
準

備
を

予
定

し
て

い
る。（

本
庁

で
作

成
され

る
案

を
ベ

ー
ス

に
検

討
予

定。
）


これ

ま
で

とは
「手

交
」す

る
点

が
大

き
く 変

化
す

る
認

識。
慎

重
に

検
討

を
進

め
る。


そ

の
他


市

の
特

性
を

踏
ま

え、
サ

ポ
ー

トプ
ラン

の
様

式
を

１
本

化
し、

ライ
フス

テ
ー

ジ
ご

とに
記

載
内

容
を

変
更

させ
る

よ
うな

案
も

検
討

中。

合
同

ケ
ー

ス
会

議
（

月
1回

）


支
援

方
針

会
議の

会
議

を
活

用
し

て、
合

同
ケ

ー
ス

会
議

とし
て

運
用

し
て

い
る。


会

議
の

主
催

は、
子

育
て

支
援

係
長

が
担

う。


新
た

に
心

理
支

援
員（

心
理

職
）

が
参

画
し、

心
理

的
な

側
面

か
らの

知
見

を
反

映
させ

て
い

る。


各
区

役
所

の
他

課
に

所
属

す
る

統
括

保
健

師
が

状
況

に
よ

り参
画

し
て

い
る。

（
参

加
者

）
地

区
担

当
、子

育
て

相
談

係
長、

子
育

て
支

援
係

長、
子

ども
は

ぐく
み

課
長、

子
ども

は
ぐく

み
室

長、
心

理
支

援
員

、小
児

科
医


課

題
状

況
等

を
踏

ま
え

て
の

支
援

方
針

の
策

定。


進
捗

状
況

の
確

認
及

び
支

援
方

針
の

見
直

し（
継

続
支

援
の

必
要

性
の

有
無

を
含

む。
）

。

京
都

市
ヒア

リン
グ

対
象

者
：

児
童

福
祉

部
門

・母
子

保
健

部
門

セ
ン

タ
ー

長
・統

括
支

援
員

・事
務

担
当

発
達

教
育

ﾔﾝ
ｸﾞ

ｹｱ
ﾗｰ

家
庭

児
童

相
談

室
他

大
規

模
型
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平
成

31
年

の
体

制
強

化
を

契
機

とし
て

京
都

市
独

自
の

取
り組

み
を

よ
り一

層
推

進
す

る
も、統

括
支

援
員

の
確

保
・育

成
、そ

の
他

業
務

上
の

負
担

な
どに

関
す

る
い

くつ
か

の
課

題
が

残
存

し
て

い
る

設
立

に
当

た
って

の
課

題
、課

題
を

どの
よ

うに
乗

り越
え

た
か


一

人
の

職
員

が、
母

子
保

健
，

児
童

福
祉

の
両

分
野

を
担

うこ
とで

、保
健

と福
祉

の
切

れ
目

が
な

くな
る

メリ
ット

が
あ

る
一

方、
母

子
保

健
と児

童
福

祉
部

門
で

は、
支

援
の

方
向

性
が

異
な

る
場

合
も

あ
る。

ま
た、

業
務

の
幅

が
広

くな
った

こと
で、

業
務

内
容

や
制

度
に

つ
い

て
熟

知
す

る
こと

や、人
材

育
成

の
面

で
も

課
題

が
あ

る。


平
成

31
年

度
に、

子
育

て
支

援
係

長
を

全
区

役
所

支
所

に
配

置
し

た
こと

や、保
育

士
に

つ
い

て
も

各
区

役
所

支
所

に
必

ず
一

人
は

配
置

す
る

こと
を

行
った

の
で、児

童
福

祉
の

部
分

や
保

育
士

の
専

門
知

識
を

活
か

し
て

体
制

強
化

を
図

る
こと

で、解
消

に
努

め
て

い
る。


ケ

ー
ス

対
応

を
す

る
に

あ
た

り、
ソ

フト
に

関
わ

って
い

く時
期

と指
導

的
立

場
で

関
わ

らざ
る

を
得

な
い

場
面

が
あ

る。
母

子
保

健
に

つ
い

て
は

、子
育

て
相

談
係

長
が

フォ
ロ

ー
し、

児
童

福
祉

に
つ

い
て

は
子

育
て

支
援

係
長

が
フォ

ロ
ー

し、そ
れ

ぞ
れ

同
席

し
て

対
応

す
る

こと
で、サ

ポ
ー

トを
行

って
い

る。

成
果

・得
ら

れ
た

効
果


子

ども
は

ぐく
み

室
が

設
置

され
た

こと
で

業
務

上
の

垣
根

等
、い

くつ
か

の
課

題
は

解
消

され
た

。

現
在

、検
討

が
必

要
と考

え
て

い
る

点


統
括

支
援

員
に

つ
い

て


母
子

保
健

と児
童

福
祉

の
両

方
を

俯
瞰

し
て

方
針

を
決

め
る

立
場

で
あ

る
た

め、高
い

専
門

性
を

求
め

られ
る

こと
か

ら、
役

割
を

果
た

せ
る

の
か

懸
念

され
る。


統

括
支

援
員

とし
て

配
置

予
定

の
子

ども
は

ぐく
み

課
長

は、
保

健
師

が
配

置
され

る
場

合
も

あ
る

が
多

くは
事

務
職

で
あ

る
た

め
、専

門
的

な
視

点
か

らの
ア

ドバ
イ

ス
や

判
断

を
実

施
す

る
こと

が
出

来
る

よ
う、

育
成

や
自

己
研

鑽
も

含
め、

研
修

メニ
ュー

や
育

成
方

針
の

検
討

が
必

要。


子
ども

は
ぐく

み
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3 検討委員会の設置 

3.1 委員会概要 
 
本調査研究事業に対し学識経験者や地方自治体で子育て相談支援実務に携わる者等から助言を受け

る場として、検討委員会を設置し運営した。実施概要（図表 44）と各回の議題（図表 45）を以下に示
す。 
 

図表 44 実施概要（検討委員会） 

開催日時 

 第 1 回：2023 年８月 30 日 10:00～12:00 
 第 2 回：2023 年 10 月 17 日 17:00～19:00 
 第 3 回：2023 年 12 月５日 20:00～21:00 
 第 4 回：2024 年 3 月 6 日 14:00～15:00 
 第 5 回：2024 年 3 月 28 日（書面開催） 

開催方法 オンライン会議＋書面 

出席者 
（50 音順） 

【有識者委員】 

上野 昌江氏 四天王寺大学看護学部 教授 
柏女 霊峰氏 淑徳大学 総合福祉学部 社会福祉学科 教授 （座長） 

川松 亮氏 明星大学 人文学部福祉実践学科 教授 

佐藤 拓代氏 公益社団法人 母子保健推進会議 会長 

佐藤 まゆみ氏 淑徳大学短期大学部 こども学科 教授 
藤林 武史氏 西日本こども研修センター あかし センター長 

牧戸 貞氏 桑名市子ども総合センター センター長 

増沢 高氏 子どもの虹情報研修センター 副センター長 兼 研究部長 

三橋 静香氏 横浜市こども青少年局こども福祉保健部 こどもの権利擁護課 児童 
虐待・DV 対策係長 
（全国保健師長会推薦） 

八木 安理子氏 同志社大学心理学部 客員教授 
【オブザーバー】 

こども家庭庁 支援局虐待防止対策課 

【事務局】 

KPMG コンサルティング株式会社 

主な議題 
 母子保健と児童福祉の一体的相談体制の構築にかかる事例集作成 
 その他本調査事業の調査方針やとりまとめに関する助言等 
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図表 45 各回の議題 

開催回 議題 

第 1 回 
（１）本検討委員会の開催概要について 
（２）自治体アンケート調査項目案について 

第 2 回 
（１）自治体アンケート実施状況について 
（２）プレヒアリング結果速報及び今後の方針について 

第 3 回 
（１）自治体アンケート調査結果報告 
（２）自治体ヒアリング調査結果報告／アウトプットイメージについて 

第 4 回 
（１）自治体アンケート調査結果について 
（２）事例集について 
（３）最終報告書（素案）について 

第 5 回 （１）最終報告書について 
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3.2 開催結果 

検討委員会を開催した結果、以下の助言をいただいた。 

自治体アンケート調査結果に関すること 
 
・ こども家庭センターの設置時期・個所数に関しては、こども家庭センターの定義を踏まえて整理すべき。 

・ こども家庭センターと要対協との関係に関して「まだ決まっていない」という回答が多いため、ヒアリングを実
施する中で状況を確認してほしい。 

・ こども家庭センターを設置する際の課題として、「ニーズがない・弱い」という表現は慎重に扱うべきで、支援
を受ける立場の観点で整理する必要がある。 

・ 自治体における一体的運用状況として、同一建物・同一フロアに設置してさえいれば、一体的な運用が
できていると断定はせず、事例共有等の運用体制の構築が重要である。 

・ その他のフリーコメントについても分析してほしい。 

・ 最終報告書においては、自治体が容易に概観できるよう、アンケートサマリーの作成をすべき。 
 

自治体ヒアリング調査結果に関すること 
 

・ 一体的支援のために組織化・連携・協働することの難しさやデメリット、マイナス要素、失敗したことについ
て触れてほしい。母子保健担当、児童福祉担当、統括支援員、センター長にそれぞれの立場から感じる
メリットとデメリット、課題について確認するとよい。またどのように克服してきたかも確認してほしい。 

・ 母子保健と児童福祉の連携における母子保健とは、乳幼児健診や発育発達、乳児健診、新生児訪
問も含めた連携であるのかなど、どこまで一体的に運営されているのか、どのような体制で運営されているの
かを把握してほしい。 

・ 特定妊婦の支援において、要対協にて管理するケースについて、どのように対応しているのか確認してほし
い。 

・ 思春期保健についても触れてほしい。 

・ 一体的に連携・支援するケースがどのように抽出されているか、どのように担当を割り当てているか確認して
ほしい。 

・ 情報共有の方法について確認してほしい。 

・ 支援方針を明確化していく過程を把握してほしい。 

・ 教育分野との連携についても触れてほしい。 

・ 要対協をどのように活用しているか確認してほしい。 

・ 各自治体が苦労していることを示した方が、他の自治体に共感してもらえるのではないか。 
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・ 各市町村は、母子保健と児童福祉を一体化する前の、母子保健の一体化をどのように進められているか
把握してほしい。乳幼児健診部門をこども家庭センターに含めないことで母子保健が分断され、虐待予
防の取組が後退していくのではないかと危惧している。 

第 4回検討委員会でいただいた助言に関すること 
 
（概要・とりまとめ方針） 

・ ヒアリング調査を通じて一体的相談体制構築の先進事例の共通点、一体的相談体制構築といえる要
素などについて考察が書けるとよい。 

・ 良いところ、悪いところのそれぞれをまとめて共有していくことが大切。 

・ 自治体の状況を把握するうえでは、合計特殊出生率、低出生体重児数、特定妊婦数も重要な指標で
ある。 

・ 現状の事例は令和 6 年度以前の到達点を目指したものであるように思う。自治体の生の声がもう少し
含まれていると今後施策を推進していく他自治体にとって参考になるのではないか。 

・ シンプルで枚数の少ないサマリーをつくっていただけると良いかと思う。 
 

（機能） 

・ 母子保健・児童福祉以外の機能（例えば、発達支援分野、高齢者福祉、障がい者福祉）とも連携し
ている自治体を対象にいれてほしい。事例集にパターンを示してはどうか。 

・ 機能として若者支援、DV など女性相談、精神保健の機能について触れてほしい。 
 
（日常的コミュニケーション） 

・ 日常的なコミュニケーションの有無についても把握してほしい。重要なことは会議を開催することよりも、効
果的・効率的に連携するということである。 

・ 建物やフロアが異なる場合において、どのようにコミュニケーションを活性化する取組を推進しているのか、良
好な機能をどのようにして維持し続けるのか、引継ぎの問題などについて、聴取できれば事例集に含めて
ほしい。 

・ 政令市など管轄エリア内に複数の母子保健と児童福祉の拠点がすでにある自治体と、中規模であっても
所管内に各 1 拠点しかない自治体では、状況が大きく異なるはずである。こうした点も踏まえ、日常的に
連携できる環境を創出する工夫などについても触れてほしい。 

 
（合同ケース会議） 

・ 合同ケース会議に関しては、要対協の会議との関係性を整理してほしい。 

・ 合同ケース会議以外にも一体化に向けた取組事例があれば、積極的に記載してほしい。 

・ 合同ケース会議運用上の工夫（関係者の招集、時間の確保等）があれば記載してほしい。 
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（サポートプラン） 

・ サポートプラン作成前後の変化を把握したい。 

・ サポートプランを上手く活用することが出来ている自治体があればその工夫を聞きたい。 

・ 組織論などについて聞き触れられている点があれば、含めていただきたい。 

・ サポートプランは母子保健と児童福祉で本来は一緒に検討されるべきものではないと思う。一緒に作って
いるのかバラバラで作っているのか、分かるように整理していただきたい。 

・ サポートプランを作成されている方について、紹介してほしい。 

・ 支援プランとセルフプランが混在しないよう留意してほしい。 
 
（その他） 

・ 要対協の活用について紹介してほしい。 
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4 総括 
  
令和４年の児童福祉法の改正により、自治体は、こども家庭センターの設置に努めることとされたが、こども

家庭センターの設置に伴う組織の見直しに当たっては、どのような体制整備を行うかの検討に苦慮している自
治体もあると聞く。このような背景を踏まえ、本調査研究事業においては、文献調査・アンケート調査等を通じ
先行的に取組を実施している自治体 18 を抽出し、「こども家庭センター設置の経緯・背景と組織体制」「母
子保健と児童福祉の一体的運用の具体的な状況」「母子保健と児童福祉の一体的運用による効果および
デメリット」「こども家庭センターと要対協との関係」についてヒアリング調査を実施し、その結果を事例集として取
りまとめた。また、事例集は、有識者による検討委員会にて助言を得て、自治体の皆様にとってより有意義な
ものとなるよう努めた。 

先行的に母子保健と児童福祉の一体的相談体制構築に取り組み始めた自治体が調査対象ではあるが、
かなり以前より取組を始めた自治体もあれば、児童福祉法の改正に伴い検討を始めた自治体もあるなど、状
況は自治体によってさまざまであった。組織体制としては、母子保健と児童福祉以外の機能を持たせている自
治体もあった。また、母子保健機能と児童福祉機能について、ロケーションを同一にしている自治体が多かった
ものの、別としている自治体もあり、そのような自治体であっても定期的な会議を設ける、オンラインツールなどを
用いて常時連携可能な体制を構築するなど各自治体で工夫がみられた。ヒアリングの対象が積極的に一体
的相談体制の構築を図っている自治体であることから、取組に対しては前向きな意見が多く聞かれたが、いず
れの自治体もまだ検討途中で、これから解決していかなくてはならない課題などについては目下検討を進めて
いることがわかった。母子保健と児童福祉の一体的相談体制の構築にあたっては、すべてを整備したうえで開
始するのは難しい自治体がほとんどであると考えられ、まだ手探りな部分、解決しなくてはならない課題などもあ
る中、積極的に推進する意思が重要と考えられる。 

本調査研究事業で得られた成果は、当然すべての課題を解決するものではなく、来年度以降継続して実
態把握・課題把握・施策の検討が期待されるものの、現在、取組を推進しようと検討している自治体、推進
している自治体の皆様の一助となれば幸いである。 

 
 最後にこの場を借りて、多大な協力を賜った有識者の皆様、自治体アンケート調査、ヒアリング調査にご協
力いただいた自治体の皆様に感謝申し上げる。 
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5 講評 
 

こども家庭センターは、令和 4 年の改正児童福祉法において法定化された。それは、こども虐待防止等、
場合によって、リスクや緊急度のアセスメント、毅然とした対応も機能の一つとする市区町村子ども家庭総合
支援拠点と、ポピュレーションアプローチやいわゆる伴走型相談支援の機能を中心とする子育て世代包括支
援センターの機能は維持しつつも、その一体化を目指すものである。いわば、支援と介入の機能の有機的連
携を目指すものといえる。   

その準備として、令和 4 年度子ども・子育て支援推進調査研究事業「こども家庭センター及びサポートプラ
ンについての調査研究」並びに令和 5 年度こども・子育て支援等推進調査研究事業「統括支援員の育成に
関する調査研究」「母子保健と児童福祉の一体的相談体制の構築にかかる事例収集についての調査研
究」が進められた。本報告は、「母子保健と児童福祉の一体的相談体制の構築にかかる事例収集について
の調査研究」である。 
 筆者は、座長として本調査研究に携わるにあたり、以下の論点を明らかにできればと考えていた。それは、母
子保健機能と児童福祉機能の一体化を目指すこと、子どもや保護者とともに支援するツールとしてのサポート
プランを策定すること、の 2 点を肝とする改革を進めるための論点でもあった。 

自治体と意見交換する中で、母子保健と児童福祉の一体的実施を象徴する合同ケース会議の方法がわ
からないとの意見があったため、こども家庭センターガイドライン案にある「統括支援員、母子保健機能の職員
（保健師等）、児童福祉機能の職員（こども家庭支援員）等が出席する合同ケース会議」を、ともに学ぶ
自治体職員と模擬的に実施してみた。その後、振り返りを行うことで、たくさんの示唆が見えてきた。 
例えば、 

1.合同ケース会議は 1 回目でとりあえずの方針を決定し 2 回目でアセスメント、サポートプランの作成方
針の決定をするなど２回実施が有効なのではないか。 
2.ストレングスに注目すると、要対協事例でも、当面家庭で実践できそうなことを話し合ったうえでサポート
プラン作成もありうるのではないか。 
3.関係機関連携や職権で実情を聞かなければならない事例は、まず要対協に挙げたうえで関係機関連
携を図ることが有効なのではないか。 
4.児童福祉はリスクアセスメント、緊急度アセスメントに気が回り、母子保健はニーズアセスメントが中心
になるなど観点の違いがあり、お互いの呼吸合わせが重要なのではないか。 
5.合同ケース会議に要対協調整機関担当者が入っていることが必要か。 
6.合同ケース会議に諮る基準は、とりあえず国のガイドライン案に基づいて対応し、その都度個別に考え
ることが良いのではないか。 

などが挙げられた。このように、合同ケース会議を実施してみるといろんなことが見えてくることが分かった。各自
治体の体制や実情に合わせて、まずはやってみて改善を図っていく姿勢がいかに大切か実感させられることとな
った。 
 委託を受けた KPMG コンサルティング株式会社は、それぞれの拠点、センターに知見を有する専門家を委
員とする検討委員会を設置して議論を重ね、自治体担当者に対する質問紙調査やヒアリング調査も進めて
きた。国も積極的に関与した。 
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その結果、検討委員会有識者委員、事務局、こども家庭庁等の尽力で一定の成果が導き出されたといえ
る。特に、本調査研究報告では、各自治体の質問紙調査、ヒアリング調査に加えて、先駆的に取組が進めら
れている自治体の事例が示されている。また、これらは大きな成果であり、令和６年度早々から事例集の横
展開が国レベルで進められていくこととなる。 
 しかし、事例集はあくまで各自治体の個性の表れである。最も大切なのは、各自治体の特性や個性に応じ
た「マイこども家庭センター」の検討であり、それは、先に述べたとおり、自らの体験や実践に基づくしかない。令
和６年度以降、各自治体の検討のなかで、事例集を読み込むことに加え、合同ケース会議など職員自身が
やってみることを求めたい。その結果、国からの説明や事例集を超えた議論が芽吹き、その自治体なりの個性
ある「マイこども家庭センター」が全国各地で花開くことを心から願っている。 
 

(検討委員会座長 柏女霊峰) 
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6 別添資料 

6.1 自治体アンケート調査票 
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 黄
色

セ
ル

の
「入

力
欄

」へ
、記

載
を

お
願

い
い

た
し

ま
す

。

N
o.

質
問

選
択

肢
入

力
形

式
入

力
欄

【共
通

の
質

問
事

項
】

0.
 プ

ラ
イ

バ
シ

ー
ポ

リシ
ー

の
確

認
ア

ン
ケ

ー
トの

回
答

に
あ

た
って

は
、以

下
、K

PM
G

ジ
ャパ

ン
の

プ
ライ

バ
シ

ー
ポ

リシ
ー

に
つ

き
ま

して
ご

同
意

の
上

で
、ご

回
答

くだ
さい

。

h
tt

p
s:

/
/
h
o
m

e
.k

p
m

g/
jp

/
ja

/
h
o
m

e
/
m

is
c
/
p
ri
v
a
c
y
.h

tm
l【
利

用
目

的
】
お
預

か
り
し
て
い
る
個

人
情

報
（
ご
回

答
者

様
の

お
名

前
、

Ⅰ
. は

じ
め

に
、貴

自
治

体
の

概
況

に
つ

い
て

お
伺

い
し

ま
す

。
2

貴
自

治
体

名
を

ご
回

答
くだ

さい
。

-
自

由
入

力
3

貴
部

署
名

を
ご

回
答

くだ
さい

。
-

自
由

入
力

4
ご

回
答

者
様

の
お

名
前

を
ご

回
答

くだ
さい

。
-

自
由

入
力

5
ご

連
絡

先
（

電
話

番
号

）
を

ご
回

答
くだ

さい
（

半
角

で
ご

入
力

くだ
さい

）
。

-
自

由
入

力
6

ご
連

絡
先

（
メー

ル
ア

ドレ
ス

）
を

ご
回

答
くだ

さい
。

-
自

由
入

力
7

貴
自

治
体

の
人

口
（

令
和

４
年

10
月

１
日

現
在

）
を

ご
回

答
くだ

さい
。

-
自

由
入

力
8

貴
自

治
体

の
出

生
数

（
令

和
４

年
度

中
の

出
生

数
）

を
ご

回
答

くだ
さい

。
-

自
由

入
力

9
貴

自
治

体
の

０
歳

～
17

歳
の

人
口

（
令

和
４

年
10

月
１

日
現

在
）

を
ご

回
答

くだ
さい

。
-

自
由

入
力

10
貴

自
治

体
の

要
保

護
児

童
数

（
令

和
４

年
度

）
を

ご
回

答
くだ

さい
。

-
自

由
入

力
11

貴
自

治
体

の
要

支
援

児
童

数
（

令
和

４
年

度
）

を
ご

回
答

くだ
さい

。
-

自
由

入
力

12
貴

自
治

体
の

特
定

妊
婦

数
（

令
和

４
年

度
）

を
ご

回
答

くだ
さい

。
-

自
由

入
力

令
和

５
年

度
こど

も
・子

育
て

支
援

調
査

研
究

事
業

「統
括

支
援

員
の

育
成

に
関

す
る

調
査

研
究

」及
び

「母
子

保
健

と児
童

福
祉

の
一

体
的

相
談

体
制

の
構

築
に

か
か

る
事

例
収

集
に

つ
い

て
の

調
査

研
究

」
に

関
す

る
ア

ン
ケ

ー
ト

調
査

本
ア

ン
ケ

ー
ト調

査
は

、こ
ども

家
庭

庁
の

「令
和

５
年

度
こど

も
・子

育
て

支
援

推
進

調
査

研
究

事
業

」に
て

、K
PM

G
コン

サ
ル

テ
ィン

グ
株

式
会

社
が

採
択

を
受

け
た

「統
括

支
援

員
の

育
成

に
関

す
る

調
査

研
究

」及
び

「母
子

保
健

と児
童

福
祉

の
一

体
的

相
談

体
制

の
構

築
に

か
か

る
事

例
収

集
に

つ
い

て
の

調
査

研
究

」に
関

す
る

ア
ン

ケ
ー

トで
す

。

本
ア

ン
ケ

ー
トで

は
、「

統
括

支
援

員
の

育
成

に
関

す
る

調
査

研
究

」に
関

す
る

質
問

項
目

の
集

計
結

果
は

、自
治

体
に

よ
る

統
括

支
援

員
※

１
の

配
置

や
育

成
に

関
す

る
取

り組
み

状
況

を
把

握
す

る
とと

も
に

、今
後

の
統

括
支

援
員

に
求

め
られ

る
専

門
性

の
整

理
や

、研
修

カリ
キ

ュラ
ム

、研
修

コン
テ

ン
ツ

の
作

成
な

どに
活

用
させ

て
い

た
だ

く予
定

で
す

。
「母

子
保

健
と児

童
福

祉
の

一
体

的
相

談
体

制
の

構
築

に
か

か
る

事
例

収
集

に
つ

い
て

の
調

査
研

究
」に

関
す

る
質

問
項

目
の

集
計

結
果

は
、自

治
体

が
こど

も
家

庭
セ

ン
ター

※
２

等
で

行
って

い
る

母
子

保
健

と児
童

福
祉

の
一

体
相

談
体

制
の

構
築

に
関

す
る

取
り組

み
状

況
を

把
握

し、
好

事
例

の
横

展
開

の
足

掛
か

りと
す

る
予

定
で

す
。

ご
多

忙
の

とこ
ろ

誠
に

恐
縮

で
す

が
、何

卒
ご

協
力

い
た

だ
け

ま
す

よ
うお

願
い

申
し上

げ
ま

す
。

※
１

　令
和

４
年

改
正

児
童

福
祉

法
に

よ
り、

令
和

６
年

４
月

か
ら、

市
区

町
村

は
、子

育
て

世
代

包
括

支
援

セ
ン

ター
（

母
子

保
健

）
及

び
子

ども
家

庭
総

合
支

援
拠

点
（

児
童

福
祉

）
の

設
立

の
意

義
や

機
能

を
維

持
した

上
で

、組
織

を
見

直
し、

全
て

の
妊

産
婦

、子
育

て
世

帯
、子

ども
へ

一
体

的
に

相
談

支
援

を
行

う機
能

を
有

す
る

機
関

（
こど

も
家

庭
セ

ン
ター

）
の

設
置

に
努

め
る

こと
とさ

れ
て

い
ま

す
。「

統
括

支
援

員
」は

、こ
ども

家
庭

セ
ン

ター
に

お
い

て
、母

子
保

健
及

び
児

童
福

祉
の

一
体

的
相

談
体

制
の

構
築

の
た

め
に

、双
方

の
業

務
に

つ
い

て
十

分
な

知
識

を
有

し、
俯

瞰
して

判
断

す
る

こと
の

で
き

る
者

とし
て

配
置

さ
れ

る
こと

とさ
れ

て
い

ま
す

。例
え

ば
、保

健
師

、社
会

福
祉

士
、こ

ども
家

庭
ソ

ー
シ

ャル
ワ

ー
カー

等
の

母
子

保
健

、児
童

福
祉

に
係

る
資

格
を

有
し一

定
の

母
子

保
健

又
は

児
童

福
祉

分
野

の
実

務
経

験
を

有
す

る
者

な
どを

想
定

して
お

りま
す

。な
お

、統
括

支
援

員
に

求
め

られ
る

具
体

的
な

専
門

性
に

つ
い

て
は

、本
調

査
を

踏
ま

え
、検

討
を

行
って

い
く予

定
で

す
。

■
こど

も
家

庭
庁

「児
童

福
祉

法
等

の
一

部
を

改
正

す
る

法
律

の
施

行
に

向
け

た
検

討
状

況
」（

令
和

５
年

９
月

）
P９

ht
tp

s:
//

w
w

w
.c

fa
.g

o.
jp

/a
ss

et
s/

co
nt

en
ts

/n
od

e/
ba

si
c_

pa
ge

/f
ie

ld
_r

ef
_r

es
ou

rc
es

/5
4c

65
70

c-
41

ab
-4

82
d-

b0
08

-a
5b

fff
08

fb
c2

/d
8b

67
88

c/
20

23
09

12
_c

ou
nc

ils
_s

hi
ng

ik
ai

_g
ya

ku
ta

i_
bo

us
hi

_5
4c

65
70

c_
01

.p
df

※
2　

令
和

４
年

改
正

児
童

福
祉

法
に

よ
り、

令
和

６
年

４
月

か
ら、

市
区

町
村

は
、子

育
て

世
代

包
括

支
援

セ
ン

ター
（

母
子

保
健

）
と子

ども
家

庭
総

合
支

援
拠

点
（

児
童

福
祉

）
の

設
立

の
意

義
や

機
能

は
維

持
した

上
で

、組
織

を
見

直
し、

全
て

の
妊

産
婦

、子
育

て
世

帯
、子

ども
へ

一
体

的
に

相
談

支
援

を
行

う機
能

を
有

す
る

機
関

（
こど

も
家

庭
セ

ン
ター

）
の

設
置

に
努

め
る

こと
とさ

れ
て

い
ま

す
。

■
こど

も
家

庭
庁

「児
童

福
祉

法
等

の
一

部
を

改
正

す
る

法
律

の
施

行
に

向
け

た
検

討
状

況
」（

令
和

５
年

９
月

）
ht

tp
s:

//
w

w
w

.c
fa

.g
o.

jp
/a

ss
et

s/
co

nt
en

ts
/n

od
e/

ba
si

c_
pa

ge
/f

ie
ld

_r
ef

_r
es

ou
rc

es
/5

4c
65

70
c-

41
ab

-4
82

d-
b0

08
-

a5
bf

ff0
8f

bc
2/

d8
b6

78
8c

/2
02

30
91

2_
co

un
ci

ls
_s

hi
ng

ik
ai

_g
ya

ku
ta

i_
bo

us
hi

_5
4c

65
70

c_
01

.p
df

～
ご

回
答

に
あ

た
って

～
〇

ご
回

答
い

た
だ

い
た

ア
ン

ケ
ー

トは
外

部
に

漏
洩

しな
い

よ
う、

適
切

に
管

理
い

た
しま

す
。各

自
治

体
の

ア
ン

ケ
ー

トの
回

答
は

、こ
ども

家
庭

庁
お

よ
び

弊
社

以
外

に
公

開
され

る
こと

は
一

切
ご

ざ
い

ま
せ

ん
。統

計
処

理
を

行
った

上
で

取
りま

とめ
て

報
告

書
とし

て
公

開
予

定
で

す
。

○
母

子
保

健
部

門
と児

童
福

祉
部

門
の

連
携

等
に

関
す

る
質

問
も

ご
ざ

い
ま

す
とこ

ろ
、ご

回
答

に
あ

た
りま

して
は

、両
部

門
間

で
ご

調
整

の
上

、自
治

体
とし

て
、１

つ
の

回
答

内
容

を
１

つ
の

回
答

票
に

ま
とめ

て
ご

提
出

くだ
さ

い
。

○
途

中
保

存
は

で
き

ま
せ

ん
の

で
、ご

了
承

くだ
さ

い
。

〇
ご

回
答

は
、令

和
５

年
10

月
27

日
（

金
）

ま
で

に
お

願
い

い
た

しま
す

。
〇

本
調

査
に

関
す

る
お

問
い

合
わ

せ
は

、下
記

ま
で

お
願

い
い

た
しま

す
。

KP
M

G
 コ

ン
サ

ル
テ

ィン
グ

株
式

会
社

こど
も

家
庭

庁
補

助
事

業
に

関
す

る
調

査
事

務
局

 担
当

 鈴
木

、坂
井

、岩
本

電
子

メー
ル

︓
JP

-F
M

-K
O

D
O

M
O

＠
jp

.k
pm

g.
co

m

1
1.

同
意

す
る

選
択

肢
か

ら、
単

一
選

択

「入
力

形
式

」に
記

載
の

方
法

で
入

力
くだ

さ
い

「入
力

形
式

」に
記

載
の

方
法

で
入

力
くだ

さ
い
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 【「
母

子
保

健
と児

童
福

祉
の

一
体

的
相

談
体

制
の

構
築

に
か

か
る

事
例

収
集

に
つ

い
て

の
調

査
研

究
」に

関
す

る
質

問
事

項
】

Ⅱ
.貴

自
治

体
に

お
け

る
こ

ども
家

庭
セ

ン
タ

ー
の

設
置

・準
備

状
況

に
つ

い
て

、 
以

下
の

質
問

に
ご

回
答

下
さ

い
。

13
貴

自
治

体
に

お
け

る
子

育
て

世
代

包
括

支
援

セ
ン

ター
と子

ども
家

庭
総

合
支

援
拠

点
の

設
置

状
況

に
つ

い
て

ご
回

答
くだ

さい
。

1.
	子

育
て

世
代

包
括

支
援

セ
ン

ター
を

設
置

して
い

る
2.

	子
ども

家
庭

総
合

支
援

拠
点

を
設

置
して

い
る

3.
	子

育
て

世
代

包
括

支
援

セ
ン

ター
と子

ども
家

庭
総

合
支

援
拠

点
両

方
を

設
置

して
い

る
4.

	両
方

とも
設

置
して

い
な

い

選
択

肢
か

ら、
単

一
選

択

そ
の

他

そ
の

他

そ
の

他

そ
の

他

18
貴

自
治

体
に

お
け

る
こど

も
家

庭
セ

ン
ター

の
設

置
状

況
に

つ
い

て
ご

回
答

くだ
さい

。
な

お
、こ

の
ア

ン
ケ

ー
ト

に
お

い
て

は
、既

に
こ

ども
家

庭
セ

ン
タ

ー
の

要
件

の
①

の
要

件
を

満
た

す
運

用
を

し
て

い
る

場
合

に
は

、「
設

置
し

て
い

る
」　

とご
回

答
くだ

さ
い

。

1.
	令

和
５

年
度

よ
り前

か
ら設

置
して

い
る

2.
	令

和
５

年
度

か
ら設

置
して

い
る

3.
	令

和
６

年
度

か
らの

設
置

に
向

け
て

準
備

して
い

る
4.

	令
和

７
年

度
以

降
の

設
置

を
検

討
して

い
る

5.
	ま

だ
設

置
の

検
討

を
は

じめ
て

い
な

い

選
択

肢
か

ら、
単

一
選

択

Ⅱ
-１

.質
問

N
o.

18
に

お
い

て
、１

か
ら

４
（

設
置

し
て

い
る

ま
た

は
設

置
予

定
、検

討
中

）
とご

回
答

さ
れ

た
自

治
体

に
お

伺
い

し
ま

す
。

19
こど

も
家

庭
セ

ン
ター

を
設

置
した

時
期

ま
た

は
設

定
を

予
定

して
い

る
時

期
（

年
月

日
）

を
ご

回
答

くだ
さい

。
※

決
ま

って
い

な
い

自
治

体
に

関
しま

して
は

、「
ま

だ
決

ま
って

い
な

い
」と

記
載

して
くだ

さい
。

-
自

由
入

力

20
こど

も
家

庭
セ

ン
ター

を
設

置
した

箇
所

数
、ま

た
は

設
置

を
予

定
して

い
る

箇
所

数
を

ご
回

答
くだ

さい
。

※
決

ま
って

い
な

い
自

治
体

に
関

しま
して

は
、「

ま
だ

決
ま

って
い

な
い

」と
記

載
して

くだ
さい

。
-

自
由

入
力

17
（

質
問

N
o.

13
に

お
い

て
「３

.子
育

て
世

代
包

括
支

援
セ

ン
ター

と子
ども

家
庭

総
合

支
援

拠
点

両
方

を
設

置
して

い
る

」
とご

回
答

され
た

場
合

）
子

ども
家

庭
総

合
支

援
拠

点
の

設
置

数
を

ご
回

答
くだ

さい
。

1.
１

箇
所

2.
２

箇
所

3.
そ

の
他

（
　自

由
入

力
　）

・選
択

肢
か

ら、
単

一
選

択
・そ

の
他

の
場

合
は

自
由

入
力

で
の

記
載

も
お

願
い

しま
す

・選
択

肢
か

ら、
単

一
選

択
・そ

の
他

の
場

合
は

自
由

入
力

で
の

記
載

も
お

願
い

しま
す

16
（

質
問

N
o.

13
に

お
い

て
「３

.子
育

て
世

代
包

括
支

援
セ

ン
ター

と子
ども

家
庭

総
合

支
援

拠
点

両
方

を
設

置
して

い
る

」
とご

回
答

され
た

場
合

）
子

育
て

世
代

包
括

支
援

セ
ン

ター
の

設
置

数
を

ご
回

答
くだ

さい
。

1.
１

箇
所

2.
２

箇
所

3.
そ

の
他

（
　自

由
入

力
　）

・選
択

肢
か

ら、
単

一
選

択
・そ

の
他

の
場

合
は

自
由

入
力

で
の

記
載

も
お

願
い

しま
す

こど
も

家
庭

セ
ン

ター
の

要
件

（
令

和
５

年
９

月
の

自
治

体
説

明
会

資
料

か
ら抜

粋
）

①
母

子
保

健
機

能
（

旧
子

育
て

世
代

包
括

支
援

セ
ン

ター
）

及
び

児
童

福
祉

機
能

（
旧

市
区

町
村

子
ども

家
庭

総
合

支
援

拠
点

）
双

方
の

機
能

の
一

体
的

な
運

営
を

行
うこ

と。
②

母
子

保
健

機
能

及
び

児
童

福
祉

機
能

に
お

け
る

双
方

の
業

務
に

つ
い

て
、組

織
全

体
の

マ
ネ

ジ
メン

トを
行

う責
任

者
で

あ
る

、セ
ン

ター
長

を
こど

も
家

庭
セ

ン
ター

1か
所

あ
た

り1
名

配
置

す
る

こと
。

③
母

子
保

健
機

能
及

び
児

童
福

祉
機

能
に

お
け

る
双

方
の

業
務

に
つ

い
て

十
分

な
知

識
を

有
し、

俯
瞰

して
判

断
す

る
こと

の
で

き
る

統
括

支
援

員
を

こど
も

家
庭

セ
ン

ター
1か

所
あ

た
り1

名
配

置
す

る
こと

。
④

改
正

後
の

児
童

福
祉

法
第

10
条

の
２

第
２

項
及

び
母

子
保

健
法

第
22

条
に

規
定

す
る

業
務

を
行

うこ
と。

⑤
当

該
施

設
の

名
称

は
「こ

ども
家

庭
セ

ン
ター

」（
又

は
これ

に
類

す
る

自
治

体
独

自
の

統
一

的
名

称
）

を
称

す
る

こと
。

14
（

質
問

N
o.

13
に

お
い

て
「１

.子
育

て
世

代
包

括
支

援
セ

ン
ター

を
設

置
して

い
る

」と
ご

回
答

され
た

場
合

）
設

置
数

を
ご

回
答

くだ
さい

。

1.
１

箇
所

2.
２

箇
所

3.
そ

の
他

（
　自

由
入

力
　）

・選
択

肢
か

ら、
単

一
選

択
・そ

の
他

の
場

合
は

自
由

入
力

で
の

記
載

も
お

願
い

しま
す

15
（

質
問

N
o.

13
に

お
い

て
「２

.子
ども

家
庭

総
合

支
援

拠
点

を
設

置
して

い
る

」と
ご

回
答

され
た

場
合

）
設

置
数

を
ご

回
答

くだ
さい

。

1.
１

箇
所

2.
２

箇
所

3.
そ

の
他

（
　自

由
入

力
　）
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 21

こど
も

家
庭

セ
ン

ター
に

配
置

され
て

い
る

、ま
た

は
配

置
予

定
の

セ
ン

ター
長

の
①

役
職

、②
専

門
職

種
に

つ
い

て
ご

回
答

く
だ

さい
。ま

た
、小

規
模

自
治

体
な

ど、
自

治
体

の
実

情
に

応
じて

セ
ン

ター
長

は
兼

務
す

る
こと

が
で

き
ま

す
が

、③
兼

務
の

有
無

を
ご

回
答

くだ
さい

。（
③

に
つ

き
、兼

務
有

の
場

合
は

職
種

・役
職

も
あ

わ
せ

て
記

入
くだ

さい
）

※
決

ま
って

い
な

い
自

治
体

に
関

しま
して

は
、「

ま
だ

決
ま

って
い

な
い

」と
記

載
して

くだ
さい

。

-
自

由
入

力

22
こど

も
家

庭
セ

ン
ター

に
配

置
され

て
い

る
、ま

た
は

配
置

予
定

の
統

括
支

援
員

の
①

役
職

、②
職

種
に

つ
い

て
ご

回
答

くだ
さ

い
。

※
決

ま
って

い
な

い
自

治
体

に
関

しま
して

は
、「

ま
だ

決
ま

って
い

な
い

」と
記

載
して

くだ
さい

。
-

自
由

入
力

そ
の

他

24

こど
も

家
庭

セ
ン

ター
（

母
子

保
健

機
能

）
に

お
い

て
作

成
す

る
サ

ポ
ー

トプ
ラン

（
旧

支
援

プ
ラン

）
に

つ
い

て
ご

回
答

くだ
さい

。
　　

　【
対

象
者

】
　　

　母
子

保
健

機
能

に
お

い
て

作
成

す
る

も
の

　　
　　

妊
産

婦
や

乳
幼

児
、保

護
者

等
、

　　
　　

よ
り手

厚
い

支
援

や
継

続
的

な
支

援
、関

係
者

の
調

整
等

が
必

要
とさ

れ
る

者

1.
	既

に
様

式
の

準
備

を
して

い
る

2.
	令

和
５

年
度

中
に

様
式

の
準

備
を

予
定

して
い

る
3.

	令
和

６
年

度
以

降
に

様
式

の
準

備
を

予
定

して
い

る
4.

	現
状

、様
式

の
準

備
を

予
定

して
い

な
い

選
択

肢
か

ら、
単

一
選

択

25

こど
も

家
庭

セ
ン

ター
（

児
童

福
祉

機
能

）
に

お
い

て
作

成
す

る
サ

ポ
ー

トプ
ラン

（
令

和
６

年
４

月
よ

り新
た

に
で

き
る

も
の

で
あ

り、
児

童
福

祉
機

能
に

お
い

て
作

成
して

い
る

児
童

記
録

票
とは

異
な

る
も

の
）

に
つ

い
て

ご
回

答
くだ

さい
。

　　
この

ア
ン

ケ
ー

トで
は

、以
下

の
記

載
の

あ
る

も
の

を
こど

も
家

庭
セ

ン
ター

（
児

童
福

祉
機

能
）

の
サ

ポ
ー

トプ
ラン

とし
ま

す
。

（
こど

も
家

庭
セ

ン
ター

及
び

サ
ポ

ー
トプ

ラン
に

つ
い

て
の

調
査

研
究

　報
告

書
よ

り抜
粋

）
　　

【サ
ポ

ー
トプ

ラン
に

記
載

され
る

事
項

】
　　

　　
①

 作
成

対
象

者
の

解
決

す
べ

き
課

題
　　

　　
②

 作
成

対
象

者
の

意
向

　　
　　

③
 作

成
対

象
者

に
対

す
る

支
援

の
種

類
及

び
内

容
　　

　　
④

 サ
ポ

ー
トプ

ラン
の

見
直

し時
期

　　
　　

⑤
 そ

の
他

市
町

村
が

必
要

と認
め

る
事

項

　　
【対

象
者

】
　　

　要
保

護
児

童
、要

支
援

児
童

と当
該

児
童

の
保

護
者

及
び

特
定

妊
婦

、
　　

　要
支

援
児

童
等

に
当

て
は

ま
らな

い
も

の
の

、子
の

養
育

に
不

安
を

抱
え

、
　　

　行
政

機
関

か
らの

継
続

的
な

支
援

を
希

望
す

る
児

童
とそ

の
保

護
者

及
び

妊
婦

1.
	既

に
様

式
の

準
備

を
して

い
る

2.
	令

和
５

年
度

中
に

様
式

の
準

備
を

予
定

して
い

る
3.

	令
和

６
年

度
以

降
に

様
式

の
準

備
を

予
定

して
い

る
4.

	現
状

、様
式

の
準

備
を

予
定

して
い

な
い

選
択

肢
か

ら、
単

一
選

択

26
（

質
問

N
o.

24
及

び
N

o.
25

に
お

い
て

「１
.既

に
様

式
の

準
備

を
して

い
る

」と
の

ご
回

答
の

場
合

）
直

近
半

年
間

の
サ

ポ
ー

ト
プ

ラ
ン

作
成

対
象

件
数

及
び

作
成

し
た

サ
ポ

ー
ト

プ
ラ

ン
の

件
数

を
ご

回
答

くだ
さい

。
-

自
由

入
力

•サ
ポ

ー
トプ

ラン
作

成
対

象
件

数
(　

母
子

保
健

機
能

で
作

成
す

る
対

象
者

　　
　件

、児
童

福
祉

機
能

で
作

成
す

る
対

象
者

　　
　件

　 
）

•母
子

保
健

機
能

あ
る

い
は

児
童

福
祉

機
能

が
そ

れ
ぞ

れ
個

別
で

作
成

し
た

サ
ポ

ー
トプ

ラン
の

件
数

（
 　

母
子

保
健

機
能

　　
　件

、児
童

福
祉

機
能

　　
　件

 ）

27
（

質
問

N
o.

24
に

お
い

て
「１

.既
に

様
式

の
準

備
を

して
い

る
」と

の
ご

回
答

の
場

合
）

サ
ポ

ー
トプ

ラン
を

こ
ども

家
庭

セ
ン

タ
ー

（
母

子
保

健
機

能
）

で
作

成
し

た
ケ

ー
ス

の
うち

、手
交

した
割

合
を

ご
回

答
くだ

さい
。

1.
	手

交
して

い
な

い
2.

	10
%

未
満

手
交

した
3.

	10
~

30
%

手
交

した
4.

	31
~

50
%

手
交

した
5.

	51
~

80
%

手
交

した
6.

	81
%

以
上

手
交

した

選
択

肢
か

ら、
単

一
選

択

23

母
子

保
健

部
門

と児
童

福
祉

部
門

の
双

方
合

同
で

の
ケ

ー
ス

会
議

は
月

に
何

回
開

催
して

い
る

、又
は

開
催

予
定

か
ご

回
答

くだ
さい

。
※

合
同

ケ
ー

ス
会

議
とは

、統
括

支
援

員
 、

母
子

保
健

機
能

　職
員

（
保

健
師

等
）

、児
童

福
祉

機
能

　職
員

（
子

ど
も

家
庭

支
援

員
等

）
を

構
成

員
とし

、統
括

支
援

員
を

中
心

とし
て

、各
家

庭
の

情
報

や
課

題
を

共
有

し、
そ

の
上

で
特

定
妊

婦
や

要
保

護
児

童
等

に
該

当
す

る
か

の
判

断
や

当
該

家
庭

へ
の

支
援

方
針

の
検

討
・決

定
を

行
う会

議
とす

る
。

1.
	１

回
2.

	２
回

3.
	ま

だ
決

ま
って

い
な

い
4.

	そ
の

他
（

　自
由

入
力

　○
回

）

・選
択

肢
か

ら、
単

一
選

択
・そ

の
他

の
場

合
は

自
由

入
力

で
の

記
載

も
お

願
い

しま
す

こ
ども

家
庭

セ
ン

タ
ー

に
お

い
て

作
成

す
る

サ
ポ

ー
ト

プ
ラ

ン
の

様
式

準
備

状
況

に
つ

い
て

ご
回

答
くだ

さ
い

。
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 28
（

質
問

N
o.

25
に

お
い

て
「１

.既
に

様
式

の
準

備
を

して
い

る
」と

の
ご

回
答

の
場

合
）

サ
ポ

ー
トプ

ラン
を

こ
ども

家
庭

セ
ン

タ
ー

（
児

童
福

祉
機

能
）

で
作

成
し

た
ケ

ー
ス

の
うち

、手
交

した
割

合
を

ご
回

答
くだ

さい
。

1.
	手

交
して

い
な

い
2.

	10
%

未
満

手
交

した
3.

	10
~

30
%

手
交

した
4.

	31
~

50
%

手
交

した
5.

	51
~

80
%

手
交

した
6.

	81
%

以
上

手
交

した

選
択

肢
か

ら、
単

一
選

択

そ
の

他

そ
の

他

31
こど

も
家

庭
セ

ン
ター

内
ま

た
は

貴
自

治
体

に
お

け
る

母
子

保
健

機
能

と児
童

福
祉

機
能

の
連

携
に

つ
い

て
、工

夫
して

い
る

取
組

に
つ

い
て

ご
回

答
くだ

さい
。

1.
	組

織
体

制
に

関
す

る
工

夫
・取

組
（

指
揮

命
令

系
統

の
一

元
化

、業
務

フ
ロー

の
改

善
等

）
2.

	環
境

に
関

す
る

工
夫

・取
り組

み
（

立
地

環
境

や
執

務
環

境
の

改
善

等
）

3.
	人

材
配

置
・確

保
に

関
す

る
工

夫
・取

り組
み

（
有

資
格

者
や

母
子

保
健

と児
童

福
祉

の
連

携
・調

整
の

能
力

を
持

つ
マ

ネ
ジ

メン
ト層

の
配

置
、事

務
員

の
配

置
等

）
4.

	育
成

に
関

す
る

工
夫

・取
り組

み
（

研
修

・O
JT

体
制

等
）

5.
	組

織
間

・部
署

間
の

情
報

共
有

・連
携

に
関

す
る

工
夫

・取
り組

み
（

シ
ス

テ
ム

整
備

、個
人

情
報

の
デ

ー
タの

共
有

、会
議

体
の

設
定

等
）

6.
	そ

の
他

の
工

夫
・取

り組
み

7.
	特

に
な

し

選
択

肢
か

ら、
複

数
選

択

Ⅱ
-１

-１
.母

子
保

健
部

門
回

答

32
(質

問
N

o.
31

に
お

い
て

、１
か

ら６
とご

回
答

の
場

合
)取

り組
み

の
具

体
的

内
容

を
ご

回
答

くだ
さい

（
課

題
解

決
に

向
け

て
どの

よ
うな

方
法

・過
程

で
取

り組
ん

だ
の

か
等

）
。

-
自

由
入

力

33
取

り組
み

の
結

果
、こ

れ
ま

で
以

上
に

お
互

い
の

強
み

や
連

携
の

重
要

性
の

理
解

、課
題

解
決

に
資

す
る

効
果

が
得

られ
た

か
どう

か
ご

回
答

くだ
さい

。

1.
	効

果
が

得
られ

た
2.

	効
果

が
や

や
得

られ
た

3.
	どち

らで
も

な
い

4.
	効

果
が

あ
ま

り得
られ

な
か

った
5.

	効
果

が
ほ

とん
ど得

られ
な

か
った

選
択

肢
か

ら、
単

一
選

択

34
（

質
問

N
o.

33
に

お
い

て
「５

.効
果

が
ほ

とん
ど得

られ
な

か
った

」と
の

ご
回

答
の

場
合

）
困

難
や

課
題

が
あ

れ
ば

ご
回

答
く

だ
さい

。
-

自
由

入
力

Ⅱ
-１

-２
.児

童
福

祉
部

門
回

答

35
(質

問
N

o.
31

に
お

い
て

、１
か

ら６
とご

回
答

の
場

合
)取

り組
み

の
具

体
的

内
容

を
ご

回
答

くだ
さい

（
課

題
解

決
に

向
け

て
どの

よ
うな

方
法

・過
程

で
取

り組
ん

だ
の

か
等

）
。

-
自

由
入

力

36
取

り組
み

の
結

果
、こ

れ
ま

で
以

上
に

お
互

い
の

強
み

や
連

携
の

重
要

性
の

理
解

、課
題

解
決

に
資

す
る

効
果

が
得

られ
た

か
どう

か
ご

回
答

くだ
さい

。

1.
	効

果
が

得
られ

た
2.

	効
果

が
や

や
得

られ
た

3.
	どち

らで
も

な
い

4.
	効

果
が

あ
ま

り得
られ

な
か

った
5.

	効
果

が
ほ

とん
ど得

られ
な

か
った

選
択

肢
か

ら、
単

一
選

択

30
こど

も
家

庭
セ

ン
ター

（
児

童
福

祉
機

能
）

の
サ

ポ
ー

トプ
ラン

の
運

用
に

あ
た

り、
困

って
い

る
こと

が
あ

れ
ば

、ご
回

答
くだ

さ
い

。

1.
	作

成
体

制
2.

	進
行

管
理

体
制

3.
	支

援
対

象
者

へ
の

サ
ポ

ー
トプ

ラン
の

手
交

方
法

4.
	組

織
間

・部
署

間
の

共
有

や
定

期
的

な
見

直
し

5.
	作

成
担

当
者

の
確

保
・育

成
（

研
修

等
）

6.
	特

に
な

し
7.

	そ
の

他
（

　自
由

入
力

　）

・選
択

肢
か

ら、
複

数
選

択
・そ

の
他

の
場

合
は

自
由

入
力

で
の

記
載

も
お

願
い

しま
す

29
こど

も
家

庭
セ

ン
ター

（
児

童
福

祉
機

能
）

の
サ

ポ
ー

トプ
ラン

の
運

用
に

あ
た

り、
工

夫
され

て
い

る
こと

が
あ

れ
ば

、ご
回

答
く

だ
さい

。

1.
	作

成
体

制
2.

	進
行

管
理

体
制

3.
	支

援
対

象
者

へ
の

サ
ポ

ー
トプ

ラン
の

手
交

方
法

4.
	組

織
間

・部
署

間
の

共
有

や
定

期
的

な
見

直
し

5.
	作

成
担

当
者

の
確

保
・育

成
（

研
修

等
）

6.
	そ

の
他

（
　自

由
入

力
　）

・選
択

肢
か

ら、
複

数
選

択
・そ

の
他

の
場

合
は

自
由

入
力

で
の

記
載

も
お

願
い

しま
す
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 37
（

質
問

N
o.

36
に

お
い

て
「５

.効
果

が
ほ

とん
ど得

られ
な

か
った

」と
の

ご
回

答
の

場
合

）
困

難
や

課
題

が
あ

れ
ば

ご
回

答
く

だ
さい

。
-

自
由

入
力

Ⅱ
-１

.質
問

N
o.

18
に

お
い

て
、１

か
ら

４
（

設
置

し
て

い
る

ま
た

は
設

置
予

定
、検

討
中

）
とご

回
答

さ
れ

た
自

治
体

に
お

伺
い

し
ま

す
。

そ
の

他

39
（

質
問

N
o.

38
に

お
い

て
１

、２
又

は
そ

の
他

を
ご

回
答

され
た

場
合

）
要

対
協

との
関

係
に

つ
い

て
困

難
だ

った
点

や
課

題
・問

題
点

に
つ

い
て

ご
回

答
くだ

さい
。

-
自

由
入

力

40
こど

も
家

庭
セ

ン
ター

を
設

置
す

る
際

に
課

題
とな

った
こと

は
何

か
ご

回
答

くだ
さい

。
-

自
由

入
力

Ⅱ
-２

.質
問

N
o.

18
に

お
い

て
「５

.ま
だ

設
置

の
検

討
を

は
じ

め
て

い
な

い
」と

ご
回

答
さ

れ
た

自
治

体
に

お
伺

い
し

ま
す

。
41

こど
も

家
庭

セ
ン

ター
の

設
置

に
あ

た
り課

題
とな

って
い

る
こと

は
何

か
ご

回
答

くだ
さい

。
-

自
由

入
力

Ⅲ
. 貴

自
治

体
に

お
け

る
母

子
保

健
（

子
育

て
世

代
包

括
支

援
セ

ン
タ

ー
）

と児
童

福
祉

（
子

ども
家

庭
総

合
支

援
拠

点
）

の
一

体
的

な
運

用
状

況
に

つ
い

て
、 

以
下

の
質

問
に

ご
回

答
下

さ
い

。

42
貴

自
治

体
に

お
け

る
母

子
保

健
と児

童
福

祉
の

一
体

的
な

運
用

状
況

に
つ

い
て

ご
回

答
くだ

さい
。

1.
	同

一
建

物
・同

一
フロ

ア
に

設
置

して
い

る
2.

	同
一

建
物

・違
うフ

ロア
に

設
置

して
い

る
3.

	母
子

保
健

機
能

と児
童

福
祉

機
能

との
間

で
、合

同
ケ

ー
ス

会
議

を
開

催
して

い
る

4.
	母

子
保

健
機

能
と児

童
福

祉
機

能
との

間
で

、合
同

ケ
ー

ス
会

議
を

開
催

して
い

な
い

5.
	ケ

ー
ス

の
ア

セ
ス

メン
トを

母
子

保
健

・児
童

福
祉

が
合

同
で

行
って

い
る

6.
	母

子
保

健
・児

童
福

祉
双

方
の

対
応

が
必

要
な

ケ
ー

ス
に

お
い

て
、児

童
福

祉
・母

子
保

健
が

合
同

で
対

応
で

き
る

体
制

に
な

って
い

る
7.

	個
別

ケ
ー

ス
を

支
援

す
る

に
あ

た
り、

母
子

保
健

と児
童

福
祉

で
効

果
的

な
役

割
分

担
が

な
され

て
い

て
、双

方
が

認
識

で
き

て
い

る
8.

	人
事

配
置

、異
動

基
準

等
に

お
い

て
、一

体
的

運
用

が
で

き
る

よ
うに

、一
定

の
配

慮
が

され
て

い
る

9.
	上

記
の

い
ず

れ
に

も
該

当
しな

い

選
択

肢
か

ら、
複

数
選

択

43
（

質
問

N
o4

2に
お

い
て

「９
.上

記
の

い
す

れ
に

も
該

当
しな

い
」と

の
ご

回
答

の
場

合
）
「３

・５
・６

・７
・８

」の
よ

う
な

運
用

が
実

施
され

て
い

な
い

理
由

は
何

故
だ

と思
わ

れ
る

か
、ご

回
答

くだ
さい

。
-

自
由

入
力

44
質

問
N

o4
2以

外
で

どの
よ

うな
取

組
が

一
体

的
運

用
と思

わ
れ

る
か

、ご
回

答
くだ

さい
。

-
自

由
入

力
Ⅳ

.安
心

こ
ども

基
金

の
活

用
状

況
に

関
し

て
、以

下
の

質
問

に
ご

回
答

くだ
さ

い
。

45

令
和

３
年

度
補

正
予

算
・子

育
て

支
援

対
策

臨
時

特
例

交
付

金
に

よ
り都

道
府

県
に

造
成

され
た

基
金

（
安

心
こど

も
基

金
）

※
に

お
い

て
、母

子
保

健
と児

童
福

祉
の

一
体

的
相

談
支

援
機

関
の

整
備

等
に

関
す

る
支

援
事

業
（

母
子

保
健

・児
童

福
祉

一
体

的
相

談
支

援
機

関
整

備
事

業
、母

子
保

健
・児

童
福

祉
一

体
的

相
談

支
援

機
関

運
営

事
業

）
を

活
用

した
こと

が
あ

る
か

どう
か

ご
回

答
くだ

さい
。

※
厚

生
労

働
省

「令
和

３
年

度
補

正
予

算
母

子
保

健
対

策
関

係
」

ht
tp

s:
//

w
w

w
.m

hl
w

.g
o.

jp
/c

on
te

nt
/1

19
08

00
0/

00
08

72
67

2.
pd

f　
３

頁

1.
	活

用
した

2.
	令

和
５

年
度

に
お

い
て

活
用

して
い

る
3.

	活
用

を
検

討
して

い
る

4.
	現

状
、活

用
を

考
え

て
い

な
い

選
択

肢
か

ら、
単

一
選

択

38
こど

も
家

庭
セ

ン
ター

と要
保

護
児

童
対

策
地

域
協

議
会

（
要

対
協

）
との

関
係

に
つ

い
て

ご
回

答
くだ

さい
。

1.
	要

保
護

児
童

対
策

地
域

協
議

会
の

調
整

機
関

とし
て

の
役

割
を

担
って

い
る 2.

	こど
も

家
庭

セ
ン

ター
の

サ
ポ

ー
トプ

ラン
の

内
容

と要
保

護
児

童
対

策
地

域
協

議
会

に
お

け
る

支
援

計
画

の
整

合
性

を
図

って
い

る
3.

	ま
だ

決
ま

って
い

な
い

4.
	そ

の
他

（
　自

由
入

力
　）

・選
択

肢
か

ら、
複

数
選

択
・そ

の
他

の
場

合
は

自
由

入
力

で
の

記
載

も
お

願
い

しま
す

貴
自

治
体

に
お

い
て

母
子

保
健

（
子

育
て

世
代

包
括

支
援

セ
ン

ター
）

と児
童

福
祉

（
子

ども
家

庭
総

合
支

援
拠

点
）

の
一

体
的

な
運

用
※

１
を

して
い

る
か

どう
か

ご
回

答
くだ

さい
。

※
１

　一
体

的
な

運
用

に
つ

い
て

、例
え

ば
下

記
の

よ
うな

こと
を

想
定

し、
ご

回
答

くだ
さい

。
・互

い
の

専
門

性
に

対
して

理
解

し、
尊

重
で

き
て

い
る

。
・個

別
の

ケ
ー

ス
検

討
会

が
定

期
的

に
行

わ
れ

て
い

る
。

・日
常

的
に

相
談

で
き

る
関

係
が

構
築

で
き

て
い

る
。

・情
報

共
有

が
迅

速
か

つ
ス

ム
ー

ズ
に

で
き

て
い

る
。

・ア
セ

ス
メン

トが
共

有
され

、支
援

方
針

（
サ

ポ
ー

トプ
ラン

）
が

共
有

され
て

い
る

。
・一

つ
の

ケ
ー

ス
に

対
して

、互
い

に
効

果
的

な
役

割
を

担
うこ

とが
で

き
、必

要
で

あ
れ

ば
共

に
行

動
す

る
な

ど、
協

働
して

支
援

を
行

うこ
とが

で
き

て
い

る
。

・合
同

研
修

会
な

ど合
同

で
学

び
合

え
る

機
会

を
も

って
い

る
。
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 46
（

質
問

N
o.

45
に

お
い

て
「１

.活
用

した
」「

２
.令

和
５

年
度

に
お

い
て

活
用

して
い

る
」と

の
ご

回
答

の
場

合
）

活
用

した
具

体
的

な
事

業
名

を
ご

回
答

くだ
さい

。
1.

母
子

保
健

・児
童

福
祉

一
体

的
相

談
支

援
機

関
整

備
事

業
2.

母
子

保
健

・児
童

福
祉

一
体

的
相

談
支

援
機

関
運

営
事

業
選

択
肢

か
ら、

複
数

選
択

【「
統

括
支

援
員

の
育

成
に

関
す

る
調

査
研

究
」に

関
す

る
質

問
事

項
】

Ⅴ
.貴

自
治

体
に

お
け

る
統

括
支

援
員

  の
配

置
状

況
（

配
置

の
有

無
や

、配
置

し
て

い
る

場
合

は
職

位
や

職
務

内
容

等
）

に
つ

い
て

、 
以

下
の

質
問

に
ご

回
答

くだ
さ

い
。

47
貴

自
治

体
に

お
い

て
、統

括
支

援
員

の
配

置
状

況
を

ご
回

答
くだ

さい
（

こど
も

家
庭

セ
ン

ター
の

設
置

に
先

駆
け

て
、配

置
して

い
る

統
括

支
援

員
を

含
む

）
。

1.
	配

置
して

い
る

2.
	令

和
６

年
度

中
に

、配
置

を
予

定
して

お
り、

準
備

を
進

め
て

い
る

3.
	現

状
検

討
を

開
始

で
き

て
い

な
い

、ま
た

は
将

来
的

な
設

置
に

向
け

て
、検

討
は

開
始

して
い

る
も

の
の

本
格

的
な

準
備

は
で

き
て

い
な

い

選
択

肢
か

ら、
単

一
選

択

Ⅴ
-１

.質
問

N
o.

47
に

お
い

て
「１

.配
置

し
て

い
る

」「
２

.近
年

中
に

、配
置

を
予

定
し

て
お

り、
準

備
を

進
め

て
い

る
」と

ご
回

答
さ

れ
た

自
治

体
に

お
伺

い
し

ま
す

。

48
貴

自
治

体
に

お
い

て
、配

置
（

予
定

）
の

統
括

支
援

員
の

資
格

要
件

を
ご

回
答

くだ
さい

。

1.
保

健
師

、社
会

福
祉

士
、こ

ども
家

庭
ソ

ー
シ

ャル
ワ

ー
カー

等
の

母
子

保
健

、児
童

福
祉

に
係

る
資

格
を

有
し、

一
定

の
母

子
保

健
又

は
児

童
福

祉
分

野
の

実
務

経
験

を
有

す
る

者
2.

母
子

保
健

機
能

、児
童

福
祉

機
能

に
お

け
る

業
務

の
双

方
（

又
は

い
ず

れ
か

）
に

お
い

て
相

談
支

援
業

務
の

経
験

が
あ

り、
双

方
の

役
割

に
理

解
の

あ
る

者 3.
そ

の
他

、市
区

町
村

に
お

い
て

上
記

と同
等

と認
め

た
者

選
択

肢
か

ら、
複

数
選

択

49
質

問
N

o4
8に

お
い

て
、ど

の
よ

うな
資

格
を

有
して

い
る

方
を

配
置

して
い

る
か

（
配

置
予

定
か

）
ご

回
答

くだ
さい

。
-

自
由

入
力

50
人

材
不

足
等

の
事

情
に

よ
り、

統
括

支
援

員
とし

て
外

部
の

有
識

者
等

の
方

を
配

置
して

い
ま

す
か

。ま
た

は
、外

部
の

有
識

者
等

の
方

の
配

置
を

想
定

して
い

る
か

、ご
回

答
くだ

さい
。

1.
	外

部
人

材
を

配
置

して
い

る
／

配
置

を
想

定
して

い
る

2.
	外

部
人

材
は

配
置

して
い

な
い

／
配

置
を

想
定

して
い

な
い

選
択

肢
か

ら、
単

一
選

択

51
（

質
問

N
o.

50
に

お
い

て
「１

.外
部

人
材

を
配

置
して

い
る

／
配

置
を

想
定

して
い

る
」と

の
ご

回
答

の
場

合
）

どの
よ

うな
外

部
人

材
を

想
定

して
い

る
か

ご
回

答
くだ

さい
。

-
自

由
入

力

52
統

括
支

援
員

の
雇

用
形

態
を

ご
回

答
くだ

さい
。

1.
	常

勤
職

員
2.

	非
常

勤
職

員
選

択
肢

か
ら、

単
一

選
択

そ
の

他

54
（

質
問

N
o5

3に
お

い
て

１
、２

又
は

そ
の

他
とご

回
答

の
場

合
）

そ
れ

ぞ
れ

の
経

験
年

数
を

ご
回

答
くだ

さい
。

-
自

由
入

力

統
括

支
援

員
の

要
件

（
資

格
）

等
に

つ
い

て
は

、来
年

度
以

降
下

記
の

よ
うに

規
定

し
て

い
ま

す
が

、研
修

を
受

講
し

て
い

る
・し

て
い

な
い

に
か

か
わ

ら
ず

、現
時

点
で

の
配

置
状

況
に

つ
い

て
ご

回
答

くだ
さ

い
。

【統
括

支
援

員
の

要
件

（
資

格
）

等
に

つ
い

て
】

統
括

支
援

員
の

要
件

は
以

下
の

い
ず

れ
か

に
該

当
す

る
者

で
あ

り、
か

つ
一

体
的

支
援

に
係

る
基

礎
的

な
事

項
に

関
す

る
研

修
を

受
講

（
※

１
）

した
者

とす
る

。
（

※
１

）
研

修
の

受
講

に
つ

い
て

は
、一

定
の

期
間

内
（

例
え

ば
４

月
以

降
３

か
月

間
程

度
の

間
。統

括
支

援
員

着
任

後
を

含
む

）
に

受
講

して
も

らう
こと

を
想

定
。

①
 保

健
師

、社
会

福
祉

士
、こ

ども
家

庭
ソ

ー
シ

ャル
ワ

ー
カー

等
の

母
子

保
健

、児
童

福
祉

に
係

る
資

格
（

※
２

）
を

有
し、

一
定

の
母

子
保

健
又

は
児

童
福

祉
分

野
の

実
務

経
験

を
有

す
る

者
（

※
２

）
資

格
の

詳
細

は
下

記
の

PD
F（

P1
0~

12
）

を
参

照
くだ

さい
。

ht
tp

s:
//

w
w

w
.c

fa
.g

o.
jp

/a
ss

et
s/

co
nt

en
ts

/n
od

e/
ba

si
c_

pa
ge

/f
ie

ld
_r

ef
_r

es
ou

rc
es

/5
4c

65
70

c-
41

ab
-4

82
d-

b0
08

-a
5b

fff
08

fb
c2

/d
8b

67
88

c/
20

23
09

12
_c

ou
nc

ils
_s

hi
ng

ik
ai

_g
ya

ku
ta

i_
bo

us
hi

_5
4c

65
70

c_
01

.p
df

②
 母

子
保

健
機

能
、児

童
福

祉
機

能
に

お
け

る
業

務
の

双
方

（
又

は
い

ず
れ

か
）

に
お

い
て

相
談

支
援

業
務

の
経

験
が

あ
り、

双
方

の
役

割
に

理
解

の
あ

る
者

。
③

 そ
の

他
、市

区
町

村
に

お
い

て
上

記
と同

等
と認

め
た

者
。

53
統

括
支

援
員

を
補

佐
す

る
職

員
を

置
く予

定
の

場
合

に
は

、そ
の

人
数

を
ご

回
答

くだ
さい

。

1.
	１

名
2.

	２
名

3.
	ま

だ
決

ま
って

い
な

い
4.

	そ
の

他
（

　人
数

を
記

入
くだ

さい
　）

・選
択

肢
か

ら、
単

一
選

択
・そ

の
他

の
場

合
は

自
由

入
力

で
の

記
載

も
お

願
い

しま
す
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そ
の

他

56
（

質
問

N
o.

55
に

お
い

て
１

と２
とご

回
答

の
場

合
）

統
括

支
援

員
の

子
育

て
世

代
包

括
支

援
セ

ン
ター

及
び

子
ども

家
庭

相
談

支
援

拠
点

で
の

勤
務

内
容

を
ご

回
答

くだ
さい

。
-

自
由

入
力

1.
	子

育
て

世
代

包
括

支
援

セ
ン

ター
で

の
相

談
対

応
（

　　
　年

　）
2.

	子
育

て
世

代
包

括
支

援
セ

ン
ター

で
の

管
理

職
（

　　
　年

　）
3.

	子
ども

家
庭

総
合

支
援

拠
点

で
の

相
談

対
応

（
　　

　年
　）

4.
	子

ども
家

庭
総

合
支

援
拠

点
で

の
管

理
職

（
　　

　年
　）

そ
の

他

58
既

に
統

括
支

援
員

を
配

置
して

い
る

場
合

、ま
た

は
、令

和
6年

4月
以

降
に

こど
も

家
庭

セ
ン

ター
へ

配
置

す
る

こと
を

想
定

した
統

括
支

援
員

に
対

し、
研

修
を

実
施

して
い

る
か

ご
回

答
くだ

さい
。

1.
	有

2.
	無

選
択

肢
か

ら、
単

一
選

択

59
（

質
問

N
o.

58
に

お
い

て
「１

.有
」と

の
ご

回
答

の
場

合
）

研
修

の
内

容
を

ご
回

答
くだ

さい
。

-
自

由
入

力

そ
の

他

61
統

括
支

援
員

を
配

置
した

こと
に

よ
る

母
子

保
健

と児
童

福
祉

の
連

携
の

好
事

例
が

あ
れ

ば
どの

よ
うな

事
例

か
ご

回
答

くだ
さい

。
-

自
由

入
力

Ⅴ
-２

.質
問

N
o.

47
に

お
い

て
「３

.現
状

、検
討

を
開

始
で

き
て

い
な

い
、ま

た
は

将
来

的
な

設
置

に
向

け
て

、検
討

は
開

始
し

て
い

る
も

の
の

本
格

的
な

準
備

は
で

き
て

い
な

い
」と

ご
回

答
さ

れ
た

自
治

体
に

お
伺

い
し

ま
す

。

そ
の

他

57
既

に
統

括
支

援
員

を
配

置
して

い
る

場
合

、当
該

支
援

員
は

令
和

６
年

４
月

以
降

に
施

行
され

る
こど

も
家

庭
支

援
セ

ン
ター

に
配

置
す

る
統

括
支

援
員

の
役

割
を

担
うこ

とが
想

定
され

ま
す

が
、配

置
時

点
の

主
な

業
務

内
容

を
ご

回
答

くだ
さ

い
。

1.
	合

同
会

議
の

開
催

2.
	サ

ポ
ー

トプ
ラン

作
成

の
ア

ドバ
イス

及
び

進
捗

管
理

3.
	地

域
資

源
の

開
拓

4.
	支

援
対

象
者

の
進

行
管

理
に

関
す

る
こと

5.
	母

子
保

健
と児

童
福

祉
の

連
絡

調
整

6.
	人

材
育

成
7.

	そ
の

他
　（

　そ
の

他
に

、担
って

い
る

業
務

内
容

を
記

入
くだ

さい
　）

・選
択

肢
か

ら、
複

数
選

択
・そ

の
他

の
場

合
は

自
由

入
力

で
の

記
載

も
お

願
い

しま
す

60
統

括
支

援
員

と要
保

護
児

童
対

策
地

域
協

議
会

（
要

対
協

）
との

関
係

に
つ

い
て

ご
回

答
くだ

さい
。

1.
	要

保
護

児
童

対
策

地
域

協
議

会
に

参
加

し、
調

整
役

を
担

って
い

る
2.

	要
保

護
児

童
対

策
地

域
協

議
会

内
の

個
別

ケ
ー

ス
検

討
会

議
と、

こど
も

家
庭

セ
ン

ター
の

個
別

ケ
ー

ス
会

議
の

合
同

会
議

を
主

催
し、

調
整

役
を

担
っ

て
い

る
3.

	こど
も

家
庭

セ
ン

ター
の

サ
ポ

ー
トプ

ラン
の

内
容

と要
保

護
児

童
対

策
地

域
協

議
会

に
お

け
る

支
援

計
画

の
整

合
性

を
図

る
業

務
を

担
って

い
る

4.
	そ

の
他

（
　自

由
入

力
　）

・選
択

肢
か

ら、
複

数
選

択
・そ

の
他

の
場

合
は

自
由

入
力

で
の

記
載

も
お

願
い

しま
す

62
統

括
支

援
員

配
置

に
あ

た
って

の
問

題
点

・懸
念

事
項

を
ご

回
答

くだ
さい

。

1.
	適

当
な

人
材

が
組

織
内

に
い

な
い

2.
	人

材
育

成
の

た
め

の
研

修
の

機
会

が
な

い
3.

	採
用

活
動

を
して

い
る

が
良

い
人

材
が

い
な

い
（

確
保

で
き

な
い

）
4.

	採
用

す
る

た
め

の
予

算
が

な
い

5.
	組

織
内

の
合

意
が

取
れ

な
い

6.
	国

が
示

す
要

件
を

満
た

す
こと

が
難

しい
7.

	そ
の

他
　（

　　
そ

の
他

の
問

題
点

・懸
念

事
項

を
記

入
くだ

さい
　　

）

・選
択

肢
か

ら、
複

数
選

択
・そ

の
他

の
場

合
は

自
由

入
力

で
の

記
載

も
お

願
い

しま
す

55
統

括
支

援
員

を
配

置
して

い
る

場
合

、統
括

支
援

員
の

過
去

の
勤

務
経

験
を

ご
回

答
くだ

さい
。

1.
	子

育
て

世
代

包
括

支
援

セ
ン

ター
2.

	子
ども

家
庭

総
合

支
援

拠
点

ま
た

は
市

区
町

村
の

子
ども

家
庭

相
談

部
門

3.
	１

又
は

２
どち

らも
勤

務
経

験
な

し
4.

	児
童

相
談

所
5.

	児
童

養
護

施
設

、乳
児

院
等

の
入

所
型

の
児

童
福

祉
施

設
6.

	保
育

所
、幼

保
連

携
型

認
定

こど
も

園
、児

童
発

達
支

援
セ

ン
ター

等
の

通
所

型
の

児
童

福
祉

施
設

7.
	そ

の
他

（
　　

児
童

福
祉

や
母

子
保

健
に

関
係

す
る

そ
の

他
の

勤
務

経
験

を
記

入
くだ

さい
　　

）

・選
択

肢
か

ら、
複

数
選

択
・そ

の
他

の
場

合
は

自
由

入
力

で
の

記
載

も
お

願
い

しま
す
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 Ⅵ
.統

括
支

援
員

に
求

め
ら

れ
る

専
門

性
を

身
に

着
け

る
た

め
に

必
要

な
研

修
に

つ
い

て
、 

以
下

の
質

問
に

ご
回

答
くだ

さ
い

。

63
基

礎
研

修
（

オ
ン

デ
マ

ン
ド）

に
つ

い
て

、受
講

時
期

は
い

つ
が

よ
い

と思
わ

れ
る

か
ご

回
答

くだ
さい

。

1.
	１

月
2.

	２
月

3.
	３

月
4.

	４
月

5.
	５

月
6.

	６
月

7.
	７

月
8.

	８
月

9.
	９

月
10

.	1
0月

11
.	1

1月
12

.	1
2月

選
択

肢
か

ら、
複

数
選

択

64
実

務
研

修
Ⅰ

に
つ

い
て

、受
講

時
期

は
い

つ
が

よ
い

と思
わ

れ
る

か
ご

回
答

くだ
さい

。

1.
	１

月
2.

	２
月

3.
	３

月
4.

	４
月

5.
	５

月
6.

	６
月

7.
	７

月
8.

	８
月

9.
	９

月
10

.	1
0月

11
.	1

1月
12

.	1
2月

選
択

肢
か

ら、
複

数
選

択

こど
も

家
庭

庁
「児

童
福

祉
法

等
の

一
部

を
改

正
す

る
法

律
の

施
行

に
向

け
た

検
討

状
況

」（
令

和
５

年
９

月
）

（
ht

tp
s:

//
w

w
w

.c
fa

.g
o.

jp
/a

ss
et

s/
co

nt
en

ts
/n

od
e/

ba
si

c_
pa

ge
/f

ie
ld

_r
ef

_r
es

ou
rc

es
/5

4c
65

70
c-

41
ab

-4
82

d-
b0

08
-

a5
bf

ff0
8f

bc
2/

d8
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78
8c

/2
02

30
91

2_
co

un
ci

ls
_s

hi
ng

ik
ai

_g
ya
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ta

i_
bo

us
hi

_5
4c

65
70

c_
01

.p
df

）
（

p1
3）

に
お

い
て

、統
括

支
援

員
の

要
件

とな
る

「一
体

的
支

援
に

係
る

基
礎

的
な

事
項

に
関

す
る

研
修

」は
以

下
の

よ
うに

示
して

い
ま

す
。

【基
礎

研
修

（
オ

ン
デ

マ
ン

ド）
】

こど
も

家
庭

セ
ン

ター
設

置
の

目
的

や
意

義
・業

務
内

容
、統

括
支

援
員

の
役

割
等

に
つ

い
て

学
ぶ

研
修

（
数

日
程

度
を

想
定

）
。

※
令

和
５

年
度

「統
括

支
援

員
の

育
成

に
関

す
る

調
査

研
究

」に
よ

り、
研

修
コン

テ
ン

ツ
例

を
作

成
予

定
。

※
虐

待
・思

春
期

問
題

情
報

研
修

セ
ン

ター
事

業
に

お
い

て
、上

記
研

修
コン

テ
ン

ツ
例

を
活

用
した

研
修

（
オ

ン
デ

マ
ン

ドに
よ

る
オ

ン
ライ

ン
研

修
教

材
の

配
信

）
を

検
討

。
※

研
修

の
受

講
に

つ
い

て
は

、一
定

の
期

間
内

（
例

え
ば

４
月

以
降

３
か

月
間

程
度

の
間

）
に

受
講

して
も

らう
こと

を
想

定
。

＜
そ

の
他

、統
括

支
援

員
の

資
質

向
上

の
た

め
に

受
講

す
る

こと
が

望
ま

しい
研

修
＞

【実
務

研
修

Ⅰ
】

統
括

支
援

員
とし

て
必

要
と見

込
ま

れ
る

内
容

（
統

括
支

援
員

とし
て

の
具

体
的

な
マ

ネ
ジ

メン
トス

キ
ル

が
期

待
され

る
事

例
に

対
す

る
演

習
等

）
に

つ
い

て
、演

習
型

の
研

修
を

都
道

府
県

に
お

い
て

実
施

を
検

討
（

※
１

）
して

い
た

だ
き

、市
町

村
の

統
括

支
援

員
に

対
して

研
修

受
講

を
促

す
こと

が
望

ま
しい

。
※

１
 虐

待
・思

春
期

問
題

情
報

研
修

セ
ン

ター
事

業
（

子
ども

の
虹

情
報

研
修

セ
ン

ター
・西

日
本

こど
も

研
修

セ
ン

ター
あ

か
し）

に
お

い
て

、都
道

府
県

とし
て

の
研

修
担

当
者

（
都

道
府

県
内

の
研

修
の

講
師

・フ
ァシ

リテ
ー

ター
を

務
め

る
実

務
者

（
管

内
の

市
町

村
の

代
表

的
な

統
括

支
援

員
等

）
及

び
研

修
企

画
担

当
者

が
参

加
す

る
「指

導
者

養
成

研
修

」の
実

施
を

検
討

。
※

２
 都

道
府

県
とし

て
の

研
修

の
実

施
に

あ
た

って
は

「児
童

虐
待

防
止

対
策

研
修

事
業

」に
よ

る
補

助
金

の
活

用
が

可
能

。
※

３
 都

道
府

県
に

お
け

る
研

修
方

法
例

は
、令

和
５

年
度

「統
括

支
援

員
の

育
成

に
関

す
る

調
査

研
究

」に
よ

り検
討

予
定

。

【実
務

研
修

Ⅱ
】

統
括

支
援

員
の

更
な

る
質

の
向

上
を

図
る

た
め

、年
１

回
程

度
、各

市
区

町
村

の
統

括
支

援
員

が
お

互
い

の
ス

キ
ル

ア
ップ

の
た

め
の

業
務

上
の

困
りご

との
共

有
や

情
報

交
換

の
場

を
設

け
る

こと
も

有
効

で
あ

る
。

※
実

施
は

都
道

府
県

に
お

い
て

検
討

い
た

だ
くこ

とを
想

定
。な

お
、実

施
に

あ
た

って
は

「児
童

虐
待

防
止

対
策

研
修

事
業

」に
よ

る
補

助
金

の
活

用
が

可
能

。
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  65
国

が
示

して
い

る
研

修
の

形
態

を
踏

ま
え

て
、基

礎
研

修
（

オ
ン

デ
マ

ン
ド）

で
は

どの
よ

うな
内

容
の

研
修

が
必

要
だ

と思
う

か
ご

回
答

くだ
さい

。
-

自
由

入
力

66
国

が
示

して
い

る
研

修
の

形
態

を
踏

ま
え

て
、実

務
研

修
Ⅰ

で
は

どの
よ

うな
内

容
の

研
修

が
必

要
だ

と思
うか

ご
回

答
くだ

さ
い

。
-

自
由

入
力

Ⅶ
. 本

調
査

研
究

事
業

に
関

す
る

貴
自

治
体

へ
の

ヒア
リン

グ
に

関
し

て
、以

下
の

質
問

に
ご

回
答

下
さ

い

67

別
途

、オ
ン

ライ
ン

等
で

 1
 時

間
程

度
の

ヒア
リン

グ
を

実
施

させ
て

い
た

だ
く場

合
、ご

協
力

い
た

だ
くこ

とは
可

能
か

ご
回

答
く

だ
さい

（
令

和
５

年
10

月
中

旬
～

令
和

5年
10

月
末

も
しく

は
11

月
上

旬
の

期
間

内
を

想
定

）
。

※
ヒア

リン
グ

調
査

に
伴

う個
人

情
報

（
ご

回
答

者
様

の
お

名
前

等
）

は
公

表
せ

ず
、自

治
体

名
に

つ
い

て
は

公
表

を
希

望
しな

い
場

合
に

「自
治

体
A」

、「
自

治
体

B」
とい

う表
現

とす
る

こと
が

可
能

で
す

。

1.
可

2.
不

可
選

択
肢

か
ら、

単
一

選
択

以
上

で
ア

ン
ケ

ー
トは

終
了

で
す

。ご
協

力
い

た
だ

き
誠

に
あ

りが
とう

ご
ざ

い
ま

した
。
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